




 

 

はじめに 

 

障害者の自立を支援する「障害者自立支援機器（以下｢支援機器｣）」は、ノーマライゼー

ションの理念に基づき、障害者の活動や参加を促す極めて重要な役割を果たすものであり、

障害者のニーズを捉えた製品開発と普及の促進が求められている。 

一方、障害者福祉の現場において、真に必要とされる支援機器を開発するためには、機器

開発の着想段階からユーザーや支援者の「ニーズ」と開発や研究者等の「シーズ」をマッチ

ングすることが大切であり、決してシーズ志向型の開発とならないよう、障害者の置かれて

いる状態は勿論のこと、現場の課題やニーズを的確に捉えた支援機器の開発に繋げる取り組

みが重要である。 

本事業では、ニーズとシーズのマッチングを目的とした支援機器に関する「マッチング交

流会」を企画・開催し、実用的な支援機器が開発されるよう、試作機等を用いて想定するユ

ーザーと開発側が膝を交えて意見交換できる場を設けるとともに、効果的なモニター評価を

行う機会等を創出すことを目的とした交流会を開催した。 

今年度は、大阪及び東京会場に於いて会場開催を実施した。大阪会場は２０１９年以来、

３年ぶりの開催となり出展者を含めた来場者は３３８名、東京会場では４１９名であり、昨

年の２５９名よりも大きく来場者を増やす結果となった。 

Ｗｅｂ開催では「Ｗｅｂ交流プラットフォーム」を４か月間設け実施した。出展機器につ

いての紹介動画の視聴、問合せフォームや掲示板を使って出展者へ問い合わせできる仕組み

を構築した。また、プラットフォームからは常時配信動画も掲載し、支援機器開発の助成金

事業の紹介や、厚生労働科研費の研究報告も行い、交流の促進を図った。アクセス数は、１

月末までに１２，９５１回を記録し、多くの方々に来場いただいた。 

地域交流会（ＡＴＡサテライト）では、本交流会に参加が容易でない、新潟、下関、鹿児

島の３か所にて実施した。地域交流会を通して、開発促進事業の特定種目としてのテーマや

応募につなげることや、当協会ＨＰでも地域交流会での成果を広く周知し、メーカーの開発

意欲を喚起した。 

今後も、こうした取り組みを継続的に実施し、ニーズを踏まえた支援機器開発の一助にな

れば幸いである。 

本報告書は、事業結果を取り纏めたものであり、本事業の実施にあたり、ご協力いただい

た障害当事者の団体、職能団体、出展企業等、多くの方々に心から御礼を申し上げる。 

 

令和５年３月 

 

公益財団法人テクノエイド協会     
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第１部（本編） 





 

１．目的 
障害者及び障害児（以下「障害者」）の自立を支援する｢障害者自立支援機器（以下「支

援機器」）｣は、障害者の活動や参加を促すものとして、極めて重要な役割を果たすもので

ある。 

障害者福祉の現場において、真に必要とされる支援機器を開発するためには、着想の段

階から障害者や支援者の「ニーズ」と、企業や研究者等の「シーズ（技術）」をマッチン

グすることが大切であり、シーズ志向型の開発とならないよう、障害者の置かれている状

態は勿論のこと、現場の課題やニーズを的確に捉えた支援機器の開発を推進することが必

要である。 

本事業では、支援機器のユーザー側が持つニーズと開発側が持つシーズのマッチングを

目的とした「ニーズ・シーズマッチング交流会（以下「本交流会」）」を企画・開催し、実

用的な支援機器が開発されるよう、試作機等を用いて、ニーズ側とシーズ側が膝を交えて

意見交換できる場を設けるとともに、効果的なモニター評価等を行う機会を創出すること

とした。 

 
２．事業概要 
（１）企画委員会の設置 

本委員会では「ニーズ・シーズマッチング交流会」の企画及び運営に係わる審議を行い、

より良い交流会等の実現に向けた検討を行うこととした。 

また、本委員会に構成する障害関係団体の皆様には、①支援機器に関する課題やニーズ

をご提供いただくとともに、②本交流会では、ニーズ側とシーズ側の交流が活性化するよ

う積極的にご参加いただくこととした。また、③交流会の成果を着実に支援機器開発に繋

げるため、開発企業の希望に応じて相談やアドバイス支援を行うこととし、関係する障害

者等をご紹介いただくこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） （五十音順・敬称略）

氏　名 所　属

逢坂　　忠 　社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合

安藤　信哉 　公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会

小川　光彦 　一般社団法人 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会

甲斐　義憲 　株式会社 日刊工業新聞社

岸川　忠彦 　一般社団法人 日本ＡＬＳ協会

小磯さおり 　川崎市社会福祉事業団　れいんぼう川崎

小山万里子 　ポリオの会

佐藤  加奈 　社会福祉法人 日本身体障害者団体連合会

園田　尚美 　ＮＰＯ法人 日本失語症協議会

橋間　信市 　社会福祉法人 全国盲ろう者協会

増澤　髙志 　ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会

ニーズ・シーズマッチング交流会　企画委員会　委員名簿
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（２）ニーズ・シーズマッチング交流会の企画 

障害当事者のニーズをより的確に捉えた支援機器開発の機会を創出すべく、本交流会を

開催した。 

本交流会では、開発企業が試作中の支援機器等を会場へ持ち込み、障害者及び介護者を

はじめ、企業、研究者、開発を支援する機関等が膝を交えて意見交換等を行う場を設ける

こととした。 

本年度は、Ｗｅｂ開催（４ヶ月間）、大阪会場及び東京会場（各３日間）で開催をした。

Ｗｅｂ開催では、出展企業及び機器の紹介動画を掲載すると共に、「問合せフォーム」、

「掲示板」を使用してオンライン上での意見交換や、各種セミナー、講演の常時配信や定

期配信が視聴できるようＷｅｂ交流プラットフォームを構築した。 

会場開催では、開発中の試作機等の展示及びデモンストレーション、意見交換等を行っ

た。また、併催イベントとして、基調講演、特別講演、基調報告、東京会場では、地域交

流会（ＡＴＡサテライト）の成果報告、令和４年度障害者自立支援機器等開発促進事業採

択企業による成果報告会、シンポジウム等を行った。 

 

本交流会の対象者は以下とし、ニーズ側、シーズ側の分類とした。 

 

※ニーズ側：障害者、家族、在宅・施設等の介護職員、医療・福祉の業務に従事し障害者

の福祉や訓練に係わる者 等 

※シーズ側：開発メーカー、地域の産業振興団体、新規参入を検討する企業・研究者、

大学・研究機関 等 

 

ニーズ・シーズマッチング強化事業は、次頁のとおり、「障害者自立支援機器等開発促

進事業」の一環として実施されるものであり、ニーズに基づいた実用的な支援機器開発が

促進されるよう、意見交換を行える場を提供するとともに、モニター評価を行う機会を得

ることを狙いとするものでもある。 
 
 
 
 
 
 
 
 

（オブザーバー） （敬称略）

氏　名 所　属

丸山　誠二
　国立研究開発法人　情報通信研究機構　デプロイメント推進部門
　情報バリアフリー推進室

下田　　修
　国立研究開発法人科学技術振興機構
　起業支援室

中村　美緒 　厚生労働省　社会・援護局　障害保健福祉部　企画課自立支援振興室

辰巳　昌嵩 　厚生労働省　社会・援護局　障害保健福祉部　企画課自立支援振興室
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① 開催日程及び内容  

●Ｗｅｂ開催 【開催日】令和４年１０月１日（土）～令和５年１月３１日（火） 
        【配信会場】テクノエイド協会 Ｗｅｂ交流プラットフォーム内 

【企画内容】 
・Ｗｅｂによる開発企業及び支援機器等の紹介動画の発信 
・問合せフォーム、掲示板を使用しての意見交換の実施 
・開発助成金事業の紹介及び調査研究方向等の動画配信の実施 

 
●大阪会場  【開催日】令和４年１１月２８日（月）～３０日（水）３日間 

【時間】初日１３：００－１７：００ 
９：００－１７：００ ※最終日１６時 

【会場】ＯММ（２階展示Ａホール） 
【併催イベント】 

・Ｗｅｂによる開発企業及び支援機器等の紹介動画の発信 
・問合せフォーム、掲示板を使用しての意見交換の実施 
・開発中の試作機等の展示及体験、意見交換等 
・会場及びオンラインでの講演の実施 

 
●東京会場   【開催日】令和４年１２月１４日（水）～１６日（金）３日間 

         【時間】初日１３：００－１７：００ 
９：００－１７：００ ※最終日１６時 
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【会場】東京都立産業貿易センター浜松町館（２階展示室） 
【併催イベント】 

・Ｗｅｂによる開発企業及び支援機器等の紹介動画の発信 
・問合せフォーム、掲示板を使用しての意見交換の実施 
・開発中の試作機等の展示及体験、意見交換等 
・会場及びオンラインでの講演の実施 

 
大阪会場 

     【大阪会場 外観】                 【２Ｆ 展示ホール】 

 

 

 

 

 

 

 

東京会場 

【東京会場 外観】               【浜松町館 展示室】 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 出展企業等の募集  

出展要項を作成のうえ、６０か所程度、一般募集することとした。 

Ｗｅｂ開催の参加は必須とする。※Ｗｅｂ開催のみの参加は認めないこととした。 

・Ｗｅｂ開催 ８０企業程度   

・大阪開催  ５０企業  

・東京開催  ６０企業  

 

③ 会場開催に伴う留意 

会場での開催にあたっては、開催時の状況に応じて、基本的には国及び開催自治体の

方針に従うこととし、以下の事項について原則遵守することとした。 

 

 三密を避ける。 

 ・会場内の換気を定期的に行う。 

 ・出展者の間隔を十分にあける。 

 ・参加者の座席の間隔を十分にあける。 

 手指の消毒やマスクの着用を要請する。 

 参加者を特定できるよう、来場者の連絡先を記載した名簿を作成する。 

 出展者及び来場者の体温検査を行う。 
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会場開催では、感染症予防等の徹底を図るとともに、Ｗｅｂ開催については、出展機器

等の動画を作成し、期間中の交流を推進することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）Ｗｅｂ開催の内容 
本交流会専用サイト内に、「Ｗｅｂ交流プラットフォーム」を設け、出展事業・機器を

紹介する動画の視聴、問い合わせフォーム及び掲示板を利用した出展者の意見交換、講演

の常時配信が視聴できる仕組みを構築した。 

また、Ｗｅｂ交流プラットフォームは、ログインは不要とし、多くの方々がアクセスし

やすい仕組みとした。 

 

（交流会での動画配信） 

 Ｗｅｂ交流プラットフォーム（交流会の専用ページ）をＷｅｂ上に設け、作成した動

画を出展企業等の個別ページで常時配信することとし、ニーズとシーズの交流を推進

することとした。 

 出展企業等一覧は、Ｗｅｂ交流プラットフォーム上で各障害分野別やフリーワードで

の検索を可能とした。なお、動画はサーバー容量の都合上、YouTube のサイトへ移動

して動画の閲覧ができるようにした。 

 Ｗｅｂ開催期間中には、常時配信動画を掲載し、支援機器開発の助成金事業の紹介や、

厚生労働科研費の研究報告の視聴を可能とした。 

 各会場で行われた講演はオンラインにてリアルタイムで配信することとした。 

 セミナー等の資料については、講演者より資料提供が可となったものについてダウン

ロード可とした。 

 

（基本的な考え方） 

 交流を深める方策として、１０分以内の動画又は、音声や動画が入った 

PowerPoint（以下「動画等」）を出展者自身で作成いただくこととした。（任意） 

 動画等には、開発中の製品紹介をはじめ、対象者、機器の使用方法、活用方法等の内

容を盛り込んでいただくこととした。 

 障害者に対する情報保障は、各社にて対応していただいた。 

 作成した動画等は、当協会の Youtube アカウントで公開した。 

 本交流会は、ニーズとシーズのマッチングを目的としているため、販売を促進する内

容の動画等は認めないこととした。 

 障害当事者団体・開発支援機関等の動画についても、基本的には任意とした。 

 

（動画の目途） 

 出展企業 約８０本 

 障害当事者団体・開発支援機関 約１０本 
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（４）ニーズ・シーズマッチング地域交流会の開催（新潟・下関・鹿児島） 
東京や大阪など、会場へ容易に参加できない地域に出向き、支援機器に係わる地域の

関係者が集う「ニーズ・シーズマッチング地域交流会」、通称「ＡＴＡサテライト」を開

催した。ＡＴＡサテライトでは、地域の障害者と家族・介護者をはじめ、産業振興団体

や開発企業等が参集し、障害者が置かれている状況等を共有化し、課題解決に向けた具

体的な支援機器のイメージを協議した。 

実施にあたり、地域の自治体及び団体・企業等のご協力をいただくことともに、「自立

支援機器イノベーション人材育成事業」と連携を図ることとし、その成果は、令和５年

度の開発促進事業の応募に繋げることとした。ＡＴＡサテライトは、平成３１年度（令

和元年度）に北海道、佐賀県、高知県、令和２年度に秋田県、栃木県で実施している。 

 

（５）交流会開催後のフォローアップ 
担当職員による相談窓口を設置し、交流会開催後の成果を支援機器の開発に繋げるた

め、企画委員や関係団体等と協力しながら、開発企業等に対して継続的に必要な支援を

行った。 

具体的には、以下の取り組みを予定することとした。 

（相談窓口の設置） 

開発側やユーザー側からの相談に応じる専用窓口を設け、常時対応することとした。 

（モニター評価実施にあたっての支援・協力） 

開発企業の要望に応じ、関係団体等と連携を図りモニター評価の実施施設や想定する

ユーザー等を紹介することとした。 

具体的には、「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」を活用して、開発中の機器

や実用化して間近な機器に対して、モニターやアドバイスにご協力いただける機関（施

設や事業所など）を募り、開発企業へ繋ぐこととした。 

（意見交換会やアドバイス支援の実施） 

交流会の成果を着実に支援機器の開発に繋げるため、開発企業の希望に応じて、相談

やアドバス等の開発支援を行うこととした。 

具体的には、企業等から要望を個別にうかがい、関係する障害者等との意見交換会や

アドバイス支援等の機会を設けた。 

また、その成果については、協会ＨＰから各方面へ発信し、ニーズとシーズのマッチ

ングを推進するとともに、来年度以降の開発促進事業の応募を喚起した。 

訪問及び状況に応じてオンライン会議を行うこととし、意見交換会等への参加につい

ては、地域を限定しないこととした。 

（その他） 

その他、必要な支援を関係団体等と連携して行った。 

 

（６）ユーザー側のニーズやシーズの情報収集・発信 

「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」を活用することにより、支援機器に係るニ

ーズとシーズの収集・提供を行った。また、Ｗｅｂ交流プラットフォーム内にて、障害当

事者団体へインタビューを行い、その様子を動画にまとめ、当事者ニーズについて発信を

行った。 

 
（７）実施スケジュール 
  次ページを参照のこと。  
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３．事業結果 
（１）企画委員会の開催結果 

「ニーズ・シーズマッチング交流会」の企画及び運営に係わる審議を行い、より良い交

流会等の実現に向けた検討を行った。ニーズ側とシーズ側の交流が活性化するよう積極的

に交流に関与するとともに、多くの当事者の方々が本交流会に参加いただけるよう呼びか

けをお願いした。 

 

① 第１回ニーズ・シーズマッチング交流会 企画委員会 

【日時】：令和４年７月２１日（木）１０：００～１１：３０ 

【場所】：オンライン開催（テクノエイド協会・会議室） 

【実施内容】： 

 （実施計画） 

・本事業の概要について 

・出展者の募集及び選定状況について 

   ・併催セミナーのプログラム（案） 

（Ｗｅｂによる交流の実施） 

・Ｗｅｂ交流プラットフォームの構築・運用 

・出展参加登録票の提出について 

  （交流の活性化方策） 

   ・訪問インタビューの実施 

   ・地域交流会（ＡＴＡサテライト）の開催 

・意見交換会、アドバイス支援の実施について 

・今後のスケジュール 

 

② 第２回ニーズ・シーズマッチング交流会 企画委員会 

【日時】：令和５年３月３日（金）１４：００～１５：５０ 

【場所】：オンライン開催（テクノエイド協会・会議室） 

【実施内容】： 

（報告事項） 

  ・本事業の実施について 

・実施結果の報告について 

・出展者の選定及び開催の周知 

・交流会の企画及び併催イベントについて 

・地域交流会の実施結果 

・意見交換会、アドバイス支援の実施結果 

・開催結果及びアンケート結果 

（検討事項） 

・マッチング交流会を終えて（意見交換） 

 

（２）出展者の募集から決定までのプロセス 
① 企業等の募集について 

募集は「出展要項」を作成のうえ、郵送又はホームページへの掲載を行い、周知を行っ

た。 
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② 申込方法 

Ｇｏｏｇｌｅ Ｆｏｒｍを使用したＷｅｂ上での申し込み方法とした。 

 

③ 募集の期間 

  令和４年６月１日（水）～６月３０日（木）１６時必着 

 

④ 周知の方法、周知先 

１、郵送 

・発送数  ：１,６６１ヵ所 

・主な送付先： 

〇過去の開発促進事業応募企業 

〇過去の交流会出展及び来場企業 

〇福祉用具情報システム（ＴＡＩＳ）登録企業（抽出） 

〇介護ロボット関連企業 都道府県・政令市 報道機関、地方産業組織 等 

 

 

⑤ 出展企業の選定及び選定結果について 

事務局では、応募のあった企業の中から、以下の観点及び障害の種別等を勘案して、全

８４者の選定を行った。 

 

全８９者の応募があり、８４者を決定した。選考にあたっての観点は以下のとおり。 

 

 （選考にあたっての観点） 

  ・交流会の目的及び要件に合致しているか 

  ・新規あるいは交流を踏まえて改良する意思があるか 

  ・採択又は推薦があるか 

  ・動画等を作成することができ、希望する交流の内容が明確となっているか 

 

 

ａ．出展機器の障害種別（大阪会場及び東京会場） 

障害種別 応募 決定 

身体障害（肢体不自由） ５４ ５１ 

視覚障害 ７ ７ 

聴覚障害 ７ ７ 

高次脳機能障害（失語症等） ４ ４ 

知的障害（身体介護が必要ないケースを含む） ４ ３ 

精神障害（発達障害を含む） ４ ４ 

その他 ９ ８ 

合計 ８９ ８４ 

 

ｂ．各会場の募集定員及び決定（当事者団体、開発支援団体等を除く） 
 
 

 

 

会場 定員 決定 

大阪会場 ６０ ５１ 

東京会場 ６０ ６２ 
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ｃ．障害種別、分野、会場別の出展者数 

障害種別、分野毎のゾーン 
大阪会場 

出展者数 

東京会場 

出展者数 

身体障害（肢体不自由） ２８ ３８ 

視覚障害 ２ ４ 

聴覚障害 ５ ６ 

高次脳機能障害（失語症等） ４ ４ 

知的障害（身体介護が必要ないケースを含む） ４ ０ 

精神障害（発達障害を含む） ４ ２ 

その他 ４ ５ 

障害当事者団体・開発支援団体等 ９ １２ 

合計 ６０企業・団体 ７１企業・団体 

※東京会場にて出展辞退の申出が３者からあった。 

 

また、今年度は日本リハビリテーション工学協会と連携し、同協会が主催する「福祉

機器コンテスト２０２２」で受賞した作品の展示を大阪会場にて行った。 

 

⑥ その他（出展企業等を対象とした説明会） 

出展企業等を対象として、本事業の目的、出展要項の説明、交流会参加にあたっての

お願い等、オンライン説明会を実施した。なお、原則、出展企業等は参加を必須とし、

参加できなかった企業には本説明会を録画した動画を視聴していただくこととした。 

 

〇出展企業等を対象にしたオンライン説明会 

【実施日】令和４年７月１１日（月）１３時３０分～ 

【内容】 

（重要なお知らせ） 

（１）障害者自立支援機器等開発促進事業の全体像 

（２）出展企業等の募集要項 

（３）交流会参加にあたっての重要なお願い 

（４）意見交換会、アドバイス支援の実施について 

（報告事項） 

（５）出展申込の状況及び会場レイアウト（予定）について 

（６）併催セミナーの開催（予定）と周知のお願いについて 

（７）地域交流会の開催（予定）と参加の募集について 

（質疑応答） 
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（３）交流会の周知 
① 交流会専用ホームページの開設 

【期間】 

令和４年５月２７日（金）～ 

 【周知方法】 

協会ホームページより、順次最新情報になるよう更新を行った。 

  テクノエイド協会にアクセスすると、上部に交流会のバナーを表示させ、バナーをクリ

ックすると交流会専用サイトに移る仕組みとした。 

 

【協会トップページ】 
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【交流会専用ページ】 
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② 公式パンフレット及びチラシの作成、配布 

本交流会開催の周知として公式パンフレット及びチラシを作成し、過去の来場者、障

害者団体、開発企業、職能団体、行政など５,８６７ヵ所に送付した。また、公式パン

フレットとは別に基調講演、特別講演が記載されているチラシ、日本リハビリテーショ

ン工学協会と連携し、同協会が主催する「福祉機器コンテスト２０２２」のチラシも同

封し、周知することとした。 

 

【パンフレット】      【講演用チラシ】  【福祉機器コンテスト２０２２チラシ】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パンフレット】      【講演用チラシ】  【福祉機器コンテスト２０２２チラシ】   

 

 

【期間】：令和４年１０月上旬～ 

【周知方法】：郵送、メール等 

【送付物】：公式パンフレット、交流会チラシ 

【主な送付先】 

〇障害団体（日本障害者協議会会員、全国の障害当事者団体 等） 

〇開発企業（過去の採択企業、ＴＡＩＳ登録企業、過去の交流会出展企業 等） 

〇行政（都道府県、市町村の障害主管課） 

〇過去の交流会一般来場者 

〇職能団体（都道府県の理学療法士協会、作業療法士協会事務局） 

〇介護実習・普及センター 

〇全国のリハビリテーションセンター 

〇全国の更生相談所 

〇介護ロボット関連企業または施設 

〇義肢製作所 

〇特別支援学校等 

〇報道機関 

〇その他（賛助会員、個人あて） 
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関係団体への周知及び周知依頼 

厚生労働省及び関係機関・団体の協力のもと、多くの団体等へ本交流会開催を周知した。 

主な周知先は以下のとおり。 

〇日本作業療法士協会：会員向けＨＰに掲載 

〇静岡県業療法士協会：ＨＰへの掲載 

〇神奈川県作業療法士協会：ＨＰへの掲載 

〇日本言語聴覚士協会：機関紙、ＨＰへの掲載 

〇独立行政法人福祉医療機構（ＷＡＭ）：イベントセミナーＨＰに掲載 

〇日本障害者リハビリテーション協会：会員へ周知のお願いを実施 

〇ＪＡＳＰＡ：会員へ周知のお願いを実施 

〇バリアフリー展：会員へメルマガの送信、ＨＰに掲載 

〇日刊工業新聞：関係者各位へメーリングリストにて周知のお願いを実施 

〇福祉新聞：開催情報を掲載 

 

③ その他の広報 

【令和４年１１月１９日（土曜）読売新聞（朝刊）掲載 抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ポリオの会ニュースでの掲載 抜粋】 
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（４）Ｗｅｂ開催及び会場開催のイベント内容 
〇Ｗｅｂ開催 
【開催期間】：令和４年１０月１日（土）～令和５年１月３１日（火） ４ヵ月間 
【会場】：テクノエイド協会 Ｗｅｂ交流プラットフォーム内 
【開催イベント内容】： 

・Ｗｅｂによる開発企業及び支援機器等の紹介動画の発信 
・問合せフォーム、掲示板を使用しての意見交換の実施 
・セミナーの常時配信の実施 

 
常時配信の内容 

【事務局からの挨拶】 
・交流会の目的、オンラインによる交流方法等 

【支援機器開発に係る助成金について】 
・障害者自立支援機器等開発促進事業の概要 

   ・ＮＩＣＴ情報バリアフリー通信・放送役務提供・開発推進助成金制度の案内 
   ・ＪＳＴ産学連携事業と福祉機器開発事例について 
 【支援機器の開発・普及に係わる厚生労働科学研究の動向について】 
   ・障害者の支援機器開発に携わる医療・福祉・工学分野の人材育成モデル構築に資

する研究 
   ・障害者の支援機器開発におけるモニター評価手法の開発及びモニター評価を実践

する人材の育成プログラム開発のための研究 
   ・リハビリテーション関連職等が支援機器の適切な選定・導入運用時に用いるガイ

ドラインの開発 
   ・新技術を利用した支援機器の開発及び選定・導入時の指針作成のための調査研究 

・障害者の支援機器開発における開発支援体制ネットワークモデルの構築 
 【障害等当事者・支援団体へインタビュー】  

・特定非営利活動法人日本失語症協議会 
・公益社団法人全国脊髄損傷者連合会 
・ポリオの会 
・ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会 

 
【Ｗｅｂ交流プラットフォームについて】： 

出展企業等や出展機器情報の掲載、掲示板・問い合わせフォームからの意見交換、併

催セミナーの視聴、セミナー資料のダウンロードを可能にしたプラットフォームを構築

した。 
出展企業等や出展機器情報は、「カテゴリー」、「フリーワード」より検索を可能とし、

出展企業ごとに出展者のページを作成し、「掲示板」もしくは「問合せフォーム」を使

って意見交換ができるよう仕組みとした。本プラットフォームは、Ｗｅｂ開催開始日の

令和４年１０月１日から令和５年１月３１日までを公開期間とした。 
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〈Ｗｅｂ交流プラットフォームの画面〉 
 
 

〈プラットフォームトップ画面〉 
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〈出展者詳細ページ〉 

 
  

★問い合わせ★ 

来場者が１対１で個別に出展者

と交流したい場合に使用する。 

 問合せフォーム内の「問い合

わせ種別」から電話やオンライ

ンで交流等、交流内容を選択す

ることができる。 

  

★掲示板★ 

来場者がオープン（来場者に公開）で出展者

と交流したい場合に使用する。匿名でも投稿

は可能で、投稿内容は蓄積される。 
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〈セミナー視聴〉 
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19－ －



 

〇大阪会場 
【開催期間】：令和４年１１月２８日（月）～３０日（水） ３日間 
【時間】：初日１３：００～１７：００／９：００～１７：００（最終日のみ１６:００） 
【会場】：ＯММ（２階展示Ａホール） 
【開催イベント内容】： 

・Ｗｅｂによる開発機器業等及び支援機器の紹介動画の発信 
・問合せフォーム、掲示板を使用しての意見交換の実施 

 ・会場及びＺｏｏｍウェビナーを使用したリアルタイムによる講演の配信 
 

【併催セミナータイトル】： 
【基調講演】『支援機器の可能性と開発にあたって、アクセシビリティとは』 

  【特別講演】『歩けない私と支援機器』 
  【基調報告】 

・障害者ニーズに見合った用具や機器の見つけ方 
   ・アザラシ型ロボット「パロ」によるポーランドでのウクライナ避難民の心の支援について 
   ・ニーズに基づく機器開発に失敗しないために 
  【利用者らのメッセージ】  

・盲ろう者に必要とされる支援機器、開発にあたり協力できること 
  ・ＡＬＳについて、支援機器の利用事例と開発を望むこと 

  【支援機器の開発と現状の課題、利用者への要望】  
・ゴムの収縮力を筋肉に見立て、筋肉をサポートする歩行アシスト「e-foot」 

      ・「食べる力」を鍛える嚥下力トレーニングボトル「タン練くん」 
  【ワークショップ】 

・デザイン思考プロセスを用いた支援機器開発 
 

 
〈大阪会場の様子〉 
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〇東京会場 
【開催期間】：令和４年１２月１４日（水）～１６日（金） ３日間 
【時間】：初日１３：００～１７：００／９：００～１７：００（最終日のみ１６:００） 
【会場】：東京都立産業貿易センター浜松町館２階展示室 
【開催イベント内容】： 

Ｗｅｂによる開発機器業等及び支援機器の紹介動画の発信 
問合せフォーム、掲示板を使用しての意見交換の実施 

 会場及びＺｏｏｍウェビナーを使用したリアルタイム配信 
 

【併催セミナータイトル】： 
【基調講演】『支援機器の可能性と開発にあたって、アクセシビリティとは』 

  【特別講演】『歩けない私と支援機器』 
  【基調報告】  

・盲ろう者向け支援機器の開発に期待すること 
   ・内部障害者とサポーターをつなぐスマホアプリ『心の輪』の開発『見えない障がい 

者』に対する支援から第一歩 
     【ニーズ・シーズマッチング地域交流会の成果（みんなで考えた支援機器）】 
   ・（新潟市）「視覚障害者の IT サポート支援機器を考える～地域支援体制の構築～」 
   ・（下関市）「統合失調症など精神障害者の支援機器を考える～生活管理から就労 

継続～」 
・（鹿児島市）「重度障害者の覚醒のタイミングを知らせる支援機器を考える」  

  【開発促進事業採択企業による成果報告】 
   ・令和４年度開発促進事業採択６事業者 
  【特別シンポジウム】３Ｄプリンタで製作する自助具の今後の展望 

・３Ｄプリンタを活用して製作する自助具情報の在り方に関する研究報告 
   ・３Ｄプリンタで製作する自助具とその可能性について 
   ・当センターの取り組み、医療機関における自助具製作の可能性 
   ・ＴＲＦ、ＴＲＦ＋Ｈの特長について 

・自助具製作の展開について 
 
 

 
 
ＮＨＫによる取材（本交流会を取り上げた番組作製への協力） 
 

東京会場では、ＮＨＫにて放映されている「みんなのバリアフリー・バラエティ」の撮 
影が行われた。会場では、障害当事者やドラァグクイーンがリポーターとなり、出展機器

の体験・デモ、出展者との意見交換を行った。その撮影内容は以下で配信された。 
 
 【チャンネル】 ＮＨＫＥテレ１東京  

令和５年３月１０日（金）・１７日（金）２２時３０分～ 放映  
※１７日の放送にて本交流会が大体的に取り上げられた。 
詳しくは【公式サイト】バリバラ – ＮＨＫ 
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〈バリバラにて放送された内容の一部〉 
 

 
 
 

〈東京会場の様子〉 
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（５）ニーズ・シーズマッチング地域交流会（ＡＴＡサテライト）の実施結果 
① 目的 

障害者及び障害児（以下「障害者」。）の自立を支援する｢障害者自立支援機器（以下

「支援機器」）｣は、障害者の活動や参加を促進する極めて重要なものである。 
一方、障害福祉の現場において、真に必要とされる、実用的な支援機器を開発するため

には、開発の早い段階から、利用者や支援者の「ニーズ」と企業や研究者の「シーズ」

をマッチングすることが不可欠といえる。 
支援機器の開発企業においては、技術志向型の開発とならないよう、障害者の置かれて

いる状況を的確に把握し、課題や要望を解決する機器開発に着手することが求められ

る。こうしたなか、この度、当協会では、厚生労働省から補助を受けて｢ニーズ・シーズ

マッチング地域交流会（通称｢ＡＴＡサテライト｣。）｣を全国３地域で開催することとし

た。 
このＡＴＡサテライトでは、地域の障害者や家族・支援者をはじめ、産業振興団体や開

発企業等が参集し、障害者の課題等を解決する支援機器の具体的なイメージを協議する

こととし、厚生労働省が行う「令和５年度・障害者自立支援機器等開発促進事業」の応

募等に繋げることとした。 
 

※ニーズ側：障害者、家族、在宅・施設等の介護職員、医療・福祉の業務に従事し障害

者の福祉や訓練に係わる者 等 
※シーズ側：開発メーカー、地域の産業振興団体、新規参入を検討する企業・研究者、 

大学・研究機関 等 
 
② 主催 

公益財団法人テクノエイド協会 

 

③ 協力 

開催地域の自治体及び関係者団体 
  自立支援機器イノベーション人材育成事業に係るメンバーにも本会へ同席いただいた。 
 

④ 開催内容 

開催地域 新潟市 下関市 鹿児島市 

日 時 
9 月 16 日（金）～17 日

（土） 

9 月 13 日（火）～14 日

（水） 

9 月 20 日（火）～21 日

（水） 

会 場 
新潟ユニゾンプラザ 

小研修室１ 

海峡メッセ下関 

804 会議室 

(株）カクイックスウィング 

加治屋町介護用品館 

３階会議室 

テ ー マ 

視覚障害者の IT サポート

支援機器を考える 

～地域支援体制の構築～ 

統合失調症など精神障害

者の支援機器を考える 

～生活管理から就労継続

～ 

重度障害者の覚醒のタイ

ミングを知らせる支援機

器を考える 

座   長 

 

新潟大学・名誉教授 

新潟市障がい者ＩＴサポー

トセンター顧問 

林 豊彦 氏 

ＮＰＯ法人 

メッセージ花くじら 

理事長 石田 眞 氏 

鹿児島大学医学部保健学

科 助教 

鹿児島県作業療法士協会 

会長 

吉満 孝二 氏 

事務局等 テクノエイド協会 テクノエイド協会 テクノエイド協会 
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（主）宇田川、（副）五島 （主）五島、（副）宇田川 （主）根石、（副）五島 

・厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課 ２名 

・記録）インターリスク総研 １名 、 イラストレーター（都内からオンライン）１名 

内 容 

 

第１日目（１４時～１７時） 

①ＡＴＡサテライトの目的とねらいの共通理解 

②障害者の置かれている状況の把握 

 ・障害者や支援者のお困り事、実現したことなど 

③検討テーマにかかわる支援機器の開発状況の把握 

 ・開発状況や現状の課題・要望 

④課題解決に向けた機器やシステム 

  ・あってほしい技術や構造、仕様など 

 

第２日目（９時～１２時） 

⑤開発を希望する具体的な支援機器のイメージ 

・解決する課題 

・機器やシステム、仕様や構造、機能、実現可能になることなど 

成果報告 

 

ニーズ・シーズマッチング交流会（東京会場）において成果報告 

開催:１２月１５日（木） 

場所:東京都立産業貿易センター浜松町館 

 

なお、検討するテーマは座長と協議の上、決定した。進行は座長が行うこととし、参加

者は、座長の指示に従い発言することとした。 
  また、会期中はイラストレーターもオンライン（Zoom）で参加し、議論が活性化及び

機器のイメージが参加者で共有できるよう、イラストレーターが作成するイメージ図をス

クリーン上に出力させ議論を進めた。 
 

 

⑤ 開催結果 

〇ＡＴＡサテライト新潟 
座長：林 豊彦 氏（新潟大学名誉教授、新潟市 IT サポートセンター顧問） 
検討テーマ：「視覚障害者の IT サポート支援機器を考える～地域支援体制の構築～」 
参加者：計２０名（ニーズ側：７名、シーズ側：６名、事務局他：７名） 
※オンライン（Zoom）でも障害当事者にご参加いただいた。 
 

新潟開催では、視覚障害者の支援機器について協議した。新潟県では、社会福祉協議会、

視覚障害者情報センター、障害者施設、盲学校、大学、病院、ITサポートセンターが集ま

り、視覚障害者が取り残されない独自のネットワークを組んで支援を継続に行っている。 
県の補助金にて、大学、ITサポートセンター、企業、社会福祉協議会でコンソーシアム

を結成し、視覚障害者が簡単な操作のみでインターネット上の分散した情報を入手できる

スマホアプリの開発を進めている。必要な情報、信頼できる情報に絞って配信され、欲し

い情報を簡単且つ安心して入手できる。情報のコンテンツは、自治体・公共団体、病院、

支援団体・企業、家族や支援者などから発信することを想定している。 
市内の障害者を対象に支援機器に係る利用実態アンケートを行った結果では、視覚障害

者は拡大読書器を除き、視覚障害者向けの機器を使用していない、もしくは知らない方が

ほとんどであった。また、従来型携帯電話（押しボタン式）を使用している視覚障害者は

多く（特に後天的）、スマートフォンを使いこなしている方は IT リテラシーが高い方々で

あり、ごくわずかな状況である。 
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ニーズに基づき、障害者が使いやすくなるための改良は今後も必要ではあるが、IT機器

を使用するにはスキルが必要であり、障害者自身も IT 機器に歩み寄り、しっかりと障害

者が機器を使えるようにサポートを受けられる体制作りが今後も求められる。 
 

【議論の経過をイラストにしながら具体的な機器のイメージを考えた（抜粋）】 
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【ＡＴＡサテライト新潟まとめ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
【新潟開催の様子】 
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〇ＡＴＡサテライト下関 
座長：石田 眞 氏（NPO 法人メッセージ花くじら 理事長） 
検討テーマ：「統合失調症など精神障害者の支援機器を考える～生活管理から就労継続～」 
参加者：計１５名（ニーズ側：６名、シーズ側：３名、事務局他：６名） 
 

下関開催では、統合失調症、精神障害者の支援機器について協議した。統合失調症、精

神障害者は仕事につけたとしても、夜型の人が多く生活リズムを安定させることが難しく、

パニックになったり、季節によって体調の変動があったり、服薬を忘れたりして継続的に

仕事を続けることができないことが多い。また、順序だてて物事を進めていくことや、不

安感を常に感じていることが多い。 
HaCha は、Ｗｅｂカメラを使って脈拍、自律神経の状態をお知らせし、メンタルの不

調の兆候をＡＩが判断して知らせてくれる。問診で服薬情報や睡眠の情報を記録する機器

である。 
 今後の、機器やシステムのイメージとしては、生活管理を当事者自身で簡単に入力でき、

生活の状況や体調なども可視化され、振り返りができるとよい。また、電話機能等も付加

されることで、本人とやり取りができると本人の安心にもつながるのではないか。異変が

起きた場合には、家族や病院などの関係者へメール通知される仕組みがあるとよい。それ

を実現するには、機器のみでの解決は難しく、行政や病院などが一丸となってサポートす

る体制が必要である。 
 開催後の状況として、どのような機器の仕様であれば当事者本人が不安なく使えるもの

なのか引き続きニーズのヒアリングを続けている。また、座長より行政への働きかけを継

続に行っており、精神科の病院で協力していただける機関を探しているところである。 
 

【議論の経過をイラストにしながら具体的な機器のイメージを考えた（抜粋）】 
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【ＡＴＡサテライト下関まとめ】 
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【下関開催の様子】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〇ＡＴＡサテライト鹿児島 
座長 吉満 孝二 氏（鹿児島大学医学部保健学科 助教） 
検討テーマ：「統合失調症など精神障害者の支援機器を考える～生活管理から就労継続～」 
参加者：計１９名（ニーズ側：４名、シーズ側：９名、事務局他：６名） 
 

鹿児島開催では、重度障害者の覚醒のタイミングを知らせる支援機器について協議した。

重度障害者には、自発的な意思表示ができない方もいる。Ａさんは、筋ジストロフィーの

診断を受け、低酸素脳症となり寝たきり時の状態である。覚醒時には喀痰吸引を必要とし、

定期的な体位変換や給水が必要となる。そのため、家族は頻繁に当事者の状況を把握して

おくことが求められ、頻繁な介護によって家事や睡眠時間の確保ができず、生活に支障が

出ることも少なくない。 
今回は、上記の課題を解決し、機器によって当事者の状態の変化を察知し、適切な時間

に適切な介護を提供できること、ご家族が休める時間を確保できるようにつながる機器を

検討した。 
 なお、本会には「自立支援機器イノベーション人材育成事業」に係るメンバーにも同席

いただいただき、地域及び現場のニーズを共有し、議論を深めることとした。 
 

【鹿児島開催の様子】 
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【議論の経過をイラストにしながら具体的な機器のイメージを考えた（抜粋）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

【ＡＴＡサテライト鹿児島まとめ】 
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（６）意見交換会、アドバイス支援の実施結果 
 

①開催のねらい、目的 
交流会の成果を着実に支援機器の開発に繋げるため、開発企業の希望に応じて、相談や

アドバイス等の開発支援を行うこととした。 
具体的には、企業等から要望を個別にうかがい、関係する障害者等との意見交換会やア

ドバイス支援等の機会を設けた。 
また、その成果については、協会のＨＰ等を通じて広く周知し、ニーズとシーズのマッチ

ングを活性化するとともに、来年度以降の開発促進事業の応募を喚起することとした。 
意見交換等の具体的な内容は、開発改良中の支援機器について、コンセプトや利活用の

場面、想定利用者の適用範囲、機能・性能等の在り方について、シーズ・ニーズ対等の立

場にたって自由な意見交換等を行い、もって障害者現場のニーズに即した開発改良を推進

することとした。 
 
②期間 

令和４年１０月２４日～ 
 

③実施方法 
交流会の出展企業等に対して、開発改良中の機器について、意見交換会やアドバイスし

てほしい内容等を個別にうかがい、想定するユーザーの団体等へ繋ぐこととした。 
実施は、訪問又は状況に応じてオンライン会議にて行うこととし、意見交換会等への参加

については、地域を限定しないことした。なお、東京会場の場面についても積極的に活用

することとした。 
 

１）実施予定数 
５件程度 
 原則、先着順とする。応募内容が本事業の趣旨に合致するものか、当協会にて確

認のうえ実施の可否を決定した。 
 不明瞭な記載や内容に不備がある場合、本事業の趣旨に反する案件等について

は、受付しないこととした。 
 
２）ニーズとシーズのマッチング 

企業からの個別の要望に対し、ご協力いただく障害者等の団体については、企画

委員会のメンバーが所属する団体又は当該団体が紹介する団体等を基本とした。 
適切な団体等が見当たらない場合には、当協会において関係機関・有識者等と協

議のうえ、マッチング先を探すこととし、どうしてもマッチング先が見つからない

場合もあり得ることとした。） 
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３）応募の手続き及び流れについて 
 以下の図の流れに従い、実施した。 
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④実施結果 
結果として３社の依頼があり、３社が希望のニーズ側とマッチングすることができ、全

４件の意見交換・アドバイス支援を実施することができた。 
 

【意見交換会、アドバイス支援 実施結果】 
 

案件番号 機器名称・画像 
応募開発 

企業等 
交流先 

04-01 

平面画像の立体認識技術・製品 

株式会社一心助け 

社会福祉法人 

日本視覚障害者団

体連合 

 

04-02 

To walk 

株式会社ロバの耳 

川崎市社会福祉事

業団 

れいんぼう川崎 

  

04-03 

オゾン⁺電解水生成器－移動式オゾン⁺電解微

細気泡水床上入浴ユニット 

株式会社アクアエコテ

ック 

一般社団法人 

日本 ALS 協会 

 

公益社団法人 

全国脊髄損傷者連

合会 
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【実施報告書】 

 
協会では、提出された実施報告書をもとに、マッチング成果の事例集を作成することとし

た。事例集のイメージは、以下のとおりである。 
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（７）開催結果及びアンケート結果 
 ①Ｗｅｂ開催の結果 

（令和５年１月３１日時点の集計結果） 

公開期間（４か月） 
令和４年１０月 １日（土）～ 
令和５年 １月３１日（火） 

Ｗｅｂ交流プラットフォーム 
アクセス数（トップ画面） 

１２,９５１回 

※昨年は、９,７８１回 

出展者数 ８３社・団体 

 

出展者ページ閲覧

回数上位５者 

① ベッドの上で入浴企画株式会社 ３１２回 

② 株式会社 Ubitone ２６８回 

③ 神奈川工科大学 ２６４回 

④ 株式会社 YAMADA  ２６０回 

⑤ シスネット株式会社 ２３３回 

 

出展機器紹介動画

再生回数上位５者 

① ベッドの上で入浴企画株式会社 １９０８回 

② 株式会社 Ubitone １１５回 

③ ユニチカトレーディング株式会社 ９９回 

④ 株式会社 YAMADA ７９回 

⑤ 神奈川工科大学 ７３回 

 

常時配信動画再生

回数上位５者 

① 
障害者自立支援機器開発促進事業の概要 
（厚生労働省） 

１３５回 

② 
リハビリテーション関連職等が支援機器の適切な選

定・導入運用時に用いるガイドラインの開発（国立

障害者リハビリテーションセンター 井上氏） 
６９回 

③ 
NICT 情報バリアフリー通信・放送役務提供・開発

推進助成金制度について（NICT） 
６４回 

④ 
障害者の支援機器開発におけるモニター評価手法の

開発及びモニター評価を実践する人材の育成プログ

ラム開発のための研究（東京大学 二瓶氏） 
６２回 

⑤ 
障害者の支援機器開発に携わる医療・福祉・工学分

野の人材育成モデル構築に資する研究（東北大学 

出江氏） 
５６回 

アンケート回収数 ８件 

アンケート回答者は、障害当事者、家族、施設関係者、一般の方々であった。どのように

開催を知ったかについては、「協会からの案内」、「協会ホームページ」であった。また、来

場目的については、「支援機器の紹介をみて意見交換を行いたかった」、「どのようなイベン

トなのか知りたかった」、「どのような支援機器が出展しているのか見たかった」であった。 
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②会場開催（大阪、東京）の来場者数の結果 
 来場者の属性や人把握、受付を円滑に実施することを目的として、Ｗｅｂ交流プラット

フォーム内に事前登録をしていただくボタンを設けた。また、事前登録を実施していない

場合であっても会場では、名刺や受付票に記載してご来場いただくこととした。 
 

〇事前登録者（出展者は任意とした） 
会場 合計 

大阪会場 １３９名 
東京会場 ２５０名 
合計 ３８９名 

※昨年の東京会場の事前登録者数は、出展者を含めて４１９名であった。 
 

〇事前登録者の属性内訳 
属性 大阪会場 東京会場 全体 

障害当事者 １２ １３ ２５ 
家族・支援者 １３ １９ ３２ 
施設・病院等の医療福祉従事者 ２１ ３８ ５９ 
開発企業 ４６ ８６ １３２ 
産業振興団体 １ ９ １０ 
大学・研究機関 １８ ２７ ４５ 
障害当事者団体 ０ ２ ２ 
行政 ４ １９ ２３ 
その他 ２４ ３７ ６１ 

合計 １３９名 ２５０名 ３８９名 
※「その他」として、福祉用具卸業者、商社、医療機器販売業者、コンサル業者、サービ

ス業者等があった。 
 

〇来場者数と内訳 
事前登録者 使う人 作る人 出展者 合計 

大阪会場 １１８ ９４ １２６ ３３８名 
東京会場 １３１ １８０ １０８ ４１９名 
合計 ２４９ ２７４ ２３４ ７５７名 

※昨年は一般来場者、出展者を含めて２５９名の来場であった。 
 
③会場開催（大阪、東京）のアンケート結果 
１）来場者アンケート調査結果 【会場別】 

 
〇アンケートの回答件数と回収率 

会場 回答件数 回収率 
大阪会場 ８２件 ３８．７％ 
東京会場 １０８件 ３４．７％ 
合計 １９０件  
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〇アンケート回答者の基本情報 
選択肢 大阪 東京 全体 

一般企業（今後、支援機器の開発を目指す企業

を含む） 
２４(29.3%) ３０(27.8%) ５４(28.4%) 

障害者家族 １３(15.9%) ７( 6.5%) ２０(10.5%) 
障害者 ８( 9.8%) ９( 8.3%) １７( 8.9%) 
研究機関・団体 ６( 7.3%) １１(10.2%) １７( 8.9%) 
学校・教育関係者 ６( 7.3%) ２( 1.9%) ８( 4.2%) 
医療関係者 ４( 4.9%) １１(10.2%) １５( 7.9%) 
施設関係者 ５( 6.1%) ３( 2.8%) ８( 4.2%) 
支援機器開発企業 ２( 2.4%) １２(11.1%) １４( 7.4%) 
行政 ０( 0.0%) １３(12.0%) １３( 6.8%) 
その他 ９(11.0%) ９( 8.3%) １８( 9.5%) 
無回答 ５( 6.1%) １( 0.9%) ６( 3.2%) 

合計 ８２(100%) １０８(100%) １９０(100%) 

 
〇開催の情報収集元について（複数回答）     大阪：ｎ＝８２、 東京：ｎ＝１０８ 
№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ テクノエイド協会からの案内 ３０(36.6%) ４２(38.9%) ７２(37.9%) 

２ テクノエイド協会のホームページ ８( 9.8%) １４(13.0%) ２２(11.6%) 

３ 所属する障害団体からの案内 ２( 2.4%) ６( 5.6%) ８( 4.2%) 

４ 経済振興団体からの案内 ４( 4.9%) ３( 2.8%) ７( 3.7%) 

５ 所属する職能団体からの案内 ６( 7.3%) ３( 2.8%) ９( 4.7%) 

６ 自治体などからの案内・広報誌など ２( 2.4%) ６( 5.6%) ８( 4.2%) 

７ 友人・知人からの紹介 １６(19.5%) １９(17.6%) ３５(18.4%) 

８ 新聞・テレビ・ラジオなど ３( 3.7%) １( 0.9%) ４( 2.1%) 

９ その他 １１(13.4%) １６(14.8%) ２７(14.2%) 

 
〇交流会来場の目的について（複数回答）    大阪：ｎ＝８２、 東京：ｎ＝１０８ 
№ 選択肢 大阪 東京 全体 

１ 
機器の閲覧や体験をしながら意見交

換を行いたかった 
５１(62.2%) ７３(67.6%) １２４(65.3%) 

２ 
普段困っていることについて相談し

たかった 
１２(14.6%) １０( 9.3%) ２２(11.6%) 

３ 
特定の企業または団体に対して直接

伝えたいことがあった 
１０(12.2%) ０( 6.5%) １７( 8.9%) 

４ 具体的に作って欲しい要望やアイデ
アがあり、企業に伝えたかった ３( 3.7%) ４( 3.7%) ７( 3.7%) 

５ その他 １５(18.3%) ３０(27.8%) ４５(23.7%) 

※その他の内容としては、「情報収集のため」、「見学」、「勉強のため」等 
 
  

38－ －



 

〇展示についての満足度について 
№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ 大変満足している ３０(36.6%) ４１(38.0%) ７１(37.4%) 

２ ある程度満足している ３８(46.3%) ５１(47.2%) ８９(46.8%) 

３ どちらとも言えない ８( 9.8%) １３(12.0%) ２１(11.1%) 

４ あまり満足していない ３( 3.7%) １( 0.9%) ４( 2.1%) 

５ 全く満足していない ０( 0.0%) １( 0.9%) １( 0.5%)  
無回答 ３( 3.7%) １( 0.9%) ４( 2.1%)  

合計 ８２(100%) １０８(100%) １９０(100%) 

 
〇来年も参加したいと思うか 
№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ ぜひ参加したい ４０(48.8%) ４６(42.6%) ８６(45.3%) 

２ 参加したい ３２(39.0%) ４５(41.7%) ７７(40.5%) 

３ どちらともいえない ５( 6.1%) １５(13.9%) ２０(10.5%) 

４ 参加したくない ０( 0.0%) ０( 0.0%) ０( 0.0%) 

５ 全く参加したくない ０( 0.0%) ０( 0.0%) ０( 0.0%)  
無回答 ５( 6.1%) ２( 1.9%) ７( 3.7%)  

合計 ８２(100%) １０８(100%) １９０(100%) 

 

 

２）来場者アンケート調査成果 【属性別】 
属性別の集計方法として、「当事者・家族」、「施設・医療従事者」、「企業（一般企業及び

支援機器開発企業を合算）」にそれぞれに分けて分析した。 
 

〇開催の情報収集元について（両会場、複数回答） 
 当事者、家族：ｎ＝３７、施設・医療従事者ｎ＝２３、企業ｎ＝６８ 

№ 選択肢 当事者、家族 
施設・ 

医療関係者 
企業 

１ テクノエイド協会からの案内 １２(32.7%) ８(34.8%) ２２(31.4%) 

２ テクノエイド協会のホームページ ３( 8.1%) ２( 8.7%) １３(18.6%) 

３ 所属する障害団体からの案内 ５(13.5%) ０( 0.0%) ２( 2.9%) 

４ 経済振興団体からの案内 １( 2.7%) ０( 0.0%) ４( 5.7%) 

５ 所属する職能団体からの案内 １( 2.7%) １( 4.3%) ２( 2.9%) 

６ 自治体などからの案内・広報誌など ０( 0.0%) ２( 8.7%) ３( 4.3%) 

７ 友人・知人からの紹介 ５(13.5%) ６(26.1%) １５(21.4%) 

８ 新聞・テレビ・ラジオなど ２( 5.4%) １( 4.3%) １( 1.4%) 

９ その他 ８(21.6%) ３(13.0%) ８(11.4%) 

※「企業」は、支援機器開発企業及び今後、支援機器開発を目指す企業を指す 
 「その他」は、バリアフリー展から、出展企業からの案内等 
 
〇交流会来場の目的について（両会場、複数回答） 
            当事者、家族：ｎ＝３７、施設・医療従事者ｎ＝２３、企業ｎ＝６８ 

№ 選択肢 当事者、家族 
施設・ 

医療関係者 
企業 
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１ 
機器の閲覧や体験をしながら意見交換を行い

たかった 
２２(48.9%) １７(60.7%) ３４(54.0%)

２ 普段困っていることについて相談したかった ６(13.3%) ７(25.0%) ３( 4.8%)

３ 
特定の企業または団体に対して直接伝えたい

ことがあった 
５(11.1%) ０( 0.0%) ４(28.6%)

４ 具体的に作って欲しい要望やアイデアがあ
り、企業に伝えたかった ４( 8.9%) ０( 0.0%) ８(12.7%)

５ その他 ８(17.8%) ４(14.3%) １４(22.2%)

〇展示についての満足度について（両会場） 
            当事者、家族：ｎ＝３７、施設・医療従事者ｎ＝２３、企業ｎ＝６８ 
№ 選択肢 当事者、家族 施設・医療関係者 企業 
１ 大変満足している ９(24.3%) ９(38.1%) ２８(41.2%) 

２ ある程度満足している ２０(54.1%) １０(43.5%) ２９(42.6%) 

３ どちらとも言えない ５(13.5%) ４(17.4%) ８(11.8%) 

４ あまり満足していない １( 2.7%) ０( 0.0%) ２( 2.9%) 

５ 全く満足していない ２( 5.4%) ０( 0.0%) ０( 0.0%)  
無回答 ０( 0.0%) ０( 0.0%) １( 1.5%)  

合計 ３７(100%) ２３(100%) ６８(100%) 

 

〇来年も参加したいと思うか（両会場） 

            当事者、家族：ｎ＝３７、施設・医療従事者ｎ＝２３、企業ｎ＝６８ 

№ 選択肢 当事者、家族 施設・医療関係者 企業 

１ ぜひ参加したい １５(40.5%) １３(56.5%) ２７(39.7%) 

２ 参加したい １８(48.6%) １０(43.5%) ２８(41.2%) 

３ どちらともいえない ３( 8.1%) ０( 0.0%) １２(17.6%) 

４ 参加したくない ０( 0.0%) ０( 0.0%) ０( 0.0%) 

５ 全く参加したくない ０( 0.0%) ０( 0.0%) ０( 0.0%)  
無回答 １( 2.7%) ０( 0.0%) １( 1.5%)  

合計 ３７(100%) ２３(100%) ６８(100%) 

  
来場者アンケートの回答者は、一般企業の回答が一番多く、次いで障害当事者の回答が多

かった。開催の情報収集源については、「テクノエイド協会からの案内」、次いで「友人知人

からの紹介」が多く、回答者別にみると、概ね傾向は変わらないが、当事者・家族では「所

属する障害者団体からの案内」も多いことが分かった。 
来場の目的については、「機器の閲覧や体験をしながら意見交換を行いたかった」が多く、

回答者別でも傾向は変わらなかった。   
展示についての満足度については、８割以上が「満足している」の結果であり、回答者別

にみても差は見られなかった。来年も参加したいかの問いに対しては、８割以上が「参加し

たい」、回答者別にみても傾向は変わらなかった。 
 
〇来場者アンケート『どのような交流ができたか』（自由記述）  ※一部のみ抜粋 

 当事者（脳性マヒ）の息子が今必要としている機器を実際に体験ができ、企業や団体

を超えて繋いでいただき体験や案内を頂けた。 
 カタログではわからないナマの情報が聞けて参考になった。 
 作品を体感させていただいて、こうすればと意見を言えてよかった。 
 具体的商品化について相談できた。 
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 開発者の方から制作上の工夫などを直接聞けました。体験もできた。 
 実際に機器に触れて意見交換が出来たので、良い交流ができた。 
 コミュニケーションツールがいろいろ開発されて使いやすくなっていた。患者さんに

もお勧めしたいと思うものがいくつもあった。 等 
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３）出展者アンケート調査成果 
 
〇アンケートの回答件数と回収率 

会場 回答件数 
大阪会場 ５８件 
東京会場 ６９件 

合計 １２７件 
 

〇過去の参加状況について 
№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ 過去全て参加している ９(15.5%) １０(14.5%) １９(15.0%) 

２ 過去５度以上参加している ８(13.8%) １３(18.8%) ２１(16.5%) 

３ 過去４度参加している ２( 3.4%) ２( 2.9%) ４( 3.1%) 

４ 過去３度参加している ４( 6.9%) ４( 5.8%) ８( 6.3%) 

５ 過去２度参加している ６(10.3%) ４( 5.8%) １０( 7.9%) 

６ 過去１度のみ参加している ６(10.3%) ９(13.0%) １５(11.8%) 

７ 今回初めて参加した ２３(39.7%) ２７(39.1%) ５０(39.4%)  
合計 ５８(100%) ６９(100%) １２７(100%) 

 

〇過去の交流会について、その後の機器開発や団体の活動において有意義な交流ができたか 
 （上記の問いに対し、１～６にかけて回答した方について） 
№ 選択肢 大阪 東京 全体 
１ 大変参考になった １４(24.1%) ２４(15.5%) ３８(29.9%) 

２ ある程度参考になった ２８(48.3%) ２６(13.8%) ５４(42.5%) 

３ どちらともいえない ５( 8.6%) ３( 3.4%) ８( 6.3%) 

４ あまり参考にならなかった １( 1.7%) ０( 3.4%) １( 0.8%) 

５ 参考にならなかった ０( 0.0%) ０( 3.4%) ０( 0.0%)  
無回答 １０(17.2%) １６(3.4%) ２６(20.5%)  

合計 ５８(100%) ６９(100%) １２７(100%) 

 
 
〇交流会参加を通して「障害者自立支援機器等開発促進事業」など、国の開発補助事業に応

募してみたいと思ったか 
№ 選択肢  大阪 東京 全体 

１ 是非、応募したい（応募を検討したい） １３(22.4%) ２０(29.0%) ３３(26.0%) 

２ 応募してみたい（応募を検討してみたい） ２３(38.7%) ２６(37.7%) ４９(38.6%) 

３ どちらともいえない ２２(37.9%) ２３(33.3%) ４５(35.4%) 

４ 補助事業に関心はない ０( 0.0%) ０( 0.0%) ０( 0.0%) 

  合計 ５８(100%) ６９(100%) １２７(100%) 
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〇交流を行った概ねの人数 
№ 選択肢 大阪 東京 全体 

１ ２０人未満 １８(31.0%) １２(17.4%) ３０(23.6%) 

２ ２０人～５０人未満 ２９(50.0%) ４４(63.8%) ７３(57.5%) 

３ ５０人～１００人未満 １０(17.2%) １２(17.4%) ２２(17.3%) 

４ １００人以上 １( 1.7%) １( 1.4%) ２( 1.6%) 

  合計 ５８(100%) ６９(100%) １２７(100%) 

 

 

〇交流の具体的な内容（複数回答）         大阪：ｎ＝５８、 東京：ｎ＝６９ 
№ 選択肢 大阪 東京 全体 

１ 機器に対する要望や改善点が聞けた ３１(26.1%) ３８(23.3%) ６９(24.5%) 

２ 日常の困りごとやニーズに関する話が聞けた ３５(29.4%) ４７(28.8%) ８２(29.1%) 

３ 今後の具体的な開発協力や連携に関して話ができた ２１(17.6%) ３５(21.5%) ５６(19.9%) 

４ 
自社や自団体の活動や取り組みについて理解が深め

られた 
２８(23.5%) ３３(20.2%) ６１(21.6%) 

５ その他 ４( 3.4%) １０( 6.1%) １４( 5.0%) 

 

 

〇交流会の満足度 
№ 選択肢 大阪 東京 全体 

１ 大変満足している １７(29.3%) ２４(34.8%) ４１(32.3%) 

２ ある程度満足している ３１(53.4%) ３７(53.6%) ６８(53.5%) 

３ どちらとも言えない ８(13.8%) １( 1.4%) ９( 7.1%) 

４ あまり満足していない １( 1.7%) ７(10.1%) ８( 6.3%) 

５ 全く満足していない １( 1.7%) ０( 0.0%) １( 0.8%) 

  合計 ５８(100%) ６９(100%) １２７(34.8%) 

 

 

〇会場の立地や利便性 
№ 選択肢 大阪 東京 全体 

１ 大変満足している ３０(51.7%) ４０(58.0%) ７０(55.1%) 

２ ある程度満足している ２５(43.1%) ２９(42.0%) ５４(42.5%) 

３ どちらとも言えない ３( 5.2%) ０( 0.0%) ３( 2.4%) 

４ あまり満足していない ０( 0.0%) ０( 0.0%) ０( 0.0%) 

５ 全く満足していない ０( 0.0%) ０( 0.0%) ０( 0.0%) 

  合計 ５８(100%) ６９(100%) １２７(100%) 
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〇展示ブースの配置 
№ 選択肢 大阪 東京 全体 

１ 大変満足している １６(27.6%) ２６(37.7%) ４２(33.1%) 

２ ある程度満足している ２６(44.8%) ３２(46.4%) ５８(45.7%) 

３ どちらとも言えない ７(12.1%) ９(13.0%) １６(12.6%) 

４ あまり満足していない ７(12.1%) １( 1.4%) ８( 6.3%) 

５ 全く満足していない ２( 3.4%) １( 1.4%) ３( 2.4%) 

  合計 ５８(100%) ６９(100%) １２７(100%) 

 

〇来年の出展について 
№ 選択肢 大阪 東京 全体 

１ ぜひ出展したい ２７(46.6%) ２８(40.7%) ５５(43.3%) 

２ 出展したい ２１(36.2%) ２６(37.7%) ４７(37.0%) 

３ どちらとも言えない ９(15.5%) １３(18.8%) ２２(17.3%) 

４ 出展したくない ０( 0.0%) ２( 0.0%) ２( 0.6%) 

５ 全く出展したくない １( 1.7%) ０( 0.0%) １( 0.8%) 

  合計 ５８(100%) ６９(100%) １２７ (100%) 

 

〇来年も出展を希望する場合、どの様な参加方法を希望するか 
№ 選択肢 大阪 東京 全体 

１ 会場開催に参加 ２０(34.5%) ２５(36.2%) ４５(35.4%) 

２ Web のみ参加 ２( 3.4%) ２( 2.9%) ４( 3.1%) 

３ 会場開催と Web の両方に参加 ３４(58.6%) ４０(58.0%) ７４(58.3%) 

４ その他別の参加方法 ２( 3.4%) ２( 2.9%) ４( 3.1%) 

 合計 ５８(100%) ６９(100%) １２７(100%) 

 

〇出展者アンケート『交流の具体的な内容や成果について』（自由記述） ※一部のみ抜粋 

 来場の試作機に関係する材料企業の方や研究者の方を会場でご紹介してもらい、充実

した交流ができた。 
 コーディネーターの方々から、貴重なアドバイスを頂戴し、詳細な開発の課題や改善

点を把握できた。 
 毎年、新しい出会いがあり交流が広がっている。とても有意義な交流会に参加させて

もらった。 
 自社機器に関する意見を聞くことができた上に，他製品の開発技術などを知ることが

できてとても有意義であった。 
 開発協力の依頼につながった。 
 関連団体と繋がりができ、詳細なニーズを把握する機会を得る事ができた。 等 
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（８）今後の交流会の在り方について 
① 交流会の成果等について 

  今年度は、大阪と東京の会場開催及び昨年同様にＷｅｂ開催を実施した。 
 Ｗｅｂ開催では、令和４年１０月から翌年の１月までの４か月間を交流期間とし、「Ｗｅ

ｂ交流プラットフォーム」からアクセスを可能とした。Ｗｅｂ交流プラットフォームでは、

出展企業等の出展者情報、機器情報を動画やＰＤＦで確認することができ、「問い合わせ

フォーム」、「掲示板」を準備した。また常時配信として、国の助成金制度の紹介や福祉用

具開発に係る厚生労働科学研究の動向、ニーズの発信として障害当事者団体のインタビュ

ーの動画を掲載した。 
  結果、プラットフォームのトップ画面アクセス数は１２，９５１回（前年９，７８１回）

となり、前年よりもアクセス数が３，０００回以上増大した。また、一部の出展者の機器

動画では１,９００回以上の再生数となった。これは大きな成果と言えるのではないか。

しかしながら、「問い合わせフォーム」、「掲示板」は積極的に使用されるまでには至らな

かった。Ｗｅｂ開催のアンケートでは、来場目的として「支援機器の紹介を見て意見交換

したかった」、「具体的に作ってほしい要望やアイデアがあり、企業へ伝えたかった」など

であった。来年も来場したいとの声が多かった。 
  会場開催では、出展者を含めた来場者数は大阪会場で３３８名、東京会場で４１９名

（前年２５９名）であった。大阪会場は２０１９年以来、３年ぶりの開催となり、東京会

場は前年の来場者数を大きく増やす結果となった。また、日本リハビリテーション工学協

会と連携し、協会が主催する「福祉機器コンテスト２０２２」で受賞した作品の展示を大

阪会場にて行った。今後も連携を推進していきたい。東京会場では、ＮＨＫの取材が入り、

番組リポーター（障害者及び健常者）による支援機器体験のロケが行われ、交流会に出展

されている支援機器が特集され全国放送されることとなった。少しずつではあるが、交流

会の活気が戻り、来場者も増えてきている状況である。会場内では、機器展示以外に講演

やセミナーを実施した。講演は会場及びオンラインによるリアルタイム配信を行った。し

かしながら、オンラインでの視聴者数は想定よりも少ない状況であった。リアルタイムで

ないと視聴できないため、講演内容をアーカイブ化して一定期間はＷｅｂ交流プラットフ

ォーム上で視聴できるような体制も検討していきたい。 
今年度新たに、「自立支援機器イノベーション人材育成事業」が設立された。この事業

は開発促進事業の一部として本交流会同様に位置づけされている。東京会場では、当協会

が仲介となり、ワークショップ参加者へ当事者団体を紹介し、当事者ニーズを収集するた

めのインタビューの場を設けることで連携を図った。また、地域交流会（鹿児島）にも参

加いただき、現場ニーズを共有し参加者で議論を深めることができた。 

  交流会の成果として、来場者アンケートでは、８割以上が交流会に満足しており、来年

も参加したいという結果であった。ニーズ側（当事者や家族、施設・医療関係者で集計）

においても全体の結果との差異は見られなかった。来場の目的についても「機器の閲覧や

体験をしながら意見交換を行いたかった」が多く、会場開催が引き続き求められる結果と

なった。出展者アンケートでは、「障害者自立支援機器等開発促進事業などの国の開発補

助事業に応募してみたいか」の質問については両会場共に６割以上が応募してみたいとい

う回答であった。来場者と同様に交流会の満足度は８割以上が満足している結果であった。

交流内容については、「ユーザーや支援者から生活に関する話やニーズを聞くことができ

た」、「実際の体験を通じて今後の要望について当事者を中心に多く方々から意見をいただ

くことができた」等、会場ならではの収穫があった声が多くみられた。 
  地域交流会（ＡＴＡサテライト）では、本交流会に参加が容易でない、新潟、下関、鹿
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児島の３か所にて実施した。参加者は、地域の当事者、ご家族関係者等、現地の方々を中

心にご参加いただき、ニーズ側はほとんどが本交流会へ参加された経験が無い方々であっ

た。地域交流会を通して、開発促進事業の特定種目としてのテーマや応募につなげること

や、当協会ＨＰでも地域交流会での成果を広く周知し、メーカーの開発意欲を喚起してい

きたい。 
  フォローアップとして、交流会出展者と意見交換会、アドバイス支援のテーマが開発促

進事業の募集に関連しているかを確認した。結果、令和４年度の１次、２次公募に結び付

いた件数は３件、令和５年度の公募に結び付いたのは同じく３件（うち、２件は令和３年

度実施した意見交換会、アドバイス支援でのテーマであった）。また、ニーズとシーズの

情報収集・発信方法について、「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」を使用して、

ニーズ側の要望・アイデア・課題、シーズ側の新製品、新技術を発信しているところであ

るが、新技術・新製品の投稿をした企業が開発促進事業へ応募していることが分かった。

本システムから助成事業へつながることを確認した。 
 

② 支援機器の開発とニーズ・シーズマッチングの活性化に向けて 
Ｗｅｂ開催では、閲覧数が前年に比べて増加したものの、オンラインでの交流が積極

的に行われなかった点は今後の課題である。しかしながら、交流会会場へ直接行けなく

てもＷｅｂ開催期間を通して連絡できる体制は必要だと考える。また、障害当事者にと

ってアクセシビリティの面でも本サイトへアクセスしやすい環境か等は企画委員に確認

しながら改良を進めていきたい。 
来場者アンケート結果から、開催の情報収集源については、「テクノエイド協会からの

案内」、次いで「友人知人からの紹介」が多く、回答者別にみると、概ね傾向は変わらな

いが、当事者・家族では「所属する障害者団体からの案内」も多い結果から、協会から

の案内はもとより、引き続き企画委員の所属する団体から周知をお願いすること、また、

交流会を知ってもらうため、協会として Twitter やインスタグラムなどを通じて交流会の

開催の告知や出展者の紹介などを行って新規来場者、出展者を増やす仕組みなども前向

きに検討したい。また、大阪会場では、開催地の大学生が企業とコラボレーションを行

い支援機器を開発しており、開発機器を大会に出すため、当事者団体・支援団体に意見

を求める事例もあった。医療福祉系や工学系の学生にも支援機器開発に興味をもってい

ただくことで、今後のこの領域に関する認識、参画を促進し、強いては機器開発の人材

の確保等にもつながるのではないか。 
出展者アンケートでは、大阪会場で５８者のうち、２３者、東京会場が６９者のうち

２７者が初めて交流会に参加している。また、出展者の６割が国の開発補助事業に応募

してみたいという結果であったため、会場内にて助成金事業説明の講演時間を設ける等、

助成金事業についてＰＲすることで、助成金の応募件数も増加するのではないか。引き

続き、開発助成の実施団体には出展及び助成金の周知をお願いしたい。 
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第２部（資料編） 





障害者のニーズに見合った用具や機器の見つけ方 

 

日本ライトハウス情報文化センター 

サービス部 林田 茂 

 

① お話しを聴く 

その方が、不安や不便に思っていたり、困っていたりしていること 

その方が、やりたいこと    

その方の生活の環境 など 

見えにくさや見え方は、人それぞれです。 

 

 

② 実際に体験してもらう 

触ってもらう 

使って（操作して）もらう 

見てもらう（その方の見たいものを見てもらう） 

音を聴いてもらう 

※別の用具と組み合わせて、さらに用具を活用することもできます。 

 

 

③ 情報のネットワークを使う 

適正な人やグループ、場所につないでいく 

 

別紙：1.情報文化センター エンジョイ！グッズサロン 案内 

2.ニポラチャンネル 

3.スマートサイト『大阪あいねっと』 
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ロ
と

「
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
」

パ
ロ

と
暮

ら
し

て
、

1.
5年

後
の

様
子

（
2

00
6
年

9
月

）

パ
ロ

の
セ

ラ
ピ

ー
効

果
（
海

外
で

「
医

療
機

器
」
の

パ
ロ

の
場

合
）

欧
米

と
制

度
が

異
な

る
日

本
で

は
、

パ
ロ

は
「
福

祉
用

具
」

z
痛

み
、

抑
う

つ
、

不
安

、
孤

独
感

、
不

眠
、

Q
oL

な
ど

の
改

善

z
興

奮
（
暴

力
、

暴
言

、
徘

徊
等

）
の

抑
制

・
減

少

z
ス

ト
レ

ス
の

低
減

、
血

圧
の

安
定

化

z
動

機
付

、
特

に
リ

ハ
ビ

リ
（
嚥

下
、

言
語

、
半

側
空

間
無

視
、

歩
行

等
）

z
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
社

会
性

の
向

上

z
こ

れ
ら

に
よ

り
、

向
精

神
薬

（
副

作
用

と
依

存
が

問
題

）
の

投
薬

を
低

減

z
介

護
者

・
看

護
者

の
負

担
の

軽
減

z
転

倒
リ

ス
ク

を
低

減
18

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
d

pi
.c

om
/2

07
1-

10
50

/1
3/

20
/1

15
02

セ
ラ

ピ
ー

効
果

の
エ

ビ
デ

ン
ス

と
、

そ
の

レ
ベ

ル

高
い

エ
ビ

デ
ン

ス
レ

ベ
ル 低

い

出
典

: 
フ

リ
ー

百
科

事
典

『
ウ

ィ
キ

ペ
デ

ィ
ア

（
W

ik
ip

ed
ia

）
』

パ
ロ

の
エ

ビ
デ

ン
ス

19

N
IC

E
 G

u
id

e
lin

e
（
イ

ギ
リ

ス
・
国

立
医

療
技

術
評

価
機

構
）

「
国

民
保

健
サ

ー
ビ

ス
（

N
H

S
）
が

用
い

る
医

療
技

術
」

( 新
薬

や
普

及
薬

の
使

用
、

治
療

法
、

手
順

)、
「
臨

床
適

用
」

(疾
患

お
よ

び
徴

候
別

ご
と

の
手

技
、

治
療

法
の

適
応

）
、

「
健

康
づ

く
り

と
防

疫
の

公
的

機
関

向
け

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
効

果
性

と
費

用
対

効
果

を
評

価
20
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イ
タ

リ
ア

・
ピ

ア
セ

ン
ツ

ァ
：
ロ

ボ
ッ

ト
・
セ

ラ
ピ

ー
：
シ

エ
ナ

大
学

不
安

（
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

：
薬

物
の

代
わ

り
に

パ
ロ

）

21

W
al

ki
ng

 P
er

so
n 

w
it

h 
D

em
en

ti
a

(U
ni

v.
 o

f 
S

ie
na

, I
ta

ly
, F

eb
. 2

00
5)

22

P
a

tie
n

ts
 w

ith
 P

ar
ki

n
so

n
’s

 D
is

e
a

se
(S

a
n

ta
 L

u
ci

a
, R

o
m

e
, I

ta
ly

, 
N

o
v.

 2
0

1
8

)

W
it

h
o

u
t 

P
A

R
O

W
it

h
 P

A
R

O
23

R
e

co
ve

ry
 o

f 
S

p
ee

ch
 b

y 
B

io
fe

ed
b

ac
k 

th
ro

u
g

h
 in

te
ra

ct
io

n
 w

it
h

 P
A

R
O

A
n 

im
m

ig
ra

nt
 f

ro
m

 t
he

 e
as

te
rn

 E
U

 w
ho

 lo
st

 s
pe

ec
h 

in
 D

an
is

h 
by

 d
em

en
ti

a

P
at

ie
n

t 
ta

lk
s 

to
 P

A
R

O
 in

 D
an

is
h

S
h

e 
ca

n
 t

al
k 

w
it

h
 o

th
er

s 
in

 D
an

is
h
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フ
ラ

ン
ス

H
o

sp
it

al
 B

ro
ca

, 
P

ar
is

E
H

P
A

D
 V

il
la

 d
u

 T
er

tr
e

, F
ra

n
c

e
E

H
P

A
D

 V
a

lle
 L

o
n

g
a 

(C
o

rs
ic

a
)

25

P
at

ie
nt

’s
 T

ro
ph

y 
by

 A
P

-H
P

, 2
01

5
高

齢
患

者
の

非
薬

物
療

法
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
（
フ

ラ
ン

ス
）

20
18

年
フ

ラ
ン

ス
保

健
省

が
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

治
療

薬
の

保
険

償
還

を
「
医

療
上

の
利

益
が

不
十

分
」

（
効

果
が

不
十

分
、

副
作

用
が

問
題

）
と

し
て

、
20

18
年

8月
1日

か
ら

停
止

（
ド

ネ
ペ

ジ
ル

（
ア

リ
セ

プ
ト

）
、

ガ
ラ

ン
タ

ミ
ン

（
レ

ミ
ニ

ー
ル

）
、

リ
バ

ス
チ

グ
ミ

ン
（
イ

ク
セ

ロ
ン

/リ
バ

ス
タ

ッ
チ

）
、

メ
マ

ン
チ

ン
（
メ

マ
リ

ー
）

今
後

は
、

「
患

者
に

対
す

る
包

括
的

な
ケ

ア
を

強
化

す
る

」
＝

＞
パ

ロ
26

P
A

R
O

 in
 F

ra
n

c
e

C
ré

di
t:

 I
lé

n
a

L
es

ca
u

t 
–

A
rt

-t
h

ér
ap

eu
te

C
ré

di
t 

: 
C

h
ar

le
s 

D
R

O
U

IL
LY

C
ré

di
t 

: 
O

u
es

t 
Fr

an
ce

C
ré

di
t 

: 
Le

 P
ar

is
ie

n
 /

P
as

ca
l V

ill
eb

eu
f 

 
27

イ
ギ

リ
ス

・
オ

ッ
ク

ス
フ

ォ
ー

ド
大

学
高

齢
化

研
究

所
（
2

01
0 年

～
現

在
）

z
O

xf
or

d 
In

st
itu

te
 o

f 
P

o
pu

la
tio

n 
A

g
ei

ng

z
O

xf
or

ds
hi

re
C

ou
nt

y 
C

o
un

ci
l s

in
ce

 2
01

6

z
Vi

si
t 

of
 P

AR
O

 t
o 

El
de

rly
 F

ac
ili

tie
s

オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド

大
学

副
学

長
が

o
ra

ti
o

n
で

パ
ロ

を
紹

介
（
同

窓
生

向
け

ニ
ュ

ー
ス

）
28
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G
re

n
o

s
id

e
 G

ra
n

g
e 

H
o

s
p

it
a

l
N

a
ti

o
n

a
l H

e
a

lt
h

 S
e

rv
ic

e
, 

th
e 

U
K

例
え

ば
、

O
T

が
認

知
症

セ
ラ

ピ
ー

で
活

用
S

h
ef

fi
el

d
 H

ea
lt

h
 a

n
d

 S
o

ci
al

 C
ar

e
N

H
S

 F
o

u
n

d
at

io
n

 T
ru

st
, 

th
e 

U
K

29

N
H

S
 m

ee
tin

g
 o

n
 P

A
R

O
in

 B
rig

h
to

n
, U

K
 o

n
 M

ar
ch

 4
th
, 

2
01

6
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S
w

a
b

 a
nd

 A
T

P
 T

e
st

s 
fo

r 
Ir

re
g

u
la

r 
S

u
rf

a
ce

s
S

u
ss

e
x 

P
a

rt
n

e
rs

hi
p

 N
H

S
 F

o
u

n
d

a
tio

n
 T

ru
st

 &
U

n
iv

e
rs

ity
 o

f B
ri

g
h

to
n

A
re

a 
o

f 
P

A
R

O
 1

0
 x

 1
0

 c
m

 f
u

r 
te

st
ed

In
it

ia
l s

co
re

 (
>

3
0

 
=

 f
ai

l)
 R

LU
 

A
ft

er
 1

 m
in

 
cl

ea
n

R
LU

A
ft

er
 2

 m
in

 
cl

ea
n

R
LU

H
ea

d
 f

u
r

26
R

ig
h

t 
Fl

ip
p

er
57

28
0

Le
ft

 F
li

p
p

er
60

56
0

B
o

tt
o

m
 (

w
h

er
e 

o
n

/o
ff

 s
w

it
ch

 
is

)
30

T
o

p
 L

ef
t 

B
ac

k 
ar

ea
29

T
o

p
 r

ig
h

t 
b

ac
k 

ar
ea

16
2

59
16

S
to

m
ac

h
 (

u
n

d
er

n
ea

th
)

79
H

ea
d

39

Cl
in

el
l w

ip
es

 
(g

re
en

)
ag

ai
n

s
t 

C
O

V
ID

-1
9

V
ir

u
s 

in
 3

0 
S

ec
.

31
ht

tp
s:

//
ga

m
ah

ea
lt

hc
ar

e.
co

m
/u

ni
ve

rs
al

-r
an

ge

C
he

ls
e

a 
&

 W
e

st
m

in
st

e
r 

H
o

sp
ita

l N
H

S
in

 L
o

nd
o

n
, t

he
 U

K
, 

S
e

p
. 2

0
1

9

F
a

c
u

lt
y 

o
f 

M
e

d
ic

in
e

Im
p

e
ri

a
l C

o
lle

g
e

L
o

n
d

o
n
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P
A

R
O

 a
t 

C
&

W
 H

os
p

ita
l N

H
S

 in
 L

on
d

o
n

E
ld

e
rl

y 
C

a
re

 W
a

rd
 in

 A
ug

. 2
0

2
0

A
g

ai
n

st
 C

O
V

ID
-1

9,
 M

D
 (

le
ft

) 
w

as
 r

eq
u

ir
e

d
 

to
 p

u
t 

o
n

 P
P

E
 (

M
as

k
, A

p
ro

n
 a

n
d

 G
lo

b
es

)
33

ア
メ

リ
カ

で
の

パ
ロ

N
ew

s 
P

a
p

e
rs

 in
 th

e 
U

S
 in

 2
0

1
0

34

T
he

 S
im

ps
on

s
in

 2
01

1

35

ア
メ

リ
カ

で
の

導
入

事
例

高
齢

者
向

け
施

設
Ｖ

Ｃ
Ｓ

ピ
ッ

ツ
バ

ー
グ

Ｖ
Ａ

メ
デ

ィ
カ

ル
セ

ン
タ

ー
ワ

シ
ン

ト
ン

Ｄ
Ｃ

36
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V
in

so
n 

H
al

l, 
M

cL
ea

n,
 V

A
, U

S
20

08
年

～

37

R
ea

r 
A

d
m

ir
a

l K
a

th
y 

M
a

rt
in

 (
R

e
t.)

：
元

海
軍

少
将

、
海

軍
副

軍
医

総
長

、
医

学
外

科
局

副
長

官
、

国
立

海
軍

医
療

セ
ン

タ
ー

司
令

官
等

歴
任

38

In
n

o
va

ti
ve

 E
ld

e
rl

y 
C

a
re

ホ
ワ

イ
ト

・
ハ

ウ
ス

に
て

Ju
ne

 1
3,

 2
01

4

V
A

D
M

 J
o

h
n

 C
o

tt
o

n
 （

元
海

軍
中

将
、

C
h

a
ir

m
a

n
 o

f 
th

e 
B

o
a

rd
 o

f 
T

ru
st

e
e

s,
 V

in
so

n
 H

a
ll 

R
e

ti
re

m
e

n
t 

C
o

m
m

u
n

it
y）

も
同

行
39

R
e

ar
 A

d
m

ir
a

l 
K

a
th

y 
M

ar
ti

n
 (

R
e

t.
)

元
海

軍
少

将

オ
バ

マ
大

統
領

も
パ

ロ
を

良
い

ね
と

！
（2

01
0 年

）

40
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ア
メ

リ
カ

・
ホ

ワ
イ

ト
・
ハ

ウ
ス

で
の

招
待

講
演

（
2

0
15

.3
）

z
PC

AS
T（

大
統

領
科

学
技

術
諮

問
委

員
会

）
等

z
高

齢
者

の
在

宅
医

療
・
介

護
等

で
パ

ロ
の

利
用

に
興

味

41

Ju
ly

 2
7

-2
8

, 
2

0
1

5
 W

as
h

in
g

to
n

, 
D

.C
.

Pr
es

en
te

r 
D

is
cl

os
ur

es
Ta

ka
no

ri
Sh

ib
at

a
Th

e 
fo

llo
w

in
g 

pe
rs

on
al

 f
in

an
ci

al
 r

el
at

io
ns

hi
ps

 w
ith

 
co

m
m

er
ci

al
 in

te
re

st
s 

re
le

va
nt

 t
o 

th
is

 p
re

se
nt

at
io

n 
ex

is
te

d 
du

rin
g 

th
e 

pa
st

 1
2 

m
on

th
s:

z
I 

ha
ve

 b
ee

n 
de

ve
lo

pi
ng

 t
he

 s
ea

l r
ob

ot
, 
PA

R
O

z
CT

O
 o

f 
In

te
lli

ge
nt

 S
ys

te
m

, 
Co

., 
Lt

d.
 t

ha
t 

pr
od

uc
e 

an
d 

se
ll 

PA
R
O

s

米
国

, 
B

io
fe

e
db

a
ck

 T
h

er
ap

y 
w

ith
 P

A
R

O
(B

F
T

 w
ith

 P
A

R
O

)

z
患

者
：
認

知
症

、
ガ

ン
、

PT
SD

、
脳

損
傷

、
統

合
失

調
症

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

等

z
痛

み
、

不
安

、
う

つ
、

不
眠

、
興

奮
（
暴

力
、

暴
言

、
徘

徊
等

の
問

題
行

動
）
等

z
CP

T 
co

de
s を

用
い

て
、

BT
F 

w
ith

 P
AR

O
を

処
方

z
65

歳
以

上
向

け
公

的
医

療
保

険
「
メ

デ
ィ

ケ
ア

」
や

民
間

医
療

保
険

会
社

z
在

宅
医

療
で

も
、

施
設

医
療

で
も

、
保

険
償

還

z
例

え
ば

、
「
う

つ
」
の

診
断

に
対

し
て

、
20

分
間

の
「B

FT
 w

ith
 P

AR
O

」
、

週
3 回

、
3か

月
で

処
方

z
20

分
間

の
処

置
で

、
処

方
者

は
約

12
5ド

ル
、

そ
の

他
、

セ
ラ

ピ
ス

ト
や

LC
SW

等
は

約
85

ド
ル

で
、

通
常

の
2 倍

近
い

支
払

い
に

な
る

（
コ

ロ
ナ

禍
前

、
TX

州
の

例
）

z
脳

卒
中

等
の

後
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
：
処

方
（C

PT
）
コ

ー
ド

は
異

な
る

43

S
. P

et
e

rs
e

n,
 P

A
R

O
: A

n 
Im

po
rt

a
nt

 S
o

lu
tio

n 
fo

r 
S

ym
p

to
m

 C
o

nt
ro

l,
P

ro
c.

 o
f t

he
 1

0
th

 I
nt

’l 
S

ym
p

. 
on

 R
ob

ot
 T

he
ra

p
y 

w
ith

 S
ea

l R
o

bo
t, 

P
A

R
O

, 
pp

. 1
0-

14
, 2

01
8

「
抑

う
つ

」
の

診
断

に
対

す
る

「
B

F
T

-P
A

R
O

」
の

処
方

箋

う
つ

（
D

ep
re

ss
io

n
）
の

診
断

P
A

R
O

 S
ea

l T
h

er
ap

y 
B

FT
-P

A
R

O
1

回
2

0
分

間
、

週
3

回
、

グ
ル

ー
プ

セ
ッ

シ
ョ

ン
で

の
処

方
44
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「
不

眠
」
の

診
断

に
対

す
る

「 B
F

T
-P

A
R

O
」
の

処
方

箋

不
眠

（
In

so
m

n
ia

）
の

診
断

P
A

R
O

 S
ea

l T
h

er
ap

y 
B

FT
-P

A
R

O
就

寝
の

際
に

1
対

1
で

2
0

分
間

行
う

処
方

45

「
認

知
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
障

が
い

」
の

診
断

に
対

す
る

「
B

F
T

-P
A

R
O

」
の

処
方

箋

認
知

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

障
害

と
診

断
さ

れ
た

患
者

1
回

2
0

分
間

、
1

日
2

回
と

、
必

要
に

応
じ

て
（
P

R
N

）
パ

ロ
と

ふ
れ

あ
う

治
療

を
処

方
46

「
一

過
性

脳
虚

血
発

作
、

右
半

身
マ

ヒ
」
の

診
断

に
対

す
る

「
パ

ロ
を

用
い

る
運

動
ス

キ
ル

（
リ

ハ
ビ

リ
）
」
の

処
方

箋

一
過

性
脳

虚
血

発
作

、
右

半
身

マ
ヒ

と
診

断
さ

れ
た

患
者

P
T

ま
た

は
O

T
に

よ
り

、
フ

ァ
イ

ン
・
モ

ー
タ

ー
・
ス

キ
ル

の
た

め
、

パ
ロ

を
用

い
る

セ
ラ

ピ
ー

の
処

方
47

「
認

知
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
障

が
い

」
の

診
断

に
対

す
る

「
パ

ロ
を

用
い

る
言

語
（
リ

ハ
ビ

リ
）
」
の

処
方

箋

R
4

1
.8

4
1

 (
IC

D
-1

0
 c

o
d

e)
C

o
g

n
it

iv
e 

C
o

m
m

u
n

ic
at

io
n
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ef

ic
it

S
T

 t
o

 e
va

lu
at

io
n

 a
n

d
 t

re
at

m
en

t 
w

it
h

 P
A

R
O

 S
ea

l T
h
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ap

y
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V
A

 P
a

lo
 A

lt
o

 H
e

al
th

 C
a

re
 S

ys
te

m
（
退

役
軍

人
省

病
院

、
ス

タ
ン

フ
ォ

ー
ド

大
医

学
部

）

P
A

R
O

 S
tu

d
y

・
C

li
n

ic
al

 T
es

t 
at

 F
o

u
r 

Lo
ca

ti
o

n
s

・
D

ev
el

o
p

m
en

t 
o

f 
P

ro
to

co
l 

o
f 

U
sa

g
e

49

P
A

R
O

 R
o

b
o

t T
ra

ck
in

g
 S

h
e

e
t –

p
e

r 
co

nt
a

ct
 b

y 
V

A 50

La
ne

, 
G

. W
., 

et
 a

l.,
E

ffe
ct

iv
en

es
s 

of
 a

 s
oc

ia
l r

ob
ot

, “
P

ar
o,

”
in

 a
 V

A
 lo

ng
-t

er
m

 c
ar

e 
se

tt
in

g,
P

sy
ch

ol
og

ic
al

 S
er

vi
ce

s,
 1

3(
3)

, 
29

2–
29

9,
 2

01
6

R
es

u
lt

s
 a

t 
V

A
 問

題
行

動
と

抗
精

神
薬

等
（
P

R
N

s
）

14
 m

al
e 

re
si

de
nt

s
V

A
 P

A
H

C
S

 in
 M

en
lo

 P
ar

k
47

 O
bs

er
va

ti
on

 f
or

 1
0 

m
on

th
s

n
ew

p
re

im
p

ro
ve

d

N
eg

. B
eh

av
io

rs

P
R

N
s

u
se

d
no

t
co

n
si

de
re

d
av

oi
de

d
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La
ne

, 
G

. W
., 

et
 a

l.,
E

ffe
ct

iv
en

es
s 

of
 a

 s
oc

ia
l r

ob
ot

, “
P

ar
o,

”
in

 a
 V

A
 lo

ng
-t

er
m
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ar

e 
se

tt
in

g,
P

sy
ch

ol
og

ic
al

 S
er

vi
ce

s,
 1

3(
3)

, 
29

2–
29

9,
 2

01
6

V
A

 R
en

o 
(M

ar
ch

, 2
01

4)
D

em
en

ti
a 

an
d 

P
T

S
D G

S
A

 A
p

p
ro

ve
d
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2
0

 W
o

m
en

 w
it

h
 O

va
ri

an
 C

an
ce

r 
(4

9
-7

1
: 

av
e.

6
7

)
C

h
em

o
th

er
ap

y 
fo

r 
3

 –
5

 h
o

u
rs

In
te

ra
ct

io
n

 w
it

h
 P

A
R

O
 r

ed
u

ce
・
P

ai
n

 (
P

=
 .

0
4

),
 F

at
ig

u
e 

(P
=

 .
0

3
4

),
 A

n
x

ie
ty

 (
P

=
 .

0
3

6
)

・
Im

p
ro

ve
 9

 f
ac

to
rs

 o
f 

Q
u

al
it

y 
o

f 
Li

fe
 o

n
 H

ea
lt

h
(P

=
 .

0
3

)
U

C
 I

rv
in

e 
an

d
 L

o
n

g
 B

ea
ch

 M
em

o
ri

al
H

o
sp

it
al

, 
C

A
, 

U
S

A
(S

o
ci

e
ty

 o
f 

G
yn

ec
o

lo
g

ic
 O

n
co

lo
g

is
ts

 (
S

G
O

) 
4

4
th

 A
n

n
u

al
 M

ee
ti

n
g

 o
n

 W
o

m
e

n
's

 C
a

n
ce

r,
 3

5
1

, 2
0

1
3

)

が
ん

患
者

の
化

学
療

法
時

（R
C

T
で

は
な

い
）

C
he

m
o

th
e

ra
py

 w
ith

 P
A

R
O

53

P
A

R
O

 a
t 

P
e

d
ia

tr
ic

 In
te

n
si

ve
 C

a
re

 U
n

it
ネ

ブ
ラ

ス
カ

大
学

附
属

病
院

小
児

集
中

治
療

室

In
fe

ct
io

n
 P

re
ve

n
ti

o
n

 a
n

d
 C

o
n

tr
o

l 
w

as
 a

 K
ey

-
S

w
ab

 a
n

d
 A

T
P

 t
es

ts

-
P

A
R

O
TM

 L
ab

o
ra

to
ry

 T
es

ti
n

g
 R

es
u

lt
s

-
P

A
R

O
TM

 I
n

te
n

si
ve

 C
ar

e 
U

n
it

 R
es

ea
rc

h
 C

le
an

in
g

 P
ro

to
co

l
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カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
州

立
大

学
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
校

小
児

病
院

小
児

集
中

治
療

室
（
2

01
9・

4月
～

）

気
分

の
向

上
、

不
安

、
痛

み
、

疲
れ

、
不

眠
等

の
改

善
を

目
的

感
染

症
対

策
が

最
も

厳
し

く
求

め
ら

れ
て

い
る

パ
ロ

は
使

用
が

許
可

さ
れ

た 55

C
lin

ic
al

 T
ri

a
l 

o
n

 P
A

R
O

 a
t 

A
c

u
te

 C
a

re
 H

o
s

p
it

a
l (

N
o

v.
 2

01
9

-
)

56

ペ
ン

シ
ル

ベ
ニ

ア
大

学
付

属
病

院
高

齢
者

急
性

期
病

棟
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ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

・
ス

ト
ッ

ク
ホ

ル
ム

の
カ

ロ
リ

ン
ス

カ
研

究
所

付
属

病
院

ロ
ボ

ッ
ト

・
セ

ラ
ピ

ー
の

実
験

（
２

０
０

３
・
１

０
～

）

A
st

ri
d 

L
in

d
gr

en
s

P
ed

ia
tr

ic
 H

os
pi

ta
l

K
ar

ol
in

sk
a

H
os

p
it

al
K

ar
ol

in
sk

a 
In

st
it

u
te

57

L
u

c
ile

 P
a

ck
a

rd
C

h
ild

re
n

’s
 H

o
s

p
it

a
l

ス
タ

ン
フ

ォ
ー

ド
大

学
付

属
小

児
病

院

S
. O

ki
ta

, C
Y

B
E

R
P

S
Y

C
H

O
L

O
G

Y
, B

E
H

A
V

IO
R

, A
N

D
 

S
O

C
IA

L
 N

E
T

W
O

R
K

IN
G

, V
ol

. 1
6,

 N
um

be
r 

6,
 2

01
3
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イ
タ

リ
ア

・
シ

エ
ナ

大
学

附
属

病
院

2
00

4・
3月

～

z
C

h
ild

re
n

 w
it

h
 A

u
ti

s
m

（
自

閉
症

）

z
D

o
w

n
-s

yn
d

ro
m

e
 C

h
ild

re
n
（
ダ

ウ
ン

症
）

59

タ
イ

王
国

３
つ

の
病

院
で

の
自

閉
症

の
子

供
2

00
6 ・

1
2 月

～
シ

リ
ン

ト
ー

ン
王

女
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

z
0.

6M
 p

eo
pl

e 
w

ith
 a

ut
is

m
 o

ut
 o

f 
64

M
 p

eo
pl

e
z

Th
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e 
H
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–
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hi

ld
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n 
at
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h 
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ita

l
z

Si
ng
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 S
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si

on
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nd
 G

ro
up

 S
es

si
on
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ア
メ

リ
カ

・
ボ

ス
ト

ン
の

自
閉

症
児

向
け

学
校

（
寄

宿
制

）
B

o
s

to
n

 H
ig

a
sh

i S
ch

o
o

l (
F

eb
. 

26
, 

20
09

-
)

61

発
達

障
害

と
認

知
障

害
が

あ
る

大
人

ア
メ

リ
カ

、
コ

ネ
チ

カ
ッ

ト
州

、
S

ep
. 2

01
6

C
er

ti
fi

ed
 R

ec
re

at
io

n
al

 
T

h
er
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is

t 
u

se
s 

P
A

R
O

62

エ
ー

ル
大

学
心

理
学

部
健

常
な

子
供

を
対

象
に

し
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ラ
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ダ
ム

化
比

較
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験
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A
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C
an

ce
r 

C
hi

ld
re

n 
(o

ut
-p

at
ie

nt
)

in
 U

ru
gu

ay
, S

ep
 2

01
8

D
u

ri
n

g
 C

h
em

o
th

er
ap

y
B

ef
o

re
 T

re
at

m
en

t

65

日
本

に
お

い
て

、
パ

ロ
の

医
療

機
器

化
の

た
め

の
治

験
準

備
現

状
は

、
③

臨
床

試
験

開
始

前
、

４
ｔｈ

ス
テ

ー
ジ

66

ガ
ン
患
者
等
の
精
神
状
態
を
維
持
・
改
善
す
る
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
治
療

ア
ザ
ラ
シ
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
パ
ロ
（
PA
RO
）
」
の
治
験
と
医
療
機
器
化
の
準
備

国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
人
間
情
報
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
研
究
部
門

柴
田
崇
徳

対
象
疾
患
：
ガ
ン
患
者
等
の
不
安
、
疼
痛
、
抑
う
つ
、
興
奮
、
不
眠
、
ス
ト
レ
ス
等
の
改
善
・
緩
和

カ
テ
ゴ
リ
ー
：
医
療
機
器
（
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
医
療
機
器
、
ク
ラ
ス
2
）

目
標
：
ガ
ン
患
者
を
対
象
に
、
化
学
療
法
時
や
緩
和
ケ
ア
で
の
痛
み
、
不
安
、
抑
う
つ
、
疲
れ
、
ス
ト
レ

ス
、
不
眠
の
改
善
・
緩
和
効
果
や
Q
o
L
の
向
上
等
に
つ
い
て
、
治
験
を
準
備
、
実
施
。
国
内
で
も
「
バ
イ

オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
医
療
機
器
」
の
承
認
を
得
て
、
実
用
化
を
目
指
す
。

背
景
：
パ
ロ
は
、
2
0
0
9
年
に
米
国
F
D
A
が
「
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
医
療
機
器
（
ク
ラ
ス
2
）
」
に
承
認
。

2
0
2
0
年
に
E
U
で
も
同
様
に
医
療
機
器
化
。
パ
ロ
に
は
副
作
用
や
依
存
が
無
く
、
化
学
療
法
の
よ
う
に
治
療

に
必
要
な
薬
物
と
組
み
合
わ
せ
て
も
交
叉
の
問
題
が
な
く
、
ま
た
感
染
症
対
策
も
認
め
ら
れ
安
全
で
あ
る
。

競
合
優
位
性
：
米
国
で
は
、
公
的
医
療
保
険
や
民
間
医
療
保
険
が
、
ガ
ン
、
認
知
症
、
P
T
S
D
、
脳
損
傷
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
等
の
患
者
が
、
痛
み
、
不
安
、
抑
う
つ
、
不
眠
、
興
奮
（
暴
力
・
暴
言
、
徘
徊
等
の
問
題

行
動
）
を
診
断
さ
れ
、
「
パ
ロ
を
用
い
る
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
治
療
」
が
処
方
さ
れ
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
等

に
よ
り
処
置
さ
れ
る
と
、
そ
の
費
用
が
、
在
宅
医
療
で
も
、
病
院
や
ホ
ス
ピ
ス
等
の
施
設
医
療
で
も
保
険
償

還
さ
れ
る
。
ま
た
、
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
等
が
パ
ロ
を
導
入
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
米
国
保
健
福
祉
省

C
M

S
の
フ
ァ
ン
ド
が
全
額
助
成
す
る
。
退
役
軍
人
省
病
院
で
も
パ
ロ
が
、
公
共
調
達
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

英
国

N
IC

E
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
「
認
知
症
」
の
「
非
薬
物
療
法
」
の
中
で
、
パ
ロ
は
高
い
質
の
エ
ビ
デ
ン
ス

が
あ
る
療
法
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に

10
件
以
上
の

R
C

T
と
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
の
結
果
が
あ
る
。

「
第
二
種
医
療
機
器
製
造
販
売
業
」
許
可
を
有
す
る
「
株
式
会
社
知
能
シ
ス
テ
ム
」
が
パ
ロ
を
製
造
す
る
。図
1
小
児
集
中
治
療
室
・
脳
腫
瘍
の
手
術
前
後
に
パ
ロ

米
国
U
C
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
校
付
属
小
児
病
院

図
2
ガ
ン
の
化
学
療
法
中
・
パ
ロ
と
ふ
れ
あ
う
患
者

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
記
念
病
院

ロ
シ

ア
に

よ
る

ウ
ク

ラ
イ

ナ
侵

攻
2
0
2
2
0
2
2
4

ウ
ク

ラ
イ

ナ
国

内
外

で
の

避
難

民
の

概
数

（ 4
月

18
日

現
在

）
上

図
の

ほ
か

、
ロ

シ
ア

に
52

万
人

、
ベ

ラ
ル

ー
シ

に
2,

30
0 人

の
方

が
避

難
（
認

定
N

P
O

法
人

ジ
ャ

パ
ン

・
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

）
68
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ウ
ク

ラ
イ

ナ
へ

の
国

際
的

支
援

：
軍

事
的

支
援

と
人

道
的

支
援

ト
ル

コ
：
ド

ロ
ー

ン
・
バ

イ
ラ

ク
タ

ル
T

B
2

ア
メ

リ
カ

：
対

戦
車

砲
・
ジ

ャ
ベ

リ
ン

日
本

か
ら

は
人

道
的

支
援

と
し

て
、

難
民

向
け

支
援

物
資

心
の

支
援

：
折

り
鶴

？
69

ウ
ク

ラ
イ

ナ
避

難
民

の
「
心

の
支

援
」
の

た
め

パ
ロ

を
贈

呈
（
大

使
公

邸
、

2
0
2
2
06

01
）

在
ポ

ー
ラ

ン
ド

日
本

国
大

使
館

・
宮

島
特

命
全

権
大

使
か

ら
各

2
体

の
パ

ロ
を

マ
ゾ

ヴ
ィ

エ
ツ

キ
エ

県
神

経
精

神
医

学
セ

ン
タ

ー
と

ワ
ル

シ
ャ

ワ
医

科
大

学
へ

70

ウ
ク

ラ
イ

ナ
避

難
民

の
子

供
達

１
（
2
0
2
2
年

6
月

）
パ

ロ
の

名
前

「
F
ry

d
e
ry

ka
」
（
F
ry

d
e
ry

k 
C

h
o
p
in

の
名

前
の

女
性

形
）

M
az

o
vi

an
 C

e
n
te

r 
o
f 

N
e
u
ro

p
sy

c
h
ia

tr
y（

精
神

・
神

経
医

療
セ

ン
タ

ー
）
に

通
院

中 71

ウ
ク

ラ
イ

ナ
避

難
民

の
子

供
達

２
（
2
0
2
2
年

6
月

）
M

az
o
vi

an
 C

e
n
te

r 
o
f 
N

e
u
ro

p
sy

c
h
ia

tr
y（

精
神

・
神

経
医

療
セ

ン
タ

ー
）
に

通
院

中 72
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4 か
所

目
の

医
療

機
関

に
、

6
体

目
の

パ
ロ

が
贈

呈
M

a
zo

w
ie

ck
i S

pe
ci

a
lis

t H
ea

lth
 C

e
n

tr
e 

in
 P

ru
sz

kó
w

73
2

02
2年

8月
4日

ポ
ー

ラ
ン

ド
・

P
ru

sz
k

ó
w

2
0

22
年

1
0 月

6
日

、
7
日

に
ポ

ー
ラ

ン
ド

・
ワ

ル
シ

ャ
ワ

写
真

：
神

経
精

神
医

療
セ

ン
タ

ー
・
ワ

ル
シ

ャ
ワ

に
て

74

神
経

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

・
ワ

ル
シ

ャ
ワ

に
通

院
す

る
子

供
達

P
T

S
D

、
不

安
、

ス
ト

レ
ス

、
興

奮
等

と
、

発
達

障
害

も
含

む

75

ア
メ

リ
カ

退
役

軍
人

省
病

院
で

P
T
S

D
の

元
軍

人
P

T
S
D

は
、

何
十

年
も

続
く
長

期
的

な
障

害

76
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い
つ

か
、

ロ
シ

ア
も

笑
顔

に
！

写
真

：
メ

ド
ベ

ー
ジ

ェ
フ

大
統

領
と

S
P

（
2

0
10

年
当

時
）

77

R
ym

an
 P

ri
ze

 2
01

8

N
Z

$
25

0
,0

00
（
約

２
千

万
円

）

高
齢

者
の

医
療

・
福

祉
・
健

康
分

野
で

世
界

最
高

峰
の

賞
（
ノ

ー
ベ

ル
生

理
学

・
医

学
賞

と
プ

リ
ツ

カ
ー

賞
を

参
考

）

ジ
ャ

シ
ン

ダ
・
ア

ー
ダ

ー
ン

N
Z

首
相

か
ら

78

“A
I 

fo
r 

O
ld

e
r 

P
e

rs
o

n
s”

U
ni

te
d

 N
a

tio
n

s 
H

e
ad

q
u

a
rt

e
rs

 in
 N

Y
 (

A
p

r 
1

8,
 2

0
1

9
)

79

T
h

e
 G

lo
b

a
l P

a
rt

n
e

rs
h

ip
 o

n 
A

rt
ifi

ci
al

 In
te

lli
ge

n
ce

 
(G

P
A

I)
S

u
m

m
it 

in
 P

ar
is

,N
o

v.
 2

0
2

1

S
id

e 
ev

en
t 

o
n

 “
A

I 
a

n
d

 s
o

c
ie

ta
l/

so
c

ia
l 

S
D

G
s”

パ
ロ

に
つ

い
て

招
待

講
演

と
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

80
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第
1

0 回
ロ

ボ
ッ

ト
大

賞
・
記

念
特

別
賞

を
受

賞
2

0
22

年
1

0月

81

共
催

：
経

済
産

業
省

（
幹

事
）
、

一
般

社
団

法
人

日
本

機
械

工
業

連
合

会
（
幹

事
）

総
務

省
、

文
部

科
学

省
、

厚
生

労
働

省
、

農
林

水
産

省
、

国
土

交
通

省

記
念

特
別

賞
：

第
1

0 回
を

記
念

し
て

、
第

1 回
～

第
9 回

ま
で

の
受

賞
案

件
の

中
か

ら
、

大
き

な
社

会
的

イ
ン

パ
ク

ト
を

与
え

、
業

界
の

変
革

に
つ

な
が

っ
た

ロ
ボ

ッ
ト

等
に

つ
い

て
記

念
特

別
賞

を
授

与

長
期

有
人

宇
宙

旅
行

z
月

旅
行

（
片

道
）
：
約

4 日
（
60

年
代

・
ア

ポ
ロ

計
画

）

z
IS

S(
国

際
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
）
：
約

6 か
月

滞
在

z
火

星
旅

行
（
片

道
）
：
約

6 ～
7 か

月
、

滞
在

2 年
y

M
ER

-A
「
Sp

iri
t」

-
20

03
年

6月
10

日
打

ち
上

げ
、

20
04

年
1月

3日
に

火
星

表
面

に
着

陸

y
M

ER
-B

「
O

pp
or

tu
ni

ty
」

-
20

03
年

7月
7日

打
ち

上
げ

、
20

04
年

1 月
24

日
に

火
星

表
面

に
着

陸

82

M
is

si
o

n
 to

 M
a

rs
:

T
h

re
e

 Y
e

a
rs

 P
ro

je
ct

E
ar

th
M

ar
s

G
o

in
g

 w
ay

: 
0

.5
 y

ea
r

R
e

tu
rn

 w
ay

: 
0

.5
 y

e
a

r
2

 y
e

ar
s

 o
f 

ta
s

ks

C
o

m
m

u
n

ic
at

io
n

 t
im

e
 la

g
: 

4-
8 

m
in

-
S

tr
e

ss
fu

l 
fo

r 
A

st
ro

n
au

ts
, 

e
sp

e
ci

a
lly

 i
n

 t
h

e 
S

p
ac

es
h

ip
-

In
c

re
a

se
 R

is
k

 o
f 

M
is

ta
ke

s 
(=

 p
o

s
si

b
le

 H
u

m
an

 E
rr

o
r)

83

こ
れ

ま
で

の
パ

ロ
に

関
す

る
宇

宙
関

連
の

活
動

2
00

8 年
5 月

ス
ペ

ー
ス

シ
ャ

ト
ル

ケ
ネ

デ
ィ

宇
宙

セ
ン

タ
ー

フ
ロ

リ
ダ

州

z
N

AS
A
本

部
（
ワ

シ
ン

ト
ン

D
C ）

で
、

パ
ロ

の
デ

モ
・
説

明
・
意

見
交

換
（
在

米
大

と
共

に
）

z
ケ

ネ
デ

ィ
宇

宙
セ

ン
タ

ー
で

、
ス

ペ
ー

ス
シ

ャ
ト

ル
打

ち
上

げ
見

学
（
在

米
大

と
共

に
）

z
JA

XA
の

紹
介

で
、

南
極

「
昭

和
基

地
」
で

、
閉

鎖
空

間
に

お
け

る
越

冬
隊

員
と

パ
ロ

と
の

生
活

の
実

験
を

1年
間

84
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S
p

ac
e

 S
ym

p
o

si
u

m
20

1
6

-2
0

1
9

（
コ

ロ
ラ

ド
・
ス

プ
リ

ン
グ

、
C

O
）

z
パ

ロ
展

示
、

宇
宙

応
用

を
提

案

y
長

期
有

人
宇

宙
旅

行
時

の
宇

宙
飛

行
士

の
コ

ン
パ

ニ
オ

ン

y
ス

ト
レ

ス
の

低
減

y
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
活

性
化

z
参

加
者

か
ら

大
好

評

z
ロ

ッ
キ

ー
ド

・
マ

ー
チ

ン
社

か
ら

、
有

人
火

星
探

査
時

に
パ

ロ
を

活
用

の
提

案

y
人

工
毛

皮
の

抜
け

毛
に

つ
い

て
、

エ
ア

ー
・
フ

ィ
ル

タ
ー

の
安

全
性

評
価

と
対

策
が

必
要

85

「
S

p
ac

e
C

o
m

」
で

日
本

の
宇

宙
産

業
の

展
示

ヒ
ュ

ー
ス

ト
ン

, T
X

, U
S

, 
N

o
v.

 2
01

6

86

JA
X

A
-A

m
e

s 
W

o
rk

sh
o

p,
 2

0
1

9
年

4 月
N

A
S

A
 A

m
e

s 
R

e
se

a
rc

h
 C

en
te

r,
 C

A

上
：
巨

大
風

洞
実

験
場

左
：
量

子
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
下

：
ア

ス
ト

ロ
ビ

ー

87
宇

宙
用

の
パ

ロ
に

つ
い

て
講

演

S
pa

ce
 A

n
a

lo
g

 M
is

si
o

n
に

お
い

て
、

パ
ロ

に
よ

る
ク

ル
ー

の
メ

ン
タ

ル
・
ヘ

ル
ス

ケ
ア

の
評

価
実

験
を

開
始

z
20

22
年

11
月

中
旬

、
「
M

is
si

on
 1

」
と

し
て

、
M

ar
s 

So
ci

et
y が

運
営

す
る

ア
メ

リ
カ

・
ユ

タ
州

の
sp

ac
e 

an
al

og
 f

ac
ili

ty
の

M
D

R
S 

(M
ar

s 
D

es
er

t 
R
es

ea
rc

h 
St

at
io

n)
に

お
い

て
、

2週
間

の
疑

似
実

験
に

お
い

て
、

ク
ル

ー
の

「
ス

ト
レ

ス
」
と

「
孤

独
」
の

改
善

に
つ

い
て

の
評

価
実

験
に

、
パ

ロ
が

招
待

さ
れ

た

z
20

23
年

5 月
、

ア
リ

ゾ
ナ

州
の

「
Bi

os
ph

er
e 

2 」
で

開
催

さ
れ

る
会

議
An

al
og

 
As

tr
on

au
t 

C
on

f.
 (

第
2 回

AA
C2

02
3)

で
結

果
の

発
表

と
、

パ
ロ

の
展

示

z
20

23
年

6 月
、

「
M

is
si

on
 2

」
と

し
て

、
ポ

ー
ラ

ン
ド

の
「L

un
ar

es
」
で

、
別

の
Cr

ew
で

同
様

の
実

験

z
20

23
年

11
月

、
「M

is
si

on
 3

」
と

し
て

、
南

太
平

洋
（
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

の
近

く
）
で

船
に

滞
在

し
て

水
中

で
作

業
す

る
実

験
88
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A
n

al
o

g
 M

is
si

o
n

s:
 M

a
rs

 D
e

se
rt

 R
e

se
a

rc
h

 S
ta

tio
n 89

M
D

R
S

T
h

e
 E

n
d

パ
ロ

・
ハ

ン
ド

ラ
ー

研
修

会
オ

ン
ラ

イ
ン

・
毎

月
2回

・
無

料

90
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ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

マ
ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2
0
2
2

N
o
v.

 2
9

th
, 

2
0
2
2

M
 Y

a
g
i

C
o
n
s
o
rt

iu
m

K
a
n
sa

i

O
sa

k
a

U
n
iv

Ja
p
a
n

B
io

d
e
si

g
n

ニ
ー

ズ
に

基
づ

く
機

器
開

発
に

失
敗

し
な

い
た

め
に

必
要

な
人

の
手

元
に

必
要

な
も

の
を

サ
ス

テ
イ

ナ
ブ

ル
に

早
期

に
届

け
る

こ
と
を

可
能

に
す

る
た

め
に

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

マ
ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2
0
2
2

V
a
lu

e
❤

fi
rs

t

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

マ
ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2
0
2
2

“I
f 
I 

h
a
d
 a

n
 h

o
u
r 

to
 s

o
lv

e
 a

 p
ro

b
le

m
, 

I'
d
 s

p
e
n
d
 5

5
m

in
u
te

s 
th

in
k
in

g
 a

b
o
u
t 

th
e

p
ro

b
le

m

a
n
d
 5

m
in

u
te

s 
th

in
k
in

g
 a

b
o
u
t 
so

lu
ti
o
n
s.

”

-A
lb

er
t 

Ei
n

st
ei

n

W
h
a
t 

th
e
 w

o
rl
d
 n

e
e
d
s 

n
o
w

 
a
re

 
‘E

x
e
c
u
ti
o
n
’, 

n
o
t 

‘J
u
st

 I
d
e
a
s’

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

マ
ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2
0
2
2

開
発

者
ユ

ー
ザ

ー
≠

な
ぜ

難
し

い
？
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ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

マ
ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2
0
2
2

！
？

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
立

ち
上

げ
の

際
に

す
べ

き
こ

と

最
終

の
形

を
想

定
し

た
上

で
始

め
る

•
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
を

定
義

•
実

現
す

る
価

値
の

大
き

さ
を

定
義

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

マ
ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2
0
2
2

現
在

、
開

発
の

現
場

で
何

が
起

こ
っ
て

い
る

の
か

を
バ

イ
オ

デ
ザ

イ
ン

の
視

点
で

分
析

・
明

確
化

令
和

3
年

度
障

害
者

総
合

福
祉

推
進

事
業

「
真

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
い

た
支

援
機

器
の

事
業

化
・
普

及
に

資
す

る
出

口
を

想
定

し
た

開
発

プ
ロ

セ
ス

に
関

す
る

調
査

研
究

」

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

マ
ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2
0
2
2

F
o
u
n
d

e
r:

 D
r.

 P
a
u
l 
Y

o
c
k

h
tt
p
s:
//
b
io
d
es

ig
n
.s
ta
n
fo
rd

.e
d
u
/

Si
n

ce
2

0
0

1

•
5

3
 ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

+
6

8
 ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

b
y
 a

lu
m

•
診
療
の
恩
恵
を
受
け
た
患
者

7
6

0
万

+
人
以
上

•
新
規
雇
用

2
,0

0
0
+
名

•
資
金
調
達

1
,2

0
0
億

+
円

ニ
ー
ズ
探
索
・
特
定

コ
ン
セ
プ
ト
生
成

実
装

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

マ
ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2
0
2
2

2
群

の
差

を
特

徴
づ

け
る

項
目

•
問

題
発

生
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
•

既
存

の
解

決
策

と
の

差
別

化
•

機
器

選
定

に
関

わ
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

の
影

響
•

市
場

規
模

等

ニ
ー

ズ
視

点

コ
ン

セ
プ

ト
視

点

•
ユ

ー
ザ

視
点

で
の

要
求

事
項

の
達

成
度

の
度

合
い

（
特

に
）

ユ
ー

ザ
ビ

リ
テ

ィ

事
業

化
視

点

•
製

品
の

普
及

戦
略

•
適

切
な

開
発

コ
ス

ト
設

定
•

自
社

リ
ソ

ー
ス

の
効

果
的

活
用

に
関

す
る

検
討
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ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

マ
ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2
0
2
2

P
a

in

共
感
に
よ
り
本
当
の
ペ
イ
ン
を
見
つ
け
る

S
e
e

w
h

a
t

th
e

y
s
e

e
,

H
e

a
r

w
h

a
t

th
e

y
h

e
a

r,

F
e

e
l
w

h
a

t
th

e
y

fe
e

l.

F
a
c
t-

b
a
s
e
d

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

マ
ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2
0
2
2

ニ
ー

ズ
の

探
索

・
深

堀

多
様

な
視

点
で

議
論

視
点

を
変

更
す

る
フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
適

用

ニ
ー

ズ
特

定
に

役
立

つ
4
つ

の
鍵

・問
題

発
生

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

分
析

・既
存

の
解

決
策

分
析

・ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

分
析

・市
場

分
析

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
再

観
察

適
切

な
切

り
口

を
探

索 イ
ン
サ
イ
ト

ニ
ー

ズ
・シ

ー
ズ

マ
ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2
0
2
2

W
h
y

c
ry

in
g
?

現
状
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～「無理をしないで」 「生き生きと」～

無料

日時

会 場

参加資格

4月18日（土） PM14：00～PM16：00

アスクルセミナー会議室（東京都江東区豊洲3-2-3）

シングルマザーの方ならどなたでも（先着30名）

ストレスとの向き合い方

キャリアプランとマネープラン

「もしもの時」の基礎知識

知っておきたい法律・制度

職場の人間関係対処法

恋愛・結婚について
心理カウンセラー
明日 来子

座談会形式なので、ご自由にアドバイスを受けられます

お申込み
お問い合わせ

０３-１２３４-１１１１ （平日：10：00～18：00）TEL

URL http://www.askult.com/
MAIL askul@:××××××

参加料・保育料

写真を
入れて
ください

日本ライトハウス情報文化センターは、YouTubeで
「ニポラチャンネル」を開設しています！

ニポラチャンネルは｢見えない方、見えにくい方のためのチャンネル｣です。
これまでに、iPhoneの基本設定や基本操作、アプリなどを紹介しています。
映像では、実際にiPhoneを使いながら、合成音声の画面読み上げも流れますので、

iPhoneに不慣れな方はもちろん、まだ使ったことのない方も、わかりやすく聴いて
もらえるようになっています。
また、拡大読書機などの関連機器、グッズの使い方の説明、白杖の使い方なども

配信しています。

http://www.lighthouse.or.jp/iccb/informations/informations-31014/

スマホをお持ちの方は右上の
QRコードからアクセス!

ツイッターとインスタグラムも
はじめています!

アカウント名『iccb2020』
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2022年８月現在
第１回 iPhoneの基本設定
第２回 iPhoneの基本操作
第３回 iPhoneの文字入力について
第４回 iPhoneの文字入力 パート２
第５回 iPhoneのアプリ紹介 ①Seeing AI ②OCR 
第６回 iPhoneでサピエを活用アプリ『ボイス オブ デイジー５』
第７回 iPhone 電話の発着信について
第８回 iPhone アプリ『らじるらじる（NHKラジオ）』
第９回 iPhone アプリ『ものたぐ』
第10回 zoom ミーティングの受け方（iPhoneとパソコン）
第11回 拡大読書器の紹介（据え置き型編）
第12回 拡大読書器の紹介（携帯型編）
第13回 iPhoneアプリ ICカードリーダー by マネーフォワード
第14回 新型コロナウイルス接触確認アプリ
番外編 日本ライトハウス盲導犬訓練所の紹介
第15回 iPhoneアプリ らくらじ
第16回 白杖の紹介
第17回 音声ガイドアプリの紹介 「HELLO! MOVIE」「UDCast」
第18回 白杖を使って歩いてみよう
第19回 iPhoneアプリ Envision AI 
第20回 ルーペの紹介
第21回 Envision Glassesの紹介
第22回 点字・録音(デイジー)図書の借り方について
第23回 音声・触知式時計の紹介
第24回 iPhoneアプリ サリバン＋（視覚補助アプリ）
第25回 みずいろクリップ（水の量や色をお知らせ）
第26回 音声拡大読書器を比べてみました ①スキャン型編

②カメラ型編 ③ウエアラブルデバイス編 ④アプリ編 ⑤番外編 （追加）
第27回 遮光眼鏡（東海光学）
第28回 PTR3とPTN3 基本編（デイジー図書の卓上型録音・再生機）
第29回 リンクポケット 基本編（デイジー図書の携帯型録音・再生機）
第30回 プレクストーク 録音の仕方や追加オプション機能について
第31回 ロービジョン向け拡大アプリ「明るく大きく」
第32回 Zoomを使ったオンライン講習について
第33回 iPhoneローター操作のやり方
第34回 iPhoneアプリ paypay（キャッシュレス決済アプリ）
第35回 エンジョイ！グッズサロンってどんなとこ？

（機器や用具、サービス内容、福祉制度についてご紹介します）
第36回 視覚障害者のガイド(手引き)の仕方
第37回 GRUSボイス電波腕時計 時刻合わせのやり方（初期受信について）
第38回 スマートスピーカーのセットアップと使い方
第39回 アプリLINEのセットアップと基本的な使い方
第40回 ショートカットアプリで、簡単に電話をかける
第41回 iPhoneアプリ Googleレンズ（カメラ機能でモノや活字文書を読ませる）
第42回 iPhoneとキーボードを繋いでみた。文字入力が楽々簡単に！
第43回 iPhoneのホーム画面をボイスオーバーを使って簡単整理術
第44回 iPhone ジェスチャー（指の動き）の操作説明まとめ！
第45回 パソコンを音声で読み上げさせて操作する（スクリーンリーダー PC-Talker）
第46回 Siriを使って簡単にアプリを起動！パッと読ませる（Seeing AI、Envision AI）
第47回 iPhoneで簡単にスケジュール管理
第48回 音声タイマーの紹介
第49回 読書支援ソフト『My Book Neo』録音図書や点字図書を快適に楽しめます
第50回 ラジオも聞けるニュース検索ソフト『My News Neo』
第51回 ゲストトーク① 神戸アイセンター・ビジョンパーク情報マスターわきちさん
第52回 iPhoneアプリBe My Eyes（ボランティアが目の代わりに）
第53回 ひとりで学べる点字触読テキストの紹介
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1 

 

ニーズ・シーズマッチング交流会２０２２（大阪会場） 

令和４年１１月２９日（火）１５：００～１５：２０ 

 

「盲ろう者に必要とされる支援機器、開発にあたり協力できること」 

 

社会福祉法人 全国盲ろう者協会 

常務理事・事務局長 橋間 信市 

 

＜盲ろう者について＞ 

１．盲ろう者（ｄｅａｆｂｌｉｎｄ）とは 

ヘレン・ケラーと言うとご存じの方も多いだろうか。 

視覚と聴覚の両方に障害を併せ持つ人。 

 

２．盲ろう者の人数 

全国に盲ろう者が約１万４千人 

身体障害者手帳に、視覚と聴覚の両方の障害が明記されている人の数。 

約８割が６５歳以上の高齢者。 

（２０１２年度「盲ろう者に関する実態調査」） 

 

３．盲ろう者の状態・程度 

一口に「盲ろう」といっても、その見え方や聞こえ方の程度によって、大きく分けると、以下の四つの

タイプがある。 

全盲ろう ： 見えない・聞こえない 

全盲難聴 ： 見えない・聞こえにくい 

弱視ろう ： 見えにくい・聞こえない 

弱視難聴 ： 見えにくい・聞こえにくい 

 

４．盲ろうになるまでの経緯 

障害の発症の順序などによっても、以下の四つのタイプに分けられる。 

先天性の盲ろう児者 ： 言語獲得以前の幼少期から、視覚と聴覚に障害が発生した方。 

「盲ベース」の盲ろう者 ： 視覚障害がベースにあって、のちに聴覚障害が発生した方。 

「ろうベース」の盲ろう者 ： 聴覚障害がベースにあって、のちに視覚障害が発生した方。 

上記のいずれでもない成人期の盲ろう者 ： 「健常」の状態から視覚と聴覚に障害が発生した方。 
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５．盲ろう者のコミュニケーション方法 

手書き文字： 

盲ろう者の手のひらに文字を書いて伝える方法。「手のひら書き」とも言う。 

音声： 

盲ろう者の耳元や補聴器のマイク等に向かって話す方法。 

点字： 

「ブリスタ」という点字タイプライターと、盲ろう者の指を点字の６点に見立てて直接たたく「指点字」

という二つの方法がある。 

手話： 

手話の形を盲ろう者が触って読み取る「触手話」と、盲ろう者の見え方に合った範囲で手話を表

す「弱視手話」という二つの方法がある。 

筆談： 

通訳者が紙やタブレットなどに書いた文字を、盲ろう者が読む方法。 

指文字： 

日本語式（五十音式）、ローマ字式があり、盲ろう者は見たり触ったりして読み取る。 

パソコン： 

通訳者がパソコンで入力した文字を、盲ろう者が画面で読む方法。 

先天性盲ろう児者のコミュニケーション： 

上記のような言語的な方法と同様に、オリジナルサイン、視覚的・触覚的シンボルや物などの非言

語的な方法を使用している盲ろう児者もいる。 

 

６．盲ろう者のニーズと通訳・介助 

（１）「盲ろう」という障害の特徴と三つの困難 

①他者とのコミュニケーション： 

人と話をしたり、集まり（会議）に参加したり、店で店員とやりとりをしたりする等、人とのコミュニ

ケーションが困難。 

②情報の入手＆周囲の状況把握： 

新聞、テレビ、ラジオ、インターネット等からの情報だけでなく、自分の身の回りには誰がいて何を

しているのか、何があってどういう状況になっているのか、といった基本的な環境情報を自力で

得ることが困難。 

③移動： 

一人で自分の行きたいところへ自由に外出することが困難。 

 

（２）通訳・介助員とは 

盲ろう者に適したコミュニケーション方法で情報保障（会話の通訳、周りの状況説明など）をし、移

動の支援（介助）を行う。これを業務とするのが通訳・介助員。 
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3 

 

＜盲ろう者のＩＣＴ機器等の活用について＞ 

盲ろう者と言っても前述の通り、視覚・聴覚の障害の状態はさまざまである。 

視覚の活用ができる人： 

スマホ・タブレット・パソコン等を画面拡大機能、配色の変更機能等を工夫して、自分の見やすい

方法で利用している。 

聴覚の活用ができる人： 

スマホ・タブレット・パソコン等の読み上げ機能を工夫して、自分の聞こえる状態で利用している。 

全盲ろうの人： 

スマホ・タブレット・パソコン等を利用するには、点字のみが頼りとなる。点字ディスプレイ一体型

の「ブレイルセンス」、スマホ・タブレット・パソコンと点字ディスプレイを接続して、点字ディスプレイ

を頼りに利用している。 

 

一般的に、盲ろう者の場合、視覚障害者向け、あるいは聴覚障害者向けに開発、提供されているも

のを、その人が使える範囲で（全ての機能は使えなくても）利用しているという実態がある。 

盲ろう者の場合、視覚活用、聴覚活用が難しい場合は、点字に代表される触覚によるインターフェ

ースが必要となる。 

 

＜コロナ禍におけるニーズ＞ 

特に全盲ろう者の場合、簡単に独力で使える体温計が存在せず、そのニーズは非常に高い。 

体温計をスマホやタブレットとブルートゥース接続することで、点字ディスプレイに表示させる方法

はあるが、これらを使いこなすにはハードルが高い。 

したがって、全盲ろう者でも容易に触覚（バイブレーションによる振動パターンや点字等の仕組みを

利用した）により体温を計ることのできる体温計が求められている。 

誰でも使えるユニバーサルデザインの体温計を開発していただきたい。 

その際には、当事者によるモニターテスト等の協力をさせていただけるとありがたい。 

 

※ 体温計にとどまらず、あらゆる機器開発に、「誰でも使える」というコンセプトをお願いしたい。 

 

 

以上 
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ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
20
22

A
LS
に
つ
い
て
、
支
援
機
器
の
利
用
事
例
と

開
発
に
望
む
こ
と

20
22
年
11
月
29
日

（
一
社
）
日
本
A
LS
協
会

岸
川
忠
彦

1

障
害
者
自
立
支
援
機
器

シ
ー
ズ
へ
の
ヒ
ン
ト

神
奈
川
県
支
部

患
者
・
家
族
の
会
員
数

：
約
10
0名

患
者
は
案
外
と
身
近
に
い
ま
す
：
神
奈
川
県
の
例

5.
0k
m

直
径
5キ
ロ
の
範
囲

■
7個
→
35
名

直
径
5キ
ロ
の
範
囲

■
1個
→
5名

加
入
率
が
約
20
％

な
の
で
点
の
数
は

5倍
に
な
る

★


特
徴

：


大
ま
か
に
二
つ
の
タ
イ
プ

筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症
（
A
LS
）
に
つ
い
て

A
m
yo
tr
op
hi
c筋
萎
縮
性

La
te
ra
l側
面

S
cl
er
os
is
硬
化
(症
)


患
者
数

：

発
症
数

：

男
/女
比

：

2


発
症
年
齢
：


遺
伝
性
等
：

★

運
動
神
経
が
変
性
し
て
命
令
が
伝
わ
ら
な
く
な
っ
て
筋
肉
が
動
か

せ
ず
廃
用
に
な
り
委
縮
す
る
進
行
性
・
原
因
不
明
の
疾
患

：
は
じ
め
に
、
手
足
が
動
き
に
く
く
な
る
タ
イ
プ

：
は
じ
め
に
、
し
ゃ
べ
っ
た
り
飲
み
込
ん
だ
り
出
来
な
く
な
る
タ
イ
プ

最
終
的
に
は
手
足
と
口
の
両
方
、
全
身
に
障
害
が
進
み
ま
す

→
中
途
障
害
者
（
障
害
が
進
行
す
る
）


治
療
法
・
薬
：

治
療
研
究
は
医
療
の
進
歩
で
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
る

全
国
で
約
10
,0
00
人
の
患
者

毎
年
約
2,
30
0人
が
発
症

1.
3～
1.
4対
1.
0
男
性
が
多
い

リ
ル
テ
ッ
ク
と
ラ
ジ
カ
ッ
ト

共
に
発
症
初
期
の
進
行
抑
制
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る

約
75
%

約
25
%

50
～
74
歳
が
多
い

95
％
が
孤
発
性
、
約
5％
が
遺
伝
性

障
害
が
進
行
す
る
が
、
、
、
進
行
の
様
相
は
一
人
一
人
違
う
（
進
行
の
個
別
性
が
大
き
い
）

筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症
（
A
LS
）
に
つ
い
て

A
m
yo
tr
op
hi
c筋
萎
縮
性

La
te
ra
l側
面

S
cl
er
os
is
硬
化
(症
)

→
生
活
の
質
の
向
上

大←重症度→小

（
1年
）

（
4年
）

（
5年
）

経
過
期
間

週
（
年
）

重
症
度
が
最
大

に
な
っ
て
も
制

度
や
自
立
支
援

機
器
を
利
用
し

て
療
養
生
活
を

送
っ
て
い
る
患

者
は
増
え
て
い

る

★

障
害
が
進
行
→
呼
吸
筋
が
動
か
せ
な
い
→
死
に
至
る
病
気
→
人
工
呼
吸
器
等
医
療
機
器
の
発
展

→
死
に
は
至
ら
な
い
病
気
→
死
な
な
け
れ
ば
良
い

→
患
者
・
家
族
は
個
別
性
に
合
わ
せ
た
自
立
支
援
機
器
の
発
展
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る

→
自
立
支
援
機
器
の
発
展
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普
段
の
生
活

朝
起
床

朝
食

( 薬
)

歯
磨
き

洗
顔

着
替
え

ト
イ
レ

昼
昼
食

( 薬
)

歯
磨
き

ト
イ
レ

訪
問
入
浴

晩
夕
食

( 薬
)

歯
磨
き

薬
ト
イ
レ

就
寝

( 寝
返
り

)

人 工 呼 吸 器 ・ （ 喀 痰 ） 吸 引 器

電 動 歯 ブ ラ シ ・ 入 浴 機 材

電 動 ベ ッ ド ・ リ フ タ ー ・ 吊 具 ・ ト イ レ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 機 器 ・ ス イ ッ チ

ミ キ サ ー ・ テ レ ビ ・ 照 明 ・ エ ア コ ン

ガ ス ・ 水 道 ・ 空 調 ・ レ ン ジ ・ ポ ッ ト

電
気

/ 電
子
機
器
（
ハ
ー
ド
）

操 作 ・ 運 用 は 人 間

だ け ど ・ ・ ・ 自 動 で

出 来 た ら い い な

操
作
・
運
用
（
ソ
フ
ト
）

普
段
の
生
活
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
も
の

日 中 活 動 （ 仕 事 ）

★

普
段
の
生
活
：

文
字
盤
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

日
常
会
話
は
文
字
盤
で

初
め
は
指
差
し
方
式
で
、
慣
れ
た
ら

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
言
葉
を
紡
ぐ

7

込
入
っ
た
内
容
は
伝
の
心
（
パ
ソ
コ
ン
）
で

読 み 取 っ た 文 字 を 忘 れ て し

ま う の で 自 動 記 録 し て 後 で

音 声 に 変 換 で き な い か な ぁ

★

普
段
の
生
活
：

ア
ラ
ー
ム
ス
イ
ッ
チ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

体
が
動
か
ず
、
声
も
出
な
い
：
ア
ラ
ー
ム
で
呼
び
出
す

車
椅
子

ベ
ッ
ド

ほ
っ
ぺ
た
で
触
る

耳
で
触
る

手
は
全
く
動
か
せ
ま
せ
ん

首
を
少
し
回
せ
ま
す

6

ス
イ
ッ
チ

ス
イ
ッ
チ

症
状
の
進
行
状
況
に
合
わ

せ
て
色
々
な
ス
イ
ッ
チ
を

使
い
分
け
る
必
要
が
あ
る
よ
★

普
段
の
生
活
：

胃
ろ
う
か
ら
の
食
事
（
経
管
栄
養
）

・
口
か
ら
の
飲
込
み
が
出
来
な
い
の
で
胃
ろ
う
か
ら
注
入
し
て
食
事

・
好
物
は
口
か
ら
で
も
大
丈
夫
な
ど
、
不
思
議
な
例
外
は
あ
り
ま
す
ケ
ド
、
、
）

シ
リ
ン
ジ

チ
ュ
ー
ブ

8

半
固
形
栄
養
剤
を
注
入
す
る
加

圧
バ
ッ
グ
は
あ
る
け
ど

ミ
キ
サ
ー
食
の
注
入
装
置
は
難

し
い
の
か
な
？

★
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普
段
の
生
活
：
ミ
キ
サ
ー
食

家
族
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
を
ミ
キ
サ
ー
食
に
す
る

た
こ
焼
き

梨

ト
マ
ト

ご
飯
と
ス
ー
プ

ミ
キ
サ
ー

9

ミ
キ
サ
ー
は
空
気
を
噛
み
こ
ん
で
食
材
が
酸
化
し
や
す

い
の
で
味
が
変
わ
る
け
ど
栄
養
成
分
は
ど
う
な
の
か
な

★

移
乗
（
最
近
は
リ
フ
ト
が
主
）

支
え
て
い
れ
ば
立
っ
て
い
ら
れ
る
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
は
足
の
力
が
弱
く
て
立
つ
こ
と
が
難
し
い
で
す

11

今
は
、
ほ
と
ん
ど
リ
フ
ト
と
吊
り
具
で

移
乗
し
て
い
ま
す

体
幹
保
持
機
能
が
な
く
な
る
と
吊
具

か
ら
ず
り
落
ち
そ
う
に
な
る
の
で
、
、
、

リ
フ
ト
だ
け
で
な
く
吊
具
に
も

工
夫
が
ほ
し
い

★

普
段
の
生
活
：

歯
磨
き
（
口
腔
ケ
ア
）

・
歯
磨
き
（
口
腔
ケ
ア
）
は
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
回
避
で
も
あ
り
ま
す

・
胃
ろ
う
か
ら
の
食
事
の
場
合
で
も
、
口
腔
ケ
ア
は
大
事
で
す

10
・
口
が
動
か
な
く
な
っ
た
ら
顎
の
関
節
が
拘
縮
し
な
い
よ
う
な
ケ
ア
も
必
要

12

ト
イ
レ

ベ
ッ
ド

リ
フ
ト ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

狭
い
家
だ
け
ど

ポ
ー
タ
ブ
ル
で
な

く
て
家
の
ト
イ
レ

で
用
を
足
し
た

い
な

★

93－ －



パ
ソ
コ
ン
（
伝
の
心
）

メ
ー
ル
・
執
筆
・
ネ
ッ
ト
・

SN
S

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

ス
イ
ッ
チ

枕

車
い
す

P
C
ス
タ
ン
ド

ニ
ャ
ン
コ
先
生

視 線 入 力 も 魅 力 だ け ど ス イ ッ

チ で 入 力 も 捨 て が た い

こ の 先 、 視 線 入 力 や ス イ ッ チ 操

作 が 出 来 な く な っ た ら ど う し

よ う か な ？

★

普
段
の
生
活
：

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
買
い
物

15

も
っ
と
快
適
な
車

い
す
は
無
い
か
な

★

普
段
の
生
活
：
訪
問
入
浴

体
が
全
く
動
か
な
い
の
で
家
の
お
風
呂
は
入
れ
な
い
。

2-
3人
体
制
で
入
浴

気
管
切
開
部
か
ら
水

が
入
ら
な
い
よ
う
に

用
心
し
な
け
れ
ば

14
★

お 湯 を 使 わ な い お 風

呂 は 無 い か な ？

普
段
の
生
活
：
電
車
で
外
出

事
前
に
連
絡
す
れ
ば
駅
員
さ
ん
が
目
的
地
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す

16

う っ か り 手 が 離 れ た 時

に 自 動 で ス ト ッ パ ー が

か か る と 安 心 だ け ど

★
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そ
の
他

•
鼻
を
か
む

•
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
音
量

•
手
を
揉
ん
で
欲
し
い

•
お
茶
を
飲
み
た
い

•
か
ゆ
い
所
を
か
い
て
欲
し
い

•
本
を
読
み
た
い

•
吸
引

17

何
と
か
機
械
で
簡
単
に

出
来
な
い
か
な
、
、
、

★

普
段
の
生
活
：
気
管
切
開
部
か
ら
の
吸
引

い
つ
、
痰
が
た
ま
る
か
わ
か
ら
な
い

常
時
、
見
守
り
が
必
要

19

常
時
吸
引
で
き
る

機
器
が
あ
る
け
ど
、

も
っ
と
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
が
あ
る
と

助
か
る

★

就
寝

•
寝
返
り
→
就
寝
中
は
２
時
間
に
１
回
,と
き
ど
き
吸
引
。

１
１
時
３
０
分
～
７
時
の
間
に
３
，
４
回 18

体
幹
の
機
能
が
落
ち
た
と
き
の
寝
返
り

は
人
手
で
や
る
の
が
一
番
だ
け
ど
、
、
、

で
も
、
自
動
で
で
き
る
と
助
か
る

★

普
段
の
生
活
：
吸
引
機

吸
引
器
は
必
需
品

メ
イ
ン
の
吸
引
器
（
A
C
電
源
）

非
常
用
吸
引
器
（
足
踏
み
式
）

20
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災
害
が
起
っ
た
ら

質
問
：

体
が
動
か
な
い
、
発
声
が
で
き
な
い
、

気
管
切
開
を
し
て
い
る
。

人
に
よ
っ
て
は

人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
る
・
・
・

災
害
が
起
っ
た
ら
？

21

日
本
A
LS
協
会

福
祉
機
器
・
看
護
/介
護
分
野
の
研
究
・
開
発
へ
の
助
成

19
96
～
20
21
年
度
（
H
8～
令
和
3年
度
）
の
26
年
間

奨
励
金
交
付
総
額
：
2,
88
7万
円

交
付
総
件
数

：
63
件

20
00
年
度

山
本
真

大
分
県
勤
労
者
医
療
生
協
大
分
協
和
病
院
診
療
部
⾧
（
当
時
）

在
宅
人
工
呼
吸
管
理
下
の
A
LS
患
者
に
対
す
る
、
自
己
制
御
機
能
を
有
す
る

自
動
吸
引
装
置
の
開
発

20
19
年
度

小
澤
邦
昭

東
洋
大
学

工
業
技
術
研
究
所
・
客
員
研
究
員
（
当
時
）

試
験
デ
ー
タ
利
用
に
よ
る
Y
es
/N
o意
思
伝
達
装
置
の
正
答
率
向
上

20
15
年
度

伊
藤
史
人

島
根
大
学
総
合
理
工
学
研
究
科

助
教
（
当
時
）

ロ
ー
コ
ス
ト
視
線
入
力
装
置
に
よ
る
意
思
伝
達
環
境
の
構
築

お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

手
動
の
機
器

非
常
電
源

（
非
常
発
電
機
・
バ
ッ
テ
リ
ー
）

動
け
る
ヘ
ル
パ
ー
・
支
援
者
さ
ん

災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
の
人
々
・
消
防
団

事
前
の
避
難

自
立
支
援
機
器
は

非
常
時
に
誰
も
が
、
簡
単
に

操
作
で
き
る
よ
う
な
も
の
が

良
い
ね

★
02468101214

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

意 思
シ ス テ ム

介 護
人 工 呼 吸 器

療 養
装 着

脳
入 力

電 位
ケ ア

脳 波
声

ブ レ イ ン

胃
看 護

吸 引
ネ ッ ト

ツ ー ル

イ ン タ ー ネ ッ ト

眼 球
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例
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こ
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年
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月
29
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社
）
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岸
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彦
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へ
の
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ン
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ご
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聴
あ
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が
と
う
ご
ざ
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ま
し
た
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なら

一一一構
一務

0姿勢改善        ②蹟き予防        0蹟 き予防(踵接地)   0前 方推進力       0膝 の安定性

コルセットにより腹圧を   股関節とかかとを引き   つま先を上げる。殿筋を   四頭筋を補助し膝を    膝崩れを防ぎ階段・

高め腰の安定性を図る   上げる          補助し前方傾斜を防ぐ   安定させ脚を振出す    坂道もスムーズ

e‐footはゴムの収縮力を筋肉に見立て、歩行動作のあらゆる場面で歩行をサポートします。

前後左右のゴムが伸縮を繰り返すことにより、一歩前に出すと次の一歩が自然に出るというアシスト機能が働きます。

一日も早い回復のために     が、リハビリのサポートをします。

*当社調べ

●早期社会復帰に繋がります。

●姿勢が良くなり・蹟きが減り、歩きやすくなります。

●歩き方を忘れた方の歩行を助けます。

●脚が軽く、疲れが少なくなることで歩行距離が伸び、

歩行訓練が容易になります。

●スムーズに歩けるようになります。

【装着者評価】
○最高

○良かつた

○普通

●不満

●早期から使うことにより回復を早めます。

●歩けることでリハビリが積極的になります。

●安価で効率が良く、経費削減に繋がります。

●歩行訓練が簡単になり、人手不足解消に繋がります。

●ランニングコストがかかりません。

●指導を受ければ本人や補助者でもリハビリが可能になります。

歩行訓練だけでなく、集団体操にも使用できます。
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 『盲ろう者向け支援機器の開発に期待すること』（２０２２年１２月１５日） 

 全国盲ろう者団体連絡協議会 、副会長 藤鹿一之 

 

 １、盲ろう者って どんな人？ 

 盲ろう者とは、視覚と聴覚の両方に障害のある人のことで、 

少し見えて、少し聞こえる『弱視・難聴』から、 

全く見えず、全く聞こえない『全盲ろう』まで、 

障害の程度は盲ろう者によって異なります。 

 また、コミュニケーション手段も、触手話、弱視手話、 

指点字、手書き文字、音声、文字筆記等、 

障害の程度や受障期によって様々です。 

２０１２年に行った実態調査によると、全国に１万４千人ほど居るといわれてい 

ます。 

 

 ２、盲ろう者の３大困難。 

 ・コミュニケーションの困難。 

 ・情報入手（社会的情報、身の周りの情報）困難。 

 ・単独での移動の困難。 

 

 ３、盲ろう者の情報機器の活用法 

 ・少し資料の残っている盲ろう者はパソコンやスマートフォンの 

画面拡大機能等を活用して利用。 

 ・少し聴力の残っている盲ろう者はパソコンやスマートフォンの 

音声 読み上げ機能を活用して利用。 

 ・全盲ろうの盲ろう者はパソコンやスマートフォンに 

点字ディスプレイを繋げて利用。 

 

 ４、盲ろう者が使える体温計の必要性。 

 コロナ禍で体温を測る必要がある機会が増えてきました。 

しかし、特に全盲ろうの盲ろう者が独力で体温を確認することは 

非常に難しいです。 

多くの盲ろう者が独力で体温の確認ができる 

『振動式の体温計』が必要です。 

 

 体温計にとどまらず、、誰もが使えるユニバーサルデザインの 

機器の開発をしていただけることを願っています。 
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2022 ニーズ・シーズマッチング 基調講演 株式会社自分楽 代表取締役 﨑山みゆき 

「内部障害者とサポーターをつなぐスマホアプリ 『心の輪』 の開発」 

～「見えない障がい者」に対する支援 第一歩 ～ 

1目的 当事者の視点から 

(1) 内部障害者の自立を就労・社会参加支援を通じ促進すること。 

(2) デジタル技術を活用し「助けてほしい」「助けてあげたい」という「心の輪」を広げること。 

(3) 外見からわからない「内部障がい者」の存在を伝えることにより、障がい者の多様性を認

める社会にすること。 

(4) 心臓病に対する予防意識を高め、高齢社会における介護予防、福祉人材の削減を図ること。

(令和 3年厚労省調査 50・60・70代死因第二位 心疾患) 

2ニーズ 

   (1)開発技術を持っている法人・個人 

   (2)資金援助、あるいはその仕組みを作ることができる法人・個人 

  (3)「心の輪」の活動賛同者・SNS登録者 

 

3 事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 メンバー (その他 応援団員 20名)  

﨑山みゆき(株式会社自分楽代表取締役・令和 4年度 内閣府障がい者理解促進事業入賞) 

御友重希(デジタル田園都市国家構想応援団) 

連絡先 info@jibungaku.com     http://www.jibungaku.com 

御連絡お待ちしております。 

その 3 

スマホアプリの開発。 

デジタル活用で「見えない障がい者」と「助けてあげたい人」をマッチング。 

その 2 

共助「心の輪」の SNS運営 

そのⅠ 

「見えない障がい者」の存在を知る 

場づくり 

 

﨑山みゆき 中途・内部障がい(一級) 
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ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

1

視覚障害者のITサポート⽀援機器を考える
〜地域の⽀援体制の構築〜
林 豊彦
新潟⼤学・名誉教授
⾃然科学系（⼯学）フェロー
視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」
1. アンサーワンの背景と概要
2. 地域の視覚障害者⽀援の現状
・新潟県視覚障害者福祉協会
・新潟県視覚障害者情報センター
・障害者⾃⽴⽀援センター・オアシス
・新潟市障がい者ITサポートセンター
3. アンサーワンの開発と検証
・（株）富⼠通システムズ
・新潟医療福祉⼤学・視機能科学科

ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

1. アンサーワンの概要と背景

視覚障害者・情報⽀援アプリケーションのニーズ

情報提供者が登録した情報を集約し、情報を必要としている⼈に配信

© 2022 
Fujitsu 
Japan 

Limited

・視覚障害者、ロービジョン
・スマホが苦⼿な⽅ etc. . .

コンテンツ(アプリ)利⽤は無料とし、
コンテンツ提供団体は有料(利⽤料課⾦)で提供することを予定。

・便利なサービスの紹介
・イベント情報 etc..

⽀援団体・企業

家族などの⽀援者

⾃治体・公共団体
病院

情報提供者 情報収集
ポータルクラウド

情報⽀援アプリ
アンサーワン 情報利⽤者

今回の開発範囲

情報提供者︓情報を必要としている⼈にどうしたら届けられるか︖
視覚障害者︓必要とする情報をどうしたら効率的に集められるか︖

ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

1. アンサーワンの概要と背景

視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」

- 情報提供︓視覚に障害をおもちの⽅、⽬が⾒
えにくくなってきた⽅へ必要な情報を⾳声で
届けるスマホアプリです。

- 情報提供の仕組み︓視覚障害者向けの情報を
おもちの⽅へ、情報を必要としている⽅へ簡
単・確実に届けることができる仕組みを提供
します。

- 情報の選択︓インターネット上に無数に散ら
ばる情報から、信頼性の⾼いものに絞って配
信します。

© 2022 Fujitsu Japan Limited

ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

2. 地域の視覚障害者⽀援の現状

新潟県視覚障害リハビリテーションネットワーク
「ささだんごネット」（2013〜） ︓

- にいがたアイサポートセンター（新潟県視覚障害者福祉協会、新潟県視

覚障害者情報センター）

- 障害者自立支援センターオアシス

- 新潟よつば学園（旧県立新潟盲学校）

- 新潟大学医歯学総合病院眼科・ビ

ジョンサポート外来

- 新潟市障がい者ITサポートセンター

継続的な協働体制

ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

2. 地域の視覚障害者⽀援の現状

新潟県視覚障害リハビリテーションネットワーク
「ささだんごネット」（2013〜）

リーフレット：患者の困りごとにどの機関が対応できるか表形式でわかりやすく提示

→ 新潟県内の眼科医療機関に配布

どの機関に患者から連

絡が行っても、その個

人の要望に対して最適

な機関を互いに紹介

ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

協働とは collaboration
創造／革新を目的とした異分野の人たちの協業

相互補完、多視点の交錯

創出 creation or innovation

2. 地域の視覚障害者⽀援の現状

協働とはなにか︖

専門用語の共有 → 相互理解型協働

深い議論による創出の加速・深化

相互理解型の協働
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ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

地域活動⽀援︓
・点訳・⾳訳
・点訳・⾳訳図書
の利⽤、ICT訓
練

・購買事業
・⾃⽴⽀援
・交流の場

2. 地域の視覚障害者⽀援の現状

にいがたアイサポートセンター #1
新潟県視覚障害者福祉協会 常任理事 関川憲司
新潟県視覚障害者情報センター 指導員 ⼭⼝史明

ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

2. 地域の視覚障害者⽀援の現状

にいがたアイサポートセンター #2
新潟県視覚障害者福祉協会 常任理事 関川憲司
新潟県視覚障害者情報センター 指導員 ⼭⼝史明

視覚障害者のニーズの変遷︓
⾳声情報（⼈伝て）→ 点字情報 → ネット情報（PC・携帯端末）

視覚障害者⽀援の現状︓
・眼科に福祉情報が届いていない、眼科から情報提供がない
・⽀援のニーズが⾼いのはスマホ操作（画⾯の呼び上げ機能アプリ、

OCR機能のアプリ、カメラを通して⾳声案内など）

・⾼齢者は新技術にチャレンジしない傾向 → 情報格差
今後の課題︓
・潜在的ニーズの顕在化 → ⽀援情報をどう届けるか︖
・個⼈ニーズに合わせた情報機器・アプリの情報提供

ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

当事者の声︓
・よく使う機器︓プレックストーク（⾳楽CD、

聴く読書）、よむべえスマイル（印刷物の読み

上げ）、みずいろクリップ（⾊の⾳声化）

利点︓⼈⼿を借りずに⾃分でできる。
⽋点︓⾊の検出誤差（微妙な⾊の判定など）

・携帯電話︓スマホとガラケーの両⽅を所有
するが、ガラケーが中⼼。

プレックストーク RTR3
（シナノケンシ）

よむべえスマイル（Amedia）

2. 地域の視覚障害者⽀援の現状

視覚障害者の⾃⽴⽀援の現場から、情報⼊⼿の現状・変化・
課題#1 障害者⾃⽴⽀援センター オアシス代表 ⼩島紀代⼦

ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

⽀援者の声︓
・オアシス利⽤者は中途視覚障害者がほとん
どで、60歳以上が80%以上（平均68歳）

・携帯電話︓スマホは⾼齢者であることを理
由にあきらめることが多い。

・利⽤者の問題点︓「視えなくなることへの
不安・喪失感」「精神疾患を引き起こしや
すい」「⽩杖に対する抵抗」「点字が分か
らない」→ ⼼のケアが重要

プレックストーク RTR3
（シナノケンシ）

よむべえスマイル（Amedia）

2. 地域の視覚障害者⽀援の現状

視覚障害者の⾃⽴⽀援の現場から、情報⼊⼿の現状・変化・
課題#2 障害者⾃⽴⽀援センター オアシス代表 ⼩島紀代⼦

ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

当事者の声︓
・PCの利⽤︓視覚障害者から教えてもらったた
め、緊張せずに学べた／世の中の⼀員になっ
たという安⼼感があった。

・⼼の問題︓友だちや近所の⼈との付き合いが
喪失し、⼼が塞いでしまった／病院では病気
しか診てもらえず、⼼のケアはなかった／オ
アシスで障害者仲間と交流できるようになっ
たが、出会うまで15年もかかった。

PC-TalkerR
（⾼知システム開発）

2. 地域の視覚障害者⽀援の現状

視覚障害者の⾃⽴⽀援の現場から、情報⼊⼿の現状・変化・
課題#3 障害者⾃⽴⽀援センター オアシス代表 ⼩島紀代⼦

ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

当事者の声︓
・スマホの問題点︓平⾯なので⼿がかりがなく
感じる → 取組む意欲の喪失

・障害者も積極的に⽀援を求める勇気が必要

PC-TalkerR
（⾼知システム開発）

⽀援者の声︓
・スマホ操作を視能訓練⼠による訓練プログラ
ムに⼊れてもらいたい。

・現代の街・モノは元気な若者を中⼼に作られているが、超⾼
齢社会では。⾼齢者・障害者にも使いやすくしないと売れな
い。《もっとわかりやすく、もっと使いやすく》

2. 地域の視覚障害者⽀援の現状

視覚障害者の⾃⽴⽀援の現場から、情報⼊⼿の現状・変化・
課題#4 障害者⾃⽴⽀援センター オアシス代表 ⼩島紀代⼦

105－ －



ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

2. 地域の視覚障害者⽀援の現状

視覚障がい者のICT⽀援の⽴場からみた携帯情報端末の現
状と課題#1          新潟市障がい者ITサポートセンター⻑ ⼭⼝俊光

・視覚障害者の⽀援件数は全体の20%
・訪問⽀援が原則で、2021年度は165
回（特別⽀援学校41％、病院39％
など）

・視覚障害者の⽀援例︓新潟病院眼科
ビジョンサポート外来での中間的ア
ウトリーチ⽀援（1-2回/⽉）／学校
学習におけるiPadR活⽤／スマホのAI
視覚⽀援アプリ／AIアシスタント機能付きスピーカー／⾼
齢者向けの携帯電話アクセシビリティ設定

ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

直接⽀援の限界︓
・⽀援員ひとりでは直接⽀援できる⼈
数に限界がある。

・2016年度から教員・コメディカルなどの中間ユーザに対する
講座・研修に重点を移⾏︓37件（2015）→ 62件（2016）

・YouTube配信（ATティービー）︓
毎週⾦曜⽇20:00に定期配信／1回1
テーマ／直接⽀援の補助教材、研修
の予習・復習⽤の教材

2. 地域の視覚障害者⽀援の現状

視覚障がい者のICT⽀援の⽴場からみた携帯情報端末の現
状と課題#2          新潟市障がい者ITサポートセンター⻑ ⼭⼝俊光
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3. アンサーワンの開発と検証

視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の開発#1       
（株）富⼠通システムズ 渡辺 準

l2020年度補助⾦事業:
「新潟県アフターコロナを⾒据えたイノベーション創出⽀援事業」

© 2022 Fujitsu Japan Limited

課題の提案
(ニーズ)

新潟県視覚障害者
福祉協会からニーズ
「コロナ禍でもロー
ビジョンの⽅が安⼼
して暮らせる社会実
現の施策情報提供ア
プリ」を提案

審
査
後
︑
採
択

Step 1
解決策提案
(シーズ) マッチング

当社からシーズ
「個⼈情報と運⽤コ
ストに配慮した
情報配信プラット
フォーム」を提案

新潟県医療福祉⼤学、
新潟市障害者ITサポー
トセンターなどの4団
体でコンソーシアムを
結成
プロジェクト期間は1
年間

Step 3Step 2

15
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3. アンサーワンの開発と検証
視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の開発#2       

（株）富⼠通システムズ 渡辺 準

© 2022 Fujitsu Japan Limited

4者でコンソーシアムを形成して推進
新潟県

富⼠通Japan
（幹事）

新潟医療福祉⼤学
視機能学科

新潟県視覚障害者
福祉協会

新潟市障がい者
ITサポートセンター

調査会社開発会社

iOS, Andoroid
開発

コンソーシアム

外部委託

マーケティングリサーチ
（コンテンツ調査）
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3. アンサーワンの開発と検証

視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の開発#4       
（株）富⼠通システムズ 渡辺 準
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ニーズ調査の結果︓
医療と福祉との連携不⾜
l医療は視覚障害の診断まで︓
→ 患者の症状の回復・緩和まで

→ その後は障害者福祉の範疇
l市区町村窓⼝︓ロービジョン⽀援の知識・ノウハウ不⾜

lヒアリング結果︓患者は⼝々に「⽀援施設にたどり着ける
のは運」と回答
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3. アンサーワンの開発と検証

視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の開発#5     
（株）富⼠通システムズ 渡辺 準

© 2022 Fujitsu Japan Limited

環境変化による不安:
l これまで施設などから情報を得ていた⼈たちも、コロナ禍で
思うように情報を得られなくなった。 → 孤⽴化の恐れ

l ガラケーの廃⽌決定
→ 物理ボタンのないスマホに対する障壁や⽀障
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3. アンサーワンの開発と検証

視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の開発#5     
（株）富⼠通システムズ 渡辺 準
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課題1
視⼒が低下して間もない⽅はどうすればよい
かわからず、不安。

対策1
視⼒低下直後の⽅には⼼のケアに関する情
報を提供／⻑時間経過した⽅には⽣活の円
滑化のための情報を提供。

課題2
⽀援施設・団体にたどり着くことができない。

対策2
アプリ利⽤者の居住地から最適な情報を提
供。

課題3
物理ボタンがないスマホへの利⽤に⽀障を感
じる⼈が多い。

対策3
アプリ利⽤者が画⾯を⾒ずとも操作できる
ような画⾯デザイン／⾳声操作も可能。
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3. アンサーワンの開発と検証

視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の開発#6     
（株）富⼠通システムズ 渡辺 準

© 2022 Fujitsu Japan Limited

情報提供者が登録した情報を集約し、情報を必要としている⼈に配信

・視覚障害者、ロービジョン
・スマホが苦⼿な⽅ etc. . .

・便利なサービスの紹介
・イベント情報 etc..

⽀援団体・企業

家族などの⽀援者

⾃治体・公共団体
病院

情報提供者 情報収集
ポータルクラウド

情報⽀援アプリ
アンサーワン 情報利⽤者

視覚障害者情報⽀援アプリ
「アンサーワン」
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3. アンサーワンの開発と検証

視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の開発#7     
（株）富⼠通システムズ 渡辺 準

© 2022 Fujitsu Japan Limited

- インターネット上に分散した情報を本
アプリで⼀元化
- 視覚障害者、スマホに慣れていない⼈
でも利⽤しやすいインタフェース設計
l 装飾やアニメーションの抑制
l 利⽤者の⾒え⽅に合わせた設定
l ⾳声読み上げの徹底
l ⾳声による操作
l 利⽤者に合わせた情報の絞り込み

画⾯上下に固定機能ボタンを設置
→ ⾒なくても操作可能
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3. アンサーワンの開発と検証

視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の開発#8     
（株）富⼠通システムズ 渡辺 準

© 2022 Fujitsu Japan Limited

●PC-Talkerを⽤いた情報⼊⼿ l●アンサーワンによる情報⼊⼿

佐渡市 ⾝体障がい ⽀援

検索結果の先頭が⼀番信頼できる情報
とは限らない。

⼤量の検索結果の読み上げ → 必要な情報かどうか
の判断に時間がかかる。

必要な情報、信頼できる情報に絞っ
て配信しているため、欲しい情報を
簡単かつ安⼼して⼊⼿可能。
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3. アンサーワンの開発と検証
視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の開発#9     

（株）富⼠通システムズ 渡辺 準
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情報提供者が登録した情報を集約し、情報を必要としている⼈に配信

・視覚障害者、ロービジョン
・スマホが苦⼿な⽅ etc. . .

・便利なサービスの紹介
・イベント情報 etc..

⽀援団体・企業

家族などの⽀援者

⾃治体・公共団体
病院

情報提供者 情報収集
ポータルクラウド

情報⽀援アプリ
アンサーワン 情報利⽤者

情報収集
ポータルクラウド

ニーズ・シーズマッチング交流会2022東京会場、東京都立産業貿易センター浜松町館 2F、2022/12/15

3. アンサーワンの開発と検証
視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の開発#10     

（株）富⼠通システムズ 渡辺 準

© 2022 Fujitsu Japan Limited

コンテンツ登録サイトから配信 既存webサイトから半⾃動配信

特定の端末に向けて配信(プライベート配信)Excelやメールを元に⾃動配信

webサイトの情報を⾃動で読み取り配信。コンテンツを⾃由に⼊⼒して配信

記載情報をもとにコンテンツを⾃動で配信 コンテンツ登録アプリ、サイトから特定の利⽤者・
グループへ配信

担当者⾃⾝で簡単かつリアルタイムに情報を送れるように、
４つの配信⽅法を提供

※利⽤形態による課⾦を検討中
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3. アンサーワンの開発と検証
視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の検証#1

新潟医療福祉⼤学・視機能科学科 教授 ⽯井雅⼦

インタビュー調査:
- 対象︓スマホの操作を不得意とする視覚障害当事者およびサ

ポーター（新潟県内の視覚障害関連施設4施設、視覚障
害関連団体6団体）

- 項⽬︓⾒えにくくなってからの相談相⼿、スマホの利⽤状
況・機種・プラン、福祉情報の⼊⼿⼿段などに関する
62項⽬

- 分析︓アプリの想定利⽤者およびコンテンツについてテキス
トマイニングを⽤いて検討
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3. アンサーワンの開発と検証
視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の検証#2

新潟医療福祉⼤学・視機能科学科 教授 ⽯井雅⼦

結果の総括#1:
コンテンツついて︓
・未認知のサービスの存在にたどり着く
までの橋渡しを期待。

・情報提供に加え、罹患初期における⼼
のケア・不安感の緩和が重要
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3. アンサーワンの開発と検証
視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の検証#2

新潟医療福祉⼤学・視機能科学科 教授 ⽯井雅⼦

結果の総括#2:
ニーズついて︓
・ITリテラシーが⾼く、既にスマホを利
⽤している⼈は、⾃ら情報を得ている
ため、アプリの対象者とはなりにくい。

・ ITリテラシーが低すぎるとスマホの利
⽤までたどりつかない。

・⽀援団体（オアシス・⽇だまり）に通って
いる⼈はそこで情報を得られている。

・家族から⽀援を受けられる⼈は、情報
の不⾜を訴える⼈は少ない。
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3. アンサーワンの開発と検証
視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の検証#3

新潟医療福祉⼤学・視機能科学科 教授 ⽯井雅⼦

アプリの改良:
・⼼のケアに関するコンテンツを追加
し、トップ画⾯に配置
・居住地域パーソナライズ機能を実装
- 対象はコンテンツと連絡先
- 並び順をカスタマイズ
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3. アンサーワンの開発と検証
視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の検証#4

新潟医療福祉⼤学・視機能科学科 教授 ⽯井雅⼦

第1次実証実験:
対象︓視覚障害当事者16⼈

年齢︓40〜70歳代
性別︓男性9⼈ ⼥性7⼈
障害の状況︓先天8⼈、中途8⼈
携帯端末の利⽤状況︓スマホ13⼈、ガラ携とスマホの両

⽅2⼈、利⽤していない1⼈
⽀援団体とのつながり︓あり10⼈、なし6⼈

⽅法︓対⾯にてアプリをデモした後、開発エンジニアが対象者と
１対１で操作性と機能性について聞き取り調査
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3. アンサーワンの開発と検証
視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の検証#5

新潟医療福祉⼤学・視機能科学科 教授 ⽯井雅⼦

第1次実証実験のアンケート結果#1︓
-「アプリケーションのコンセプト・⽬指しているものはわかりましたか︖」

よくわかった（68.8%）だいたいわかった（31.3%）

-「上記に共感できましたか︖」
⼤変共感できた（56.3%）だいたい共感できた（43.8%）

-「操作はわかりやすかったですか︖」
わかりやすかった（37.5%）ややわかりやすかった（43.8%）

-「⾳声操作は使いやすかったですか︖」
使いやすかった（68.8%）使いにくかった（12.5%）
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3. アンサーワンの開発と検証
視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の検証#6

新潟医療福祉⼤学・視機能科学科 教授 ⽯井雅⼦

第1次実証実験のアンケート結果#2︓
-「アプリの使い⽅説明機能は試してみて、わかりやすかったですか︖」

わかりやすかった（68.8%）わかりにくかった（6.3%）

-「アプリの⾳声は、聞きやすかったですか︖」

聞きやすかった（93.8%）聞きにくかった（0.0%）

-「画⾯を⾒ることができる⽅、画⾯の⽂字は読みやすいですか︖」

読みやすかった（75.0%）読みにくかった（25.0%）

-「このアプリがあると、⽣活が便利になると思いますか︖」

とても便利になると思う（37.5%）いくらか便利になると思う（50.0%）

- 「このアプリがリリースされたら使いたいですか」

積極的に使いたい（50.0%）機会があれば使いたい（43.8%）
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3. アンサーワンの開発と検証
視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の検証#7

新潟医療福祉⼤学・視機能科学科 教授 ⽯井雅⼦

第1次実証実験のアンケート結果（記述）#3︓
良かった点︓

・⽬が疲れずに操作できる。
・欲しい情報が⼀発で検索できるため便利。
・「眼科」など、⾳声で該当コンテンツが出てきた。
悪かった点︓

・ 認識精度が悪い（4）。
・ 画⾯遷移後の⾳声がなかった。
・ ⾳声による操作に慣れていない。
・ 検索しているのが少しわかりにくかった。Siriのように⾳でフィードバッ

クがあるとよい。
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3. アンサーワンの開発と検証
視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」の検証#7

新潟医療福祉⼤学・視機能科学科 教授 ⽯井雅⼦

第1次実証実験の考察︓
アプリのリリース後、積極的に使⽤したいのは50％︓

・定期的ヒアリングの実施／カテゴリ・コンテンツ内容の更新

・居住地域パーソナライズ機能の付与
・操作性と機能性の満⾜度の向上

⾳声認識精度に問題あり︓
・既にVoice OverないしSiriを⽤いてスマホを操作

しているユーザーの満⾜度の向上
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視覚障害者情報⽀援アプリ「アンサーワン」︓まとめ

・視覚障害者⽀援に関する地域の専⾨家と企業が協働して開発を⾏った。
・ニーズ調査・専⾨家の意⾒に基づいて、プロトタイプを開発した。
・インタビュー調査を実施し、その結果からプロトタイプを改良した。
・改良型の操作性・機能性に対して第1次アンケート調査を実施し、今後の課
題について明らかにした。

・視覚障害者、ロービジョン
・スマホが苦⼿な⽅ etc. . .

・便利なサービスの紹介
・イベント情報 etc..

⽀援団体・企業

家族などの⽀援者

⾃治体・公共団体
病院

情報提供者 情報収集
ポータルクラウド

情報⽀援アプリ
アンサーワン 情報利⽤者

今回の開発範囲
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ッセ
ー
ジ
花
くじ
ら
紹
介

◇
下

関
◇

下
関

海
峡

マ
ラ

ソ
ン

で
は

花
く

じ
ら

で
、

小
型

家
電

か
ら

抽
出

さ
れ

た
金

メ
ッ

キ
か

ら
制

作
さ

れ
た

金
メ

ダ
ル

が
贈

呈
さ

れ
る

事
業
所
紹
介

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ッセ
ー
ジ
花
くじ
ら
紹
介

◇
下

関
◇

就
労

育
成

事
業

所
花

く
じ

ら
（

就
労

継
続

B
型

）
住

所
：

下
関

市
田

中
町

1
7
－

1
3

作
業

内
容

：
使

用
済

み
小

型
家

電
解

体
作

業

事
業
所
紹
介

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ッセ
ー
ジ
花
くじ
ら
紹
介

◇
下

関
◇

下
関

市
市

長
に

メ
ン

バ
ー

と
一

緒
に

贈
呈

報
道

陣
も

多
数

事
業
所
紹
介
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ッセ
ー
ジ
花
くじ
ら
紹
介

◇
下

関
◇

下
関

海
峡

マ
ラ

ソ
ン

の
優

勝
者

へ

事
業
所
紹
介

当
事
者
代
表
と
し
て
就
労
を
望
ん
で
い
る
精
神
障
害
の
あ
る
方
（
統
合
失
調
症
な
ど
）

〇
A
さ
ん
（
統
合
失
調
症
・当
事
者
）
、
〇

Bさ
ん
（
自
閉
症
・家
族
）
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た

そ
の
他
参
加
者
〇
座
長

石
田
眞
（
就
労
育
成
事
業
所

花
く
じ
ら
）

、
〇
吉
田
瑞
恵
（
就
労
育
成
事
業
所

花
く
じ
ら
、
元
・
特
別
支
援
学
校
教
員
）

、
〇
田
中
恩
（
よ
し
み
ず
病
院
脳
神
経
セ
ン

タ
ー
）

、
〇
末
田
耕
蔵
（
太
陽
の
家
事
業
所
）
、

〇
佐
川
亜
希
・
佐
藤
奈
都
子
・
川
瀬
英
路

（
支
援

機
器
開

発
・
研

究
者
）

１
.参

加
者

統
合
失
調
症
な
ど精

神
障
害
者
の
支
援
機
器
を
考
え
る

～
生
活
管
理
か
ら
就
労
継
続
～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ッセ
ー
ジ
花
くじ
ら
紹
介

事
業
所
紹
介

◇
北

九
州

◇
就

労
育

成
事

業
所

花
く

じ
ら

（
B
型

施
設

外
事

業
所

）
住

所
：

北
九

州
市

門
司

区
東

港
町

1
－

2
4

旧
門

司
税

関
内

作
業

内
容

：
ブ

ル
ー

ウ
ィ

ン
グ

門
司

港
跳

ね
橋

開
閉

作
業

２
.当

日
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
確
認
さ
れ
た
ニ
ー
ズ
と
課
題

統
合
失
調
症
な
ど精

神
障
害
者
の
支
援
機
器
を
考
え
る

～
生
活
管
理
か
ら
就
労
継
続
～

安
定

し
た

就
労

継
続

に
は

、
毎

日
の

生
活

管
理

が
重

要
。

（
例

え
ば

、
朝

起
き

て
準

備
す

る
。

髭
を

剃
る

。
身

だ
し

な
み

を
整

え
る

。
）

精
神

障
害

の
あ

る
方

の
場

合
、

夜
型

の
人

が
多

く
、

朝
起

き
れ

な
い

こ
と

が
あ

る

生
活

管
理

を
当

事
者

自
身

で
簡

単
に

で
き

る
も

の
で

、
操

作
が

簡
単

で
、

生
活

の
状

態
や

体
調

な
ど

も
可

視
化

さ
れ

本
人

が
振

り
返

り
が

で
き

る
も

の
ま
た

サ
ポ
ー

ト
す
る
組
織

・
人
が
同
じ
ア
プ
リ
（
シ
ス
テ
ム
）
を
共
有

し
使
え
る
も
の

当
事

者
や
関

係
者
へ
の
通

知
機
能

（
メ
ー
ル
は
△
、
振

動
刺
激
な
ど
で

知
ら
せ
る
の
が
有
効
か
？
）

当
事
者
か

ら
取

得
し
た

生
体
情
報

を
医
師
・
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
で
き
る
こ
と

機
器

や
シ

ス
テ

ム
の

イ
メ

ー
ジ

解
決
す
べ
き
課
題
・ニ
ー
ズ

111－ －



２
.当

日
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
確
認
さ
れ
た
ニ
ー
ズ
と
課
題

統
合
失
調
症
な
ど精

神
障
害
者
の
支
援
機
器
を
考
え
る

～
生
活
管
理
か
ら
就
労
継
続
～

働
か

な
け

れ
ば

い
け

な
い

時
間

は
分

か
っ

て
い

る
。

た
だ

出
勤

す
る

ま
で

に
色

々
と

考
え

て
し

ま
う

。
例

え
ば

、
発

作
が

起
き

た
場

合
、

誰
か

助
け

て
く

れ
る

人
は

い
る

か
な

ど
。

そ
う

し
て

本
来

の
仕

事
を

忘
れ

て
し

ま
う

。

生
活

管
理

と
共

に
、

次
の

タ
ス

ク
に

つ
い

て
通

知
し

て
く

れ
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム

機
器

や
シ

ス
テ

ム
の

イ
メ

ー
ジ

解
決
す
べ
き
課
題
・ニ
ー
ズ

当
事
者

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
く
じ
ら

ス
タ
ッ
フ

生
体
情
報
や
生
活
管
理
履
歴

共
有

よ
し
み
ず
病
院
脳
神
経
セ
ン
タ
ー

生
活
支
援
事
業
所

生
体
情
報
や
生
活
管
理
履
歴

共
通
の
シ
ス
テ
ム
で

毎
日
の
活
動
履
歴
や
生
活
支
援
情
報
・
生
体
情
報
・

服
薬
履
歴
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
事
者
の
方
々
が
安
心
し
て
働
き
自
立
し
て
い
く

環
境
を
地
域
で
創
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

生
体
情
報
や
生
活
管
理
履
歴

生
活
管
理
か
ら
就
労
継
続
を
目
指
し
現
在
準
備
中
の
取
り組

み

２
.当

日
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
確
認
さ
れ
た
ニ
ー
ズ
と
課
題

統
合
失
調
症
な
ど精

神
障
害
者
の
支
援
機
器
を
考
え
る

～
生
活
管
理
か
ら
就
労
継
続
～

先
ず

は
当

事
者

の
思

い
を

き
ち

ん
と

受
け

止
め

る
こ

と
が

必
要

。
思

い
や

目
的

と
そ

の
周

辺
で

困
っ

て
い

る
こ

と
を

き
ち

ん
と

ア
セ

ス
メ

ン
ト

し
た

上
で

、
そ

れ
を

マ
ッ

チ
ン

グ
す

る
ア

プ
リ

や
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
良

い
。

当
事

者
が

望
む

条
件

や
や

り
た

い
こ

と
（

で
き

る
こ

と
）

と
求

人
を

マ
ッ

チ
ン

グ
す

る
ア

プ
リ

機
器

や
シ

ス
テ

ム
の

イ
メ

ー
ジ

解
決
す
べ
き
課
題
・ニ
ー
ズ
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7
．
重
度
障
が
い
者
の
覚
醒
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

知
ら
せ
る
支
援
機
器
を
考
え
る

鹿
児
島
大
学
医
学
部
保
健
学
科
作
業
療
法
学
専
攻
助
教

鹿
児
島
県
作
業
療
法
士
協
会
会
長

吉
満
孝
二

【
ニ
ー
ズ
・シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
地
域
交
流
会
の
成
果
（
み
ん
な
で
考
え
た
支
援
機
器
）
】

重
度
障
が
い
者
と
介
護
者
の
問
題

新
た
な

支
援
機
器

6
:0

0
~

7
:3

0
体

位
交

換
（

左
右

）
リ

ハ
ビ

リ
食

事
準

備

7
:3

0
~

8
:3

0
朝

食
：

白
湯

2
5
0
cc

ラ
コ

ー
ル

8
:3

0
~

9
:3

0

9
:3

0
~

1
0
:3

0
訪

問
看

護
（

日
・

金
休

み
）

清
拭

（
木

曜
）

1
1
：

0
0

1
0
:3

0
~

1
1
:1

0
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
（

月
・

水
・

土
）

（
水

1
1
：

0
0
～

1
1
：

4
0
：

隔
週

リ
フ

ト
1
1
：

0
0
～

1
2
：

0
0
）

訪
問

介
護

：
手

浴
・

足
浴

（
金

：
1
0
：

3
0
～

1
2
：

0
0
）

1
1
:1

0
~

1
2
:3

0
体

位
交

換
リ

ハ
ビ

リ
給

水
（

白
湯

1
2
0
cc

）

1
2
:3

0
~

1
3
:0

0

1
3
:0

0
~

1
4
:0

0
昼

食
：

白
湯

2
5
0
cc

ラ
コ

ー
ル

1
4
:0

0
~

1
5
:0

0
自

由
時

間

1
5
:0

0
~

1
5
:3

0
清

拭
（

月
1
5
：

0
0
～

）
体

位
交

換
（

左
右

）
リ

ハ
ビ

リ

1
5
:0

0
~

1
7
:0

0
手

浴
・

足
浴

（
月

・
水

・

金
）

他
自

由
時

間

1
7
:0

0
~

1
7
:3

0

1
7
:3

0
~

1
8
:0

0
体

位
交

換
給

水
（

1
8
：

0
0
 白

湯

1
2
0
cc

）

1
8
:0

0
~

1
9
:3

0
自

由
時

間
（

火
・

木
・

土
：

訪
問

介

護
1
9
：

0
0
～

1
9
：

3
0
）

1
9
:3

0
~

2
0
:3

0
体

位
交

換
（

左
右

）
リ

ハ
ビ

リ
食

事
準

備

2
0
:3

0
~

2
1
:3

0
夜

食
：

白
湯

2
5
0
cc

イ
ノ

ラ
ス

3
0
0
+

（
1
0
0
～

2
0
0
ca

l）

2
1
:3

0
~

2
3
:0

0
体

位
交

換
薬

+
白

湯
1
0
0
cc

2
3
:0

0
~

0
:0

0

0
:0

0
~

1
:0

0
体

位
交

換
給

水
（

白
湯

1
2
0
cc

）

1
:0

0
~

3
:0

0

3
:0

0
~

3
:2

0
給

水
（

白
湯

1
2
0
cc

）

3
:2

0
~

5
:0

0

5
:0

0
~

5
:2

0
給

水
（

白
湯

1
2
0
cc

）

5
:2

0
~

6
:0

0

A
さ

ん
の

タ
イ

ム
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

時
間

内
容

重
度
障
害
者
を
介
護
す
る

家
族
の
困
り
ご
と

C
A
S
E
）
A
さ
ん
に
つ
い
て

➢
2
2
歳
男
性
、
2
歳
で
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
診
断
を
受
け
る
。

➢
1
6
歳
で
痰
を
詰
ま
ら
せ
心
肺
停
止
、
低
酸
素
脳
症
と
な
り
、
以
降
は
寝
た
き
り
（
機
能
障
害
度
s
t.
Ⅷ
、
m
R
S
判
定
基
準
5
）

➢
介
護
は
娘
と
2
交
代
制
で
体
位
交
換
、
食
事
や
給
水
、
清
拭
、
手
足
浴
、
痰
の
吸
引
、
エ
ア
マ
ッ
ト
や
人
口
呼
吸
器
、
吸
引
機
の
管
理
等

➢
喀
痰
吸
引
は
A
さ
ん
覚
醒
時
に
随
時
、
そ
の
他
は
ほ
ぼ
定
時
で
遂
行

➢
介
護
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
わ
ず
か
に
変
化
す
る
表
情
と
痰
が
詰
ま
る
ゴ
ロ
音

➢
困
り
ご
と
と
し
て
「
息
子
が
い
つ
起
き
た
か
分
か
ら
な
い
」
「
痰
の
つ
ま
り
が
気
に
な
る
」
「
家
事
の
最
中
で
も
ず
っ
と
気
が
張
っ
て
い
る
」
「
ゆ
っ
く
り
眠
り
た
い
」

6
:0

0
~

7
:3

0
体

位
交

換
（

左
右

）
リ

ハ
ビ

リ
食

事
準

備

7
:3

0
~

8
:3

0
朝

食
：

白
湯

2
5
0
cc

ラ
コ

ー
ル

8
:3

0
~

9
:3

0

9
:3

0
~

1
0
:3

0
訪

問
看

護
（

日
・

金
休

み
）

清
拭

（
木

曜
）

1
1
：

0
0

1
0
:3

0
~

1
1
:1

0
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
（

月
・

水
・

土
）

（
水

1
1
：

0
0
～

1
1
：

4
0
：

隔
週

リ
フ

ト
1
1
：

0
0
～

1
2
：

0
0
）

訪
問

介
護

：
手

浴
・

足
浴

（
金

：
1
0
：

3
0
～

1
2
：

0
0
）

1
1
:1

0
~

1
2
:3

0
体

位
交

換
リ

ハ
ビ

リ
給

水
（

白
湯

1
2
0
cc

）

1
2
:3

0
~

1
3
:0

0

1
3
:0

0
~

1
4
:0

0
昼

食
：

白
湯

2
5
0
cc

ラ
コ

ー
ル

1
4
:0

0
~

1
5
:0

0
自

由
時

間

1
5
:0

0
~

1
5
:3

0
清

拭
（

月
1
5
：

0
0
～

）
体

位
交

換
（

左
右

）
リ

ハ
ビ

リ

1
5
:0

0
~

1
7
:0

0
手

浴
・

足
浴

（
月

・
水

・

金
）

他
自

由
時

間

1
7
:0

0
~

1
7
:3

0

1
7
:3

0
~

1
8
:0

0
体

位
交

換
給

水
（

1
8
：

0
0
 白

湯

1
2
0
cc

）

1
8
:0

0
~

1
9
:3

0
自

由
時

間
（

火
・

木
・

土
：

訪
問

介

護
1
9
：

0
0
～

1
9
：

3
0
）

1
9
:3

0
~

2
0
:3

0
体

位
交

換
（

左
右

）
リ

ハ
ビ

リ
食

事
準

備

2
0
:3

0
~

2
1
:3

0
夜

食
：

白
湯

2
5
0
cc

イ
ノ

ラ
ス

3
0
0
+

（
1
0
0
～

2
0
0
ca

l）

2
1
:3

0
~

2
3
:0

0
体

位
交

換
薬

+
白

湯
1
0
0
cc

2
3
:0

0
~

0
:0

0

0
:0

0
~

1
:0

0
体

位
交

換
給

水
（

白
湯

1
2
0
cc

）

1
:0

0
~

3
:0

0

3
:0

0
~

3
:2

0
給

水
（

白
湯

1
2
0
cc

）

3
:2

0
~

5
:0

0

5
:0

0
~

5
:2

0
給

水
（

白
湯

1
2
0
cc

）

5
:2

0
~

6
:0

0

A
さ

ん
の

タ
イ

ム
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

時
間

内
容

障
が
い
当
事
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
（
課
題
・ニ
ー
ズ
）

■
想
定
す
る
ユ
ー
ザ
ー
（
状
態
像
）

【
在
宅
で
生
活
す
る
重
度
障
が
い
者
】

➢
自
発
的
な
意
思
表
示
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
方

➢
喀
痰
吸
引
を
要
す
る
方

➢
体
位
変
換
や
給
水
を
要
す
る
方

【
介
護
者
】

➢
頻
回
な
介
護
に
よ
っ
て
、
家
事
や
睡
眠
時
間
が
確
保
で
き
な
い
等
、
生
活
に
支
障
が

あ
る
方

■
解
決
す
べ
き
課
題
・ニ
ー
ズ

【
課
題
】

➢
当
事
者
が
い
つ
覚
醒
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い

➢
介
護
者
が
喀
痰
吸
引
や
体
位
変
換
、
給
水
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

➢
介
護
者
が
常
に
当
事
者
に
対
し
注
意
を
配
分
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
気
が
休
ま
ら
な
い

【
ニ
ー
ズ
】

➢
当
事
者
の
貯
痰
や
体
の
痛
み
に
即
座
に
気
づ
き
、
適
切
な
介
護
を
提
供
し
た
い

➢
ゆ
っ
く
り
と
休
め
る
時
間
が
欲
し
い

課
題
解
決
に
向
け
た
提
案
・
ア
イ
デ
ア
（
シ
ー
ズ
）

■
機
器
や
シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー
ジ

【
画
像
デ
ー
タ
の
利
活
用
】

➢
ベ
ッ
ド
に
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
表
情
の
変
化
（
眼
瞼
の
動
き
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
か
ら

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
表
情
へ
の
変
化
）
を
セ
ン
シ
ン
グ

➢
上
記
の
機
器
で
収
集
し
た
画
像
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
覚
醒
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
喀
痰

吸
引
や
体
位
変
換
、
給
水
の
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

【
音
声
デ
ー
タ
の
利
活
用
】

➢
喉
に
咽
喉
マ
イ
ク
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
喉
の
音
を
セ
ン
シ
ン
グ

➢
上
記
の
機
器
で
収
集
し
た
音
声
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
喀
痰
吸
引
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
痰
が

十
分
に
取
れ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

■
満
た
す
べ
き
仕
様
・構

造
➢

当
事
者
の
表
情
を
常
に
撮
影
し
、
解
析
を
行
う
。
表
情
と
状
態
の
結
び
付
け
は
困
難

で
あ
る
た
め
、
補
助
的
な
デ
ー
タ
と
し
て
扱
う
。
ど
の
デ
ー
タ
を
優
先
す
る
か
等
は
設
定
が

必
要

⇒
デ
ー
タ
ご
と
の
閾
値
を
設
定
す
れ
ば
、
学
習
で
調
整
で
き
る
可
能
性
あ
り

➢
機
器
の
取
り
こ
ぼ
し
や
停
止
に
リ
ス
ク
が
あ
る
。
故
障
率
を
下
げ
る
こ
と
が
必
要

➢
咽
喉
マ
イ
ク
を
当
事
者
の
喉
に
装
着
し
、
喉
の
音
を
セ
ン
シ
ン
グ
す
る
。
装
置
は
ず
れ
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
設
置
位
置
を
指
定
す
る
な
ど
運
用
面
で
課
題
が
あ
る

➢
喉
の
音
＋
表
情
画
像
＋
α
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
喀
痰
吸
引
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
吸
引
が

十
分
に
取
れ
た
か
な
ど
を
示
す

～
み
ん
な
で
考
え
よ
う
支
援
機
器
の
開
発
～
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実
現
可
能
性
に
つ
い
て
（
覚
醒
や
快
不
快
の
弁
別
）

項
目

概
要

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法

表
情
解
析
ソ
フ
ト
に
よ
る
表
情
解
析
と
医
療
介
護
専
門
職
と
表
情
弁
別
の
一
致
度
を
検
証

対
象
：
介
護
、
看
護
、
リ
ハ
職
、
そ
の
他
の
専
門
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
1
0
1
名

機
材
：
ノ
ル
ダ
ス
社
「
F
a
c
e
R
e
a
d
e
rT
M
」

方
法
：
F
a
c
e
R
e
a
d
e
rT
M
を
用
い
て
不
活
発
高
齢
者
A
氏
の
表
情
を
解
析
し
、
「喜

び
（
幸
せ
）
」
「
悲
し
み
」「
怒
り
」
の

3
表
情
と
「
P
o
si
ti
v
e
」
「
N
e
g
a
ti
v
e
」
の
2
気
分
が
高
い
強
度
で
出
現
し
た
場
面
を
抽
出
し
、
被
験
者
に
そ
の
表

情
を
見
せ
、
3
表
情
の
う
ち
ど
れ
か
を
答
え
さ
せ
た
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

結
果

表
情
解
析
ソ
フ
ト
と
医
療
介
護
専
門
職
に
よ
る
表
情
弁
別
に
お
い
て

◼
「
喜
び
（
幸
せ
）
）
」
の
表
情
は
高
率
で
一
致

◼
「
p
o
si
ti
v
e
」
「
N
e
g
a
ti
v
e
」
の
表
情
弁
別
は
高
率
で
一
致

◼
「
悲
し
み
」「
怒
り
」
の
一
致
は
低
率

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

結
果
か
ら
明
確
に

な
っ
た
事
項

知
見
：
表
情
解
析
ソ
フ
ト
に
よ
る
不
活
発
高
齢
者
の
7
表
情
の
弁
別
に
は
課
題
が
あ
る

一
部
表
情
と
P
o
si
ti
v
e
ー
N
e
g
a
ti
v
e
の
弁
別
は
可
能

不
活
発
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
最
新
の
表
情
解
析
技
術
に
よ
っ
て

表
情
の
理
解
が
あ
る
程
度
可
能

自
験
例

支
援
機
器
の
イ
メ
ー
ジ

【
機
器
の
設
置
】

➢
ベ
ッ
ド
に
専
用
ア
プ
リ
を
D
Lし
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
専
用
ス
タ
ン
ド

を
設
置
し
、
表
情
を
撮
影

➢
頸
部
に
咽
喉
マ
イ
ク
を
取
り
付
け
、
咳
嗽
音
を
録
音

【
表
情
画
像
デ
ー
タ
の
利
活
用
】

➢
表
情
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
上
で
解
析

➢
鼻
根
筋
、
眉
毛
下
制
筋
、
眼
輪
筋
（例
）の
収
縮
が
見
ら
れ

た
場
合
に
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ト
で
介

護
者
に
給
水
や
体
位
変
換
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
知
ら
せ
る
（
ア

ラ
ー
ト
発
報
）

➢
ア
ラ
ー
ト
発
報
を
受
け
た
介
護
者
は
自
分
の
ス
マ
ホ
で
当

事
者
の
画
像
を
確
認
し
た
上
で
緊
急
性
を
判
断
し
、
対
応

【
咳
嗽
音
デ
ー
タ
の
利
活
用
】

➢
音
声
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
上
で
解
析

➢
咳
嗽
音
が
抽
出
さ
れ
た
場
合
に
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
室

内
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ト
で
介
護
者
に
吸
引
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
知

ら
せ
る
（ア
ラ
ー
ト
発
報
）

ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
バ
ー

D
B

解
析

W
i-
Fi

IF
TT
T

連
携

B
LE
通
信

W
i-
Fi

W
i-
Fi

U
SB
/B
LE
通
信

咽
喉
マ
イ
ク
で

咳
嗽
音
録
音

タ
ブ
レ
ッ
ト
で

表
情
撮
影

ス
マ
ホ
で
表
情
確
認

Pleasant

In
ac
ti
ve

Unleasant

A
ct
iv
e

SM
S/
LI
N
E

フ
ラ
ッ
シ
ュ

ラ
イ
ト

実
現
可
能
性
に
つ
い
て
（
喀
痰
吸
引
の
タ
イ
ミ
ン
グ
）

項
目

概
要

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法

咽
喉
マ
イ
ク
で
貯
痰
を
検
知
で
き
る
の
か
検
討

対
象
：
要
排
痰
ケ
ア
患
者
4
名

機
材
：
南
豆
無
線
電
機
社
製
マ
イ
ク
S
H
-1
2
jK
L

方
法
：
周
波
数
解
析
は
被
験
者
の
頸
部
に
設
置
し
た
マ
イ
ク
か
ら
取
得
し
た
吸
引
直
前
、

最
中
、
直
後
、
平
常
時
の
音
声
デ
ー
タ
か
ら
、
排
痰
直
前
の
デ
ー
タ
に
あ
ら
わ
れ
る

貯
痰
時
の
副
雑
音
と
吸
引
時
の
バ
キ
ュ
ー
ム
音
の
特
徴
音
の
抽
出
を
試
み
た
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

結
果

◼
気
管
切
開
し
て
い
な
い
患
者
で
、
吸
引
前
の
呼
吸
音
に
特
徴
音
が
検
出

＊
周
波
数
帯
域
に
は
若
干
の
個
人
間
差
、
週
レ
ベ
ル
で
若
干
の
個
人
内
差
あ
り

◼
気
管
切
開
し
て
い
る
患
者
で
は
、
特
徴
音
は
不
検
出

◼
気
管
切
開
の
有
無
に
よ
ら
ず
、
バ
キ
ュ
ー
ム
音
に
特
徴
音
が
検
出

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

結
果
か
ら
明
確
に

な
っ
た
事
項

知
見
：
気
管
切
開
し
て
い
な
い
患
者
の
貯
痰
検
知
は
可
能
(1
回
/数

日
の
再
測
定
が
必
要
)

気
管
切
開
し
て
い
る
患
者
の
マ
イ
ク
に
よ
る
貯
痰
検
知
は
困
難

音
声
デ
ー
タ
よ
り
吸
引
時
間
や
回
数
は
判
別
可
能

改
善
点
：
気
管
切
開
し
て
い
な
い
患
者
の
貯
痰
検
知
の
た
め
に
、
定
期
的
に
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
が
必
要

自
験
例
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Ⅰ
．
自
助
具
製
作
の
整
理

◆
既
製
品

・
比
較
的
多
く
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
企
業
が
一
般
商
品
と
し
て
開
発
・
販
売

・
製
品
安
全
に
関
す
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
有
り

・
使
用
者
が
製
品
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る

・
利
益
が
少
な
い
た
め
製
作
企
業
が
少
な
い

・
比
較
的
迅
速
に
商
品
を
入
手
で
き
る

◆
工
房
な
ど
で
製
作
さ
れ
た
も
の
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

・
個
別
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
り
、
身
体
機
能
に
応
じ
、
そ
の
人
に
適
合

す
る
よ
う
一
品
ず
つ
製
作

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
工
房
で
製
作

・
試
作
と
評
価
を
繰
り
返
し
な
が
ら
製
作
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

製
作
に
時
間
を
要
す
る
場
合
も
あ
る

・
製
作
者
の
知
識
、
技
術
、
経
験
に
左
右
さ
れ
る

・
複
製
が
容
易
で
は
な
く
、
真
似
て
粗
悪
品
が
製
作
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

◆
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
製
作
さ
れ
た
も
の

・
複
製
が
容
易

・
素
材
、
色
、
サ
イ
ズ
変
更
が
可
能

・
製
作
デ
ー
タ
の
共
有
、
保
存
が
可
能

・
製
作
に
は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
や
３
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
知
識
や
取
扱
い
に

関
す
る
ス
キ
ル
が
必
要

Ⅱ
．
自
助
具
製
作
の
現
状
と
課
題

◆
製
作
者
の
高
齢
化
、
制
作
場
所
や
工
具
・
設
備
等
の
確
保
の
課
題

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
工
房
で
製
作
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
自
助
具
は
、
製
作
者
の
高
齢
化

が
進
み
、
い
く
ら
良
い
も
の
を
作
っ
て
も
伝
承
が
難
し
く
、
複
製
も
容
易
で
は
な
い
。

◆
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
関
す
る
基
礎
知
識
取
得
の
課
題

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
い
こ
な
す
た
め
に
は
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
等
の
専
門
知
識
や
技
術
が
必
要
だ
が
、

そ
れ
を
取
得
す
る
場
が
少
な
い
。

Ⅲ
．
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
製
作
す
る
自
助
具
の
普
及
方
策

◆
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
関
す
る
基
礎
知
識
の
普
及

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
基
礎
知
識
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
自
助
具
製
作
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
の

設
計
を
は
じ
め
、
基
礎
知
識
を
取
得
で
き
る
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
と
研
修
会
の
実
施
が
、

一
定
の
質
を
担
保
す
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
う
え
で
必
要
で
あ
る
。

◆
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
製
作
し
た
自
助
具
の
情
報
提
供

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
製
作
し
た
自
助
具
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
利
用
者
本
人
、

工
房
や
医
療
・
福
祉
の
関
係
者
及
び
学
生
等
、
多
く
の
関
係
者
へ
情
報
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。

情
報
提
供
項
目
と
し
て
は
、
使
用
し
た
機
器
や
材
料
・
素
材
・
サ
イ
ズ
、
取
扱
い
方
法
、
製
作

時
に
お
け
る
機
能
評
価
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
評
価
等
も
合
わ
せ
て
情
報
提
供

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
情
報
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
先
行
機
関
と
連
携
す
る
。

◆
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
利
活
用
を
促
す
自
助
具
工
房
の
設
置

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
製
作
を
行
う
と
と
も
に
、
製
作
ア
ド
バ
イ
ス
や
講
習
会
の
企

画
・
開
催
、
製
作
し
た
も
の
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
機
能
を
も
っ
た
工
房
の
設
置

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
―
を
活
用
し
て
製
作
す
る
自
助
具
情
報
の
普
及
方
策
に
つ
い
て
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３
Dプ
リ
ン
タ
で
製
作
す
る
⾃
助
具
と

そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

林
園
子

So
no
ko
Ha
ya
sh
i

⾃
助
具

林
園
⼦
（
ハ
ヤ
シ
ソ
ノ
コ
）

作
業
療
法
⼠

フ
ァ
ブ
ラ
ボ
品
川
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

⼀
般
社
団
法
⼈
IC
Tリ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
代
表
理
事

慶
應
義
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学
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政
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メ
デ
ィ
ア
研
究
科
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「
道
具
」
に
人
が
合
わ
せ
る

M
ak

e 
th

e
m

os
t e

ffe
ct

iv
e 

lif
e 

fo
r i

ns
tru

m
en

t

一
人
一
人
に
「
道
具
」
を
合
わ
せ
る

M
ak

e 
th

e
m

os
t s

ui
ta

bl
e 

de
si

gn
 fo

r t
he

 p
er

so
n
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寸
法
調
整
サ
ー
ビ
ス

M
ak

er
sM

ak
in

gC
ha

ng
e

（
カ
ナ
ダ
）

R
eh

ab
-L

ab
（
フ
ラ
ン
ス
）

TO
M
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）

世
界
中
で

全
21
種
類
の

自
助
具
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス 12

118－ －



結
果

動
画

13

PP
C
動
画

Si
ng

le
 m

at
er
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l, 

m
ul

tip
le

 fu
nc

tio
ns
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イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・
メ
イ
カ
ソ
ン

M
ak

e
-a

-t
h

o
n

 w
it

h
 N

e
e

d
 K

n
o

w
e

rs
20

23
*T

YO

20
23

年
5月

4日
[木
] ̶
6日

[土
]

会
場
：
日
本
科
学
未
来
館

参
加
費
 (詳

細
は
裏
面
参
照
の
こ
と
) ：
9,
00
0 円

募
集
人
数
：
40
~5
0
名

ご
参
加
者
層
：
障
害
な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
持
っ
た
当
事
者
の
方
／
支
援
者
の
方
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
／
プ
ロ
グ
ラ
マ
／
フ
ァ
ブ
リ
ケ
イ
タ
ー
／
デ
ザ
イ
ナ
ー

も
の
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
、
作
業
療
法
士
・
理
学
療
法
士
・
看
護
師
ほ
か
、
興
味
関
心
の
あ
る
方
、
も
の
づ
く
り
初
心
者
の
方
も
歓
迎
で
す
。

フ
ァ
ブ
リ
カ
リ
ウ
ム
東
京
20
23

ht
tp
s:
//
fa
br

ik
ar
iu
m
-to

ky
o.
or

g

主
催
：
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
品
川
／
M
yH
um
an
Ki
t 　
共
催
：
一
般
社
団
法
人
IC
T
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
　
後
援
：
在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
　
協
力
：
日
本
科
学
未
来
館
／
エ
イ
チ
タ
ス
株
式
会
社

〈
成
果
発
表
イ
ベ
ン
ト
〉

20
23
年
5
月
6
日
 ［
土
］

13
:0
0~
 

入
場
無
料
・
同
時
通
訳
付

En
tr

ée
 li

br
e 

/ I
nt

er
pr

ét
ar

ia
t s

im
ul

ta
nó

定
員
：
15
0
名

*T
YO

20
23

主
催
・
共
催
：

お
問
合
せ
：
ht
tp
s:/
/f
ab
rik
ar
iu
m
-to
ky
o.
or
g 
 E
-m
ail
 : 
ft_
in
fo
@
fa
br
ik
ar
iu
m
-to
ky
o.
or
g

協
賛
：

協
力
：

日
本
科
学
未
来
館

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
両
国
で
協
力
し
て
東
京
で
開
催
す
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・
メ
イ
カ
ソ
ン
* 

“F
AB
RI
KA
RI
U
M
 T
O
KY
O
 2
02
3 
(フ
ァ
ブ
リ
カ
リ
ウ
ム
東
京
20
23
)” 
を
開
催
し
ま
す
。 

ケ
ア
・
リ
ハ
ビ
リ
分
野
の
も
の
づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

*メ
イ
カ
ソ
ン
 (M
ak
ea
th
on
) と
は
、
M
ak
e 
と
 M
ar
at
ho
n 
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
制
限
時
間
内
に
ま
と
め
つ
く
り
上
げ
、

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
ア
イ
デ
ア
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
共
有
す
る
イ
ベ
ン
ト
。

私
た
ち
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ・
メ
イ
カ
ソ
ン
は
、障
害
を
持
っ
た
方
や
高
齢
者
の
方
を
「
N
ee
d 
Kn
ow
er
 (
ニ
ー
ド
を
知
る
人
)」
と
し
て
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

に
加
え
た
メ
イ
カ
ソ
ン
で
す
。
ニ
ー
ズ
を
解
決
す
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
短
期
間
で
つ
く
り
上
げ
、
製
作
物
は
PD
(パ
ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
) と
し
て
世
界
中
の

必
要
と
し
て
い
る
人
々
が
使
え
る
デ
ー
タ
と
し
て
公
開
さ
れ
ま
す
。

※
会
期
終
了
後
も
、
こ
の
メ
イ
カ
ソ
ン
で
作
成
し
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
は
継
続
的
に
見
直
し
を
重
ね
、
よ
り
よ
い
形
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
続
け
ま
す
。

参
加
費
：
9,
00
0
円
に
含
ま
れ
る
も
の

・
3
日
間
を
通
し
て
の
参
加
費

・
会
場
で
提
供
さ
れ
る
軽
食
／
喫
茶

・
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
の
機
器
使
用
料
 (
材
料
費
は
別
途
チ
ー
ム
ご
と
に
配
分
さ
れ
ま
す
)

成
果
発
表
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て

・
各
チ
ー
ム
か
ら
3
日
間
を
通
し
て
の
成
果
発
表

・
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
成
果
レ
ビ
ュ
ー

・
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

成
果
発
表
イ
ベ
ン
ト
 パ
ネ
リ
ス
ト

1
日
目
：
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な
ど

・
ニ
ー
ド
ノ
ウ
ア
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
*

・
チ
ー
ム
分
け
／
ア
イ
デ
ア
出
し

・
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ

*同
時
通
訳
あ
り

2
日
目
：
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ

・
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ

・
関
連
活
動
／
研
究
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

3
日
目
：
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
／
成
果
発
表

・
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ

・
成
果
発
表
会
*

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
*

開
催
概
要
：

落
合
 陽
一

(メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
)

Yo
ic

hi
 O

CH
IA

I, 
ar

tis
te

 m
éd

ia
tiq

ue

19
87
年
生
ま
れ
、
東
京
大
学
大
学
院
学
際

情
報
学
府
博
士
課
程
修
了
(学
際
情
報
学
府

初
の
早
期
修
了
)、
博
士
(学
際
情
報
学
)。

筑
波
大
学
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
チ
ャ
ー
開
発
研
究

セ
ン
タ
ー
長
、
准
教
授
。

IPA
認
定
ス
ー
パ
ー
ク
リ
エ
ー
タ
/天
才
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
．
ピ
ク
シ
ー
ダ
ス
ト
 テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
。

上
平
 崇
仁

(デ
ザ
イ
ン
研
究
者
)

Ta
ka

hi
to

 K
A

M
IH

IR
A

, c
he

rc
he

ur
 e

n 
de

si
gn

専
修
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
教
授
。

近
年
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
け
で
は
手
に
負
え
な

い
複
雑

/ 厄
介
な
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の

コ
・
デ
ザ
イ
ン
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、
人
類

学
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
自
律
的
な
デ
ザ
イ

ン
理
論
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
著
書
に

「
コ
・
デ
ザ
イ
ン


デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
み

ん
な
の
手
に
」（

N
TT
出
版

/ 単
著
）
な
ど
。

ニ
コ
ラ・
ユ
シ
ェ

(筋
電
義
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
)

N
ic

ol
as

 H
uc

he
t, 

ch
ef

 d
e 

pr
oj

et
 B

io
ni

co
ha

nd

20
02
 年
労
災
に
よ
り
片
手
を
失
っ
た
彼
は
、

シ
ン
プ
ル
な
義
手
を
装
着
し
て
生
活
し
て
い

た
。
20
12
 年
に
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
と
出
会
い
、

共
同
作
業
を
通
じ
て
、 筋
電
義
手
の
専
門
家

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
製
作
者
、

講
演
者
、
そ
し
て
限
界
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
変
え
る
た
め
の
技
能
の
総
括
者
と
し
て
活

動
し
て
い
る
。

林
 園
子

(作
業
療
法
士
)

So
no

ko
 H

ay
as

hi
, e

rg
ot

hé
ra

pe
ut

e

一
般
社
団
法
人

IC
T
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

研
究
会
代
表
理
事
、
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
品
川
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
。
作
業
療
法
士
と
し
て
、
20
年
以

上
臨
床
に
携
わ
る
傍
ら
、
デ
ジ
タ
ル
工
作
機

械
を
介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場

で
活
用
す
る
啓
蒙
普
及
活
動
を
し
て
い
る
。

著
書
に
「
は
じ
め
て
で
も
簡
単
！
3D
プ
リ

ン
タ
で
自
助
具
を
つ
く
ろ
う
」
な
ど
。

121－ －



M
U

JI
 3

D
 P

rin
t P

ro
je

ct
そ
の
他
国
内
ケ
ア
分
野
で
の
活
⽤
事
例

1.
３

D
プ

リ
ン

タ
で
ケ
ア
の
教
材

を
つ

く
る

（
Fa

b 
N

ur
se

）

2.
３

D
プ

リ
ン

タ
で
リ
ハ
ビ
リ
⽤
具

を
つ

く
る

3.
３

D
プ

リ
ン

タ
を

活
⽤

し
た
創
作
活
動
を
ケ
ア
と
し
て

⽤
い

る

4.
３

D
プ

リ
ン

タ
で
遊
び
の
道
具

を
つ

く
る

5.
３

D
プ

リ
ン

タ
で
道
具
と
道
具
を
つ
な
ぐ

6.
３

D
プ

リ
ン

タ
で

作
っ

た
も

の
を

販
売

し
、
就
労
⽀
援

に
活

か
す

122－ －



1.
３

Dプ
リ

ン
タ

で
ケ
ア
の
教
材

を
つ

く
る

（
Fa

b 
N

ur
se

）

吸
引
練
習
用
モ
デ
ル

摘
便
練
習
直
腸
モ
デ
ル

2.
３

Dプ
リ

ン
タ

で
リ
ハ
ビ
リ
⽤
具

を
つ

く
る

訓
練
用
コ
ー
ン
の
土
台
を
つ
く
る

2.
３

Dプ
リ

ン
タ

で
リ
ハ
ビ
リ
⽤
具

を
つ

く
る

訓
練
用
コ
ー
ン

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ダ
ン
ベ
ル

3.
３

Dプ
リ

ン
タ

を
活

⽤
し

た
創
作
活
動
を
ケ
ア
と
し
て

⽤
い

る

PL
Aで
い
ち
ご
を
出
力
し
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
塗
る

い
ち
ご
狩
り

123－ －



3.
３

Dプ
リ

ン
タ

を
活

⽤
し

た
創
作
活
動
を
ケ
ア
と
し
て

⽤
い

る
5.

３
D

プ
リ

ン
タ

で
道
具
と
道
具
を
つ
な
ぐ

タ
ッ
チ
セ
ン
サ
ー
＋
ク
ー
ラ
ン
ト
ラ
イ
ナ
ー

ジ
ェ
リ
ー
ビ
ー
ン
ズ
ス
イ
ッ
チ
＋
ど
っ
ち
も
ク
リ
ッ
プ

4.
３

Dプ
リ

ン
タ

で
遊
び
の
道
具

を
つ

く
る

ス
タ
ン
プ

ス
イ
ッ
チ
で
光
る
お
も
ち
ゃ
な
ど

5.
３

D
プ

リ
ン

タ
で
道
具
と
道
具
を
つ
な
ぐ

わ
ず
か
な
指
の
動
き
で
複
数
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
こ
と
が
で
き
る
土
台
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6.
３

D
プ

リ
ン

タ
で

作
っ

た
も

の
を

販
売

し
、
就
労
⽀
援

に
活

か
す

張
子
の
製
作

G
oo

d 
Jo

b!
 C

en
te

r K
AS

H
IB

A 
(奈
良
県
香
芝
市

)
ve

r.1
.0

  2
02

2.
1.

21
3D

 P
RI

N
TI

N
G

 C
H

EA
T 

SH
EE

T 
by

C
O

C
R

E
 H

U
B

C
O

C
R

E
 H

U
B

C
O

C
R

E
 H

U
B

C
O

C
R

E
 H

U
B

C
O

C
R

E
 H

U
B

K
 : 

8
5

%

製
作
の
流
れ

3D
プ
リ
ン
ト
の
流
れ

01

1. 
3D
モ
デ
ル
を
手
に
入
れ
る

1-
1.
ウ
ェ
ブ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
（
ま
ず
は
レ
ビ
ュ
ー
し
て
み
る
）

・
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
品
川
の
自
助
具
３
D
モ
デ
ル
共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・「
欲
し
い
形
の
単
語
 a
ss
ist
ive
 st
l」で
横
断
的
に
検
索
し
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド（
有
料
の
も
の
も
）

※
知
的
財
産
権
を
考
慮
し
て
使
用
す
る
（
要
CC
：
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
モ
ン
ズ
 の
知
識
）

※
横
断
的
検
索
の
場
合
は
、
使
え
な
い
３
D
モ
デ
ル
も
頒
布
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

1-
2. 
自
分
で
3D
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
（
既
存
デ
ー
タ
の
ア
レ
ン
ジ
ま
た
は

い
ち
か
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る
）

・
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
使
う

・
Ti
nk
er
ca
dな
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
で
モ
デ
リ
ン
グ

・
Fu
sio
n3
60
な
ど
の
CA
D
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
モ
デ
リ
ン
グ

※
「
03
 安
全
性
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
」
を
参
照

1-
3.3
D
ス
キ
ャ
ン
（
必
要
に
応
じ
て
）

・
Ql
on
eな
ど
の
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
3D
ス
キ
ャ
ン

・
ハ
ン
デ
ィ
ス
キ
ャ
ナ
ー
や
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
て
3D
ス
キ
ャ
ン

※
透
明
な
も
の
、
凹
み
の
あ
る
物
体
の
ス
キ
ャ
ン
が
や
や
苦
手
。
制
汗
パ
ウ
ダ
ー
ス
プ
レ
ー

な
ど
が
有
効
な
こ
と
も
。

※
ハ
ン
デ
ィ
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
、
購
入
時
に
PC
の
種
類
や
ス
ペ
ッ
ク
に
注
意
が
必
要
。

※
ス
キ
ャ
ン
後
の
デ
ー
タ
処
理
や
尺
度
調
整
に
や
や
難
あ
り
。

※
市
販
品
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
利
用
す
る
場
合
は
、
知
的
財
産
権
に
注
意
す
る
。

2. 
プ
リ
ン
ト
設
定
（
ス
ラ
イ
ス
）

3D
プ
リ
ン
タ
に
付
属
の
専
用
ス
ラ
イ
サ
ー
ソ
フ
ト
ま
た
は
、

Cu
ra
 h
ttp
s:/
/u
lti
m
ak
er
.co
m
/ja
/s
of
tw
ar
e/
ul
tim
ak
er
-c
ur
a 
な
ど
を
PC
に
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
用
い
る
。

PO
IN
T：

出
力
温
度
、
レ
イ
ヤ
ー
高
さ
、
充
填
パ
タ
ー
ン
と
密
度
、
サ
ポ
ー
ト
の
有
無
、

ビ
ル
ド
プ
レ
ー
ト
密
着
性
の
有
無
な
ど
を
設
定
す
る
。

※
素
材
ご
と
の
設
定
詳
細
に
つ
い
て
は
「
02
 フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
ご
と
の
特
徴
 お
す
す
め
用
途
・

出
力
設
定
」
を
参
照

「
サ
ポ
ー
ト
」
が
必
要
な
モ
デ
ル
の
例

図
の
水
色
で
表
示
さ
れ
て
い
る
部
分
が
本
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
一
緒

に
出
力
さ
れ
る
。
出
力
す
る
モ
デ
ル
に
応
じ
て
適
宜
設
定
す
る
。

ビ
ル
ド
プ
レ
ー
ト
密
着
性
(A
dh
es
io
n)
 の
種
類

・
ス
カ
ー
ト
 (S
kir
t)：
主
に
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
吐
出
を
安
定
さ
せ
る
目
的
で
設
定
す
る
。

・
ブ
リ
ム
 (B
rim
)：
主
に
倒
れ
や
す
い
モ
デ
ル
を
出
力
す
る
際
に
設
定
す
る
。

・
ラ
フ
ト
 (R
af
t)：
本
体
下
部
に
ベ
ー
ス
と
な
る
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
出
力
す
る
。

3. 
3D
プ
リ
ン
ト

1)
 3
D
プ
リ
ン
タ
に
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
を
セ
ッ
ト
し
、
適
正
に
レ
ベ
リ
ン
グ
す
る
。

2)
 プ
リ
ン
ト
す
る
Gc
od
eを

SD
カ
ー
ド
や
US
B
接
続
な
ど
で
読
み
込
ま
せ
、
プ
リ
ン
ト

す
る
。

3)
 出
力
前
の
レ
ベ
リ
ン
グ
（
ベ
ッ
ド
高
さ
の
調
整
）
に
注
意
す
る
。

　
　

1. 
3D
モ
デ
ル
を
手
に
入
れ
る

2. 
プ
リ
ン
ト
設
定
（
ス
ラ
イ
ス
）

3. 
3D
プ
リ
ン
ト

必
要
な
準
備
（
*必
要
に
応
じ
て
）：

・
PC
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
ス
マ
ホ
な
ど
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
＋
ブ
ラ
ウ
ザ

・
3D
プ
リ
ン
タ
（
熱
溶
解
積
層
方
式
）、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
、
ヘ
ラ
、
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
な
ど

・
*3
D
ス
キ
ャ
ナ
ー

リ
ン
ク
集
：

・
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
品
川
の
共
有
デ
ー
タ
：
ht
tp
s:/
/fa
bl
ab
-s
hi
na
ga
wa
.or
g/
ar
ch
ive
/

・
Ti
nk
er
ca
d 
: h
ttp
s:/
/t
in
ke
rc
ad
.co
m
（
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
に
よ
り
無
料
）

・
m
ak
e:
ab
le
：
ht
tp
s:/
/w
ww
.m
ak
ea
bl
ec
ha
lle
ng
e.c
om
/ 
(A
ut
od
es
k社
に
よ
る

自
助
具
制
作
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
)

・
Fu
sio
n3
60
 : 
ht
tp
s:/
/w
ww
.au
to
de
sk
.co
.jp
/p
ro
du
ct
s/
fu
sio
n-
36
0/
ov
er
vie
w

・
QL
ON
E 
: h
ttp
s:/
/q
lon
e.p
ro
 (
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
3D
ス
キ
ャ
ン
す
る
ア
プ
リ
)
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製
作
の
流
れ

3D
プ
リ
ン
ト
の
流
れ

01

1. 
3D
モ
デ
ル
を
手
に
入
れ
る

1-
1.
ウ
ェ
ブ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
（
ま
ず
は
レ
ビ
ュ
ー
し
て
み
る
）

・
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
品
川
の
自
助
具
３
D
モ
デ
ル
共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・「
欲
し
い
形
の
単
語
 a
ss
ist
ive
 st
l」で
横
断
的
に
検
索
し
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド（
有
料
の
も
の
も
）

※
知
的
財
産
権
を
考
慮
し
て
使
用
す
る
（
要
CC
：
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
モ
ン
ズ
 の
知
識
）

※
横
断
的
検
索
の
場
合
は
、
使
え
な
い
３
D
モ
デ
ル
も
頒
布
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

1-
2. 
自
分
で
3D
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
（
既
存
デ
ー
タ
の
ア
レ
ン
ジ
ま
た
は

い
ち
か
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る
）

・
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
使
う

・
Ti
nk
er
ca
dな
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
で
モ
デ
リ
ン
グ

・
Fu
sio
n3
60
な
ど
の
CA
D
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
モ
デ
リ
ン
グ

※
「
03
 安
全
性
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
」
を
参
照

1-
3.3
D
ス
キ
ャ
ン
（
必
要
に
応
じ
て
）

・
Ql
on
eな
ど
の
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
3D
ス
キ
ャ
ン

・
ハ
ン
デ
ィ
ス
キ
ャ
ナ
ー
や
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
て
3D
ス
キ
ャ
ン

※
透
明
な
も
の
、
凹
み
の
あ
る
物
体
の
ス
キ
ャ
ン
が
や
や
苦
手
。
制
汗
パ
ウ
ダ
ー
ス
プ
レ
ー

な
ど
が
有
効
な
こ
と
も
。

※
ハ
ン
デ
ィ
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
、
購
入
時
に
PC
の
種
類
や
ス
ペ
ッ
ク
に
注
意
が
必
要
。

※
ス
キ
ャ
ン
後
の
デ
ー
タ
処
理
や
尺
度
調
整
に
や
や
難
あ
り
。

※
市
販
品
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
利
用
す
る
場
合
は
、
知
的
財
産
権
に
注
意
す
る
。

2. 
プ
リ
ン
ト
設
定
（
ス
ラ
イ
ス
）

3D
プ
リ
ン
タ
に
付
属
の
専
用
ス
ラ
イ
サ
ー
ソ
フ
ト
ま
た
は
、

Cu
ra
 h
ttp
s:/
/u
lti
m
ak
er
.co
m
/ja
/s
of
tw
ar
e/
ul
tim
ak
er
-c
ur
a 
な
ど
を
PC
に
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
用
い
る
。

PO
IN
T：

出
力
温
度
、
レ
イ
ヤ
ー
高
さ
、
充
填
パ
タ
ー
ン
と
密
度
、
サ
ポ
ー
ト
の
有
無
、

ビ
ル
ド
プ
レ
ー
ト
密
着
性
の
有
無
な
ど
を
設
定
す
る
。

※
素
材
ご
と
の
設
定
詳
細
に
つ
い
て
は
「
02
 フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
ご
と
の
特
徴
 お
す
す
め
用
途
・

出
力
設
定
」
を
参
照

「
サ
ポ
ー
ト
」
が
必
要
な
モ
デ
ル
の
例

図
の
水
色
で
表
示
さ
れ
て
い
る
部
分
が
本
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
一
緒

に
出
力
さ
れ
る
。
出
力
す
る
モ
デ
ル
に
応
じ
て
適
宜
設
定
す
る
。

ビ
ル
ド
プ
レ
ー
ト
密
着
性
(A
dh
es
io
n)
 の
種
類

・
ス
カ
ー
ト
 (S
kir
t)：
主
に
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
吐
出
を
安
定
さ
せ
る
目
的
で
設
定
す
る
。

・
ブ
リ
ム
 (B
rim
)：
主
に
倒
れ
や
す
い
モ
デ
ル
を
出
力
す
る
際
に
設
定
す
る
。

・
ラ
フ
ト
 (R
af
t)：
本
体
下
部
に
ベ
ー
ス
と
な
る
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
出
力
す
る
。

3. 
3D
プ
リ
ン
ト

1)
 3
D
プ
リ
ン
タ
に
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
を
セ
ッ
ト
し
、
適
正
に
レ
ベ
リ
ン
グ
す
る
。

2)
 プ
リ
ン
ト
す
る
Gc
od
eを

SD
カ
ー
ド
や
US
B
接
続
な
ど
で
読
み
込
ま
せ
、
プ
リ
ン
ト

す
る
。

3)
 出
力
前
の
レ
ベ
リ
ン
グ
（
ベ
ッ
ド
高
さ
の
調
整
）
に
注
意
す
る
。

　
　

1. 
3D
モ
デ
ル
を
手
に
入
れ
る

2. 
プ
リ
ン
ト
設
定
（
ス
ラ
イ
ス
）

3. 
3D
プ
リ
ン
ト

必
要
な
準
備
（
*必
要
に
応
じ
て
）：

・
PC
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
ス
マ
ホ
な
ど
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
＋
ブ
ラ
ウ
ザ

・
3D
プ
リ
ン
タ
（
熱
溶
解
積
層
方
式
）、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
、
ヘ
ラ
、
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
な
ど

・
*3
D
ス
キ
ャ
ナ
ー

リ
ン
ク
集
：

・
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
品
川
の
共
有
デ
ー
タ
：
ht
tp
s:/
/fa
bl
ab
-s
hi
na
ga
wa
.or
g/
ar
ch
ive
/

・
Ti
nk
er
ca
d 
: h
ttp
s:/
/t
in
ke
rc
ad
.co
m
（
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
に
よ
り
無
料
）

・
m
ak
e:
ab
le
：
ht
tp
s:/
/w
ww
.m
ak
ea
bl
ec
ha
lle
ng
e.c
om
/ 
(A
ut
od
es
k社
に
よ
る

自
助
具
制
作
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
)

・
Fu
sio
n3
60
 : 
ht
tp
s:/
/w
ww
.au
to
de
sk
.co
.jp
/p
ro
du
ct
s/
fu
sio
n-
36
0/
ov
er
vie
w

・
QL
ON
E 
: h
ttp
s:/
/q
lon
e.p
ro
 (
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
3D
ス
キ
ャ
ン
す
る
ア
プ
リ
)

C
he

at
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et
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製
作
の
流
れ

3D
プ
リ
ン
ト
の
流
れ

01

1. 
3D
モ
デ
ル
を
手
に
入
れ
る

1-
1.
ウ
ェ
ブ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
（
ま
ず
は
レ
ビ
ュ
ー
し
て
み
る
）

・
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
品
川
の
自
助
具
３
D
モ
デ
ル
共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・「
欲
し
い
形
の
単
語
 a
ss
ist
ive
 st
l」で
横
断
的
に
検
索
し
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド（
有
料
の
も
の
も
）

※
知
的
財
産
権
を
考
慮
し
て
使
用
す
る
（
要
CC
：
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
モ
ン
ズ
 の
知
識
）

※
横
断
的
検
索
の
場
合
は
、
使
え
な
い
３
D
モ
デ
ル
も
頒
布
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

1-
2. 
自
分
で
3D
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
（
既
存
デ
ー
タ
の
ア
レ
ン
ジ
ま
た
は

い
ち
か
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る
）

・
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
使
う

・
Ti
nk
er
ca
dな
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
で
モ
デ
リ
ン
グ

・
Fu
sio
n3
60
な
ど
の
CA
D
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
モ
デ
リ
ン
グ

※
「
03
 安
全
性
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
」
を
参
照

1-
3.3
D
ス
キ
ャ
ン
（
必
要
に
応
じ
て
）

・
Ql
on
eな
ど
の
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
3D
ス
キ
ャ
ン

・
ハ
ン
デ
ィ
ス
キ
ャ
ナ
ー
や
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
て
3D
ス
キ
ャ
ン

※
透
明
な
も
の
、
凹
み
の
あ
る
物
体
の
ス
キ
ャ
ン
が
や
や
苦
手
。
制
汗
パ
ウ
ダ
ー
ス
プ
レ
ー

な
ど
が
有
効
な
こ
と
も
。

※
ハ
ン
デ
ィ
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
、
購
入
時
に
PC
の
種
類
や
ス
ペ
ッ
ク
に
注
意
が
必
要
。

※
ス
キ
ャ
ン
後
の
デ
ー
タ
処
理
や
尺
度
調
整
に
や
や
難
あ
り
。

※
市
販
品
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
利
用
す
る
場
合
は
、
知
的
財
産
権
に
注
意
す
る
。

2. 
プ
リ
ン
ト
設
定
（
ス
ラ
イ
ス
）

3D
プ
リ
ン
タ
に
付
属
の
専
用
ス
ラ
イ
サ
ー
ソ
フ
ト
ま
た
は
、

Cu
ra
 h
ttp
s:/
/u
lti
m
ak
er
.co
m
/ja
/s
of
tw
ar
e/
ul
tim
ak
er
-c
ur
a 
な
ど
を
PC
に
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
用
い
る
。

PO
IN
T：

出
力
温
度
、
レ
イ
ヤ
ー
高
さ
、
充
填
パ
タ
ー
ン
と
密
度
、
サ
ポ
ー
ト
の
有
無
、

ビ
ル
ド
プ
レ
ー
ト
密
着
性
の
有
無
な
ど
を
設
定
す
る
。

※
素
材
ご
と
の
設
定
詳
細
に
つ
い
て
は
「
02
 フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
ご
と
の
特
徴
 お
す
す
め
用
途
・

出
力
設
定
」
を
参
照

「
サ
ポ
ー
ト
」
が
必
要
な
モ
デ
ル
の
例

図
の
水
色
で
表
示
さ
れ
て
い
る
部
分
が
本
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
一
緒

に
出
力
さ
れ
る
。
出
力
す
る
モ
デ
ル
に
応
じ
て
適
宜
設
定
す
る
。

ビ
ル
ド
プ
レ
ー
ト
密
着
性
(A
dh
es
io
n)
 の
種
類

・
ス
カ
ー
ト
 (S
kir
t)：
主
に
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
吐
出
を
安
定
さ
せ
る
目
的
で
設
定
す
る
。

・
ブ
リ
ム
 (B
rim
)：
主
に
倒
れ
や
す
い
モ
デ
ル
を
出
力
す
る
際
に
設
定
す
る
。

・
ラ
フ
ト
 (R
af
t)：
本
体
下
部
に
ベ
ー
ス
と
な
る
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
出
力
す
る
。

3. 
3D
プ
リ
ン
ト

1)
 3
D
プ
リ
ン
タ
に
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
を
セ
ッ
ト
し
、
適
正
に
レ
ベ
リ
ン
グ
す
る
。

2)
 プ
リ
ン
ト
す
る
Gc
od
eを

SD
カ
ー
ド
や
US
B
接
続
な
ど
で
読
み
込
ま
せ
、
プ
リ
ン
ト

す
る
。

3)
 出
力
前
の
レ
ベ
リ
ン
グ
（
ベ
ッ
ド
高
さ
の
調
整
）
に
注
意
す
る
。

　
　

1. 
3D
モ
デ
ル
を
手
に
入
れ
る

2. 
プ
リ
ン
ト
設
定
（
ス
ラ
イ
ス
）

3. 
3D
プ
リ
ン
ト

必
要
な
準
備
（
*必
要
に
応
じ
て
）：

・
PC
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
ス
マ
ホ
な
ど
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
＋
ブ
ラ
ウ
ザ

・
3D
プ
リ
ン
タ
（
熱
溶
解
積
層
方
式
）、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
、
ヘ
ラ
、
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
な
ど

・
*3
D
ス
キ
ャ
ナ
ー

リ
ン
ク
集
：

・
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
品
川
の
共
有
デ
ー
タ
：
ht
tp
s:/
/fa
bl
ab
-s
hi
na
ga
wa
.or
g/
ar
ch
ive
/

・
Ti
nk
er
ca
d 
: h
ttp
s:/
/t
in
ke
rc
ad
.co
m
（
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
に
よ
り
無
料
）

・
m
ak
e:
ab
le
：
ht
tp
s:/
/w
ww
.m
ak
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ec
ha
lle
ng
e.c
om
/ 
(A
ut
od
es
k社
に
よ
る

自
助
具
制
作
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
)

・
Fu
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60
 : 
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ォ
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る
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プ
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%

〈
作
業
〉
を
つ
く
る
た
め
の
工
夫

04
1. 
使
用
者
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
、
多
職
種
で
共
に
つ
く
る

2. 
触
れ
て
、
使
っ
て
、
感
じ
て
選
ぶ

3. 「
た
の
し
い
」
を
つ
く
る

4. 「
そ
の
人
ら
し
い
活
動
」
を
つ
く
る

ま
ず
は
作
っ
て
渡
す
。
手
に
取
っ
て
も
ら
い
試
し
て
も
ら
う
。
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%

安
全
性
や
耐
久
性
を
高
め
る
工
夫

事
前
準
備
：
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
管
理
 (
乾
燥
剤
を
入
れ
た
袋
・
容
器
に
密
閉
保
存
す
る
。

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
 乾
燥
器
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
し
っ
か
り
乾
燥
さ
せ
て
お
く
)

03
1. 
プ
リ
ン
タ
の
設
定

1-
1. 
レ
ベ
リ
ン
グ
*

特
に
、
使
い
始
め
、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
交
換
後
、
ノ
ズ
ル
交
換
後
は
注
意
す
る
。

ベ
ッ
ド
と
ノ
ズ
ル
位
置
の
目
安
例
：

 
適
正
 

高
す
ぎ
る
 

低
す
ぎ
る

*レ
ベ
リ
ン
グ
用
の
3D
モ
デ
ル
デ
ー
タ
を
用
意
し
て
い
る
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ht
tp
s:/
/w
ww
.fa
bl
ab
-s
hi
na
ga
wa
.or
g/
ar
ch
ive
/0
1j
sh
i00
00
00
85
i6.
ht
m
l

2. 
ス
ラ
イ
サ
ー
の
設
定

2-
1. 
ノ
ズ
ル
の
温
度
は
適
切
か

ノ
ズ
ル
の
温
度
が
高
い
と
気
泡
が
入
る
た
め
、
耐
久
性
が
下
が
る
。

⇨
気
泡
や
糸
引
き
が
目
立
つ
と
き
は
温
度
が
高
す
ぎ
る
。

低
い
と
層
間
密
着
が
下
が
る
た
め
、
耐
久
性
が
下
が
る

⇨
白
っ
ぽ
く
ボ
ソ
ボ
ソ
し
て
い
る
状
態
は
温
度
が
低
す
ぎ
る
。

2-
2. 
速
度
は
適
切
か

速
す
ぎ
る
と
、
歪
ん
で
し
ま
い
正
確
に
造
形
で
き
な
い
。

速
す
ぎ
る
と
、
層
間
密
着
が
下
が
る
た
め
、
耐
久
性
が
下
が
る
。

⇨
造
形
が
歪
ん
で
い
た
り
、
白
っ
ぽ
く
ボ
ソ
ボ
ソ
し
て
い
る
状
態
は
速
度
が
速
す
ぎ
る
。

　
　 2-
3.
レ
イ
ヤ
高
さ
は
適
切
か

基
本
的
に
は
「
ノ
ズ
ル
径
の
2分
の
1以
下
」
の
レ
イ
ヤ
高
さ
で
出
力
す
る
。

（
0.1
~0
.15
だ
と
よ
り
強
度
が
上
が
る
）

レ
イ
ヤ
高
さ
が
大
き
す
ぎ
る
と
、
層
間
密
着
が
下
が
る
た
め
、
耐
久
性
が
下
が
る
。

（
0.4
m
m
 / 
La
ye
rh
eig
ht
は
0.2
m
m
以
下
)

4. 
折
れ
に
く
い
よ
う
に
出
力
す
る
（
方
向
・
太
さ
・
厚
み
な
ど
）

4-
1. 
折
れ
に
く
い
方
向
で
出
力
（
積
層
で
折
れ
や
す
く
な
る
）

　
　
 

折
れ
や
す
い
 

折
れ
に
く
い

4-
2. 
ラ
イ
ン
の
厚
み
を
厚
く
す
る

方
法：
ノ
ズ
ル
径
を
太
く
す
る
、W
all
 T
ick
ne
ss
を
太
く（
ノ
ズ
ル
径
の
倍
程
度
ま
で
が
目
安
）

す
る
　
　

　
　
 W
all
 T
ick
ne
ss
=0
.8m
m
  (
2周
）  
   
   
   
   
   
   
   
 W
all
 T
ick
ne
ss
=2
.0m
m
   
   
 

  4-
3. 
シ
ェ
ル
の
厚
み
を
厚
く
す
る

W
all
 L
in
e 
co
un
tを
増
や
す

 　
 

W
all
 L
in
e 
co
un
t＝
1 

W
all
 L
in
e 
co
un
t＝
6

4-
4. 
In
fil
l P
at
te
rn
を
工
夫
す
る

Gy
ro
id
（
プ
リ
ン
ト
に
時
間
が
か
か
る
た
め
常
時
の
使
用
は
注
意
） 、
Tr
ian
gle
な
ど

 
In
fil
l P
at
te
rn
=G
yr
oid
 

In
fil
l P
at
te
rn
=T
ria
ng
le 
   

「
Co
nn
ec
t I
nfi
ll L
in
es
」 に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る

標
準
は
Tr
ian
gle

軽
く
し
た
い
時
は
Gy
ro
id

5. 
デ
ザ
イ
ン
の
工
夫

5-
1.
継
ぎ
目
に
フ
ィ
レ
ッ
ト
を
つ
け
る

別
途
「
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
ご
と
の
特
徴
」
も
参
照
の
こ
と
。

強
く
し
た
い
箇
所
に
ナ
ッ
ト
を
入
れ
る
穴
を
あ
け
、
ネ
ジ
で
締
め
て
固
定
す
る
。
ほ
か
に
も

熱
を
利
用
し
た
圧
入
に
よ
る
イ
ン
サ
ー
ト
や
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
埋
め
込
み
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

軸
に
ス
リ
ッ
ト
を
入
れ
る

ve
r.1

.0
  2

02
2.

1.
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3D
 P

RI
N

TI
N

G
 C

H
EA

T 
SH

EE
T 

by
C

O
C

R
E

 H
U

B

C
O

C
R

E
 H

U
B

C
O

C
R

E
 H

U
B

C
O

C
R

E
 H

U
B

C
O

C
R

E
 H

U
B

K
 : 

8
5

%

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
ご
と
の
特
徴
 お
す
す
め
用
途
・
出
力
設
定

02

PL
A

ポ
リ
乳
酸

TP
U

熱
可
塑
性
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン

PE
TG

熱
可
塑
性
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

PP ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

TR
F+
H

耐
割
感
温
性
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

特
徴

初
心
者
で
も
出
力
し
や
す
い
と
う
も
ろ
こ
し
由
来

の
生
分
解
性
樹
脂
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
様
。
吸
湿
し
や

す
く
、
紫
外
線
に
弱
い
た
め
、
特
に
屋
外
で
は
劣
化

し
や
す
い
。
層
間
密
着
性
は
弱
く
、
密
閉
容
器
は
作

れ
ず
、
割
れ
や
す
い
。

柔
軟
性
の
あ
る
素
材
で
、
一
般
的
な
TP
U
は

95
A(
硬
さ
の
指
標
）。
数
字
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
柔

ら
か
く
、
プ
リ
ン
ト
の
難
易
度
が
上
が
る
。
引
っ
張

り
に
対
し
て
伸
び
に
く
い
。
層
間
密
着
性
は
弱
く
、

密
閉
容
器
は
作
れ
な
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
お
馴
染
み
の
PE
T
系
の
素
材
。

透
明
性
、
靭
性
、
剛
性
、
耐
熱
性
に
優
れ
て
い
る
。

糸
引
き
し
や
す
い
。
サ
ン
デ
ィ
ン
グ
可
能
な
も
の
も

あ
る
。

吸
湿
し
に
く
く
、
耐
熱
性
が
高
い
。
層
間
密
着
性
が

強
く
、
密
閉
容
器
な
ど
を
作
り
や
す
い
。
平
ら
な
造

形
物
は
反
り
や
す
い
。
複
雑
で
サ
ポ
ー
ト
材
が
必
要

な
造
形
が
苦
手
。

出
力
後
に
45
℃
の
加
温
で
変
形
加
工
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
。
室
温
で
再
硬
化
し
、
何

度
か
繰
り
返
し
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
形
状
記

憶
性
が
あ
り
、
加
温
で
元
の
形
状
に
戻
ろ
う
と
す
る

性
質
が
あ
る
。

お
す
す
め
用
途

各
種
ケ
ー
ス

カ
ー
ド
ス
タ
ン
ド

靴
底

イ
ン
ソ
ー
ル

ア
ー
ム
レ
ス
ト

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
オ
ー
プ
ナ
ー

ペ
ン
ホ
ル
ダ
ー

ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド

プ
ル
ト
ッ
プ
オ
ー
プ
ナ
ー

コ
ッ
プ

ス
ト
ロ
ー

容
器
（
食
具
に
使
用
可
能
な
場
合
も
あ
り
）

関
節
サ
ポ
ー
ト
パ
ー
ツ

各
種
カ
フ

出
力
設
定

(0
.4m
m
ノ
ズ
ル
)

*メ
ー
カ
ー
推
奨
の
中
間
値

あ
た
り
。
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の

ス
プ
ー
ル
や
ケ
ー
ス
、
メ
ー

カ
ー
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

確
認
で
き
ま
す
。

40
 ~
 6
0m
m
/s

メ
ー
カ
ー
推
奨
値
*　
　
　

な
し
~ 
50
℃
（
底
面
積
が
大
き
い
場
合
）

ON
　

40
 ~
 6
0m
m
/s

メ
ー
カ
ー
推
奨
値
*　
　

40
-6
0℃

ON

40
 ~
 5
0m
m
/s

メ
ー
カ
ー
推
奨
値
*　
　
　
　

50
-6
0℃

OF
F/
ON
 (
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
）

15
 ~
 3
0m
m
/s

メ
ー
カ
ー
推
奨
値
*　
　
　
　

60
℃
　

ON

40
 ~
 6
0m
m
/s

22
0℃

40
℃
　

ON

道
具
を
つ
く
る
の
で
は
な
く

「
作
業
」
を
と
も
に
つ
く
る

126－ －



当
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
、
医
療
機
関
に
お
け
る

⾃
助
具
製
作
の
可
能
性

北
海
道
医
療
セ
ン
タ
ー

作
業
療
法
⼠

⽥
中
栄
⼀

【
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「

3D
プ
リ
ン
タ
で
製
作
す
る
⾃
助
具
の
今
後
の
展
望
」
】

M
ai

l: 
hi

ra
ke

go
m

a3
3@

gm
ai

l.c
om

講
義

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
普
及
で
選
択
肢
の
幅
が
広
が
る

ゲ
ー
ム
実
況
配
信

様
々
な
⽤
具
が
利
⽤
さ
れ
て
い
ま
す

⽤
具
の
活
⽤
に
よ
っ
て
、
活
動
を
可
能
に
し
て
き
た

し
か
し
、
課
題
も
多
か
っ
た
！

・
作
る
の
に
時
間
が
か
か
る

：
た
く
さ
ん
作
れ
な
い
！

・
ち
ょ
っ
と
直
す
の
は
⼀
苦
労
。

・
や
は
り
、
汚
い
・
壊
れ
や
す
い
。

・
作
っ
た
本
⼈
し
か
、
修
理
や
再
度
の
製
作
が
難
し
い
。

在
宅
者
へ
は
、
⼊
⼿
し
や
す
い
市
販
製
品
を
導
⼊
。

個
別
性
が
⾼
い
⾃
助
具
製
作
が
で
き
な
い
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⻑
所

：
⼊
⼿
の
し
や
す
さ
・

製
品
の
安
全
度

誰
で
も
が
同
じ
対
応
の
恩
恵
に

短
所

：
個
別
対
応
の
困
難
さ

個
別
製
作
と
市
販
製
品
の
使
い
分
け
は
？

⻑
所

：
迅
速
さ

・
経
済
⾯

・
個
別
性

短
所

：
⽀
援
者
に
依
存

■
個
別
製
作

■
市
販
製
品

障
害
当
事
者
が
⾃
助
具
に
抱
え
る
不
安

「
⾃
助
具
は
、
単
な
る
道
具
で
は
な
い
⾝
体
の
⼀
部
」

劣
化
に
よ
る
故
障

製
作
者
の
不
在

製
品
販
売
終
了

活
動
を
中
断
せ
ざ
る
を
え
な
く
、

⼤
き
な
機
会
の
喪
失

分
⾝
を
失
う
危
機
と
隣
合
わ
せ

20
15
年
か
ら
作
業
療
法
室
に
導
⼊
。
現
在
4台
稼
働
中

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
利
⽤
し
た
評
価
⽤
ス
テ
ィ
ッ
ク

⼿
⾸
で
操
作
が
し
や
す
い
よ
う
に
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
形
状
を
変
更
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評
価
⽤
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
参
考
に
３
Dプ
リ
ン
タ
で
製
作

事
例
：
⼒
が
は
い
る
よ
う
に
、
⼿
の
⽀
え
が
ほ
し
い

⼿
⾸
の
⽀
え
を
評
価
⽤
に
取
り
付
け
て
み
る
。

評
価
⽤
ア
ー
ム
レ
ス
ト
を
参
考
に
３
Dプ
リ
ン
タ
で
製
作

完
成
ま
で
に
、
何
度
も
修
正
作
業

お
気
に
い
り
の
ハ
ン
カ
チ
で
、
お
し
ゃ
れ
に
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３
Dプ
リ
ン
タ
の
活
⽤
で
製
作
時
間
が
短
縮
！

⾃
助
具
の
耐
久
性
や
デ
ザ
イ
ン
も
⼯
夫
可
能

予
備
を
複
数
個
渡
す
こ
と
も
容
易
に
！

・
迅
速
さ
：
製
作
時
間
短
縮

・
修
正
と
複
製
が
容
易

・
耐
久
性
・
デ
ザ
イ
ン
性
が
改
善
。

・
素
材
変
更
が
可
能
：
⾊
・
素
材
弾
性
の
変
更

・
再
現
性

：
デ
ー
タ
ー
の
共
有
で
製
作
者
で
な
く
て
も
⽀
援
が
可
能

３
Dプ
リ
ン
タ
導
⼊
の
有
⽤
性

⼯
作
が
得
意
で
な
く
て
も
、
仕
上
が
り
が
綺
麗
で
、

⼿
作
り
品
に
は
な
い
耐
久
性
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

破
損
時
の
交
換
も
⾏
い
や
す
い

３
Dプ
リ
ン
タ
導
⼊
の
有
⽤
性
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複
雑
な
機
構
を
伴
う
も
の
も
、
３
D
プ
リ
ン
タ
で
あ
れ
ば
作
成
可
能

３
Dプ
リ
ン
タ
導
⼊
の
有
⽤
性

■
デ
ー
タ
ー
の
共
有

３
Dプ
リ
ン
タ
導
⼊
の
有
⽤
性

他
の
⼈
も
利
⽤
可
能
に

■
個
別
製
作
品
の
ア
ー
カ
イ
ブ

デ
ー
タ
ー
の
加
⼯
が
容
易
に

ス
プ
リ
ン
ト
デ
ー
タ
ー
の
個
⼈
情
報
の
保
存

３
Dプ
リ
ン
タ
導
⼊
の
有
⽤
性
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・
デ
ー
タ
を
共
有
し
て
利
⽤
で
き
る

・
複
雑
な
構
造
の
デ
ザ
イ
ン
も
可
能
に

・
素
材
の
種
類
や
、
サ
イ
ズ
の
変
更
が
容
易

・
患
者
の
⾝
体
デ
ー
タ
の
保
存
（
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
可
能
）

３
Dプ
リ
ン
タ
導
⼊
の
有
⽤
性

■
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
も
た
ら
す
効
果

３
Dプ
リ
ン
タ
導
⼊
の
安
全
性

■
利
⽤
⽤
途
を
考
慮

■
構
造
上
の
耐
久
性

・
完
成
品
と
し
て
、
販
売
す
る
レ
ベ
ル
に
は
し
な
い

・
破
損
を
前
提
で
、
複
数
品
⽤
意

■
法
的
課
題

■
安
全
⾯
に
対
す
る
予
⾒
義
務

３
Dプ
リ
ン
タ

×
障
害
者

事
例
：
マ
ウ
ス
の
ク
リ
ッ
ク
を
も
っ
と
軽
く
し
た
い
！
！

３
D
プ
リ
ン
タ
を
使
っ
て
私
も
や
っ
て
み
た
い
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て
こ
の
⻑
さ
や
作
⽤
点
の
位
置
を
、
フ
ォ
ー
ス
ゲ
ー
ジ
で

測
り
な
が
ら
適
切
な
位
置
を
探
索

「
私
の
押
し
や
す
い
位
置
は
ど
こ
な
の
か
？
」

「
こ
れ
ま
で
⽀
援
者
に
頼
ん
で
い
た
け
ど
、
あ
れ
こ
れ
と
、
修
正
を

お
願
い
す
る
の
は
、
正
直
気
兼
ね
し
て
い
た
。
」

「
何
よ
り
、
も
の
っ
て
、
壊
れ
る
か
ら
、
い
つ
で
も
予
備
が
つ
く
れ
る

と
安
⼼
。
私
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
、
⼀
番
⼤
事
」

「
⾃
分
で
作
れ
る
と
、
も
っ
と
可
愛
い
デ
ザ
イ
ン
で
い
い
か
も
」

設
計
か
ら
⼯
作
ま
で
の
⼀
連
の
作
業
過
程

で
の
試
⾏
錯
誤
の
⼤
切
さ

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
⾼
め
る
機
会
に

⾃
分
の
も
の
は
⾃
分
で
つ
く
る
よ
う
に
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わ
か
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
機
会
！

３
Dモ
デ
リ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
き
た
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3D
モ
デ
リ
ン
グ
で
イ
メ
ー
ジ
を
カ
タ
チ
に
！

３
Dプ
リ
ン
タ
チ
ー
ム
活
動

：
お
仕
事
受
託
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ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
聞
い
て
み
ま
し
た

○
良
か
っ
た
こ
と

・
⾃
分
で
考
え
た
も
の
、
思
い
つ
い
た
モ
ノ
が
作
れ
る

・
他
の
⼈
の
ス
キ
ル
が
知
れ
る

・
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
喜
ば
れ
た
嬉
し
い
。

・
褒
め
ら
れ
る
・
期
待
さ
れ
る
。
頼
ら
れ
る
。

○
課
題

・
ス
キ
ル
を
伴
う
依
頼

・
期
限
が
タ
イ
ト
な
依
頼

○
展
望

・
他
の
障
害
の
あ
る
⽅
に
、
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い

・
印
刷
キ
レ
イ
に
早
く
・
安
く

共
有

つ
な
ぐ

⼯
夫
情
報

を 残
す ・

伝
え
る

仕
事

当
事
者
参
加
の
３
Dプ
リ
ン
タ
活
動
が
も
た
ら
す
も
の
は
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

気
づ
き

・
で
き
る

・
し
づ
ら
さ
に

２
次
障
害
予
防
に

（
個
⼈
・
周
囲
）

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
⾼
め
る
機
会
に

当
事
者
参
加
の
３
Dプ
リ
ン
タ
導
⼊
の
留
意
点

■
課
題
の
明
確
化

・
何
を
作
っ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

：
問
題
点
の
抽
出
を
サ
ポ
ー
ト

：
既
成
品
デ
ー
タ
ー
の
出
⼒
か
ら

■
安
全
性

・
技
術
的
ア
ド
バ
イ
ス

・
⾝
体
に
及
ぼ
す
課
題
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

■
迅
速
な
対
応

・
い
つ
で
も
デ
ー
タ
ー
出
⼒
し
て
確
か
め
ら
れ
る
体
制
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3
D
プ
リ
ン
タ
ー
用
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

「
T
R
F
」
「
T
R
F
+
H
」の
特
長
に
つ
い
て

ユ
ニ
チ
カ
株
式
会
社

繊
維
資
材
営
業
部

木
下
将
克

T
R
F
+
H

ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
2
0
2
2

事
業
紹
介

ユ
ニ
チ
カ
の
歴
史

1
8
8
9
年
｢尼
崎
紡
績
｣の
創
業
に
始
ま
り
ま
し
た
。

1
9
1
8
年
以
降
は
｢大
日
本
紡
績
｣と
し
て
日
本
の
繊
維
産
業
を

1
9
6
9
年

｢日
本
レ
イ
ヨ
ン
｣と
の
合
併
に
よ
っ
て
、
ユ
ニ
チ
カ

(株
)が
誕
生
し
ま
し
た
。

提
供
す
る
価
値

選
ば
れ
続
け
る
企
業
を
目
指
し
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
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「
T
R
F
+
H
」の
ご
紹
介

「T
R
F+
H
」

3
D
プ
リ
ン
タ
ー

「
T
R
F
」
は
R
is
e
3
D
日
本
O
F
P
の
取
り
扱
い
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
用
途
（例
）

●
自
助
具
（
自
分
で
使
い
や
す
い
よ
う
に
調
整
で
き
る
）

●
工
業
用
治
具
（
現
場
で
形
状
を
変
形
で
き
る
）

●
フ
ィ
ギ
ュ
ア
（
関
節
部
に
使
用
し
、
角
度
調
整
が
で
き
る
）

●
バ
ス
ト
イ

＋
＝

「
T
R
F
+
H
」の
用
途
展
開

◯
ド
ラ
イ
ヤ
ー
や
温
水
な
ど
で
加
温
し
て
ソ
フ
ト
化
。

◯
温
め
た
状
態
で
形
状
を
自
由
に
変
更
可
能
。
（冷
や
す
と
そ
の
形
状
で
留
ま
り
ま
す
。
）

◯
高
度
処
理
を
施
し
て
い
る
た
め
、
造
形
中
に
軟
化
せ
ず
に
フ
ィ
ー
ド
す
る
こ
と
が
可
能
。

造
形
後
に
加
熱
し
て
形
状
変
更
で
き
る
。

「
T
R
F
+
H
」の
ご
紹
介

感
温
性
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
「
T
R
F
」
の
作
品
例

ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
2
0
2
2
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ユ
ニ
チ
カ

(株
)は

、
3

D
プ
リ
ン
タ
ー
用
「
感
温
性
」

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
開
発
・
生
産
で
、

自
助
具
の
開
発
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

自
助
具
製
作
の
展
開
に
つ
い
て

ユ
ニ
チ
カ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

新
事
業
開
発
室

懸
高

淳
一

形
状
変
更
可
能
な
自
助
具

「く
ぅ
ぽ
の
」

ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
2
0
2
2

①
会
社
紹
介

②
3

D
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
る
自
助
具
の
事
業
化
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け

③
な
ぜ
自
助
具
な
の
か

④
事
業
の
概
要

⑤
目
指
す
目
標

ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
2
0
2
2

①
会
社
紹
介

ユ
ニ
チ
カ
株
式
会
社
（

1
0

0
％
）
の
子
会
社
（
メ
ー
カ
ー
系
商
社
）

主
な
事
業
内
容
： •繊

維
原
料
、
各
種
繊
維
製
品
の
製
造
、
加
工
、
販
売
及
び
輸
出
入

•フ
ィ
ル
ム
、
樹
脂
、
不
織
布
製
品
の
製
造
、
加
工
、
販
売
及
び
輸
出
入

•資
材
等
の
製
造
加
工
及
び
販
売

•生
活
関
連
用
品
の
製
造
販
売

本
社
：
大
阪

／
支
社
：
東
京
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ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
2
0
2
2

②
3

D
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
る

自
助
具
の
事
業
化
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け

ユ
ニ
チ
カ

(株
)が

開
発
し
た

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
用
特
殊
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

「
T

R
F

+
H
」
で
自
助
具
を
企
画
・
製
作
し
て
い
る
方
が
い
る
こ
と
を

知
り
、
お
話
を
伺
う
中
で
介
助
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
の
課
題
が

あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

・
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
品
川
（

林
様
、
濱
中

様
）

・
公
益
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
「
福
祉
機
器
開
発
普
及
等
事
業
報
告
書
」

❶

ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
2
0
2
2

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
作
業
療
法
士
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
ご
家
族
が

作
業
の
合
間
を
ぬ
っ
て
使
う
方
に
合
わ
せ
て
自
助
具
を
作
る
ケ
ー
ス
も
多
く

過
重
労
働
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す

。

②
3

D
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
る

自
助
具
の
事
業
化
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
❸

ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
2
0
2
2

一
般
的
な
樹
脂
成
形
は
形
が
決
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、

多
く
の
方
が
使
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
難
し
い

と
い
う
現
実
を
知
り
ま
し
た
。

②
3

D
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
る

自
助
具
の
事
業
化
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
❷

ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
2
0
2
2

既
に
日
本
は
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
お
り
、

介
助
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
増
加
す
る
一
方

老
々
介
護
や
介
護
業
界
の
人
手
不
足
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
顕
著
化
す
る
課
題
に
、

企
業
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
改
め
て
認
識
し

何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

②
3

D
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
る

自
助
具
の
事
業
化
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
❹
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ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
2
0
2
2

自
分
に
合
っ
た
自
助
具
を
使
う
事
で
、

自
分
で
で
き
る
事
の
喜
び
、
楽
し
さ
を

よ
り
多
く
の
人
に
感
じ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
た
。

ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
2
0
2
2

③
な
ぜ
自
助
具
な
の
か

❷

ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
2
0
2
2

③
な
ぜ
自
助
具
な
の
か

先
行
し
て

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
の
自
助
具
製
作
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た

フ
ァ
ブ
ラ
ボ
品
川
様
か
ら
感
温
性
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
「

T
R

F
+

H
」
で

作
っ
た
自
助
具
の
優
位
性
を
伺
い
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
事
業
化
し
て
製
品
や
情
報
の
発
信
を

担
い
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

❶

ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
2
0
2
2

③
な
ぜ
自
助
具
な
の
か

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
事
で
、

小
ロ
ッ
ト
で
も
の
づ
く
り
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
製
品
の
改
良
も
し
や
す
く
、

使
う
方
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商
品
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
大
き
な
魅
力
で
し
た
。

❸
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3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入
し
て
い
る

就
労
支
援
施
設
に
生
産
を
お
願
い
す
る
こ
と
で

新
た
な
仕
事
を
創
出
し
、
作
る
、
使
う
の
両
面
か
ら

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
商
材
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
会
2
0
2
2

❹
③

な
ぜ
自
助
具
な
の
か

●
コ
ン
セ
プ
ト

【
自
立
し
た
生
活
が
生
き
る
力
を
生
み
だ
す
】

私
た
ち
が
提
供
す
る
価
値
は
、
身
体
を
思
う
よ
う
に
動
か
せ
な
い
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
が
、

身
の
回
り
の
動
作
を
な
る
べ
く
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
補
助
し
可
能
な
限
り
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
よ
う
、

体
の
一
部
と
な
っ
て
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
自
助
具
の
提
供
で
す
。

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
笑
顔
が
増
や
せ
る
。
そ
ん
な
風
に
”く
ぅ
ぽ
の
”は
自
助
具
が
必
要
な

全
て
の
方
々
の
「生
き
る
力
」を
引
き
出
し
、
生
活
の
質
の
向
上
に
貢
献
す
る
事
を
目
標
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
く
ぅ
ぽ
の
」
は
、
ハ
ワ
イ
語
で
”
ナ
チ
ュ
ラ
ル
”
や
”
あ
り
の
ま
ま
”
と
い
う
意
味
。

手
作
り
感
覚
の
優
し
い
自
助
具
で
す
。

④
事
業
の
概
要

①
変
形
可
能
な
自
助
具
「
く
ぅ
ぽ
の
」
ブ
ラ
ン
ド
・
コ
ン
セ
プ
ト

②
商
品
企
画
に
つ
い
て
（フ
ァ
ブ
ラ
ボ
品
川
様
と
の
取
り
組
み
）

（製
品
の
使
い
易
さ
、
安
全
面
を
考
慮
し
た
製
品
の
企
画
・
設
計
な
ど
）

③
生
産
に
つ
い
て

G
o
o
d 

Jo
b
!セ
ン
タ
ー
香
芝
様
と
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（作
る
、
使
う
の
両
面
で
協
力
を
し
て
頂
い
て
い
る
、
実
装
モ
ニ
タ
ー
な
ど
）

④
専
用
サ
イ
ト
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

各
所
と
リ
ン
ク
し
、
製
品
情
報
を
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
と
し
て

機
能
す
る
よ
う
な
サ
イ
ト
を
目
指
す
。

④
事
業
の
概
要

④
事
業
の
概
要

変
形
可
能
な
自
助
具
「く
ぅ
ぽ
の
」

3
タ
イ
プ

142－ －



◉
「

T
R

F
+

H
」
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
生
産

（
ユ
ニ
チ
カ
）

◉
商
品
企
画

（
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
品
川
）

◉
生
産
・
実
装
モ
ニ
タ
ー

（
G

o
o

d
 J

o
b

!セ
ン
タ
ー
香
芝
）

◉
「
く
ぅ
ぽ
の
」
情
報
発
信
・
販
売

（
ユ
ニ
チ
カ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
）

チ
ー
ム
「
く
ぅ
ぽ
の
」

①
障
害
を
も
つ
方
の
自
立
を
支
援
し
、
「で
き
る
を
楽
し
む
」を
広
く
浸
透
さ
せ
た
い
。

②
3
D
プ
リ
ン
タ
で
作
る
自
助
具
の
可
能
性
を
さ
ら
に
深
堀
し
、
使
う
人
が
よ
り
使
い
易
い

商
品
を
生
み
出
し
て
い
く
。

③
当
社
の
取
組
み
を
広
く
発
信
す
る
事
で
、
同
様
の
課
題
認
識
を
持
つ
企
業
に
参
画
し

て
も
ら
い
社
会
的
な
取
組
み
へ
と
発
展
さ
せ
た
い
。

⑤
目
指
す
目
標
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障害
者自立支援機器

ニーズ・シーズマッチング
交流会2022
みんなで考えよう！

使う人と作る人の交流会

入退場自由
入場無料

令和4年10月１日土～令和5年１月31日火
テクノエイド協会Web交流プラットフォーム内

本事業は「令和4年度 ニーズ・シーズマッチング強化事業」の一環で行うものです。

詳しくはテクノエイド協会Ｗｅｂ交流プラットフォームまで

Web開催

令和4年11月28日月・29日火・30日水
開催時刻：初日13：00-17：00／9：00-17：00（最終日のみ16：00）
ＯＭＭ

大阪会場

令和4年12月14日水・15日木・16日金
開催時刻：初日13：00-17：00／9：00-17：00（最終日のみ16：00）
東京都立産業貿易センター浜松町館

東京会場

対
象
者

ニーズ側

シーズ側

障害者、家族、在宅・施設等の介護職員、医療・福祉従事者 等

開発メーカー、産業振興団体、行政、新規参入を検討する企業・研究者、大学関係者、研究機関 等

Web開催イベント内容 大阪・東京会場イベント内容
オンラインで出展者や障害当事者の全国組織、開発支援
機関等と交流が行えます。
また、最新の調査研究報告等の視聴ができます。
（無料・事前登録不要）

会場では開発改良中の機器展示、機器を体験しながら
出展者と意見交換が行えます。また、会場から基調講演、
特別講演、基調報告等の講演を見ることができます。
（無料・入退出自由）

過去の
交流会の様子
過去の

交流会の様子

Ｗｅｂ交流
プラットフォーム

出展者
8３社

出展者
６２社

出展者
５０社

障害当事者の思いや要望をより的確にとらえた支援機器の開発に繋げるため、支援機器の
障害当事者（ニーズ側）と支援機器の開発者（シーズ側）が自由に意見交換を行う場です。

ニーズ・シーズマッチング交流会とは？
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～　基調講演 ＆ 特別講演　～
会場での聴講、オンラインによるリアルタイム配信（入場無料）

入場無料

2回講演 11月28日月（大阪）・12月14日水（東京）

大阪会場 ＯММ（２階展示Ａホール）

令和4年11月28日月
１３時３０分より

大阪
会場

令和4年12月14日水
１３時３０分より

東京
会場

＜ 公共交通機関のご案内 ＞
●Osaka Metro谷町線「天満橋」駅北改札口
●京阪電車「天満橋」駅東改札口
　⇒ＯＭＭ地下２階に連絡（改札を出るとすぐに案内
　表示があります）
＜ 駐車場のご案内 ＞
第一及び第二駐車場があります。なお、割引券の配布
は行いませんのでご了承ください。

東京会場 東京都立産業貿易センター浜松町館
（２階展示室）

＜ 公共交通機関のご案内 ＞
●ＪＲ浜松町駅（北口）から徒歩５分
●東京モノレール 浜松町駅（北口）から徒歩５分
●ゆりかもめ 竹芝駅から徒歩２分
●都営浅草線 大門駅から徒歩７分
●都営大江戸線 大門駅から徒歩７分
車いすで来場される方は、ゆりかもめ「竹芝駅」
を利用してください。

基調講演 特別講演
13:30～14:30 15:00～16:00

支援機器の可能性と開発にあたって
～アクセシビリティとは？～

東京慈恵会医科大学　先端医療情報技術研究部　准教授　高尾洋之

「アクセシビリティ」という考え方のない価値観だと、人々の
様々な障害は「不便であり不幸」です。一見この2つの言葉
は不可分で正しいかのように思えます。しかし私自身も病気
をして実感しましたが、そんなことは決してありません。不
便であることが解消できないと勝手に思い込み、当事者も周
囲の人も諦める、あるいは諦めさせることが不幸を生んでい
るのです。
障害者、健常者関係なく全ての人が、不便であることを不幸
にせず、マネージメントする方法を考える。これがアクセシビ
リティの基本だと考えています。

2015年4月より東京慈恵会医科大学脳神経外科お
よび先端医療情報技術研究部を兼務、准教授。

同大学のICT推進プロジェクトリーダーになる。臨床
において脳血管障害と網膜芽細胞腫の希少疾患治
療などに取り組む一方、ICT医療の推進による臨床
効果・医療経済効果などを研究。2018年8月14日に
ギラン・バレー症候群に罹患し障害者となり、現在リ
ハビリ回復中であるが、いろいろなデジタル機器に
よるアクセシビリティ技術を使って仕事をしている。

厚生労働省と内閣官房での経験もあり、大学でも
ICTの講座を任され、東京都医師会のデジタル委員
にも引き続き従事。障害者になってもアクセシビリ
ティ技術を活用してICTの様々な方面の経験を積ん
でいる。

歩けない私と支援機器

一般社団法人 日本パラ陸上競技連盟 常任理事 花岡伸和

17歳で脊髄損傷により歩けなくなった私は、車いすマラソン
と出会い、スポーツを手段として人生を切り開いてきました。
それは特別な事ではなく、生きるために支援機器を使う日常
生活の延長線上に「動作の精度を高める」ための身体と機器
のマッチングを重ねる事だったのです。
支援機器はできないことを補う単なる道具でなく、人生を豊
かにするパートナーであると考えます。

1976年3月13日 大阪府富田林市生まれ
1993年11月3日 バイク事故により脊髄を損傷、
 車いす生活スタート
1995年4月 車いすマラソンを始める
1999年1月 フェスピックバンコク大会出場
 5000m銅メダル獲得
2003年 マラソン日本最高記録、
 トラック1500m日本記録樹立（当時）
2004年9月 アテネパラリンピック出場
 マラソン6位入賞
2010年12月 アジアパラゲームス広州大会出場
 1500m銅メダル獲得
2012年9月 ロンドンパラリンピック出場
 マラソン5位入賞
2012年 陸上競技を引退
2013年 パラサイクリング競技（自転車競技）に
 転向
2015年6月 パラサイクリング日本選手権大会優勝
2017年3月 早稲田大学大学院スポーツ科学研究科
 修士課程（コーチング領域）修了
2019年11月 世界選手権大会テレビ中継解説
2021年8月 東京パラリンピックテレビ中継解説

ニーズ・シーズマッチング交流会2022　併催セミナー
障害者自立支援機器にかかわる

●会場で聴講→OMM（2階展示Aホール）
●オンラインによる視聴
　→https://us06web.zoom.us/j/83295180896?pwd=dyttMmRoQWhoY0l0cXVuMnlndHRIUT09

●会場で聴講→東京都立産業貿易センター
　　　　　　　浜松町館（２階展示室）
●オンラインによる視聴
　→https://us06web.zoom.us/j/81419433146?pwd=clF2eXM0NXpndVYzekE0KzNIcUk1dz09
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障害
者自立支援機器

ニーズ・シーズマッチング
交流会2022
みんなで考えよう！

使う人と作る人の交流会

入退場自由
入場無料

令和4年10月１日土～令和5年１月31日火
テクノエイド協会Web交流プラットフォーム内

本事業は「令和4年度 ニーズ・シーズマッチング強化事業」の一環で行うものです。

詳しくはテクノエイド協会Ｗｅｂ交流プラットフォームまで

Web開催

令和4年11月28日月・29日火・30日水
開催時刻：初日13：00-17：00／9：00-17：00（最終日のみ16：00）
ＯＭＭ

大阪会場

令和4年12月14日水・15日木・16日金
開催時刻：初日13：00-17：00／9：00-17：00（最終日のみ16：00）
東京都立産業貿易センター浜松町館

東京会場

対
象
者

ニーズ側

シーズ側

障害者、家族、在宅・施設等の介護職員、医療・福祉従事者 等

開発メーカー、産業振興団体、行政、新規参入を検討する企業・研究者、大学関係者、研究機関 等

Web開催イベント内容 大阪・東京会場イベント内容
オンラインで出展者や障害当事者の全国組織、開発支援
機関等と交流が行えます。
また、最新の調査研究報告等の視聴ができます。
（無料・事前登録不要）

会場では開発改良中の機器展示、機器を体験しながら
出展者と意見交換が行えます。また、会場から基調講演、
特別講演、基調報告等の講演を見ることができます。
（無料・入退出自由）

過去の
交流会の様子
過去の

交流会の様子

Ｗｅｂ交流
プラットフォーム

出展者
8３社

出展者
６２社

出展者
５０社

障害当事者の思いや要望をより的確にとらえた支援機器の開発に繋げるため、支援機器の
障害当事者（ニーズ側）と支援機器の開発者（シーズ側）が自由に意見交換を行う場です。

ニーズ・シーズマッチング交流会とは？

ニーズ・シーズマッチング交流会２０２2事務局
公益財団法人テクノエイド協会　企画部　宇田川・根石・五島
受付時間：平日9時～１２時、１３時～１7時
ＴＥＬ:０３（３２６６）６８８３　 メールアドレス:shogai-kiki2@techno-aids.or.jp

※最新版は、
協会ホームページを
ご確認ください。

Ｗｅｂ交流やセミナー視聴に関する問い合わせ

本誌P.5～P.6をご参照ください。
※オンラインによる交流は令和5年1月31日（火）までとさせていただきます。

本誌P.2～P.4をご参照ください。 本誌P.11～P.32をご参照ください。
併催セミナープログラム 出展機器

障害
者自立支援機器

ニーズ・シーズマッチング
交流会2022

障害
者自立支援機器

ニーズ・シーズマッチング
交流会2022

202211-ver.05

使う人と作る人の交流会

みんなで考えよう！

令和4年11月28日月～３０日水 ３日間
●会場で聴講→OMM（2階展示Aホール）
●オンラインによる視聴→https://us06web.zoom.us/j/83295180896?pwd=dyttMmRoQWhoY0l0cXVuMnlndHRIUT09

大阪会場

■ 出展機器を調べたり、交流したい企業等を探すことができます。

令和4年10月1日土～令和5年1月３1日火 ４ヵ月間

http://www.techno-aids.or.jp/2022koryukai/web/hall/cms/#part20

令和4年12月14日水～16日金 ３日間
●会場で聴講→東京都立産業貿易センター浜松町館（２階展示室）
●オンラインによる視聴→https://us06web.zoom.us/j/81419433146?pwd=clF2eXM0NXpndVYzekE0KzNIcUk1dz09

東京会場

令和4年10月1日土～令和5年1月３1日火 ４ヵ月間
●オンラインによる視聴→http://www.techno-aids.or.jp/2022koryukai/web/hall/cms/#webseminar

Web開催
セミナー配信

Webコンテンツの紹介と交流方法

Web 交流プラットフォーム
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～　基調講演 ＆ 特別講演　～
会場での聴講、オンラインによるリアルタイム配信（入場無料）

入場無料

2回講演 11月28日月（大阪）・12月14日水（東京）

大阪会場 ＯММ（２階展示Ａホール）

令和4年11月28日月
１３時３０分より

大阪
会場

令和4年12月14日水
１３時３０分より

東京
会場

＜ 公共交通機関のご案内 ＞
●Osaka Metro谷町線「天満橋」駅北改札口
●京阪電車「天満橋」駅東改札口

⇒ＯＭＭ地下２階に連絡（改札を出るとすぐに案内
表示があります）

＜ 駐車場のご案内 ＞
第一及び第二駐車場があります。なお、割引券の配布
は行いませんのでご了承ください。

東京会場 東京都立産業貿易センター浜松町館
（２階展示室）

＜ 公共交通機関のご案内 ＞
●ＪＲ浜松町駅（北口）から徒歩５分
●東京モノレール 浜松町駅（北口）から徒歩５分
●ゆりかもめ 竹芝駅から徒歩２分
●都営浅草線 大門駅から徒歩７分
●都営大江戸線 大門駅から徒歩７分
車いすで来場される方は、ゆりかもめ「竹芝駅」
を利用してください。

基調講演
13:30～14:30

支援機器の可能性と開発にあたって
～アクセシビリティとは？～

東京慈恵会医科大学　先端医療情報技術研究部　准教授　高尾洋之

「アクセシビリティ」という考え方のない価値観だと、人々の
様々な障害は「不便であり不幸」です。一見この2つの言葉
は不可分で正しいかのように思えます。しかし私自身も病気
をして実感しましたが、そんなことは決してありません。不
便であることが解消できないと勝手に思い込み、当事者も周
囲の人も諦める、あるいは諦めさせることが不幸を生んでい
るのです。
障害者、健常者関係なく全ての人が、不便であることを不幸
にせず、マネージメントする方法を考える。これがアクセシビ
リティの基本だと考えています。

2015年4月より東京慈恵会医科大学脳神経外科お
よび先端医療情報技術研究部を兼務、准教授。

同大学のICT推進プロジェクトリーダーになる。臨床
において脳血管障害と網膜芽細胞腫の希少疾患治
療などに取り組む一方、ICT医療の推進による臨床
効果・医療経済効果などを研究。2018年8月14日に
ギラン・バレー症候群に罹患し障害者となり、現在リ
ハビリ回復中であるが、いろいろなデジタル機器に
よるアクセシビリティ技術を使って仕事をしている。

厚生労働省と内閣官房での経験もあり、大学でも
ICTの講座を任され、東京都医師会のデジタル委員
にも引き続き従事。障害者になってもアクセシビリ
ティ技術を活用してICTの様々な方面の経験を積ん
でいる。

特別講演
15:00～16:00

歩けない私と支援機器

一般社団法人 日本パラ陸上競技連盟 常務理事 花岡伸和

17歳で脊髄損傷により歩けなくなった私は、車いすマラソン
と出会い、スポーツを手段として人生を切り開いてきました。
それは特別な事ではなく、生きるために支援機器を使う日常
生活の延長線上に「動作の精度を高める」ための身体と機器
のマッチングを重ねる事だったのです。
支援機器はできないことを補う単なる道具でなく、人生を豊
かにするパートナーであると考えます。

1976年3月13日 大阪府富田林市生まれ
1993年11月3日 バイク事故により脊髄を損傷、

車いす生活スタート
1995年4月 車いすマラソンを始める
1999年1月 フェスピックバンコク大会出場

5000m銅メダル獲得
2003年 マラソン日本最高記録、

トラック1500m日本記録樹立（当時）
2004年9月 アテネパラリンピック出場

マラソン6位入賞
2010年12月 アジアパラゲームス広州大会出場

1500m銅メダル獲得
2012年9月 ロンドンパラリンピック出場

マラソン5位入賞
2012年 陸上競技を引退
2013年 パラサイクリング競技（自転車競技）に

転向
2015年6月 パラサイクリング日本選手権大会優勝
2017年3月 早稲田大学大学院スポーツ科学研究科

修士課程（コーチング領域）修了
2019年11月 世界選手権大会テレビ中継解説
2021年8月 東京パラリンピックテレビ中継解説

ニーズ・シーズマッチング交流会2022　併催セミナー
障害者自立支援機器にかかわる

●会場で聴講→OMM（2階展示Aホール）
●オンラインによる視聴
→https://us06web.zoom.us/j/83295180896?pwd=dyttMmRoQWhoY0l0cXVuMnlndHRIUT09

●会場で聴講→東京都立産業貿易センター
　浜松町館（２階展示室）

●オンラインによる視聴
→https://us06web.zoom.us/j/81419433146?pwd=clF2eXM0NXpndVYzekE0KzNIcUk1dz09
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政
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ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

令和4年11月28日月～３０日水 ３日間
●会場で聴講→OMM（2階展示Aホール）
●オンラインによる視聴→https://us06web.zoom.us/j/83295180896?pwd=dyttMmRoQWhoY0l0cXVuMnlndHRIUT09

大阪会場

セミナーの日時 内容等

11月28日
（月）

13:30～14:30

基調講演

1　

15:00～16:00　

特別講演

2　歩けない私と支援機器

11月29日
（火）

10:00～10:40

11:00～11:40

13:30～14:10

基調報告

3 

4 

5 

障害者のニーズに見合った用具や機器の見つけ方

アザラシ型ロボット「パロ」によるポーランドでのウクライナ避難民の心の支援について

ニーズに基づく機器開発に失敗しないために

15:00～15:20

15:30～15:50

利用者からのメッセージ

6 

7 

盲ろう者に必要とされる支援機器、開発にあたり協力できること

ＡＬＳについて、支援機器の利用事例と開発を望むこと

11月30日
（水）　

11:00～11:20

11:30～11:50

支援機器の開発と現在の課題、利用者への要望

8 

9 

ゴムの収縮力を筋肉に見立て、筋肉をサポートする歩行アシスト「e-foot」

「食べる力」を鍛える嚥下力トレーニングボトル「タン練くん」

13:00～16:00　　

デザイン思考プロセスを用いた支援機器開発ワークショップ

10
株式会社ライフトゥデイ　代表取締役(医師)　原 陽介 氏

東京慈恵会医科大学　先端医療情報技術研究部　准教授　高尾 洋之 氏

一般社団法人 日本パラ陸上競技連盟　常任理事　花岡 伸和 氏

社会福祉法人 日本ライトハウス 情報文化センター　サービス部長　林田 茂 氏

産業技術総合研究所　上級主任研究員　柴田 崇徳 氏

一般社団法人 コンソーシアム関西　上席研究員　八木 雅和 氏

社会福祉法人 全国盲ろう者協会　常務理事・事務局長　橋間 信市 氏

一般社団法人 日本ＡＬＳ協会　常務理事・事務局長　岸川 忠彦 氏

株式会社YAMADA　代表取締役　山田 好洋 氏

株式会社リハートテック　取締役　笠原 直樹 氏

支援機器の可能性と開発にあたって　～アクセシビリティとは？～

併催セミナープログラム

東京大学医学部附属病院トランスレーショナルリサーチセンター
特任助教（理学療法士） 柿花 隆昭 氏

Ｗ
ｅ
ｂ
交
流
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1
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～　基調講演＆特別講演　～
会場での聴講、オンラインによるリアルタイム配信（入場無料）

入場無料

2回講演 11月28日月（大阪）・12月14日水（東京）

大阪会場 ＯММ（２階展示Ａホール）

令和4年11月28日月
１３時３０分より

大阪
会場

令和4年12月14日水
１３時３０分より

東京
会場

＜ 公共交通機関のご案内 ＞
●Osaka Metro谷町線「天満橋」駅北改札口
●京阪電車「天満橋」駅東改札口
　⇒ＯＭＭ地下２階に連絡（改札を出るとすぐに案内

表示があります）
＜ 駐車場のご案内 ＞
第一及び第二駐車場があります。なお、割引券の配布
は行いませんのでご了承ください。

東京会場 東京都立産業貿易センター浜松町館
（２階展示室）

＜ 公共交通機関のご案内 ＞
●ＪＲ浜松町駅（北口）から徒歩５分
●東京モノレール 浜松町駅（北口）から徒歩５分
●ゆりかもめ 竹芝駅から徒歩２分
●都営浅草線 大門駅から徒歩７分
●都営大江戸線 大門駅から徒歩７分
車いすで来場される方は、ゆりかもめ「竹芝駅」
を利用してください。

基調講演 特別講演
13:30～14:30 15:00～16:00

支援機器の可能性と開発にあたって
～アクセシビリティとは？～

東京慈恵会医科大学　先端医療情報技術研究部　准教授　高尾洋之

「アクセシビリティ」という考え方のない価値観だと、人々の
様々な障害は「不便であり不幸」です。一見この2つの言葉
は不可分で正しいかのように思えます。しかし私自身も病気
をして実感しましたが、そんなことは決してありません。不
便であることが解消できないと勝手に思い込み、当事者も周
囲の人も諦める、あるいは諦めさせることが不幸を生んでい
るのです。
障害者、健常者関係なく全ての人が、不便であることを不幸
にせず、マネージメントする方法を考える。これがアクセシビ
リティの基本だと考えています。

2015年4月より東京慈恵会医科大学脳神経外科お
よび先端医療情報技術研究部を兼務、准教授。

同大学のICT推進プロジェクトリーダーになる。臨床
において脳血管障害と網膜芽細胞腫の希少疾患治
療などに取り組む一方、ICT医療の推進による臨床
効果・医療経済効果などを研究。2018年8月14日に
ギラン・バレー症候群に罹患し障害者となり、現在リ
ハビリ回復中であるが、いろいろなデジタル機器に
よるアクセシビリティ技術を使って仕事をしている。

厚生労働省と内閣官房での経験もあり、大学でも
ICTの講座を任され、東京都医師会のデジタル委員
にも引き続き従事。障害者になってもアクセシビリ
ティ技術を活用してICTの様々な方面の経験を積ん
でいる。

歩けない私と支援機器

一般社団法人 日本パラ陸上競技連盟 常任理事 花岡伸和

17歳で脊髄損傷により歩けなくなった私は、車いすマラソン
と出会い、スポーツを手段として人生を切り開いてきました。
それは特別な事ではなく、生きるために支援機器を使う日常
生活の延長線上に「動作の精度を高める」ための身体と機器
のマッチングを重ねる事だったのです。
支援機器はできないことを補う単なる道具でなく、人生を豊
かにするパートナーであると考えます。

1976年3月13日 大阪府富田林市生まれ
1993年11月3日 バイク事故により脊髄を損傷、

車いす生活スタート
1995年4月 車いすマラソンを始める
1999年1月 フェスピックバンコク大会出場

5000m銅メダル獲得
2003年 マラソン日本最高記録、

トラック1500m日本記録樹立（当時）
2004年9月 アテネパラリンピック出場

マラソン6位入賞
2010年12月 アジアパラゲームス広州大会出場

1500m銅メダル獲得
2012年9月 ロンドンパラリンピック出場

マラソン5位入賞
2012年 陸上競技を引退
2013年 パラサイクリング競技（自転車競技）に

転向
2015年6月 パラサイクリング日本選手権大会優勝
2017年3月 早稲田大学大学院スポーツ科学研究科

修士課程（コーチング領域）修了
2019年11月 世界選手権大会テレビ中継解説
2021年8月 東京パラリンピックテレビ中継解説

ニーズ・シーズマッチング交流会2022　併催セミナー
障害者自立支援機器にかかわる

●会場で聴講→OMM（2階展示Aホール）
●オンラインによる視聴
　→https://us06web.zoom.us/j/83295180896?pwd=dyttMmRoQWhoY0l0cXVuMnlndHRIUT09

●会場で聴講→東京都立産業貿易センター
浜松町館（２階展示室）

●オンラインによる視聴
→https://us06web.zoom.us/j/81419433146?pwd=clF2eXM0NXpndVYzekE0KzNIcUk1dz09
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ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

令和4年11月28日月～３０日水 ３日間
●会場で聴講→OMM（2階展示Aホール）
●オンラインによる視聴→https://us06web.zoom.us/j/83295180896?pwd=dyttMmRoQWhoY0l0cXVuMnlndHRIUT09

大阪会場

セミナーの日時 　内容等

11月28日
（月）

13:30～14:30　

基調講演

1　

15:00～16:00　

特別講演

2　歩けない私と支援機器

11月29日
（火）

10:00～10:40

11:00～11:40

13:30～14:10

基調報告

3 

4 

5 

障害者のニーズに見合った用具や機器の見つけ方

アザラシ型ロボット「パロ」によるポーランドでのウクライナ避難民の心の支援について

ニーズに基づく機器開発に失敗しないために

15:00～15:20　

15:30～15:50　

利用者からのメッセージ

6 

7 

盲ろう者に必要とされる支援機器、開発にあたり協力できること

ＡＬＳについて、支援機器の利用事例と開発を望むこと

11月30日
（水）　

11:00～11:20

11:30～11:50

支援機器の開発と現在の課題、利用者への要望

8 

9 

ゴムの収縮力を筋肉に見立て、筋肉をサポートする歩行アシスト「e-foot」

「食べる力」を鍛える嚥下力トレーニングボトル「タン練くん」

13:00～16:00　　　

デザイン思考プロセスを用いた支援機器開発ワークショップ

10 　　
株式会社ライフトゥデイ　代表取締役(医師)　原 陽介 氏

　

東京慈恵会医科大学　先端医療情報技術研究部　准教授　高尾 洋之 氏

一般社団法人 日本パラ陸上競技連盟　常務理事　花岡 伸和 氏

社会福祉法人 日本ライトハウス 情報文化センター　サービス部長　林田 茂 氏

産業技術総合研究所　上級主任研究員　柴田 崇徳 氏

一般社団法人 コンソーシアム関西　上席研究員　八木 雅和 氏

社会福祉法人 全国盲ろう者協会　常務理事・事務局長　橋間 信市 氏

一般社団法人 日本ＡＬＳ協会　常務理事・事務局長　岸川 忠彦 氏

株式会社YAMADA　代表取締役　山田 好洋 氏

株式会社リハートテック　取締役　笠原 直樹 氏

支援機器の可能性と開発にあたって　～アクセシビリティとは？～

併催セミナープログラム

東京大学医学部附属病院トランスレーショナルリサーチセンター
特任助教（理学療法士）　柿花 隆昭 氏
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令和4年12月14日水～16日金 ３日間
●会場で聴講→東京都立産業貿易センター浜松町館（２階展示室）
●オンラインによる視聴→https://us06web.zoom.us/j/81419433146?pwd=clF2eXM0NXpndVYzekE0KzNIcUk1dz09

東京会場

セミナーの日時 　内容等

12月14日
（水）　 13:30～14:30　

基調講演

1 
東京慈恵会医科大学　先端医療情報技術研究部　准教授　高尾 洋之 氏

15:00～16:00　
特別講演
2 歩けない私と支援機器

一般社団法人 日本パラ陸上競技連盟　常務理事　花岡 伸和 氏

（木）　 10:00～10:40

11:00～11:40　

基調報告

3 　　

4 

盲ろう者向け支援機器の開発に期待すること
   之 氏一鹿藤　会議協絡連体団者うろ盲国全

内部障害者とサポーターをつなぐスマホアプリ『心の輪』の開発（仮称）

  き 氏ゆみ山崎　楽分自社会式株

15:00～15:20

15:30～15:50

　16:00～16:20

ニーズ・シーズマッチング地域交流会の成果（みんなで考えた支援機器）
5

 6

7

（新潟市）「視覚障害者のITサポート支援機器を考える～地域支援体制の構築～」
新潟大学名誉教授 / 新潟市障がい者ＩＴサポートセンター顧問　林 豊彦 氏

（下関市）「統合失調症など精神障害者の支援機器を考える～生活管理から就労継続～」
NPO法人障害者就労支援メッセージ花くじら　理事長　石田 眞 氏

（鹿児島市）「重度障害者の覚醒のタイミングを知らせる支援機器を考える」
鹿児島大学医学部保健学科　作業療法学専攻　助教

鹿児島県作業療法士協会　会長　吉満 孝二 氏

12月16日

12月15日

（金）　 10:00～10:12
10:15～10:27
10:30～10:42
10:45～10:57
11:00～11:12
11:15～11:27　　

開発促進事業採択企業による成果報告
8 
9 

10 
11 
12 
13 　

株式会社ソフトディバイス
Qolo株式会社
シスネット株式会社
ダブル技研株式会社
電制コムテック株式会社
藤田医科大学

　14:00～14:15

14:15～14:35

14:35～14:55

14:55～15:10

15:10～15:30

特別シンポジウム「３Dプリンタで製作する自助具の今後の展望」
14 

　15 

　16 

17

３Dプリンタを活用して製作する自助具情報の在り方に関する研究報告
  吾竜川田宇　部画企　テクノエイド協会

３Dプリンタで製作する自助具とその可能性について
　一般社団法人 ICTリハビリテーション研究会 / ファブラボ品川　林 園子 氏

国立病院機構北海道医療センター

 

神経筋／成育センター リハビリテーション室

当センターの取り組み、医療機関における自助具製作の可能性

TRF、TRF＋Hの特長について

自助具製作の展開について

　田中 栄一 氏

  克 氏将下木

ユニチカトレーディング株式会社　新事業開発室
マーケティンググループ マネージャー   一 氏淳高懸

対談（20分）
（進行）テクノエイド協会　　宇田川 竜吾 

支援機器の可能性と開発にあたって　～アクセシビリティとは？～
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ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

令和4年10月1日土～令和5年1月３1日火 ４ヵ月間
●オンラインによる視聴→http://www.techno-aids.or.jp/2022koryukai/web/hall/cms/#webseminar

Web配信

テーマ 　内容等

ご挨拶

支援機器の開発促進
（厚生労働省の施策）

ご挨拶

1 　ニーズ・シーズマッチング交流会の目的、オンラインによる交流方法など
公益財団法人 テクノエイド協会　宇田川 竜吾

自立支援機器における現状と課題

2 障害者自立支援機器開発促進事業の概要など
厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部

企画課自立支援振興室　福祉工学専門官　中村 美緒 氏

関係機関による取組み
（公募・産学連携）

支援機器の開発支援

3 

4 

NICT情報バリアフリー通信・放送役務提供・開発推進助成金制度のご案内
ＮＩＣＴ情報バリアフリー推進室　室長　丸山 誠二 氏

ＪＳＴ産学連携事業と福祉機器開発事例について（仮称）
ＪＳＴ企業支援室　下田 修 氏

厚生労働科学研究の動向
（研究の最新情報）

支援機器の開発・普及に係わる国家プロジェクト

5 

6 

7 

8 

9 

障害者の支援機器開発に携わる医療・福祉・工学分野の人材育成モデル構築
に資する研究

東北大学大学院医工学研究科　教授　出江 紳一 氏

障害者の支援機器開発におけるモニター評価手法の開発及びモニター評価を
実践する人材の育成プログラム開発のための研究

東京大学大学院新領域創成科学研究科　人間環境学専攻　人間支援環境学講座
准教授　二瓶 美里 氏

リハビリテーション関連職等が支援機器の適切な選定・導入運用時に用いる
ガイドラインの開発

国立障害者リハビリテーションセンター研究所　福祉機器開発部長　井上 剛伸 氏

新技術を利用した支援機器の開発及び選定・導入時の指針作成のための調査研究
国立障害者リハビリテーションセンター研究所　福祉機器開発室長　硯川 潤 氏

障害者の支援機器開発における開発支援体制ネットワークモデルの構築
大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻　寄附講座 准教授　八木 雅和 氏

障害当事者団体ご訪問
インタビュー

（ニーズとのマッチング）

支援機器に対する期待、企業に対して協力可能なこと

10

11

12

13

特定非営利活動法人 日本失語症協議会
理事長　園田 尚美 氏

公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会
常務理事・事務局長 安藤 信哉 氏

ポリオの会
代表　小山 万里子 氏

ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会
代表　増澤 髙志 氏

併催セミナープログラム

『見えない障がい者』に対する支援から　まず　第一歩
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令和4年12月14日水～16日金 ３日間
●会場で聴講→東京都立産業貿易センター浜松町館（２階展示室）
●オンラインによる視聴→https://us06web.zoom.us/j/81419433146?pwd=clF2eXM0NXpndVYzekE0KzNIcUk1dz09

東京会場

セミナーの日時 　内容等

12月14日
（水） 13:30～14:30　

基調講演

1 
東京慈恵会医科大学　先端医療情報技術研究部　准教授　高尾 洋之 氏

15:00～16:00
特別講演
2 歩けない私と支援機器

一般社団法人 日本パラ陸上競技連盟　常任理事　花岡 伸和 氏

（木） 10:00～10:40

11:00～11:40　

基調報告

3 

4 

盲ろう者向け支援機器の開発に期待すること
之 氏一鹿藤会議協絡連体団者うろ盲国全

内部障害者とサポーターをつなぐスマホアプリ『心の輪』の開発（仮称）

き 氏ゆみ山崎楽分自社会式株

15:00～15:20

15:30～15:50

16:00～16:20

ニーズ・シーズマッチング地域交流会の成果（みんなで考えた支援機器）
5

6

7

（新潟市）「視覚障害者のITサポート支援機器を考える～地域支援体制の構築～」
新潟大学名誉教授 / 新潟市障がい者ＩＴサポートセンター顧問　林 豊彦 氏

（下関市）「統合失調症など精神障害者の支援機器を考える～生活管理から就労継続～」
NPO法人障害者就労支援メッセージ花くじら　理事長　石田 眞 氏

（鹿児島市）「重度障害者の覚醒のタイミングを知らせる支援機器を考える」
鹿児島大学医学部保健学科　作業療法学専攻　助教

鹿児島県作業療法士協会　会長　吉満 孝二 氏

12月16日

12月15日

（金）　 10:00～10:12
10:15～10:27
10:30～10:42
10:45～10:57
11:00～11:12
11:15～11:27　

開発促進事業採択企業による成果報告
8 
9 
10
11
12
13

株式会社ソフトディバイス
Qolo株式会社
シスネット株式会社
ダブル技研株式会社
電制コムテック株式会社
藤田医科大学

14:00～14:15

14:15～14:35

14:35～14:55

14:55～15:10

15:10～15:30

特別シンポジウム「３Dプリンタで製作する自助具の今後の展望」
14

15

16

17

３Dプリンタを活用して製作する自助具情報の在り方に関する研究報告
吾竜川田宇部画企テクノエイド協会

３Dプリンタで製作する自助具とその可能性について
　一般社団法人 ICTリハビリテーション研究会 / ファブラボ品川　林 園子 氏

国立病院機構北海道医療センター
神経筋／成育センター リハビリテーション室

当センターの取り組み、医療機関における自助具製作の可能性

TRF、TRF＋Hの特長について

自助具製作の展開について

田中 栄一 氏

克 氏将下木

ユニチカトレーディング株式会社　新事業開発室
マーケティンググループ マネージャー 一 氏淳高懸

対談（20分）
（進行）テクノエイド協会　　宇田川 竜吾 

支援機器の可能性と開発にあたって ～アクセシビリティとは？～

基
調
講
演
＆
特
別
講
演

併
催
セ
ミ
ナ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム

大
阪
会
場

東
京
会
場

出
展
機
器

障
害
当
事
者
団
体・

開
発
支
援
団
体・行
政
等

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

令和4年10月1日土～令和5年1月３1日火 ４ヵ月間
●オンラインによる視聴→http://www.techno-aids.or.jp/2022koryukai/web/hall/cms/#webseminar

Web配信

テーマ 　内容等

ご挨拶

支援機器の開発促進 
（厚生労働省の施策）

ご挨拶

1 　ニーズ・シーズマッチング交流会の目的、オンラインによる交流方法など
公益財団法人 テクノエイド協会　宇田川 竜吾

自立支援機器における現状と課題

2 障害者自立支援機器開発促進事業の概要など
厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部

企画課自立支援振興室　福祉工学専門官　中村 美緒 氏

関係機関による取組み 
（公募・産学連携）

支援機器の開発支援

3 

4 

NICT情報バリアフリー通信・放送役務提供・開発推進助成金制度のご案内
ＮＩＣＴ情報バリアフリー推進室　室長　丸山 誠二 氏

ＪＳＴ産学連携事業と福祉機器開発事例について（仮称）
ＪＳＴ企業支援室　下田 修 氏

厚生労働科学研究の動向 
（研究の最新情報）

支援機器の開発・普及に係わる国家プロジェクト

5 

6 

7 

8 

9 

障害者の支援機器開発に携わる医療・福祉・工学分野の人材育成モデル構築
に資する研究

東北大学大学院医工学研究科　教授　出江 紳一 氏

障害者の支援機器開発におけるモニター評価手法の開発及びモニター評価を
実践する人材の育成プログラム開発のための研究

東京大学大学院新領域創成科学研究科　人間環境学専攻　人間支援環境学講座
准教授　二瓶 美里 氏

リハビリテーション関連職等が支援機器の適切な選定・導入運用時に用いる
ガイドラインの開発

国立障害者リハビリテーションセンター研究所　福祉機器開発部長　井上 剛伸 氏

新技術を利用した支援機器の開発及び選定・導入時の指針作成のための調査研究
国立障害者リハビリテーションセンター研究所　福祉機器開発室長　硯川 潤 氏

障害者の支援機器開発における開発支援体制ネットワークモデルの構築
大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻　寄附講座 准教授　八木 雅和 氏

障害当事者団体ご訪問 

インタビュー  
 （ニーズとのマッチング）

支援機器に対する期待、企業に対して協力可能なこと

10 

11 

12

13 

特定非営利活動法人 日本失語症協議会
理事長　園田 尚美 氏

公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会
常務理事・事務局長　安藤 信哉 氏

ポリオの会
代表　小山 万里子 氏

ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会
代表　増澤 髙志 氏

併催セミナープログラム

『見えない障がい者』に対する支援から まず　第一歩
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ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会Web交流プラットフォームの紹介と交流方法

出展者及び当事者団体・開発支援機関と交流
こちらでは、出展機器を検索し交流することができます。

「会場」、
「カテゴリー」、
「フリーワード」
より検索が
できます。

Web 交流プラットフォーム

■ 出展機器を調べたり、交流したい企業等を探すことができます。
令和4年10月1日土～令和5年1月３1日火 ４ヵ月間

http://www.techno-aids.or.jp/2022koryukai/web/hall/cms/#part20
【出展者の詳細ページ】
「製品名」をクリックすると、出展者の
詳細ページに移ります。こちらでは、
出展者情報や機器情報を動画等で
確認ができます。
また、「問い合わせ」又は「掲示板」を
使って出展者へ連絡ができます。

併催セミナーの視聴

交流方法

来場者が１対１で個別に出展者と交
流したい場合に使用します。
問い合わせフォーム内の「問い合わせ
種別」から電話やオンラインで交流等、
交流内容を選択することができます。

問い合わせ

Web交流プラットフォームの詳しい
説明は以下をご参照ください。製品名を

クリックすると
出展者・出展
機器の詳細を
見ることが
できます。

「もっと見る」
をクリックする
と出展者一覧
を見ることが
できます。

来場者がオープン（来場者に公開）で
出展者と交流したい場合に使用しま
す。匿名でも投稿は可能で、投稿内
容は蓄積されます。

掲示板

Web開催セミナーは常時配信しています。
また、大阪及び東京会場のリアルタイムのセミナー
はそれぞれ定刻となりしだい視聴できます。
※スマートフォン、タブレット等の携帯端末で
　セミナーを視聴する場合には事前にZoom
　アプリのダウンロードをお勧めします。
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「フリーワード」
より検索が
できます。

Web 交流プラットフォーム
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令和4年10月1日土～令和5年1月３1日火 ４ヵ月間
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「製品名」をクリックすると、出展者の
詳細ページに移ります。こちらでは、
出展者情報や機器情報を動画等で
確認ができます。
また、「問い合わせ」又は「掲示板」を
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ＯММ（２階展示Ａホール）

アクセス
＜ 公共交通機関のご案内 ＞
●Osaka Metro谷町線「天満橋」駅北改札口
●京阪電車「天満橋」駅東改札口
　⇒ＯＭＭ地下２階に連絡（改札を出るとすぐに
　案内表示があります）
＜ 駐車場のご案内 ＞
第一及び第二駐車場があります。なお、割引券の
配布は行いませんのでご了承ください。

新型コロナ
ウイルス感染症を

予防するため、体温測定
及びマスクの着用、密を
避けるための配慮等に
ご協力ください。

 

インフォメーション

アンケート

受付

イ
ベ
ン
ト
会
場

入口

出口

X.当事者団体D.高次脳機能障害
  （失語症等）

F.精神障害
  （発達障害を含む）

E.知的障害

C.聴覚障害

B.視覚障害

㈱コネクトドット㈱コネクトドット

(社福)全国
盲ろう者協会
(社福)全国
盲ろう者協会

㈱システム
ギアビジョン
㈱システム
ギアビジョン

㈱リバティソリューション㈱リバティソリューション

アイ・ソネックス㈱アイ・ソネックス㈱

ベッドの上で
入浴企画㈱
ベッドの上で
入浴企画㈱

㈱リハートテック㈱リハートテック

厚生労働省厚生労働省
公益財団法人

テクノエイド協会
公益財団法人

テクノエイド協会

国立研究開発法人
情報通信研究機構

（NICT)

国立研究開発法人
情報通信研究機構

（NICT)

手
話
通
訳・要
約
筆
記・

意
思
疎
通
支
援
者
の
受
付

手
話
通
訳・要
約
筆
記・

意
思
疎
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援
者
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付

車椅子スペース

A.身体障害（肢体不自由）

A.身体障害（肢体不自由）

G.その他

（一社
）日
本
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
工
学
協
会

（一社
）日
本
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
工
学
協
会

A-28

A-25A-24A-15A-14

D-04

B-01

X-03

B-02

A-27

A-26

A-20

A-21

A-22

X-02

A-23

A-19

A-18

A-17

X-01

A-16

A-09

A-10

A-11

A-12

A-08

A-07

A-06

A-05

A-01

A-02

A-03

A-04

A-13

F-04F-01

F-03X-06

G-01F-02

G-03

G-02

E-04E-01

E-03

E-02

X-05

D-01C-05

C-01

C-02

C-03

D-02X-04

D-03C-04

㈱日立ケーイー
システムズ

㈱日立ケーイー
システムズ

㈱モリトー㈱モリトー

㈱YAMADA㈱YAMADA

ポリオの会ポリオの会

ユニチカ
トレーディング㈱

ユニチカ
トレーディング㈱

ライフハックライフハック

(一社)日本ＡＬＳ協会(一社)日本ＡＬＳ協会

㈱テック技販㈱テック技販

橋本エンジニアリング㈱橋本エンジニアリング㈱

㈱トマト㈱トマト

(有)テクノム(有)テクノム

東海エレクトロニクス㈱東海エレクトロニクス㈱

㈱オレンジアーチ㈱オレンジアーチ

オムロン太陽㈱×
九工大すぐ創る課
オムロン太陽㈱×
九工大すぐ創る課

システムデザイン・ラボシステムデザイン・ラボ

㈱アイザック㈱アイザック

J-Workout㈱J-Workout㈱

㈱コーポレーション
パールスター

㈱コーポレーション
パールスター

(有)オフィス結アジア(有)オフィス結アジア

大阪工業大学大阪工業大学

㈱ウィズ㈱ウィズ

㈱ウェルケアベッド㈱ウェルケアベッド

朝日産業㈱朝日産業㈱

アクセスエール㈱アクセスエール㈱

㈱アム㈱アム

秋田未来㈱秋田未来㈱

㈱クレバー
ラクーン
㈱クレバー
ラクーン

Zero To Infinity㈱Zero To Infinity㈱

㈱マイクロブレイン㈱マイクロブレイン

㈱バイタルヴォイス㈱バイタルヴォイス

㈱ヒューマン
テクノシステム

㈱ヒューマン
テクノシステム

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

アドプラスアドプラス

㈱ラムロック㈱ラムロック

アーバン警備保障㈱アーバン警備保障㈱

ネクストシステム
ラボラトリーズ(有)
ネクストシステム
ラボラトリーズ(有)

㈱アップイット㈱アップイット

ＡＳＤ(自閉スペクトラム症)
生活環境研究会

ＡＳＤ(自閉スペクトラム症)
生活環境研究会

(有)ミカタ(有)ミカタ

シスネット㈱シスネット㈱

㈱ソフトディバイス㈱ソフトディバイス 特定非営利活動法人
日本失語症協議会
特定非営利活動法人
日本失語症協議会

（一社）
日本言語聴覚士協会

（一社）
日本言語聴覚士協会

ユニバーサル・
サウンド

デザイン㈱

ユニバーサル・
サウンド

デザイン㈱

㈱東京信友㈱東京信友

 (一社)全日本
難聴者・中途失聴者

団体連合会

 (一社)全日本
難聴者・中途失聴者

団体連合会

㈱ソナール㈱ソナール

㈱アイセック・
ジャパン
㈱アイセック・
ジャパン

神奈川工科大学神奈川工科大学

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

分 野 別カテゴリ

A 身体障害（肢体不自由）

B 視覚障害 D 高次脳機能障害
（失語症等）

X 当事者団体

G その他

C 聴覚障害

E 知的障害

F 精神障害（発達障害を含む）

令和4年度　開発促進事業の採択案件
となります。
東京会場及びオンラインにおいて、
成果報告を行います。

開発促進

開発促進

開発促進
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団体連合会

 (一社)全日本
難聴者・中途失聴者

団体連合会

㈱ソナール㈱ソナール

㈱アイセック・
ジャパン
㈱アイセック・
ジャパン

神奈川工科大学神奈川工科大学

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

分 野 別カテゴリ

A 身体障害（肢体不自由）

B 視覚障害 D 高次脳機能障害
（失語症等）

X 当事者団体

G その他

C 聴覚障害

E 知的障害

F 精神障害（発達障害を含む）

令和4年度　開発促進事業の採択案件
となります。
東京会場及びオンラインにおいて、
成果報告を行います。

開発促進

開発促進

開発促進

Ｗ
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入口

アンケート

消毒 アンケート

 

 

出口

F.精神障害（発達障害を含む）

受付

X.当事者団体

G.その他

D.高次脳機能障害（失語症等） A.身体障害（肢体不自由）

C.聴覚障害 B.視覚障害

A-04A-03A-02A-01G-04 G-05

A-09A-10

A-11

X-01

A-12

A-13

A-18

A-17

A-19A-27

A-20A-26

X-02A-25

A-21A-24

A-22A-23

A-28A-36A-37A-39

A-29A-35B-04

X-03A-34B-05

X-05

B-06

X-06

C-02

C-01

A-30A-33

A-31

A-38

C-04D-04

X-08

D-03

D-02

D-01

X-04

X-09

G-03

G-02

G-01

C-03

C-05

X-07

C-06

F-02

F-01

B-03

B-02

B-01 A-32

A-16

A-15

A-14

A-08

A-07

A-06

A-05

車椅子スペース

(有)オフィス結アジア(有)オフィス結アジア

㈱エコテクノ㈱エコテクノ

㈱ウェルケアベッド㈱ウェルケアベッド

㈱岩多屋㈱岩多屋

㈱INOWA㈱INOWA

㈱コーポレーション
パールスター
㈱コーポレーション
パールスター

(有)テクノム(有)テクノム

㈱竹虎㈱竹虎

ダイヤ電機㈱ダイヤ電機㈱

システムデザイン・ラボシステムデザイン・ラボ

SANEI㈱SANEI㈱

㈱ニシエフ・徳山高専㈱ニシエフ・徳山高専

㈱トマト㈱トマト

(一社)日本ＡＬＳ協会(一社)日本ＡＬＳ協会

㈱東海技研工業㈱東海技研工業

電制コムテック㈱電制コムテック㈱ベッドの上で入浴企画㈱ベッドの上で入浴企画㈱

橋本エンジニア
リング㈱

橋本エンジニア
リング㈱

㈱日立ケーイー
システムズ

㈱日立ケーイー
システムズ

㈱西川精機製作所㈱西川精機製作所

パラマウントベッド㈱パラマウントベッド㈱

(有)ビューティフル
ライフ
(有)ビューティフル
ライフ

フジホーム㈱フジホーム㈱

ポリオの会ポリオの会

FREE Bionics
Japan㈱
FREE Bionics
Japan㈱

㈱ミキ㈱ミキ

ライフハックライフハック

ユニチカ
トレーディング㈱

ユニチカ
トレーディング㈱

㈱YAMADA㈱YAMADA

㈱モリトー㈱モリトー

藤田医科大学藤田医科大学

(合)ライフ
スペース研究所
(合)ライフ
スペース研究所

㈱リリアム大塚㈱リリアム大塚

㈱システムギア
ビジョン
㈱システムギア
ビジョン

㈱エクシオテック㈱エクシオテック

㈱一心助け㈱一心助け

(社福)日本身体
障害者団体連合会

(社福)日本身体
障害者団体連合会

認定特定非営利
活動法人

ことばの道案内

認定特定非営利
活動法人

ことばの道案内

ViXion㈱ViXion㈱

(社福)日本視覚
障害者団体連合
(社福)日本視覚
障害者団体連合

㈱Ubitone㈱Ubitone

㈱ソナール㈱ソナール

(社福)全国
盲ろう者協会
(社福)全国
盲ろう者協会

㈱アイセック・ジャパン㈱アイセック・ジャパン

ユニバーサル・サウンド
デザイン㈱
ユニバーサル・サウンド
デザイン㈱

㈱アイエスゲート㈱アイエスゲート

Zero To Infinity㈱Zero To Infinity㈱

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

ＡＳＤ(自閉スペクトラム症)
生活環境研究会

ＡＳＤ(自閉スペクトラム症)
生活環境研究会

(一社)全日本
難聴者・中途失聴者

団体連合会

(一社)全日本
難聴者・中途失聴者

団体連合会

㈱東京信友㈱東京信友

㈱フィート㈱フィート

(有)ミカタ(有)ミカタ

特定非営利活動法人
日本失語症協議会
特定非営利活動法人
日本失語症協議会

（一社）
日本言語聴覚士協会

（一社）
日本言語聴覚士協会

㈱ソフトディバイス㈱ソフトディバイス

シスネット㈱シスネット㈱

㈱アップイット㈱アップイット

PHC㈱PHC㈱

㈱クレバーラクーン㈱クレバーラクーン

ダブル技研㈱ダブル技研㈱

PLIMES㈱PLIMES㈱ ㈱ロバの耳㈱ロバの耳 ㈱14 za㈱14 za 秋田未来㈱秋田未来㈱ ㈱アクアエコテック㈱アクアエコテック アクセスエール㈱アクセスエール㈱

㈱オレンジアーチ㈱オレンジアーチ

Qolo㈱Qolo㈱

(公社)全国脊髄
損傷者連合会

(公社)全国脊髄
損傷者連合会

九州メディカル
サービス㈱
九州メディカル
サービス㈱

厚生労働省厚生労働省
公益財団法人

テクノエイド協会
公益財団法人

テクノエイド協会
手話通訳・要約筆記・

意思疎通支援者の受付
手話通訳・要約筆記・

意思疎通支援者の受付

国立研究開発法人
情報通信研究機構

（NICT)

国立研究開発法人
情報通信研究機構

（NICT)

東京都立産業貿易センター浜松町館（２階展示室）

分 野 別カテゴリ アクセス

イ
ベ
ン
ト
会
場

＜ 公共交通機関のご案内 ＞
●ＪＲ浜松町駅（北口）から徒歩５分
●東京モノレール 浜松町駅（北口）から徒歩５分
●ゆりかもめ 竹芝駅から徒歩２分
●都営浅草線 大門駅から徒歩７分
●都営大江戸線 大門駅から徒歩７分
車いすで来場される方は、ゆりかもめ「竹芝駅」
を利用してください。

新型コロナ
ウイルス感染症を

予防するため、体温測定
及びマスクの着用、密を
避けるための配慮等に
ご協力ください。

A 身体障害（肢体不自由）

B 視覚障害 D 高次脳機能障害
（失語症等）

X 当事者団体

G その他

C 聴覚障害

E 知的障害

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

F 精神障害（発達障害を含む）

開発促進

開発促進

令和4年度　開発促進事業の採択案件
となります。
東京会場及びオンラインにおいて、
成果報告を行います。

開発促進

開発促進

開発促進

開発促進

開発促進

Ｗ
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入口

アンケート

消毒 アンケート

 

 

出口

F.精神障害（発達障害を含む）

受付

X.当事者団体

G.その他

D.高次脳機能障害（失語症等） A.身体障害（肢体不自由）

C.聴覚障害 B.視覚障害

A-04A-03A-02A-01G-04 G-05

A-09A-10

A-11

X-01

A-12

A-13

A-18

A-17

A-19A-27

A-20A-26

X-02A-25

A-21A-24

A-22A-23

A-28A-36A-37A-39

A-29A-35B-04

X-03A-34B-05

X-05

B-06

X-06

C-02

C-01

A-30A-33

A-31

A-38

C-04D-04

X-08

D-03

D-02

D-01

X-04

X-09

G-03

G-02

G-01

C-03

C-05

X-07

C-06

F-02

F-01

B-03

B-02

B-01 A-32

A-16

A-15

A-14

A-08

A-07

A-06

A-05

車椅子スペース

(有)オフィス結アジア(有)オフィス結アジア

㈱エコテクノ㈱エコテクノ

㈱ウェルケアベッド㈱ウェルケアベッド

㈱岩多屋㈱岩多屋

㈱INOWA㈱INOWA

㈱コーポレーション
パールスター
㈱コーポレーション
パールスター

(有)テクノム(有)テクノム

㈱竹虎㈱竹虎

ダイヤ電機㈱ダイヤ電機㈱

システムデザイン・ラボシステムデザイン・ラボ

SANEI㈱SANEI㈱

㈱ニシエフ・徳山高専㈱ニシエフ・徳山高専

㈱トマト㈱トマト

(一社)日本ＡＬＳ協会(一社)日本ＡＬＳ協会

㈱東海技研工業㈱東海技研工業

電制コムテック㈱電制コムテック㈱ベッドの上で入浴企画㈱ベッドの上で入浴企画㈱

橋本エンジニア
リング㈱

橋本エンジニア
リング㈱

㈱日立ケーイー
システムズ

㈱日立ケーイー
システムズ

㈱西川精機製作所㈱西川精機製作所

パラマウントベッド㈱パラマウントベッド㈱

(有)ビューティフル
ライフ
(有)ビューティフル
ライフ

フジホーム㈱フジホーム㈱

ポリオの会ポリオの会

FREE Bionics
Japan㈱
FREE Bionics
Japan㈱

㈱ミキ㈱ミキ

ライフハックライフハック

ユニチカ
トレーディング㈱

ユニチカ
トレーディング㈱

㈱YAMADA㈱YAMADA

㈱モリトー㈱モリトー

藤田医科大学藤田医科大学

(合)ライフ
スペース研究所
(合)ライフ
スペース研究所

㈱リリアム大塚㈱リリアム大塚

㈱システムギア
ビジョン
㈱システムギア
ビジョン

㈱エクシオテック㈱エクシオテック

㈱一心助け㈱一心助け

(社福)日本身体
障害者団体連合会

(社福)日本身体
障害者団体連合会

認定特定非営利
活動法人

ことばの道案内

認定特定非営利
活動法人

ことばの道案内

ViXion㈱ViXion㈱

(社福)日本視覚
障害者団体連合
(社福)日本視覚
障害者団体連合

㈱Ubitone㈱Ubitone

㈱ソナール㈱ソナール

(社福)全国
盲ろう者協会
(社福)全国
盲ろう者協会

㈱アイセック・ジャパン㈱アイセック・ジャパン

ユニバーサル・サウンド
デザイン㈱
ユニバーサル・サウンド
デザイン㈱

㈱アイエスゲート㈱アイエスゲート

Zero To Infinity㈱Zero To Infinity㈱

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

ＡＳＤ(自閉スペクトラム症)
生活環境研究会

ＡＳＤ(自閉スペクトラム症)
生活環境研究会

(一社)全日本
難聴者・中途失聴者

団体連合会

(一社)全日本
難聴者・中途失聴者

団体連合会

㈱東京信友㈱東京信友

㈱フィート㈱フィート

(有)ミカタ(有)ミカタ

特定非営利活動法人
日本失語症協議会
特定非営利活動法人
日本失語症協議会

（一社）
日本言語聴覚士協会

（一社）
日本言語聴覚士協会

㈱ソフトディバイス㈱ソフトディバイス

シスネット㈱シスネット㈱

㈱アップイット㈱アップイット

PHC㈱PHC㈱

㈱クレバーラクーン㈱クレバーラクーン

ダブル技研㈱ダブル技研㈱

PLIMES㈱PLIMES㈱ ㈱ロバの耳㈱ロバの耳 ㈱14 za㈱14 za 秋田未来㈱秋田未来㈱ ㈱アクアエコテック㈱アクアエコテック アクセスエール㈱アクセスエール㈱

㈱オレンジアーチ㈱オレンジアーチ

Qolo㈱Qolo㈱

(公社)全国脊髄
損傷者連合会

(公社)全国脊髄
損傷者連合会

九州メディカル
サービス㈱
九州メディカル
サービス㈱

厚生労働省厚生労働省
公益財団法人

テクノエイド協会
公益財団法人

テクノエイド協会
手話通訳・要約筆記・

意思疎通支援者の受付
手話通訳・要約筆記・

意思疎通支援者の受付

国立研究開発法人
情報通信研究機構

（NICT)

国立研究開発法人
情報通信研究機構

（NICT)

東京都立産業貿易センター浜松町館（２階展示室）

分 野 別カテゴリ アクセス

イ
ベ
ン
ト
会
場

＜ 公共交通機関のご案内 ＞
●ＪＲ浜松町駅（北口）から徒歩５分
●東京モノレール 浜松町駅（北口）から徒歩５分
●ゆりかもめ 竹芝駅から徒歩２分
●都営浅草線 大門駅から徒歩７分
●都営大江戸線 大門駅から徒歩７分
車いすで来場される方は、ゆりかもめ「竹芝駅」
を利用してください。

新型コロナ
ウイルス感染症を

予防するため、体温測定
及びマスクの着用、密を
避けるための配慮等に
ご協力ください。

A 身体障害（肢体不自由）

B 視覚障害 D 高次脳機能障害
（失語症等）

X 当事者団体

G その他

C 聴覚障害

E 知的障害

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

F 精神障害（発達障害を含む）

開発促進

開発促進

令和4年度　開発促進事業の採択案件
となります。
東京会場及びオンラインにおいて、
成果報告を行います。

開発促進

開発促進

開発促進

開発促進

開発促進
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ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介移乗・移動支援機器。真っすぐ立つことができ、排泄
ケアや立位訓練も可能なスタンディングリフトです。

スカイリフト

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:販促企画
担当者氏名:片山　菜都子
TEL:086-200-1550　FAX:086-200-1553
E-Mail:katayama@nasent.net

希望する交流の内容
初号機の発売から25年以上経過しており、生活様式の変化などでご利用者様の実態やニーズと乖離し
ていないかなど情報を収集の上、改良を検討しています。
つきましては、下記の内容について意見交換させて頂きたいと思います。
【意見交換内容】
・使いやすさの確認（操作性・小回り性・スリング装着の手間など）
・どんな場面で使用したいか（ベッド⇔車いすへの移乗・トイレへの移乗・立位訓練など）
・どんな人に適応するか、不適応な人はどんな人か（身長・体重・身体状況・疾患など）
・適合環境に対する要望（車いす、ベッドとの相性・床面・防水性のニーズ　など）
・安全性に関する要望（転倒、転落防止・挟み込み防止　など）

アイ・ソネックス株式会社
岡山県岡山市中区江並100-7

大阪A-27

株式会社アイザック
福島県会津若松市山見町25-9

機器紹介後ろから乗るスタイルで、車いすの概念が変わり
ます。

Keipu-Sb

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:総務部
担当者氏名:薄　尚幸、ミヨシ
TEL:0242-93-5061　FAX:0242-85-8590
E-Mail:miyoshi@aizuk.jp, susuki@aizuk.jp

希望する交流の内容

従来、高齢者施設などを中心に活動して参りましたが、障碍者の方、特
に、歩行が困難な方への活動はしておりませんでした。実際には、歩行困
難な方への利用が、施設や家庭で可能か否かの意見交換を頂戴したい。

大阪A-12

東京A-02

大阪A-01

Webプラットフォーム詳細ページ

秋田未来株式会社
秋田県にかほ市院内字カナヤ16-2

機器紹介座位姿勢での動的バランス計測

動的座位バランス計測装置

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:六平　澄人
TEL:0184-74-3090　FAX:0184-74-3091
E-Mail:musaka@a-mri.jp

希望する交流の内容

商品化間近となった装置の周知と使い勝手や今後の追加機能の参考意
見。また安全性の確認。

株式会社アクアエコテック
神奈川県横浜市中区野毛町３-１５８ 野毛山幸鈴ビル４０２

運搬不要のオゾン＋電解微細気泡水床上入浴ユニットは空気
浴槽と寝返補助器付きで体を運搬せずに入浴を実現する。

Webプラットフォーム詳細ページ

オゾン＋ 電解微細気泡水床上入浴ユニット

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:広報課
担当者氏名:角野　哲
TEL:045-334-8984　FAX:045-334-8979
E-Mail:info@aquaeco.jp, mk2000@e01.itscom.net

希望する交流の内容
身体不自由の方が移動や運搬なしで気持ちの良い入浴を、またいままで移動して入浴させるのに極め
て苦労した施設や居宅介護などの介助者の労力軽減の目的で考案いたしました。当機器は除菌消臭
力と快適な癒し効果に優れ、オゾンと水素の微細気泡のダブルパワーで肌表面の汚れを何の刺激もな
く分解でき、入浴の幸せ感を実感していただけます。寝返り補助器も用意し、浴槽空気充填、水温管理
などもボタン操作で自動性能を搭載。水槽は脱水機能も搭載し、入浴後下着の除菌消臭洗浄を脱水ま
で完了できるように工夫しています。ご体験頂き、当方が考案した機能がお役に立てるか、感想やご指
摘などお伺いしたいと思います。

東京A-03

Webプラットフォーム詳細ページ

アクセスエール株式会社
大阪府茨木市西駅前町6-22-301

機器紹介会話に加え、呼び出しブザー、家電リモコン、iPadの
操作などを可能とする安定した意思伝達専用機です

意思伝達装置ファイン・チャット

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:松尾　光晴
TEL:080-7168-7123　FAX:072-626-1113
E-Mail:matsuo_mitsu@accessyell.co.jp

希望する交流の内容
本製品の今後の改良点およびそのタブレット版、PC版についてご意見を頂きたいと
思います。
特にタブレット版、PC版については従来の意思伝達装置の枠にとらわれない販売方
法をとることで制度に縛られない機能を搭載し、上肢障害者がQOLの向上から仕事
や趣味にまで広く活用できる製品を模索していきます。

大阪A-02

東京A-04

朝日産業株式会社
愛知県名古屋市熱田区四番１丁目１１-２２

機器紹介トイレを気にせず外出できる。車いす専用の男性用
集尿器。

Webプラットフォーム詳細ページ

男性用集尿器ユリナー

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:医療機器事業部
担当者氏名:辻本　研一
TEL:052-671-5191　FAX:052-671-5196
E-Mail:t.kenichi@asahi-sg.co.jp

希望する交流の内容

トイレ事情について、車いすユーザーとの情報交換。および関連団体様
との情報交換。

大阪A-03

※変更する場合があります。

株式会社アップイット
埼玉県川口市末広3-7-7 ロイヤルサンシティ104

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介
日本初上陸のICT療育/AACスイッチ。
五感や体幹の刺激や因果関係/社会性の療育ができ、
デバイス操作も可能。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:Caregiver事業部
担当者氏名:長尾　徳之
TEL:080-3292-0021　FAX:03-6820-1545
E-Mail:caregiver.nagao@gmail.com

希望する交流の内容
COSMOはイギリスのメーカーですが、弊社は日本の総輸入販売店として動いています。
COSMOは去年日本に来たばかりでまだまだ改良の余地があると思っています。
トレーニングアプリの約20種のアクティビティは単純なものから複雑なものまであり、子供の障がいレベ
ルに合わせて使用可能です。もっとこういったものがあれば、より子供の感覚を刺激できる等、交流がで
きればと思います。
設定アプリを使うとCOSMOを外部入力スイッチとして使用でき、「押して決定/離して決定」や「感度を
50g～500gに調整」等使用者毎に詳細設定が可能です。より使いやすいスイッチにするため、意見をい
ただければと思います。
メーカーとの会議の中で内容を伝えたいと思います。

特別支援教育『COSMO』、
意思伝達装置『TCスキャン』

東京A-39

大阪E-01

株式会社アム
石川県河北郡津幡町竹橋西179-1

機器紹介ベッドサイドに設置出来る水洗式のトイレです。

Webプラットフォーム詳細ページ

水洗式ポータブルトイレ
「流せるポータくん３号」

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:福祉事業部
担当者氏名:河口　泰範
TEL:076-288-8655　FAX:076-288-8656
E-Mail:kawaguchi@am-co.co.jp

希望する交流の内容
福祉事業を営んでおられる方とのマッチングを希望しています。又、今後製品
を改良していくに当たって利用者様目線での要望点をヒアリングしたいです。
福祉事業を営んでおられる方の障害福祉に関する要望点をヒアリングしたい
です。

大阪A-04
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ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介移乗・移動支援機器。真っすぐ立つことができ、排泄
ケアや立位訓練も可能なスタンディングリフトです。

スカイリフト

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:販促企画
担当者氏名:片山　菜都子
TEL:086-200-1550　FAX:086-200-1553
E-Mail:katayama@nasent.net

希望する交流の内容
初号機の発売から25年以上経過しており、生活様式の変化などでご利用者様の実態やニーズと乖離し
ていないかなど情報を収集の上、改良を検討しています。
つきましては、下記の内容について意見交換させて頂きたいと思います。
【意見交換内容】
・使いやすさの確認（操作性・小回り性・スリング装着の手間など）
・どんな場面で使用したいか（ベッド⇔車いすへの移乗・トイレへの移乗・立位訓練など）
・どんな人に適応するか、不適応な人はどんな人か（身長・体重・身体状況・疾患など）
・適合環境に対する要望（車いす、ベッドとの相性・床面・防水性のニーズ　など）
・安全性に関する要望（転倒、転落防止・挟み込み防止　など）

アイ・ソネックス株式会社
岡山県岡山市中区江並100-7

大阪A-27

株式会社アイザック
福島県会津若松市山見町25-9

機器紹介後ろから乗るスタイルで、車いすの概念が変わり
ます。

Keipu-Sb

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:総務部
担当者氏名:薄　尚幸、ミヨシ
TEL:0242-93-5061　FAX:0242-85-8590
E-Mail:miyoshi@aizuk.jp, susuki@aizuk.jp

希望する交流の内容

従来、高齢者施設などを中心に活動して参りましたが、障碍者の方、特
に、歩行が困難な方への活動はしておりませんでした。実際には、歩行困
難な方への利用が、施設や家庭で可能か否かの意見交換を頂戴したい。

大阪A-12

東京A-02

大阪A-01

Webプラットフォーム詳細ページ

秋田未来株式会社
秋田県にかほ市院内字カナヤ16-2

機器紹介座位姿勢での動的バランス計測

動的座位バランス計測装置

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:六平　澄人
TEL:0184-74-3090　FAX:0184-74-3091
E-Mail:musaka@a-mri.jp

希望する交流の内容

商品化間近となった装置の周知と使い勝手や今後の追加機能の参考意
見。また安全性の確認。

株式会社アクアエコテック
神奈川県横浜市中区野毛町３-１５８ 野毛山幸鈴ビル４０２

運搬不要のオゾン＋電解微細気泡水床上入浴ユニットは空気浴槽
と寝返補助器付きで体を運搬せずに入浴を実現する。

Webプラットフォーム詳細ページ

オゾン＋ 電解微細気泡水床上入浴ユニット

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:広報課
担当者氏名:角野　哲
TEL:045-334-8984　FAX:045-334-8979
E-Mail:info@aquaeco.jp, mk2000@e01.itscom.net

希望する交流の内容
身体不自由の方が移動や運搬なしで気持ちの良い入浴を、またいままで移動して入浴させるのに極め
て苦労した施設や居宅介護などの介助者の労力軽減の目的で考案いたしました。当機器は除菌消臭
力と快適な癒し効果に優れ、オゾンと水素の微細気泡のダブルパワーで肌表面の汚れを何の刺激もな
く分解でき、入浴の幸せ感を実感していただけます。寝返り補助器も用意し、浴槽空気充填、水温管理
などもボタン操作で自動性能を搭載。水槽は脱水機能も搭載し、入浴後下着の除菌消臭洗浄を脱水ま
で完了できるように工夫しています。ご体験頂き、当方が考案した機能がお役に立てるか、感想やご指
摘などお伺いしたいと思います。

東京A-03

Webプラットフォーム詳細ページ

アクセスエール株式会社
大阪府茨木市西駅前町6-22-301

機器紹介会話に加え、呼び出しブザー、家電リモコン、iPadの
操作などを可能とする安定した意思伝達専用機です

意思伝達装置ファイン・チャット

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:松尾　光晴
TEL:080-7168-7123　FAX:072-626-1113
E-Mail:matsuo_mitsu@accessyell.co.jp

希望する交流の内容
本製品の今後の改良点およびそのタブレット版、PC版についてご意見を頂きたいと
思います。
特にタブレット版、PC版については従来の意思伝達装置の枠にとらわれない販売方
法をとることで制度に縛られない機能を搭載し、上肢障害者がQOLの向上から仕事
や趣味にまで広く活用できる製品を模索していきます。

大阪A-02

東京A-04

朝日産業株式会社
愛知県名古屋市熱田区四番１丁目１１-２２

機器紹介トイレを気にせず外出できる。車いす専用の男性用
集尿器。

Webプラットフォーム詳細ページ

男性用集尿器ユリナー

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:医療機器事業部
担当者氏名:辻本　研一
TEL:052-671-5191　FAX:052-671-5196
E-Mail:t.kenichi@asahi-sg.co.jp

希望する交流の内容

トイレ事情について、車いすユーザーとの情報交換。および関連団体様
との情報交換。

大阪A-03

※変更する場合があります。

株式会社アップイット
埼玉県川口市末広3-7-7 ロイヤルサンシティ104

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介
日本初上陸のICT療育/AACスイッチ。
五感や体幹の刺激や因果関係/社会性の療育ができ、
デバイス操作も可能。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:Caregiver事業部
担当者氏名:長尾　徳之
TEL:080-3292-0021　FAX:03-6820-1545
E-Mail:caregiver.nagao@gmail.com

希望する交流の内容
COSMOはイギリスのメーカーですが、弊社は日本の総輸入販売店として動いています。
COSMOは去年日本に来たばかりでまだまだ改良の余地があると思っています。
トレーニングアプリの約20種のアクティビティは単純なものから複雑なものまであり、子供の障がいレベ
ルに合わせて使用可能です。もっとこういったものがあれば、より子供の感覚を刺激できる等、交流がで
きればと思います。
設定アプリを使うとCOSMOを外部入力スイッチとして使用でき、「押して決定/離して決定」や「感度を
50g～500gに調整」等使用者毎に詳細設定が可能です。より使いやすいスイッチにするため、意見をい
ただければと思います。
メーカーとの会議の中で内容を伝えたいと思います。

特別支援教育『COSMO』、
意思伝達装置『TCスキャン』

東京A-39

大阪E-01

株式会社アム
石川県河北郡津幡町竹橋西179-1

機器紹介ベッドサイドに設置出来る水洗式のトイレです。

Webプラットフォーム詳細ページ

水洗式ポータブルトイレ
「流せるポータくん３号」

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:福祉事業部
担当者氏名:河口　泰範
TEL:076-288-8655　FAX:076-288-8656
E-Mail:kawaguchi@am-co.co.jp

希望する交流の内容
福祉事業を営んでおられる方とのマッチングを希望しています。又、今後製品
を改良していくに当たって利用者様目線での要望点をヒアリングしたいです。
福祉事業を営んでおられる方の障害福祉に関する要望点をヒアリングしたい
です。

大阪A-04
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

Webプラットフォーム詳細ページ

株式会社INOWA
東京都港区麻布十番２-１２-５-７０１

機器紹介歩き方を自分で「体感」、パートナーと「共感」するこ
とで、健康的な毎日を。

体感型歩行自立支援システム
Arbre（アルブル）

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:藤縄　清志
TEL:03-5730-0282　FAX:03-5730-0283
E-Mail:kiyoshi.fujinawa@requa.jp

希望する交流の内容

機器の装着感等、機器の改良にかかわるご意見、ご要望。想定ユーザが
理解し、楽しんで利用できそうか？指導者にとって使いやすいか？

東京A-05

株式会社岩多屋
島根県浜田市浅井町87-2

医療的ケアにもやさしい、お洒落も楽しめる大人サイズトップス

Webプラットフォーム詳細ページ

医療的ケアにもやさしい、
お洒落も楽しめる大人サイズトップス

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:新規事業開発課
担当者氏名:諏訪園　春菜
TEL:080-2901-7694　FAX:0855-23-5843
E-Mail:h_suwazono@iwataya-net.co.jp

希望する交流の内容
大人の衣服を制作する際に、子どもの衣服とは異なる留意点などをお聞きしたいで
す。また、自社でのモニターアンケートでは、レイヤード部分の副資材において意見が
別れました。量産直前まで、マジックテープとスナップボタンのどちらを使用するのか
ということを悩んでおりましたので、実際に介助される方々に実物を手に取って頂き
ながらご意見を頂けると幸いです。今後、皆様に頂いたご意見をもとに改良していき
たいと思っております。

東京A-06

株式会社ウィズ
大阪府吹田市穂波町19-25

機器紹介
キュラコは排泄物を感知、吸引、洗浄、乾燥までの全ての
過程を自動で処理する寝たままで排泄できる洗浄機能付
きトイレです。

自動排泄処理装置　キュラコ

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:AS事業部
担当者氏名:淵上　敬史
TEL:06-6310-9090　FAX:06-6310-9600
E-Mail:support@hello-with.com

希望する交流の内容
レシーバーを陰部に長時間装着したままの姿勢を保つと、稀にシリコンクッションで
接触している皮膚が赤くなることがあります。夜間帯のみなど時間を限定しての使用
を考えていますが、シリコンクッションの厚みや硬さなどに問題がないかどうかです。
また、神経難病の方や脊椎損傷の方などの排泄支援に効果的かどうか意見を伺いた
いです。

大阪A-06

株式会社ウェルケアベッド
東京都新宿区神楽坂6-26-201

機器紹介スライドリフト浴槽付き介護ベッドの改良で、手動
で、ベッド部とリフト部を分割可能にします。

夢神楽ライト（仮称）

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:味岡　淳二
TEL:090-3241-0502　FAX:03-6734-0578
E-Mail:j_ajioka@wcb.co.jp 

希望する交流の内容
更なる改善や要望を伺いたい。特に①浴槽部の形状やサイズ。②ハンモックの構造や
形状および材質。③ハンモックの取り付け方法や着脱方法。④電動を手動にした場合
のご感想ご意見。⑤ベッド部とリフト部を分離させた場合の使いかって。等について
意見交換をいたしたい。

Webプラットフォーム詳細ページ

東京A-07

大阪A-05

株式会社エコテクノ
東京都千代田区神田錦町１-14 立花日英ビル7階B

介護する側、介護される側を思って生まれた「らくらく介護椅子」。

Webプラットフォーム詳細ページ

らくらく介護椅子

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:川本　和男
TEL:03-5244-5253　FAX:03-5244-5254
E-Mail:kawamoto@poppy.ocn.ne.jp

希望する交流の内容

利用者側の意見をお聞きしたいと思います。
特に介護する立場の方々の意見をお聞きしたいと思います。

東京A-08

大阪工業大学
大阪府大阪市北区茶屋町1番45号 OIT梅田タワー12階

本製品は、小型で軽量かつ動作スピードが速い小児用の動力義
手です。

Webプラットフォーム詳細ページ

小児用の前腕動力義手

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:ロボティクス＆デザイン工学部ロボット工学科
担当者氏名:谷口　浩成
TEL:06-6147-7631　FAX:06-6147-7631
E-Mail:hironari.taniguchi@oit.ac.jp

希望する交流の内容
交流会では、小児用義手の試作機を持参し、デモ展示を予定しています。特
に、当事者であられる義手ユーザ様、ユーザの保護者様との交流を期待しま
す。試作機を試していただき、率直なご意見を頂戴したいです。また、義肢メー
カ様、医療従者様らとの交流も期待します。専門家からのご意見も頂戴し、さ
らに発展させていきたく思います。

大阪A-07

東京A-09

大阪A-08

有限会社オフィス結アジア
 神奈川県藤沢市村岡東3-12-10

機器紹介iPadで使用するコミュニケーションアプリ。簡単な操作
で会話や機器操作を行う仕組みが用意されています。

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:高橋　宜盟
TEL:0466-21-7448　FAX:0466-21-7996
E-Mail:info@yubidenwa.jp

希望する交流の内容
個々の福祉機器ごとに機能を紹介し合うのではなく、実際の日常生活の中で様々な機器やサービスを使
用する場面を想定し、その中で各々が提供する製品があるという見せ方をユーザにする必要があると考
えています。私たちのコミュニケーション機器は、単に用事を伝える機能を提供するのではなく、会話の
きっかけを提供すること、自立した生活のための機器操作環境を提供します。これを使う場面は、ベッド
の上や車椅子の上であったりします。ベッドや車椅子抜きに弊社製品だけを語るのは現実の利用方法に
則していません。シーズ側との交流を深め、協力してニーズ側へのソリューション提供を行う方法を構築
するために、交流会での出会いを求めています。

指伝話コミュニケーションパック

Webプラットフォーム詳細ページ

オムロン太陽株式会社×九工大すぐ創る課
福岡県北九州市若松区ひびきの２-５ 情報技術高度化センター2階

機器紹介

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:すぐ創る課
担当者氏名:山崎　駆
TEL:080-278-50219
E-Mail:yamasaki586868@gmail.com

希望する交流の内容
転倒防止椅子のプロトタイプを実際に、椅子からの立ち上がりに不安を感じている人
に利用してもらい、その使用感やニーズについて意見をいただきたい。また、我々が
想定している対象者以外の方々にも広く意見を頂くことで、他の製品への技術転用
等のアイデアを貰いたい。加えて、企業の方々にはプロトタイプを実用化・普及してい
くためのノウハウをご教示 いただき、実際に試用したいという個人及び企業に対して
は機器の貸し出し等を前向きに検討したい。

転倒防止椅子
既存のキャスター付き椅子に装着し、立ち上がり時のキャ
スター移動及び座面の回転を制動、転倒を防ぎます。

大阪A-09
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

Webプラットフォーム詳細ページ

株式会社INOWA
東京都港区麻布十番２-１２-５-７０１

機器紹介歩き方を自分で「体感」、パートナーと「共感」するこ
とで、健康的な毎日を。

体感型歩行自立支援システム
Arbre（アルブル）

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:藤縄　清志
TEL:03-5730-0282　FAX:03-5730-0283
E-Mail:kiyoshi.fujinawa@requa.jp

希望する交流の内容

機器の装着感等、機器の改良にかかわるご意見、ご要望。想定ユーザが
理解し、楽しんで利用できそうか？指導者にとって使いやすいか？

東京A-05

株式会社岩多屋
島根県浜田市浅井町87-2

医療的ケアにもやさしい、お洒落も楽しめる大人サイズトップス

Webプラットフォーム詳細ページ

医療的ケアにもやさしい、
お洒落も楽しめる大人サイズトップス

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:新規事業開発課
担当者氏名:諏訪園　春菜
TEL:080-2901-7694　FAX:0855-23-5843
E-Mail:h_suwazono@iwataya-net.co.jp

希望する交流の内容
大人の衣服を制作する際に、子どもの衣服とは異なる留意点などをお聞きしたいで
す。また、自社でのモニターアンケートでは、レイヤード部分の副資材において意見が
別れました。量産直前まで、マジックテープとスナップボタンのどちらを使用するのか
ということを悩んでおりましたので、実際に介助される方々に実物を手に取って頂き
ながらご意見を頂けると幸いです。今後、皆様に頂いたご意見をもとに改良していき
たいと思っております。

東京A-06

株式会社ウィズ
大阪府吹田市穂波町19-25

機器紹介
キュラコは排泄物を感知、吸引、洗浄、乾燥までの全ての
過程を自動で処理する寝たままで排泄できる洗浄機能付
きトイレです。

自動排泄処理装置　キュラコ

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:AS事業部
担当者氏名:淵上　敬史
TEL:06-6310-9090　FAX:06-6310-9600
E-Mail:support@hello-with.com

希望する交流の内容
レシーバーを陰部に長時間装着したままの姿勢を保つと、稀にシリコンクッションで
接触している皮膚が赤くなることがあります。夜間帯のみなど時間を限定しての使用
を考えていますが、シリコンクッションの厚みや硬さなどに問題がないかどうかです。
また、神経難病の方や脊椎損傷の方などの排泄支援に効果的かどうか意見を伺いた
いです。

大阪A-06

株式会社ウェルケアベッド
東京都新宿区神楽坂6-26-201

機器紹介スライドリフト浴槽付き介護ベッドの改良で、手動
で、ベッド部とリフト部を分割可能にします。

夢神楽ライト（仮称）

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:味岡　淳二
TEL:090-3241-0502　FAX:03-6734-0578
E-Mail:j_ajioka@wcb.co.jp 

希望する交流の内容
更なる改善や要望を伺いたい。特に①浴槽部の形状やサイズ。②ハンモックの構造や
形状および材質。③ハンモックの取り付け方法や着脱方法。④電動を手動にした場合
のご感想ご意見。⑤ベッド部とリフト部を分離させた場合の使いかって。等について
意見交換をいたしたい。

Webプラットフォーム詳細ページ

東京A-07

大阪A-05

株式会社エコテクノ
東京都千代田区神田錦町１-14 立花日英ビル7階B

介護する側、介護される側を思って生まれた「らくらく介護椅子」。

Webプラットフォーム詳細ページ

らくらく介護椅子

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:川本　和男
TEL:03-5244-5253　FAX:03-5244-5254
E-Mail:kawamoto@poppy.ocn.ne.jp

希望する交流の内容

利用者側の意見をお聞きしたいと思います。
特に介護する立場の方々の意見をお聞きしたいと思います。

東京A-08

大阪工業大学
大阪府大阪市北区茶屋町1番45号 OIT梅田タワー12階

本製品は、小型で軽量かつ動作スピードが速い小児用の動力義
手です。

Webプラットフォーム詳細ページ

小児用の前腕動力義手

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:ロボティクス＆デザイン工学部ロボット工学科
担当者氏名:谷口　浩成
TEL:06-6147-7631　FAX:06-6147-7631
E-Mail:hironari.taniguchi@oit.ac.jp

希望する交流の内容
交流会では、小児用義手の試作機を持参し、デモ展示を予定しています。特
に、当事者であられる義手ユーザ様、ユーザの保護者様との交流を期待しま
す。試作機を試していただき、率直なご意見を頂戴したいです。また、義肢メー
カ様、医療従者様らとの交流も期待します。専門家からのご意見も頂戴し、さ
らに発展させていきたく思います。

大阪A-07

東京A-09

大阪A-08

有限会社オフィス結アジア
 神奈川県藤沢市村岡東3-12-10

機器紹介iPadで使用するコミュニケーションアプリ。簡単な操作
で会話や機器操作を行う仕組みが用意されています。

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:高橋　宜盟
TEL:0466-21-7448　FAX:0466-21-7996
E-Mail:info@yubidenwa.jp

希望する交流の内容
個々の福祉機器ごとに機能を紹介し合うのではなく、実際の日常生活の中で様々な機器やサービスを使
用する場面を想定し、その中で各々が提供する製品があるという見せ方をユーザにする必要があると考
えています。私たちのコミュニケーション機器は、単に用事を伝える機能を提供するのではなく、会話の
きっかけを提供すること、自立した生活のための機器操作環境を提供します。これを使う場面は、ベッド
の上や車椅子の上であったりします。ベッドや車椅子抜きに弊社製品だけを語るのは現実の利用方法に
則していません。シーズ側との交流を深め、協力してニーズ側へのソリューション提供を行う方法を構築
するために、交流会での出会いを求めています。

指伝話コミュニケーションパック

Webプラットフォーム詳細ページ

オムロン太陽株式会社×九工大すぐ創る課
福岡県北九州市若松区ひびきの２-５ 情報技術高度化センター2階

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:すぐ創る課
担当者氏名:山崎　駆
TEL:080-278-50219
E-Mail:yamasaki586868@gmail.com

希望する交流の内容
転倒防止椅子のプロトタイプを実際に、椅子からの立ち上がりに不安を感じている人
に利用してもらい、その使用感やニーズについて意見をいただきたい。また、我々が
想定している対象者以外の方々にも広く意見を頂くことで、他の製品への技術転用
等のアイデアを貰いたい。加えて、企業の方々にはプロトタイプを実用化・普及してい
くためのノウハウをご教示 いただき、実際に試用したいという個人及び企業に対して
は機器の貸し出し等を前向きに検討したい。

転倒防止椅子
既存のキャスター付き椅子に装着し、立ち上がり時のキャ
スター移動及び座面の回転を制動、転倒を防ぎます。

大阪A-09
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

東京A-10

大阪A-10

株式会社オレンジアーチ
東京都足立区千住一丁目11番2号 北千住Ｖビルディング7階

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:イノベーショングループ　研究開発室
担当者氏名:宇田　竹信
TEL:080-9160-5960　FAX:03-5817-4477
E-Mail:uda.takenobu@orangearch.co.jp

機器紹介

重度障害者向け意思伝達装置「eeyes」
神経性の難病により会話が困難な方をサポートする、
目の動きなどの極小さい身体動作でも操作できる福祉機器

希望する交流の内容
重度障害者向け意思伝達装置「eeyes」（イイアイズ）のご紹介やデモンストレーションを
通じ、製品の機能や使い心地および製品開発のロードマップについて、ユーザ様ご自身
やご支援をされる方からのご意見を頂き、製品へのフィードバックを行うと共に、視線に
よる入力技術や画像解析技術を応用した製品に関するニーズについてご意見を頂き、
新製品の開発に生かしていけたらと考えております。

Webプラットフォーム詳細ページ

九州メディカルサービス株式会社
福岡県久留米市蛍川町４番地４

機器紹介履きやすく履かせやすい超弱圧の弾性ストッキング。

ラバラバ２

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:ヘルスケア事業部
担当者氏名:谷本　博
TEL:03-3863-8028　FAX:03-3863-8029
E-Mail:h-tanimoto@kyushu-med.jp

希望する交流の内容
本製品は履きやすく履かせやすい弾性ストッキングとして高齢者を中心に応用
範囲が極めて広い製品と認識しているところです。肌に優しいという特色を生
かし、装具の下履き用としての可能性、必要な改良点について、ご利用者、装
具製造者と交流したいものです。

東京A-12

東京A-13

大阪A-11

株式会社コーポレーションパールスター
広島県東広島市安芸津町三津4424

機器紹介

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:製造部
担当者氏名:大草　寛
TEL:084-645-0116　FAX:084-645-0150
E-Mail:parlstar@pastel.ocn.ne.jp

希望する交流の内容

現在製造中のクッションが身体障害の方に快適に使用できるか、又、座位
保持装置としての可能性や改良点、要望等を聞かせて頂き、今後の製品開
発、改良の参考とさせていただきたい。

Webプラットフォーム詳細ページ

ズレない・ムレない
楽らくクッション座面背面セットB

帝人ナノフロント使用の滑りにくい生地と、備長炭・ポリ
エチレンソフトパイプ材を入れたクッションで、快適姿勢
保持。

Qolo株式会社
茨城県つくば市天王台1-1-1 産学リエゾン共同研究センター棟203室

立って移動できる乗り物です。自在な起立と小回りで、仕事や家
事を簡単に、自然と立つ時間が確保できます。

Webプラットフォーム詳細ページ

Qoloモビリティモデル

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:江口　洋丞
TEL:050-5211-5290
E-Mail:eguchi@qolo.jp

希望する交流の内容
Qolo株式会社が開発し市販化を進める車椅子使用者向け起立移動支援機器につ
いて、対象ユーザーである下肢障害者のニーズ把握および課題に対する機能の適合
性を評価するために、潜在ユーザーやその家族を対象とした試作機の展示、体験を通
して声を頂きたい。
特に、仕事や家事などでの活用を念頭に置いた使い勝手や、市場投入に向けた販路、
価格設定に関して意見交換したい。

東京A-11

開発促進

Webプラットフォーム詳細ページ

SANEI株式会社
東京都江東区亀戸2丁目7番4号

機器紹介AQUEASE(アクイーズ)は、「今ある水栓をより使
いやすく快適に」そんな思いが込められています。

AQUEASE(アクイーズ)

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:マーケティング部　
担当者氏名:前野　英雄
TEL:006-6972-5947　FAX:06-6972-7060
E-Mail:promotion@san-ei-web.co.jp

希望する交流の内容
車いすや手足に麻痺がある方々がキッチンや洗面の水栓操作にストレスを抱
えていないか、また実際水回りでどのようなことに不便を感じることが多いの
かなど、意見を交換させて頂き、本製品の改良、今後のラインナップなどの参
考にさせて頂ければと思っております。

東京A-14

Webプラットフォーム詳細ページ

J-Workout株式会社
東京都江東区木場2-17-13 第二亀井ビル3階

機器紹介下肢障害者を立ち上がらせ上肢で下肢を動かすことで有
酸素運動ができ、関節の可動性維持や褥瘡予防も可能。

Easy Stand

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:営業部
担当者氏名:ワタナベマイ
TEL:03-5809-9390　FAX:03-5809-9391
E-Mail:mai@j-workout.com

希望する交流の内容

立位に関する重要性についてユーザーとの交流を通して意見交換をさ
せていただきたい。

大阪A-13

東京A-15

大阪A-14

システムデザイン・ラボ
奈良県奈良市西大寺小坊町４-５

機器紹介テンプラーシステム使った重度の四肢障害者用筋
電位電動車いすコントローラ WH1

筋電位電動車いすコントローラ 

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:杉本　義己
TEL:0742-49-3990　FAX:0742-47-0520
E-Mail:ac@sdl.to

希望する交流の内容
テンプラーシステムは顎の動きを筋電位で検出してモノを操作するシステムです。
現在の筋電位は電極の配置も調整もラフでよく、また乾式電極でランニングコストもわずかです。
現在、CPの2名がこのステムで電動車いすの操縦を練習しています。
うち1名は緊張も入らずにこのシステムでパソコンやスマホを日常的に操作しています。
このようにテンプラーシステムは優れたシステムですが筋電位を扱った支援者や経験した当事者が少な
い状況です。
多くの人に現在の筋電位を体験して筋電位がどのようなものかを知ってもらい、フィッティングができる
支援者を増やしたいと思っています。
昨年度、日本・イスラエルハッカソンでも1位をとりました。

株式会社14za
東京都足立区竹の塚１-３０-２５-１１０２

機器紹介

床頭台ディスプレイスタンド
モニターアーム使用可能な床頭台です。ベッドや車椅子
でのテレビやパソコンの使用時に画面の向きや高さ、角
度を自由に調節できます。

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:加藤　英敏
TEL:080-4131-1102
E-Mail:kato.hidetoshi@14za.co.jp

希望する交流の内容

身体障害（肢体不自由）のある方が、IT機器を使用する際に困っている
事や必要としていることについて意見交換、交流をさせて頂きたいと考
えています。

東京A-01
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

東京A-10

大阪A-10

株式会社オレンジアーチ
東京都足立区千住一丁目11番2号 北千住Ｖビルディング7階

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:イノベーショングループ　研究開発室
担当者氏名:宇田　竹信
TEL:080-9160-5960　FAX:03-5817-4477
E-Mail:uda.takenobu@orangearch.co.jp

機器紹介

重度障害者向け意思伝達装置「eeyes」
神経性の難病により会話が困難な方をサポートする、
目の動きなどの極小さい身体動作でも操作できる福祉機器

希望する交流の内容
重度障害者向け意思伝達装置「eeyes」（イイアイズ）のご紹介やデモンストレーションを
通じ、製品の機能や使い心地および製品開発のロードマップについて、ユーザ様ご自身
やご支援をされる方からのご意見を頂き、製品へのフィードバックを行うと共に、視線に
よる入力技術や画像解析技術を応用した製品に関するニーズについてご意見を頂き、
新製品の開発に生かしていけたらと考えております。

Webプラットフォーム詳細ページ

九州メディカルサービス株式会社
福岡県久留米市蛍川町４番地４

機器紹介履きやすく履かせやすい超弱圧の弾性ストッキング。

ラバラバ２

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:ヘルスケア事業部
担当者氏名:谷本　博
TEL:03-3863-8028　FAX:03-3863-8029
E-Mail:h-tanimoto@kyushu-med.jp

希望する交流の内容
本製品は履きやすく履かせやすい弾性ストッキングとして高齢者を中心に応用
範囲が極めて広い製品と認識しているところです。肌に優しいという特色を生
かし、装具の下履き用としての可能性、必要な改良点について、ご利用者、装
具製造者と交流したいものです。

東京A-12

東京A-13

大阪A-11

株式会社コーポレーションパールスター
広島県東広島市安芸津町三津4424

機器紹介

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:製造部
担当者氏名:大草　寛
TEL:084-645-0116　FAX:084-645-0150
E-Mail:parlstar@pastel.ocn.ne.jp

希望する交流の内容

現在製造中のクッションが身体障害の方に快適に使用できるか、又、座位
保持装置としての可能性や改良点、要望等を聞かせて頂き、今後の製品開
発、改良の参考とさせていただきたい。

Webプラットフォーム詳細ページ

ズレない・ムレない
楽らくクッション座面背面セットB

帝人ナノフロント使用の滑りにくい生地と、備長炭・ポリ
エチレンソフトパイプ材を入れたクッションで、快適姿勢
保持。

Qolo株式会社
茨城県つくば市天王台1-1-1 産学リエゾン共同研究センター棟203室

立って移動できる乗り物です。自在な起立と小回りで、仕事や家
事を簡単に、自然と立つ時間が確保できます。

Webプラットフォーム詳細ページ

Qoloモビリティモデル

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:江口　洋丞
TEL:050-5211-5290
E-Mail:eguchi@qolo.jp

希望する交流の内容
Qolo株式会社が開発し市販化を進める車椅子使用者向け起立移動支援機器につ
いて、対象ユーザーである下肢障害者のニーズ把握および課題に対する機能の適合
性を評価するために、潜在ユーザーやその家族を対象とした試作機の展示、体験を通
して声を頂きたい。
特に、仕事や家事などでの活用を念頭に置いた使い勝手や、市場投入に向けた販路、
価格設定に関して意見交換したい。

東京A-11

開発促進

Webプラットフォーム詳細ページ

SANEI株式会社
東京都江東区亀戸2丁目7番4号

機器紹介AQUEASE(アクイーズ)は、「今ある水栓をより使
いやすく快適に」そんな思いが込められています。

AQUEASE(アクイーズ)

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:マーケティング部　
担当者氏名:前野　英雄
TEL:006-6972-5947　FAX:06-6972-7060
E-Mail:promotion@san-ei-web.co.jp

希望する交流の内容
車いすや手足に麻痺がある方々がキッチンや洗面の水栓操作にストレスを抱
えていないか、また実際水回りでどのようなことに不便を感じることが多いの
かなど、意見を交換させて頂き、本製品の改良、今後のラインナップなどの参
考にさせて頂ければと思っております。

東京A-14

Webプラットフォーム詳細ページ

J-Workout株式会社
東京都江東区木場2-17-13 第二亀井ビル3階

機器紹介下肢障害者を立ち上がらせ上肢で下肢を動かすことで有
酸素運動ができ、関節の可動性維持や褥瘡予防も可能。

Easy Stand

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:営業部
担当者氏名:ワタナベマイ
TEL:03-5809-9390　FAX:03-5809-9391
E-Mail:mai@j-workout.com

希望する交流の内容

立位に関する重要性についてユーザーとの交流を通して意見交換をさ
せていただきたい。

大阪A-13

東京A-15

大阪A-14

システムデザイン・ラボ
奈良県奈良市西大寺小坊町４-５

機器紹介テンプラーシステム使った重度の四肢障害者用筋
電位電動車いすコントローラ WH1

筋電位電動車いすコントローラ 

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:杉本　義己
TEL:0742-49-3990　FAX:0742-47-0520
E-Mail:ac@sdl.to

希望する交流の内容
テンプラーシステムは顎の動きを筋電位で検出してモノを操作するシステムです。
現在の筋電位は電極の配置も調整もラフでよく、また乾式電極でランニングコストもわずかです。
現在、CPの2名がこのステムで電動車いすの操縦を練習しています。
うち1名は緊張も入らずにこのシステムでパソコンやスマホを日常的に操作しています。
このようにテンプラーシステムは優れたシステムですが筋電位を扱った支援者や経験した当事者が少な
い状況です。
多くの人に現在の筋電位を体験して筋電位がどのようなものかを知ってもらい、フィッティングができる
支援者を増やしたいと思っています。
昨年度、日本・イスラエルハッカソンでも1位をとりました。

株式会社14za
東京都足立区竹の塚１-３０-２５-１１０２

機器紹介

床頭台ディスプレイスタンド
モニターアーム使用可能な床頭台です。ベッドや車椅子
でのテレビやパソコンの使用時に画面の向きや高さ、角
度を自由に調節できます。

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:加藤　英敏
TEL:080-4131-1102
E-Mail:kato.hidetoshi@14za.co.jp

希望する交流の内容

身体障害（肢体不自由）のある方が、IT機器を使用する際に困っている
事や必要としていることについて意見交換、交流をさせて頂きたいと考
えています。

東京A-01
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

ダイヤ電機株式会社
神奈川県横浜市都筑区川和町627番地

機器紹介ドイツ・ペーターマン社製「バスリフトPM58」を使
えば簡単楽々の介助入浴が出来る。

Webプラットフォーム詳細ページ

バスリフト

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:加藤　卓郎
TEL:045-933-8811　FAX:045-934-3841
E-Mail:diaron-t-katou@mtg.biglobe.ne.jp

希望する交流の内容

高齢者や肢体不自由者の方の介助入浴に携わる企業、施設、個人の方
との交流を希望

東京A-16

株式会社竹虎
神奈川県横浜市中区港町2-6-8 横浜関内ビル10階

機器紹介シーツがスリングに早変わり。簡単動作で吊
り上げられるシート型スリング。

かるがるスリング

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:ヒューマンケア事業部
担当者氏名:田畑　寛幸
TEL:080-5943-6516　FAX:045-680-0399
E-Mail:kktktr0002@gmail.com

希望する交流の内容

リフトの使用状況と困りごと、スリングシートに対する要望。形状や素
材、乗り心地など改善希望があれば伺いたい。利用者だけではなく介助
者の意見も参考にしたい。

東京A-17

有限会社テクノム
東京都青梅市長淵8-172-1

機器紹介

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:沼倉　正毅
TEL:0428-21-3611　FAX:0428-21-3614
E-Mail:info@rakurakutable.jp

希望する交流の内容

テーブル天板のデザインや、テーブルを昇降させる上での操作性、誰が操
作するべきかや、安全性等にどこまで配慮するか等障害を持つ方の具体
的なご意見をお聞かせください。

Webプラットフォーム詳細ページ

障害者の方が利用しやすく、支援する方、一緒に生
活する方にも優しい昇降テーブル

インクルーシブテーブル

東京A-18

大阪A-15

株式会社テック技販
京都府宇治市大久保町西ノ端1-22

機器紹介触ったという感覚を取り戻すためのリハビリ装置。
「新しい中枢性神経障害の感覚運動機能回復システム」。

ゆびレコリハビリモデル

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:営業推進部
担当者氏名:和田　潤
TEL:0774-48-2334
E-Mail:j.wada@tecgihan.co.jp

希望する交流の内容
使用感のヒアリングの実施により最適なデザインへ転換し量産化に適したデザインへ再構築
ライフスタイルとの親和性の向上
未来志向のリハビリ装置の実現
ユーザビリティの向上
使いやすいユニバーサルデザインの考慮
壊れない機構を設計し、機構の強度試験・物性評価・品質管理に応用
対象者の実験データの装置機能の反映
実験データよりデータ解析と解釈から最適な振動フィードバックの実現
患者・利用者が一人で装着・脱着・操作などができる仕様
などの評価をヒアリングしたい

大阪A-16

電制コムテック株式会社
北海道江別市工栄町8-13

事前の音符入力と呼気のAI制御により、好きな楽曲を表現力豊
かに歌うことができる電気式人工喉頭

Webプラットフォーム詳細ページ

AI制御による表現力豊かに歌える
歌唱型人工喉頭

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:ブランド事業部
担当者氏名:田森　雄介
TEL:011-380-2102　FAX:011-380-2123
E-Mail:yuusuke_tamori@dencom.co.jp

希望する交流の内容
・歌唱型人工喉頭の使用感、操作感、実際に歌唱できるかどうか
・音符入力装置による音符入力方法に関するご意見、ご要望
・呼気センサーと頸部へ固定するバンドの使用感
・呼気による歌唱表現付与の操作性

東京A-19

開発促進

Webプラットフォーム詳細ページ

東海エレクトロニクス株式会社
名古屋市中区栄三丁目34-14

機器紹介におい検知でおむつの中をセンシング。安心安全
快適な介護ライフをご提供します。

おむつセンサ(Cagou-B)

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:マーケティング本部　センサ＆エレクトロニクス推進部　センサ課
担当者氏名:木野瀬　さくら
TEL:052-261-3219
E-Mail:sakura.kinose@tokai-ele.com

希望する交流の内容
施設様では排泄に関して大変課題が多いということをお聞きしています。・放置によ
る肌荒れ・ベッドからの転倒事故・見回りの負担上記を踏まえ、現場での困りごと(特に
排泄に関して)を詳しくお聞きしたいです。おむつセンサの実地検証のご協力を頂け
る施設様があればご評価頂けますと幸いです。評価の結果を通じ改善に向けて現場
のご意見を頂きながら製品化に向けて進めさせて頂きたいと考えております。 

大阪A-17

株式会社東海技研工業
岐阜県中津川市中津川932-325

トイレでの立ち上がり・立位保持・移乗を支える自立支援のために
「理想のトイレ介助」を形にしました。

Webプラットフォーム詳細ページ

ラ・クリップ トイレ用

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:aidチーム
担当者氏名:山口　三恵
TEL:0573-65-6888　FAX:0573-65-0162
E-Mail:m-yamaguchi@tokaigikenkogyo.co.jp

希望する交流の内容
「トイレだけは自分で」と思っている障害者の方の自立を支援し、介助する方の負担を軽減で
きる用具として考えました。障害者と健常者が共有できるユニバーサルデザインとしての機
能も評価したいので、障害者施設をはじめ、学校や家庭などのトイレ介助にお困りの方々と
の交流を希望します。狭いトイレ内で健常者と共有でき、立ち上がり・立位保持・移乗ができ
ることで、介護も容易になることを施設等で働く介護職員の方や医療･福祉関係の従事者の
皆様に、実際に体験していただき感想やご意見をお伺いする機会になればと思っています。

東京A-20

株式会社トマト
静岡県静岡市清水区渋川1-6-20

機器紹介ベッド面が電動で昇降し様々な高さの車いすから自立で
移乗でき長時間の長座位姿勢に適応したトイレベッドです

Webプラットフォーム詳細ページ

自立支援型電動昇降式トイレベッド
わかば 

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:ケアサポート部
担当者氏名:大瀧　尋由
TEL:054-349-2180　FAX:054-349-2182
E-Mail:otaki@tomato-miyabi.co.jp

希望する交流の内容
様々な方に製品を試していただき、様々な要望に適応した製品として出来上がっていま
すが、ニーズ側から見た更なる改善点の情報やご意見を聞き取りたいです。実機を用い
た会場では、製品に試乗いただき、情報交換など話し合いの交流をしていきたいです。
また、シーズ側の方々とも交流し、様々な意見交換をしたいです。人間の尊厳である当
たり前の排泄を可能にするトイレ関連製品について情報交換や意見交換したいです。

東京A-21

大阪A-18
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

ダイヤ電機株式会社
神奈川県横浜市都筑区川和町627番地

機器紹介ドイツ・ペーターマン社製「バスリフトPM58」を使
えば簡単楽々の介助入浴が出来る。

Webプラットフォーム詳細ページ

バスリフト

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:加藤　卓郎
TEL:045-933-8811　FAX:045-934-3841
E-Mail:diaron-t-katou@mtg.biglobe.ne.jp

希望する交流の内容

高齢者や肢体不自由者の方の介助入浴に携わる企業、施設、個人の方
との交流を希望

東京A-16

株式会社竹虎
神奈川県横浜市中区港町2-6-8 横浜関内ビル10階

機器紹介シーツがスリングに早変わり。簡単動作で吊
り上げられるシート型スリング。

かるがるスリング

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:ヒューマンケア事業部
担当者氏名:田畑　寛幸
TEL:080-5943-6516　FAX:045-680-0399
E-Mail:kktktr0002@gmail.com

希望する交流の内容

リフトの使用状況と困りごと、スリングシートに対する要望。形状や素
材、乗り心地など改善希望があれば伺いたい。利用者だけではなく介助
者の意見も参考にしたい。

東京A-17

有限会社テクノム
東京都青梅市長淵8-172-1

機器紹介

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:沼倉　正毅
TEL:0428-21-3611　FAX:0428-21-3614
E-Mail:info@rakurakutable.jp

希望する交流の内容

テーブル天板のデザインや、テーブルを昇降させる上での操作性、誰が操
作するべきかや、安全性等にどこまで配慮するか等障害を持つ方の具体
的なご意見をお聞かせください。

Webプラットフォーム詳細ページ

障害者の方が利用しやすく、支援する方、一緒に生
活する方にも優しい昇降テーブル

インクルーシブテーブル

東京A-18

大阪A-15

株式会社テック技販
京都府宇治市大久保町西ノ端1-22

機器紹介触ったという感覚を取り戻すためのリハビリ装置。
「新しい中枢性神経障害の感覚運動機能回復システム」。

ゆびレコリハビリモデル

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:営業推進部
担当者氏名:和田　潤
TEL:0774-48-2334
E-Mail:j.wada@tecgihan.co.jp

希望する交流の内容
使用感のヒアリングの実施により最適なデザインへ転換し量産化に適したデザインへ再構築
ライフスタイルとの親和性の向上
未来志向のリハビリ装置の実現
ユーザビリティの向上
使いやすいユニバーサルデザインの考慮
壊れない機構を設計し、機構の強度試験・物性評価・品質管理に応用
対象者の実験データの装置機能の反映
実験データよりデータ解析と解釈から最適な振動フィードバックの実現
患者・利用者が一人で装着・脱着・操作などができる仕様
などの評価をヒアリングしたい

大阪A-16

電制コムテック株式会社
北海道江別市工栄町8-13

事前の音符入力と呼気のAI制御により、好きな楽曲を表現力豊
かに歌うことができる電気式人工喉頭

Webプラットフォーム詳細ページ

AI制御による表現力豊かに歌える
歌唱型人工喉頭

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:ブランド事業部
担当者氏名:田森　雄介
TEL:011-380-2102　FAX:011-380-2123
E-Mail:yuusuke_tamori@dencom.co.jp

希望する交流の内容
・歌唱型人工喉頭の使用感、操作感、実際に歌唱できるかどうか
・音符入力装置による音符入力方法に関するご意見、ご要望
・呼気センサーと頸部へ固定するバンドの使用感
・呼気による歌唱表現付与の操作性

東京A-19

開発促進

Webプラットフォーム詳細ページ

東海エレクトロニクス株式会社
名古屋市中区栄三丁目34-14

機器紹介におい検知でおむつの中をセンシング。安心安全
快適な介護ライフをご提供します。

おむつセンサ(Cagou-B)

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:マーケティング本部　センサ＆エレクトロニクス推進部　センサ課
担当者氏名:木野瀬　さくら
TEL:052-261-3219
E-Mail:sakura.kinose@tokai-ele.com

希望する交流の内容
施設様では排泄に関して大変課題が多いということをお聞きしています。・放置によ
る肌荒れ・ベッドからの転倒事故・見回りの負担上記を踏まえ、現場での困りごと(特に
排泄に関して)を詳しくお聞きしたいです。おむつセンサの実地検証のご協力を頂け
る施設様があればご評価頂けますと幸いです。評価の結果を通じ改善に向けて現場
のご意見を頂きながら製品化に向けて進めさせて頂きたいと考えております。 

大阪A-17

株式会社東海技研工業
岐阜県中津川市中津川932-325

トイレでの立ち上がり・立位保持・移乗を支える自立支援のために
「理想のトイレ介助」を形にしました。

Webプラットフォーム詳細ページ

ラ・クリップ トイレ用

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:aidチーム
担当者氏名:山口　三恵
TEL:0573-65-6888　FAX:0573-65-0162
E-Mail:m-yamaguchi@tokaigikenkogyo.co.jp

希望する交流の内容
「トイレだけは自分で」と思っている障害者の方の自立を支援し、介助する方の負担を軽減で
きる用具として考えました。障害者と健常者が共有できるユニバーサルデザインとしての機
能も評価したいので、障害者施設をはじめ、学校や家庭などのトイレ介助にお困りの方々と
の交流を希望します。狭いトイレ内で健常者と共有でき、立ち上がり・立位保持・移乗ができ
ることで、介護も容易になることを施設等で働く介護職員の方や医療･福祉関係の従事者の
皆様に、実際に体験していただき感想やご意見をお伺いする機会になればと思っています。

東京A-20

株式会社トマト
静岡県静岡市清水区渋川1-6-20

機器紹介ベッド面が電動で昇降し様々な高さの車いすから自立で
移乗でき長時間の長座位姿勢に適応したトイレベッドです

Webプラットフォーム詳細ページ

自立支援型電動昇降式トイレベッド
わかば 

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:ケアサポート部
担当者氏名:大瀧　尋由
TEL:054-349-2180　FAX:054-349-2182
E-Mail:otaki@tomato-miyabi.co.jp

希望する交流の内容
様々な方に製品を試していただき、様々な要望に適応した製品として出来上がっていま
すが、ニーズ側から見た更なる改善点の情報やご意見を聞き取りたいです。実機を用い
た会場では、製品に試乗いただき、情報交換など話し合いの交流をしていきたいです。
また、シーズ側の方々とも交流し、様々な意見交換をしたいです。人間の尊厳である当
たり前の排泄を可能にするトイレ関連製品について情報交換や意見交換したいです。

東京A-21

大阪A-18
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

Webプラットフォーム詳細ページ

株式会社ニシエフ・徳山高専
山口県下関市豊北町大字粟野4238番地

重度障害者のボッチャ競技参加を可能とするランプ
取り付け型支援機器と，軽量で丈夫なFRP製ランプ。

ボッチャ普及のための
国産FRP製軽量ランプと支援機器

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:営業部
担当者氏名:乾　智彦
TEL:0837-85-0126　FAX:0837-85-0356
E-Mail:tomohiko.inui@nishi-f.com

希望する交流の内容
株式会社ニシエフは、軽量で耐食性があり劣化に強いFRP（繊維強化プラスチック）造形を得
意とした企業で、造船業で培った技術力をボッチャランプに活用しました。福祉分野において

「耐久性と軽さの両立が必要な製品」に関してのニーズをお持ちの方と交流したいと考えて
います。徳山高専は、工学系の高等専門学校の技術力を用いて社会の困り感の軽減に貢献
するべく、就労支援、防災教室、漢字教材・プログラミング教材の開発に関して研究を行って
おります。ニーズ、シーズに関わらず「困り感」をお持ちの方と交流したいと考えています。

東京A-22

株式会社西川精機製作所
東京都江戸川区中央1丁目16-23

パラリンピックアーチェリー競技のコンパウンドボウを日本で初
めて開発・提供いたします。

アーチェリー弓具（コンパウンドボウ）

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:営業部
担当者氏名:向井　規浩
TEL:03-3674-3232　FAX:03-3674-3236
E-Mail:info@nishikawa-seiki.co.jp

希望する交流の内容
パラリンピックアーチェリー競技のコンパウンドボウを日本で初めて開発・提供いたします。
障害者スポーツのルーツであるアーチェリー競技コンパウンドボウを通して、障害者関係機
関の方々と、障害者スポーツ振興について意見交換を希望いたします。障害の状況によって、
スポーツの実施が難しい方々もいらっしゃいますが、この語、どのような施策をほどこすこと
により、多くの障害者の方にスポーツを体験していただくことが可能なのかといったことにつ
いて、広く情報収集を行い、さらなる研究開発・製品化につなげていきたいと考えています。

東京A-24

東京A-25

大阪A-19

橋本エンジニアリング株式会社
静岡県浜松市浜北区平口5559

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:企画開発部
担当者氏名:大城　徳彦
TEL:053-587-6508　FAX:053-587-2289
E-Mail:hashimotopo10@za.tnc.ne.jp

機器紹介

体幹保持プロテクター

希望する交流の内容
本製品を日常生活の中で使用した際、体幹を保持する上で改良して欲しい点や、追加し
て欲しい機能などを皆様からリクエストを戴き、改良に繋げていきたいと考えておりま
す。さらに本製品のもう一つの機能であるシートベルトプロテクター機能をご紹介し、福
祉車両で起きている事故についても共有し、日頃の安全対策や自立支援にお役立て頂
きたいです。

Webプラットフォーム詳細ページ

体幹保持プロテクターは、車いす利用者の姿勢保持に
ついて安全面と快適性の両面から考えた安全福祉用具
です。

パラマウントベッド株式会社
東京都江東区東砂2-14-5

機器紹介電動ベッドを「音声」や「入力スイッチ」で安全に操作でき
るiPad・iPhone用アプリとその使用環境のご提案です。

ベッド操作アプリと使用環境のご提案

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:技術開発本部要素技術部
担当者氏名:小林　宥華
TEL:03-3648-2700　FAX:03-3648-1110
E-Mail:app_support@paramount.co.jp

希望する交流の内容
電動ベッドを使用している・使用したいというご利用者様に、現在の寝室環境
に対するお困りごと・要望をヒアリングさせていただくとともに、「音声」や「入力
スイッチ」でのベッド操作を実際にお試しいただき、ご評価・改善点に関して意
見交換させていただきたいと思います。

東京A-23

Webプラットフォーム詳細ページ

株式会社日立ケーイーシステムズ
千葉県習志野市東習志野７-１-１

機器紹介視線や瞬き、身体の一部をわずかに動かしてセンサー・
スイッチを操作することで自分の意思を伝えられます。

伝の心

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:組込エンジニアリング部
担当者氏名:廣瀬　貴裕
TEL:080-6764-2736　FAX:047-472-6551
E-Mail:hirose@hke.jp

希望する交流の内容
視線入力やその他の機能を改良した、新しい「伝の心」デモ機を展示し、ご利用者
様や支援者、福祉・医療関係者の方々に気軽に触って、体験していただきたい。 
実際に使用してみていただいた感想やご意見から、今後の製品への反映を行い
たい。

東京A-26

大阪A-20

開発促進

Webプラットフォーム詳細ページ

有限会社ビューティフルライフ
大分県大分市椎迫4-2

機器紹介持ち運べる昇降可動式洗浄器 施設や訪問(看護・介護・
美容)ケア 家族による四肢洗浄～洗髪等の衛生保持器

フォーケアウォッシュサポートⅡ
(頭・手・足洗浄器)

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:管理部
担当者氏名:加嶋　忍
TEL:097-546-0666　FAX:097-546-6999
E-Mail:info@be-life.info

希望する交流の内容
「モノが人に合わせる」がコンセプトのウォッシュサポート(洗髪・四肢洗浄器)は、訪問理美容の洗髪や
形成外科等でフットケア(足洗浄・足浴・治療)や手浴を目的に導入されています。
現在、在宅でのケアにおける四肢洗浄や洗髪等の活用を目的に再開発中。在宅での必要性や需要、利
用者の要望等の意見交換を希望します。
新製品は、態勢にあわせて様々な洗髪方法を選べる洗髪主体タイプと足洗浄やフットケア等主体の２
タイプに分けて開発中です。昇降、首振り機能を有し、両製品共に移動式洗面台としての使用も可能。
在宅ケア時、家族による利用者の衛生保持器として希望する点や価格など具体的な要望や意見をお
聞きしたい。

東京A-28

藤田医科大学
愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪1-98

対象者が能動的に、また効率的かつ効果的に座位バランスを評
価・練習できるゲーム型エクササイズシステム。

Webプラットフォーム詳細ページ

座位バランスの定量的評価と効果的トレーニングを可能にする
“The e(座位)-balance trainer”

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:保健衛生学部リハビリテーション学科
担当者氏名:太田　皓文
TEL:080-9543-6177
E-Mail:npnmlab@gmail.com

希望する交流の内容

当該製品に対するご意見を肢体不自由者ご本人や関係者の方々から広
く頂戴したい。

東京A-32

フジホーム株式会社
東京都中央区新川2-12-15 ヒューリック八丁堀ビル7F

室内での転倒を防止し、自立生活に役立つ歩行補助用品です。

Webプラットフォーム詳細ページ

室内用自立歩行補助用品

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:岡野　健
TEL:03-3523-1631
E-Mail:okano-ta@fujihome.toso.co.jp

希望する交流の内容

在宅介護に携わる方のご意見を取り入れて商品開発を目指したい。

東京A-29
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

Webプラットフォーム詳細ページ

株式会社ニシエフ・徳山高専
山口県下関市豊北町大字粟野4238番地

機器紹介重度障害者のボッチャ競技参加を可能とするランプ
取り付け型支援機器と，軽量で丈夫なFRP製ランプ。

ボッチャ普及のための
国産FRP製軽量ランプと支援機器

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:営業部
担当者氏名:乾　智彦
TEL:0837-85-0126　FAX:0837-85-0356
E-Mail:tomohiko.inui@nishi-f.com

希望する交流の内容
株式会社ニシエフは、軽量で耐食性があり劣化に強いFRP（繊維強化プラスチック）造形を得
意とした企業で、造船業で培った技術力をボッチャランプに活用しました。福祉分野において

「耐久性と軽さの両立が必要な製品」に関してのニーズをお持ちの方と交流したいと考えて
います。徳山高専は、工学系の高等専門学校の技術力を用いて社会の困り感の軽減に貢献
するべく、就労支援、防災教室、漢字教材・プログラミング教材の開発に関して研究を行って
おります。ニーズ、シーズに関わらず「困り感」をお持ちの方と交流したいと考えています。

東京A-22

株式会社西川精機製作所
東京都江戸川区中央1丁目16-23

パラリンピックアーチェリー競技のコンパウンドボウを日本で初
めて開発・提供いたします。

アーチェリー弓具（コンパウンドボウ）

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:営業部
担当者氏名:向井　規浩
TEL:03-3674-3232　FAX:03-3674-3236
E-Mail:info@nishikawa-seiki.co.jp

希望する交流の内容
パラリンピックアーチェリー競技のコンパウンドボウを日本で初めて開発・提供いたします。
障害者スポーツのルーツであるアーチェリー競技コンパウンドボウを通して、障害者関係機
関の方々と、障害者スポーツ振興について意見交換を希望いたします。障害の状況によって、
スポーツの実施が難しい方々もいらっしゃいますが、この語、どのような施策をほどこすこと
により、多くの障害者の方にスポーツを体験していただくことが可能なのかといったことにつ
いて、広く情報収集を行い、さらなる研究開発・製品化につなげていきたいと考えています。

東京A-24

東京A-25

大阪A-19

橋本エンジニアリング株式会社
静岡県浜松市浜北区平口5559

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:企画開発部
担当者氏名:大城　徳彦
TEL:053-587-6508　FAX:053-587-2289
E-Mail:hashimotopo10@za.tnc.ne.jp

機器紹介

体幹保持プロテクター

希望する交流の内容
本製品を日常生活の中で使用した際、体幹を保持する上で改良して欲しい点や、追加し
て欲しい機能などを皆様からリクエストを戴き、改良に繋げていきたいと考えておりま
す。さらに本製品のもう一つの機能であるシートベルトプロテクター機能をご紹介し、福
祉車両で起きている事故についても共有し、日頃の安全対策や自立支援にお役立て頂
きたいです。

Webプラットフォーム詳細ページ

体幹保持プロテクターは、車いす利用者の姿勢保持に
ついて安全面と快適性の両面から考えた安全福祉用具
です。

パラマウントベッド株式会社
東京都江東区東砂2-14-5

機器紹介電動ベッドを「音声」や「入力スイッチ」で安全に操作でき
るiPad・iPhone用アプリとその使用環境のご提案です。

ベッド操作アプリと使用環境のご提案

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:技術開発本部要素技術部
担当者氏名:小林　宥華
TEL:03-3648-2700　FAX:03-3648-1110
E-Mail:app_support@paramount.co.jp

希望する交流の内容
電動ベッドを使用している・使用したいというご利用者様に、現在の寝室環境
に対するお困りごと・要望をヒアリングさせていただくとともに、「音声」や「入力
スイッチ」でのベッド操作を実際にお試しいただき、ご評価・改善点に関して意
見交換させていただきたいと思います。

東京A-23

Webプラットフォーム詳細ページ

株式会社日立ケーイーシステムズ
千葉県習志野市東習志野７-１-１

機器紹介視線や瞬き、身体の一部をわずかに動かしてセンサー・
スイッチを操作することで自分の意思を伝えられます。

伝の心

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:組込エンジニアリング部
担当者氏名:廣瀬　貴裕
TEL:080-6764-2736　FAX:047-472-6551
E-Mail:hirose@hke.jp

希望する交流の内容
視線入力やその他の機能を改良した、新しい「伝の心」デモ機を展示し、ご利用者
様や支援者、福祉・医療関係者の方々に気軽に触って、体験していただきたい。 
実際に使用してみていただいた感想やご意見から、今後の製品への反映を行い
たい。

東京A-26

大阪A-20

開発促進

Webプラットフォーム詳細ページ

有限会社ビューティフルライフ
大分県大分市椎迫4-2

機器紹介持ち運べる昇降可動式洗浄器 施設や訪問(看護・介護・
美容)ケア 家族による四肢洗浄～洗髪等の衛生保持器

フォーケアウォッシュサポートⅡ
(頭・手・足洗浄器)

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:管理部
担当者氏名:加嶋　忍
TEL:097-546-0666　FAX:097-546-6999
E-Mail:info@be-life.info

希望する交流の内容
「モノが人に合わせる」がコンセプトのウォッシュサポート(洗髪・四肢洗浄器)は、訪問理美容の洗髪や
形成外科等でフットケア(足洗浄・足浴・治療)や手浴を目的に導入されています。
現在、在宅でのケアにおける四肢洗浄や洗髪等の活用を目的に再開発中。在宅での必要性や需要、利
用者の要望等の意見交換を希望します。
新製品は、態勢にあわせて様々な洗髪方法を選べる洗髪主体タイプと足洗浄やフットケア等主体の２
タイプに分けて開発中です。昇降、首振り機能を有し、両製品共に移動式洗面台としての使用も可能。
在宅ケア時、家族による利用者の衛生保持器として希望する点や価格など具体的な要望や意見をお
聞きしたい。

東京A-28

藤田医科大学
愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪1-98

対象者が能動的に、また効率的かつ効果的に座位バランスを評
価・練習できるゲーム型エクササイズシステム。

Webプラットフォーム詳細ページ

座位バランスの定量的評価と効果的トレーニングを可能にする
“The e(座位)-balance trainer”

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:保健衛生学部リハビリテーション学科
担当者氏名:太田　皓文
TEL:080-9543-6177
E-Mail:npnmlab@gmail.com

希望する交流の内容

当該製品に対するご意見を肢体不自由者ご本人や関係者の方々から広
く頂戴したい。

東京A-32

フジホーム株式会社
東京都中央区新川2-12-15 ヒューリック八丁堀ビル7F

室内での転倒を防止し、自立生活に役立つ歩行補助用品です。

Webプラットフォーム詳細ページ

室内用自立歩行補助用品

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:岡野　健
TEL:03-3523-1631
E-Mail:okano-ta@fujihome.toso.co.jp

希望する交流の内容

在宅介護に携わる方のご意見を取り入れて商品開発を目指したい。

東京A-29
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

Webプラットフォーム詳細ページ

FREE Bionics Japan株式会社
東京都港区南青山2-4-15 天翔南青山ビル3階S308

機器紹介

FREE Walk歩行支援ロボット
「FREE Walk歩行支援ロボット」とは、下半身に装着し、股、膝関節をサ
ポートする歩行支援ロボットです。使用者自身の動作を感知してその動
作を自然な形でサポートすることが可能な前端A.I.を搭載されております。

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:営業本部
担当者氏名:コウユウケン
TEL:070-2665-6251
E-Mail:billy1226@freebionics.com.tw

希望する交流の内容

利用側の意見をヒアリングさせていただきたいです。

東京A-30

ベッドの上で入浴企画株式会社
東京都稲城市向陽台1-5-3

機器紹介ベッドの上で、寝たままで移乗せずに何時でも入浴。
２分で浴槽に２分で給排水。１人の介護者（家族）で入浴

Webプラットフォーム詳細ページ

介護用“ベッドの上で入浴”機器

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:夏目　三郎
TEL:042-379-3533　FAX:042-379-3533
E-Mail:nyuyoku.kikaku@gmail.com 

希望する交流の内容
①障害者・介護者の方々に実際にベッド上で入浴者・介護者となり入浴機機の取扱いをして頂き、感想に
ついての意見交換をお願いしたい。

②浴槽シートの清掃負担の軽減としての肌用シート「使い捨てシート（極薄い0.03mmシート）」を重ねて
敷き使用することについて。

③リュックで持運び（高層階、狭い道、避難所、雪国の交通不能時）しての入浴について。
④新型コロナ接触感染のリスク回避として使用できる場面（在宅、障害者施設、病院）について。
⑤災害時（電気・ガス・水道・交通不能時）の限られた使用量での避難所・障害者施設での入浴（少ない湯
量４０?・電気ポット６台など）について。

⑥入浴回数が増える（訪問入浴との併用使用・１回おき）。

東京A-27

大阪A-28

株式会社ミキ
愛知県名古屋市南区豊3-38-10

機器紹介これからはライフシーンに合わせて、最適な視点で活
動しよう。軽快コンパクトなスタンディングチェアー。

Webプラットフォーム詳細ページ

NOVA_RiseActive

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:FORCE事業部
担当者氏名:芝崎　泰造　
TEL:090-7957-3269　FAX:0568-66-6335
E-Mail:shibasaki@miki-force.jp

希望する交流の内容
会場にお越しの車椅子ユーザーの方にNOVA_RiseActiveを試乗して頂き、本製品
の必要性、有効性についてご意見を伺いたい。・立位姿勢での不安感、恐怖感はない
か？　・中立位姿勢での車椅子の操作性はどうか？・視点が上がる事の有効性はどの
ようなことがあるか？　・中立位姿勢での姿勢の安定感はどうか？　・リフトアップ機
構の操作性はどうか？　・どのような生活シーンで使えそうか？　・サイズ感はどう
か？　・価格は相応か？　・デザインはどうか？

東京A-31

株式会社モリトー
愛知県一宮市東島町３-３６

機器紹介

歩けるスリング　ぶらん歩
わずかな力で安全な座位移動が可能になり、見守り下
であればご使用者一人で操作できる歩けるスリング。

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:営業部
担当者氏名:加藤　良治
TEL:058-671-6151　FAX:058-672-4555
E-Mail:kato@moritoh.co.jp

希望する交流の内容
ぶらん歩の使用感は個々によって異なり、どの程度の乗り心地が要求されるのか、改
良したクッションで試していただきたい。また様々な容態に応じて、一日何時間、何
回、使用されるのか？ぶらん歩に乗ったまま、車いすへ移乗することについて使用者
の意見をお聞きしたい。重度の方への装着の方法、手順についてこれまでの吊り具と
の比較、適合するサイズの基本設定についてもご意見を伺いたい。

東京A-33

大阪A-21

東京A-34

大阪A-22

株式会社YAMADA
静岡県浜松市南区若林町75-1

機器紹介世界初ゴムの力で歩行支援　
歩行補助具e-foot

e-foot 

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:山田　好洋
TEL:053-447-4970　FAX:053-555-6310
E-Mail:efootyamada@gmail.com 

希望する交流の内容
①歩行に問題をかかえる方に、歩行補助具が開発されたことを紹介させて頂きたい。
②パラアスリートの体を守りながらトレーニングをする道具として紹介させて頂きたい。
③歩けるだけでなく転倒予防をし、生活の質を高める道具を紹介させて頂きたい。
④医療費・介護費の削減

Webプラットフォーム詳細ページ

東京A-35

大阪A-23

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:新事業開発室
担当者氏名:懸高　淳一
TEL:03-3246-7687　FAX:03-3246-7790
E-Mail:j-kaketaka@unitika.co.jp

希望する交流の内容
①（介護する人のご意見）自助具を製作している方が、使用する人に適合するよう試作と評価を繰り返す

場合が多いと思いますが、その人に合わせて形状変形できることでどのように改善されるか、またデ
メリットを伺いたい。

②（介護現場の3Dプリンターについて）3Dプリンターで製作できるので、データを送れば介護現場での
製作が可能になります。今後、必要な時に3Dプリンター製作するこも可能になると思いますがそれに
対してのご意見。

③（色について）現状は白色のみになります。白色についてのご意見。
④（自助具のニーズについて）介護現場で必要とされる自助具は何か。

ユニチカトレーディング株式会社
東京都中央区日本橋室町4-1-5 共同ビル7階

機器紹介感温性フィラメントを使用し3Dプリンターで製作し
た使用する人に合わせて形状変形可能な自助具。

形状変形可能な自助具（仮称）

合同会社ライフスペース研究所
北海道札幌市南区川沿4条5丁目7-23

機器紹介片手でも車輪を選択的に駆動できる車いすの改良型・
６輪タイプです。走行時に他方の片手が自由になります。

改良型・片手でも走行できる６輪車いす

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:齊藤　徹
TEL:011-571-2585　FAX:011-571-2585
E-Mail:tsaitoh@ri-lifespace.com

希望する交流の内容
当社は、車いすユーザーのQOL向上に役立つ、片手でも使いやすい車いすの開発に取り組んでいま
す。片手でものを持って移動したいという、ごく普通のニーズの実現を提案したい。両手駆動の制約か
ら解放されて、人としての尊厳を取り戻す一助になりうるのではないかと期待されています。どんな片
手走行シーンがあるか、簡単な握り方ができるハンドリムの形状、駆動のズレ、機器の重量など、どこま
での水準が求められるのか、どのような製品になれば普段使いしたいと思われるかについて、ユー
ザーとの交流でアドバイスをいただきたい。昨年の当交流会でいただいたアドバイスをもとに、４輪タイ
プを使いやすい６輪タイプに改良した試作機を出展します。

東京A-37

ライフハック
埼玉県川口市元郷2-13-1

重度障害で今まで出来なかった主体的なコミュニケーションが、
TCスキャン/視線入力により可能となります。

TCスキャン

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:伊藤　直弥
TEL:090-5316-4667
E-Mail:ito.lifehack@gmail.com

希望する交流の内容
重度身体障害の方々にとって意思伝達は難しいものですが、
一度意思伝達装置を使った方には生活に欠かせない一部となります。
TCスキャンは私が開発をした製品なのですが、
よりQOLを向上できる製品にすべく、意見をいただければと思います。
視線入力はコミュニケーションやゲーム等様々な用途で使用できますが、
こういったゲームがあれば因果関係や興味を引ける、
こんな機能があればより安心して使える等、意見交換ができればと思います。

東京A-36

大阪A-24
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

Webプラットフォーム詳細ページ

FREE Bionics Japan株式会社
東京都港区南青山2-4-15 天翔南青山ビル3階S308

機器紹介

FREE Walk歩行支援ロボット
「FREE Walk歩行支援ロボット」とは、下半身に装着し、股、膝関節をサ
ポートする歩行支援ロボットです。使用者自身の動作を感知してその動
作を自然な形でサポートすることが可能な前端A.I.を搭載されております。

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:営業本部
担当者氏名:コウユウケン
TEL:070-2665-6251
E-Mail:billy1226@freebionics.com.tw

希望する交流の内容

利用側の意見をヒアリングさせていただきたいです。

東京A-30

ベッドの上で入浴企画株式会社
東京都稲城市向陽台1-5-3

機器紹介ベッドの上で、寝たままで移乗せずに何時でも入浴。
２分で浴槽に２分で給排水。１人の介護者（家族）で入浴

Webプラットフォーム詳細ページ

介護用“ベッドの上で入浴”機器

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:夏目　三郎
TEL:042-379-3533　FAX:042-379-3533
E-Mail:nyuyoku.kikaku@gmail.com 

希望する交流の内容
①障害者・介護者の方々に実際にベッド上で入浴者・介護者となり入浴機機の取扱いをして頂き、感想に
ついての意見交換をお願いしたい。

②浴槽シートの清掃負担の軽減としての肌用シート「使い捨てシート（極薄い0.03mmシート）」を重ねて
敷き使用することについて。

③リュックで持運び（高層階、狭い道、避難所、雪国の交通不能時）しての入浴について。
④新型コロナ接触感染のリスク回避として使用できる場面（在宅、障害者施設、病院）について。
⑤災害時（電気・ガス・水道・交通不能時）の限られた使用量での避難所・障害者施設での入浴（少ない湯
量４０?・電気ポット６台など）について。

⑥入浴回数が増える（訪問入浴との併用使用・１回おき）。

東京A-27

大阪A-28

株式会社ミキ
愛知県名古屋市南区豊3-38-10

機器紹介これからはライフシーンに合わせて、最適な視点で活
動しよう。軽快コンパクトなスタンディングチェアー。

Webプラットフォーム詳細ページ

NOVA_RiseActive

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:FORCE事業部
担当者氏名:芝崎　泰造　
TEL:090-7957-3269　FAX:0568-66-6335
E-Mail:shibasaki@miki-force.jp

希望する交流の内容
会場にお越しの車椅子ユーザーの方にNOVA_RiseActiveを試乗して頂き、本製品
の必要性、有効性についてご意見を伺いたい。・立位姿勢での不安感、恐怖感はない
か？　・中立位姿勢での車椅子の操作性はどうか？・視点が上がる事の有効性はどの
ようなことがあるか？　・中立位姿勢での姿勢の安定感はどうか？　・リフトアップ機
構の操作性はどうか？　・どのような生活シーンで使えそうか？　・サイズ感はどう
か？　・価格は相応か？　・デザインはどうか？

東京A-31

株式会社モリトー
愛知県一宮市東島町３-３６

機器紹介

歩けるスリング　ぶらん歩
わずかな力で安全な座位移動が可能になり、見守り下
であればご使用者一人で操作できる歩けるスリング。

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:営業部
担当者氏名:加藤　良治
TEL:058-671-6151　FAX:058-672-4555
E-Mail:kato@moritoh.co.jp

希望する交流の内容
ぶらん歩の使用感は個々によって異なり、どの程度の乗り心地が要求されるのか、改
良したクッションで試していただきたい。また様々な容態に応じて、一日何時間、何
回、使用されるのか？ぶらん歩に乗ったまま、車いすへ移乗することについて使用者
の意見をお聞きしたい。重度の方への装着の方法、手順についてこれまでの吊り具と
の比較、適合するサイズの基本設定についてもご意見を伺いたい。

東京A-33

大阪A-21

東京A-34

大阪A-22

株式会社YAMADA
静岡県浜松市南区若林町75-1

機器紹介世界初ゴムの力で歩行支援　
歩行補助具e-foot

e-foot 

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:山田　好洋
TEL:053-447-4970　FAX:053-555-6310
E-Mail:efootyamada@gmail.com 

希望する交流の内容
①歩行に問題をかかえる方に、歩行補助具が開発されたことを紹介させて頂きたい。
②パラアスリートの体を守りながらトレーニングをする道具として紹介させて頂きたい。
③歩けるだけでなく転倒予防をし、生活の質を高める道具を紹介させて頂きたい。
④医療費・介護費の削減

Webプラットフォーム詳細ページ

東京A-35

大阪A-23

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:新事業開発室
担当者氏名:懸高　淳一
TEL:03-3246-7687　FAX:03-3246-7790
E-Mail:j-kaketaka@unitika.co.jp

希望する交流の内容
①（介護する人のご意見）自助具を製作している方が、使用する人に適合するよう試作と評価を繰り返す

場合が多いと思いますが、その人に合わせて形状変形できることでどのように改善されるか、またデ
メリットを伺いたい。

②（介護現場の3Dプリンターについて）3Dプリンターで製作できるので、データを送れば介護現場での
製作が可能になります。今後、必要な時に3Dプリンター製作するこも可能になると思いますがそれに
対してのご意見。

③（色について）現状は白色のみになります。白色についてのご意見。
④（自助具のニーズについて）介護現場で必要とされる自助具は何か。

ユニチカトレーディング株式会社
東京都中央区日本橋室町4-1-5 共同ビル7階

機器紹介感温性フィラメントを使用し3Dプリンターで製作し
た使用する人に合わせて形状変形可能な自助具。

形状変形可能な自助具（仮称）

合同会社ライフスペース研究所
北海道札幌市南区川沿4条5丁目7-23

機器紹介片手でも車輪を選択的に駆動できる車いすの改良型・
６輪タイプです。走行時に他方の片手が自由になります。

改良型・片手でも走行できる６輪車いす

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:齊藤　徹
TEL:011-571-2585　FAX:011-571-2585
E-Mail:tsaitoh@ri-lifespace.com

希望する交流の内容
当社は、車いすユーザーのQOL向上に役立つ、片手でも使いやすい車いすの開発に取り組んでいま
す。片手でものを持って移動したいという、ごく普通のニーズの実現を提案したい。両手駆動の制約か
ら解放されて、人としての尊厳を取り戻す一助になりうるのではないかと期待されています。どんな片
手走行シーンがあるか、簡単な握り方ができるハンドリムの形状、駆動のズレ、機器の重量など、どこま
での水準が求められるのか、どのような製品になれば普段使いしたいと思われるかについて、ユー
ザーとの交流でアドバイスをいただきたい。昨年の当交流会でいただいたアドバイスをもとに、４輪タイ
プを使いやすい６輪タイプに改良した試作機を出展します。

東京A-37

ライフハック
埼玉県川口市元郷2-13-1

重度障害で今まで出来なかった主体的なコミュニケーションが、
TCスキャン/視線入力により可能となります。

TCスキャン

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:伊藤　直弥
TEL:090-5316-4667
E-Mail:ito.lifehack@gmail.com

希望する交流の内容
重度身体障害の方々にとって意思伝達は難しいものですが、
一度意思伝達装置を使った方には生活に欠かせない一部となります。
TCスキャンは私が開発をした製品なのですが、
よりQOLを向上できる製品にすべく、意見をいただければと思います。
視線入力はコミュニケーションやゲーム等様々な用途で使用できますが、
こういったゲームがあれば因果関係や興味を引ける、
こんな機能があればより安心して使える等、意見交換ができればと思います。

東京A-36

大阪A-24
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A 身体障害（肢体不自由）

開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器

出展機器

Webプラットフォーム詳細ページ

株式会社リハートテック
和歌山県和歌山市新庄490番地

機器紹介「食べる力」を鍛える嚥下力トレーニングボトル
「タン練くん」、一般医療器具取得

タン練くん

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:笠原　直樹
TEL:090-7480-2905　FAX:073-460-3242
E-Mail:ikoien.kasahara@gmail.com

希望する交流の内容

身体障害者は一般人に比べて誤嚥性肺炎による短命が多いため嚥下
障害を予防するための商品として活用して欲しい。

株式会社リバティソリューション
島根県松江市西嫁島一丁目２番７号

機器紹介“サヨナラオムツ”自動排泄処理装置リバティデカルト
は排泄物を自動で吸引、洗浄、乾燥を行います。

リバティデカルト

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:経理部
担当者氏名:福間　英夫
TEL:0852-61-3999　FAX:0852-61-2399
E-Mail:carerobot@liberty-s.co.jp

希望する交流の内容

自社で新たに開発した「リバティデカルト」の展示会出展は初めての試み
で、本交流会を通じて医療法人や施設及びユーザーへ本製品を紹介し、
ニーズの聞き取りや意見交換を行う。
会場にてデモンストレーションを行い、性能を実感していただき、モニ
ター評価の機会を設け、今後の開発・改良を推進したい。

株式会社エクシオテック
東京都北区十条台1-6-38

機器紹介①②視覚障がい者向け音声誘導システム（入口、エレ
ベータ、トイレ等）③聴覚障がい者向け緊急情報システム

Webプラットフォーム詳細ページ

B 視覚障害

①音声標識ガイドシステムとシグナルエイド（歩行時間延長信号機用小型送信機） 
②多目的・多機能トイレ用音声案内装置「M.F.T. DUO（ユニットA・ユニットB）」 
③緊急情報システム「EIS（Emergency information system for Deaf people）」

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:情報通信事業本部　営業本部　ソリューション営業部　福祉グループ
担当者氏名:鈴木　智志
TEL:03-5948-4205　FAX:03-3909-7574
E-Mail:tomoyuki.suzuki@exeo-tech.co.jp

希望する交流の内容
視覚障がい者向けおよび聴覚障がい者向けの様々な支援システムを取り揃え、自治
体関連、交通機関、金融機関など全国 約3,900施設へ導入しておりますが、視覚お
よび聴覚に障がいをお持ちの方、また幅広い施主様、事業者様の理想にまだまだお
応えできていないかもしれません。現行製品の高性能化や新製品の開発に繋がる
きっかけなど、皆さまの忌憚の無いご意見、ご要望をお待ちしております。

大阪A-25 大阪A-26

東京B-02

※変更する場合があります。

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

株式会社リリアム大塚
神奈川県相模原市中央区中央1-1-1 ジブラルタ生命相模原ビル3階

機器紹介

リリアムスポット 2
膀胱内の尿のたまり具合の目安を確認し、本人または
介護者がトイレ（誘導）のタイミングかどうか判断可能。

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:事業開発部
担当者氏名:篠原　敬明
TEL:042-707-4258
E-Mail:shinoharat@otsuka.jp

希望する交流の内容
超音波により、非侵襲的に膀胱内の尿のたまり具合の目安を確認できる製品（非医
療機器）として排尿タイミング予測支援デバイス「リリアムスポット 2」を販売していま
す。本交流会における機器展示を通して、障碍者自立支援における排尿ケアに具体
的にどのように活用することが出来るのか弊社からのご提案、また参加者の方から
のご意見・ご要望等を数多く伺うことにより、より良い製品開発および製品改良につ
なげることを目指しています。

東京A-38

株式会社一心助け
千葉県柏市みどり台4-23-3

自動走行特許公報。

Webプラットフォーム詳細ページ

障害者がホームや段差・障害物を
検知し誘導方法・装置

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:代表取締役
担当者氏名:鈴木　英雄
TEL:04-7132-2415　FAX:04-7132-2415
E-Mail:yq@jade.plala.or.jp

希望する交流の内容

白杖に装着した平面画像の立体認識検知機器に知見や技術・製品をお持
ちの該当者及びこの方法製品にご興味を持たれた方及び企業や施設。

東京B-01

ViXion株式会社
東京都新宿区高田馬場2丁目14番2号 新陽ビル１００１

暗所視支援眼鏡は夜盲症でお困りの方々により明るい視界を提
供することを目的として開発した装用型機器です

Webプラットフォーム詳細ページ

暗所視支援眼鏡

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:技術管理部
担当者氏名:滝沢
TEL:03-6205-9548　FAX:03-6205-956
E-Mail:shigeru.takizawa@vixion.jp

希望する交流の内容

夜盲症など暗いところの見え方でお困りの方に暗所視支援眼鏡をお試
しいただきご意見を伺いたい。

東京B-05

認定特定非営利活動法人ことばの道案内
東京都北区滝野川７丁目２番７-１０５号

視覚障碍者当事者団体が開発した視覚障碍者及び目の見えづら
くなった高齢者向け外出支援アプリです。

Webプラットフォーム詳細ページ

ことばの道案内アプリ、
言葉でわかる駅情報アプリ

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:市川　浩明
TEL:03-3916-6160
E-Mail:info@kotonavi.jp

希望する交流の内容

アプリを紹介してご意見を頂く機会を得たい。また体験をしてほしい。開
発について様々な団体とリレーションしたい。

東京B-04
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A 身体障害（肢体不自由）

開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器

出展機器

Webプラットフォーム詳細ページ

株式会社リハートテック
和歌山県和歌山市新庄490番地

機器紹介「食べる力」を鍛える嚥下力トレーニングボトル
「タン練くん」、一般医療器具取得

タン練くん

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:笠原　直樹
TEL:090-7480-2905　FAX:073-460-3242
E-Mail:ikoien.kasahara@gmail.com

希望する交流の内容

身体障害者は一般人に比べて誤嚥性肺炎による短命が多いため嚥下
障害を予防するための商品として活用して欲しい。

株式会社リバティソリューション
島根県松江市西嫁島一丁目２番７号

機器紹介“サヨナラオムツ”自動排泄処理装置リバティデカルト
は排泄物を自動で吸引、洗浄、乾燥を行います。

リバティデカルト

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:経理部
担当者氏名:福間　英夫
TEL:0852-61-3999　FAX:0852-61-2399
E-Mail:carerobot@liberty-s.co.jp

希望する交流の内容

自社で新たに開発した「リバティデカルト」の展示会出展は初めての試み
で、本交流会を通じて医療法人や施設及びユーザーへ本製品を紹介し、
ニーズの聞き取りや意見交換を行う。
会場にてデモンストレーションを行い、性能を実感していただき、モニ
ター評価の機会を設け、今後の開発・改良を推進したい。

株式会社エクシオテック
東京都北区十条台1-6-38

機器紹介①②視覚障がい者向け音声誘導システム（入口、エレ
ベータ、トイレ等）③聴覚障がい者向け緊急情報システム

Webプラットフォーム詳細ページ

B 視覚障害

①音声標識ガイドシステムとシグナルエイド（歩行時間延長信号機用小型送信機） 
②多目的・多機能トイレ用音声案内装置「M.F.T. DUO（ユニットA・ユニットB）」 
③緊急情報システム「EIS（Emergency information system for Deaf people）」

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:情報通信事業本部　営業本部　ソリューション営業部　福祉グループ
担当者氏名:鈴木　智志
TEL:03-5948-4205　FAX:03-3909-7574
E-Mail:tomoyuki.suzuki@exeo-tech.co.jp

希望する交流の内容
視覚障がい者向けおよび聴覚障がい者向けの様々な支援システムを取り揃え、自治
体関連、交通機関、金融機関など全国 約3,900施設へ導入しておりますが、視覚お
よび聴覚に障がいをお持ちの方、また幅広い施主様、事業者様の理想にまだまだお
応えできていないかもしれません。現行製品の高性能化や新製品の開発に繋がる
きっかけなど、皆さまの忌憚の無いご意見、ご要望をお待ちしております。

大阪A-25 大阪A-26

東京B-02

※変更する場合があります。

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

株式会社リリアム大塚
神奈川県相模原市中央区中央1-1-1 ジブラルタ生命相模原ビル3階

機器紹介

リリアムスポット 2
膀胱内の尿のたまり具合の目安を確認し、本人または
介護者がトイレ（誘導）のタイミングかどうか判断可能。

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:事業開発部
担当者氏名:篠原　敬明
TEL:042-707-4258
E-Mail:shinoharat@otsuka.jp

希望する交流の内容
超音波により、非侵襲的に膀胱内の尿のたまり具合の目安を確認できる製品（非医
療機器）として排尿タイミング予測支援デバイス「リリアムスポット 2」を販売していま
す。本交流会における機器展示を通して、障碍者自立支援における排尿ケアに具体
的にどのように活用することが出来るのか弊社からのご提案、また参加者の方から
のご意見・ご要望等を数多く伺うことにより、より良い製品開発および製品改良につ
なげることを目指しています。

東京A-38

株式会社一心助け
千葉県柏市みどり台4-23-3

自動走行特許公報。

Webプラットフォーム詳細ページ

障害者がホームや段差・障害物を
検知し誘導方法・装置

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:代表取締役
担当者氏名:鈴木　英雄
TEL:04-7132-2415　FAX:04-7132-2415
E-Mail:yq@jade.plala.or.jp

希望する交流の内容

白杖に装着した平面画像の立体認識検知機器に知見や技術・製品をお持
ちの該当者及びこの方法製品にご興味を持たれた方及び企業や施設。

東京B-01

ViXion株式会社
東京都新宿区高田馬場2丁目14番2号 新陽ビル１００１

暗所視支援眼鏡は夜盲症でお困りの方々により明るい視界を提
供することを目的として開発した装用型機器です

Webプラットフォーム詳細ページ

暗所視支援眼鏡

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:技術管理部
担当者氏名:滝沢
TEL:03-6205-9548　FAX:03-6205-956
E-Mail:shigeru.takizawa@vixion.jp

希望する交流の内容

夜盲症など暗いところの見え方でお困りの方に暗所視支援眼鏡をお試
しいただきご意見を伺いたい。

東京B-05

認定特定非営利活動法人ことばの道案内
東京都北区滝野川７丁目２番７-１０５号

視覚障碍者当事者団体が開発した視覚障碍者及び目の見えづら
くなった高齢者向け外出支援アプリです。

Webプラットフォーム詳細ページ

ことばの道案内アプリ、
言葉でわかる駅情報アプリ

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:市川　浩明
TEL:03-3916-6160
E-Mail:info@kotonavi.jp

希望する交流の内容

アプリを紹介してご意見を頂く機会を得たい。また体験をしてほしい。開
発について様々な団体とリレーションしたい。

東京B-04
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器

出展機器

※変更する場合があります。

B 視覚障害

株式会社アイセック・ジャパン
沖縄県うるま市字川崎468番地 いちゅい具志川じんぶん館１F

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:一瀬　宗也
TEL:098-972-6888　FAX:098-987-5627
E-Mail:m.ichise@iscecj.co.jp

希望する交流の内容

聴覚障害者から利用していただいた率直な感想をいただいて、製品の
改善につなげたい。

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介聴覚障害者向け字幕電話サービス

字幕電話「シーコミュ」

C 聴覚障害

東京C-02

大阪C-01

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

株式会社Ubitone
東京都目黒区大岡山1-23-10

機器紹介手指装着デバイスUbitoneは、チャット、ニュース、文字読
取りなど盲ろう者の皆さんの対話と情報取得を支援します。

Ubitone

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:佐藤　光司
TEL:090-8064-3306
E-Mail:koji.sato@ubitone.com

希望する交流の内容
盲ろう者や視覚障碍者の皆様に実際にUbitoneを手に装着頂き、使い勝手を確認して頂きたいと考
えています。具体的には以下の項目について関心があります。
①指点字法は盲ろう者、視覚障害者の方々の中でどの程度の割合で普及しているでしょうか。
②Ubitoneと連携する複数のデバイスも開発中です。これらのデバイスについても使い勝手を確認頂

きたいと考えています。
③展示製品の事業化の可能性について売価も含めて率直なご意見を伺いたいと考えています。
④展示製品が市場に認知されるために必要な改善点について忌憚無いご意見を頂きたいと考えてい

ます。

東京B-06

Webプラットフォーム詳細ページ

株式会社システムギアビジョン
兵庫県宝塚市高司1-6-11 K's Cube １F

機器紹介

バリアフリーKIOSK
視覚・聴覚・肢体などに障がいのある方だけでなく、小さ
な子供連れの方、外国の方など、どなたにも優しい情報
端末（KIOSK）。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:企画課
担当者氏名:Natalie Baron
TEL:0797-74-2206　FAX:0797-73-8894
E-Mail:sgv-info@systemgear.com

希望する交流の内容
同製品は既に韓国では公共施設などに導入されており、日本にて展開するにあた
り、多くの方のご意見を伺いたい。　現在外出先での情報入手において困ることは
どんなことか？　どんな場所でどんな情報が知りたいか？  どのような使い方が出来
れば便利か？  など、韓国での導入事例を基に利用想定者と意見交換を行いたい。

東京B-03

大阪B-02

株式会社コネクトドット
京都市中京区西方寺町160-2 船越メディカルビル

機器紹介ものタグアプリは、ものにICタグを貼って、視覚障
害者が音声でものを識別するためのアプリです。

ものタグアプリ

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:星野　寛
TEL:075-746-3550　FAX:075-746-3551
E-Mail:hoshino@connectdot.jp

希望する交流の内容
ICタグを階層的に構成することによって、視覚障害者に効率的に情報を伝えることができます。視覚障
害者への情報発信を検討されている自治体や製品パッケージ、広告宣伝担当者の方と意見交換をした
いと思っています。
そのような場面では、大量の視覚障害者向けデータの作成と入力が課題になりますが、読み仮名を定
義する書式やデータ変換を行うExcelマクロを準備しております。
また、実体のない「仮想タグ」をリリースし、スマホのキーボード入力が苦手な方にも音声キーボードで
使って頂けるようにしました。実際の視覚障害者の方に体験して頂きたいと思います。

大阪B-01

株式会社アイエスゲート
東京都押上二丁目２０番２-４０１号

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介聴覚障害者の方々に、がんやがん検診に関する有
益な情報を届けるためのシステムです。

（仮称）がん・がん検診に関する
聴覚障害者向け情報提供システム

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:宮田　充
TEL:03-5879-4527
E-Mail:needs-seeds_info@isgate.co.jp

希望する交流の内容

聴覚障害者の方々に、がんやがん検診に関する有益な情報を届けるた
めのシステムの事を多くの方々に知っていただければ幸いです。

東京C-01

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:情報学部情報工学科
担当者氏名:宮崎　剛
TEL:046-291-3164　FAX:046-242-8490
E-Mail:miyazaki@ic.kanagawa-it.ac.jp

希望する交流の内容
・実際にどのような読話訓練をされているのか、困り事はないか、どういった場面や相

手で読話を必要としているか
・アプリを使用した上での感想や求める機能、画面の構成などについての意見や要望
・将来的な、アプリによる読話技能修得効果の測定

神奈川工科大学
神奈川県厚木市下荻野1030

機器紹介発話動画を見ながら口の動きを学習し、読話技能修
得を目指すスマートフォンやタブレット用アプリです。

Webプラットフォーム詳細ページ

読話トレーニングアプリ

大阪C-02

株式会社ソナール
京都府京都市下京区中堂寺粟田町９３ 京都リサーチパーク６号館３０２

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:営業技術
担当者氏名:緒方　正平
TEL:075-315-5561　FAX:075-315-5625
E-Mail:ogata@sonar-loop.jp

希望する交流の内容

難聴者・聴覚障害者への聞こえの支援に関しては日本はまだまだ遅れてい
ます。交流会を通じてヒアリングループの特性を説明し、聞こえ支援への
必要性を幅広く多くの方々に理解していただき、普及、拡大につなげたい。

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介バスや移動体にヒアリングループを設備すること
で、難聴者の聞こえを支援し社会参加を促進する。

車載型ヒアリングループシステム

東京C-03

大阪C-03
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器

出展機器

※変更する場合があります。

B 視覚障害

株式会社アイセック・ジャパン
沖縄県うるま市字川崎468番地 いちゅい具志川じんぶん館１F

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:一瀬　宗也
TEL:098-972-6888　FAX:098-987-5627
E-Mail:m.ichise@iscecj.co.jp

希望する交流の内容

聴覚障害者から利用していただいた率直な感想をいただいて、製品の
改善につなげたい。

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介聴覚障害者向け字幕電話サービス

字幕電話「シーコミュ」

C 聴覚障害

東京C-02

大阪C-01

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

株式会社Ubitone
東京都目黒区大岡山1-23-10

機器紹介手指装着デバイスUbitoneは、チャット、ニュース、文字読
取りなど盲ろう者の皆さんの対話と情報取得を支援します。

Ubitone

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:佐藤　光司
TEL:090-8064-3306
E-Mail:koji.sato@ubitone.com

希望する交流の内容
盲ろう者や視覚障碍者の皆様に実際にUbitoneを手に装着頂き、使い勝手を確認して頂きたいと考
えています。具体的には以下の項目について関心があります。
①指点字法は盲ろう者、視覚障害者の方々の中でどの程度の割合で普及しているでしょうか。
②Ubitoneと連携する複数のデバイスも開発中です。これらのデバイスについても使い勝手を確認頂

きたいと考えています。
③展示製品の事業化の可能性について売価も含めて率直なご意見を伺いたいと考えています。
④展示製品が市場に認知されるために必要な改善点について忌憚無いご意見を頂きたいと考えてい

ます。

東京B-06

Webプラットフォーム詳細ページ

株式会社システムギアビジョン
兵庫県宝塚市高司1-6-11 K's Cube １F

機器紹介

バリアフリーKIOSK
視覚・聴覚・肢体などに障がいのある方だけでなく、小さ
な子供連れの方、外国の方など、どなたにも優しい情報
端末（KIOSK）。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:企画課
担当者氏名:Natalie Baron
TEL:0797-74-2206　FAX:0797-73-8894
E-Mail:sgv-info@systemgear.com

希望する交流の内容
同製品は既に韓国では公共施設などに導入されており、日本にて展開するにあた
り、多くの方のご意見を伺いたい。　現在外出先での情報入手において困ることは
どんなことか？　どんな場所でどんな情報が知りたいか？  どのような使い方が出来
れば便利か？  など、韓国での導入事例を基に利用想定者と意見交換を行いたい。

東京B-03

大阪B-02

株式会社コネクトドット
京都市中京区西方寺町160-2 船越メディカルビル

機器紹介ものタグアプリは、ものにICタグを貼って、視覚障
害者が音声でものを識別するためのアプリです。

ものタグアプリ

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:星野　寛
TEL:075-746-3550　FAX:075-746-3551
E-Mail:hoshino@connectdot.jp

希望する交流の内容
ICタグを階層的に構成することによって、視覚障害者に効率的に情報を伝えることができます。視覚障
害者への情報発信を検討されている自治体や製品パッケージ、広告宣伝担当者の方と意見交換をした
いと思っています。
そのような場面では、大量の視覚障害者向けデータの作成と入力が課題になりますが、読み仮名を定
義する書式やデータ変換を行うExcelマクロを準備しております。
また、実体のない「仮想タグ」をリリースし、スマホのキーボード入力が苦手な方にも音声キーボードで
使って頂けるようにしました。実際の視覚障害者の方に体験して頂きたいと思います。

大阪B-01

株式会社アイエスゲート
東京都押上二丁目２０番２-４０１号

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介聴覚障害者の方々に、がんやがん検診に関する有
益な情報を届けるためのシステムです。

（仮称）がん・がん検診に関する
聴覚障害者向け情報提供システム

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:宮田　充
TEL:03-5879-4527
E-Mail:needs-seeds_info@isgate.co.jp

希望する交流の内容

聴覚障害者の方々に、がんやがん検診に関する有益な情報を届けるた
めのシステムの事を多くの方々に知っていただければ幸いです。

東京C-01

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:情報学部情報工学科
担当者氏名:宮崎　剛
TEL:046-291-3164　FAX:046-242-8490
E-Mail:miyazaki@ic.kanagawa-it.ac.jp

希望する交流の内容
・実際にどのような読話訓練をされているのか、困り事はないか、どういった場面や相

手で読話を必要としているか
・アプリを使用した上での感想や求める機能、画面の構成などについての意見や要望
・将来的な、アプリによる読話技能修得効果の測定

神奈川工科大学
神奈川県厚木市下荻野1030

機器紹介発話動画を見ながら口の動きを学習し、読話技能修
得を目指すスマートフォンやタブレット用アプリです。

Webプラットフォーム詳細ページ

読話トレーニングアプリ

大阪C-02

株式会社ソナール
京都府京都市下京区中堂寺粟田町９３ 京都リサーチパーク６号館３０２

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:営業技術
担当者氏名:緒方　正平
TEL:075-315-5561　FAX:075-315-5625
E-Mail:ogata@sonar-loop.jp

希望する交流の内容

難聴者・聴覚障害者への聞こえの支援に関しては日本はまだまだ遅れてい
ます。交流会を通じてヒアリングループの特性を説明し、聞こえ支援への
必要性を幅広く多くの方々に理解していただき、普及、拡大につなげたい。

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介バスや移動体にヒアリングループを設備すること
で、難聴者の聞こえを支援し社会参加を促進する。

車載型ヒアリングループシステム

東京C-03

大阪C-03
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器

出展機器

※変更する場合があります。

C 聴覚障害

シスネット株式会社
大阪府大阪市北区太融寺町2-18 9F

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介
口型動画・音声並びに絵カードを掲示し、斉唱、復唱、独
唱を行い、訓練としての利用の他に、「ことばづくり機能」
を搭載、搭載言語数は約2000語となります。

D 高次脳機能障害（失語症等）

株式会社ソフトディバイス
京都府京都市北区上賀茂岩ヶ垣内町４１ B-LOCK KITAYAMA

認知症者の時間見当識を支援する電子カレンダー（iOS/andloid
対応アプリケーション）

Webプラットフォーム詳細ページ

時間見当識を支援する電子カレンダー聴覚視覚発話刺激システム  SAT(仮称)

一般社団法人日本言語聴覚士協会
東京都新宿区新小川町6-29 アクロポリス東京9階

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介

有限会社ミカタ
千葉県松戸市小金原3-4-15

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介スクリーンに映した言語リハビリ教材（脳楽習）で
ロボットの司会により楽しく学べます。

障害者自立支援機器の開発側と使用する方々の情報交換
の橋渡し。支援機器開発に向けた企業側との情報交換。

ロボットと言葉のリハビリ職能団体のブース出展
（2017年、2018年、2019年、2021年に出展）

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:ヘルスケア事業部
担当者氏名:諸藤　久和
TEL:080-2534-6090　FAX:06-6364-2759
E-Mail:morofuji.hisakazu@sysnet.co.jp

希望する交流の内容

失語症当事者との交流や意見交換並びに、言語聴覚士等の医療従事者
との意見交換などの実施を行いたいです。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:佐々木　麻美
TEL:050-1700-0101
E-Mail:sasaki@softdevice.co.jp

希望する交流の内容
MCI、または認知症の初期の方など、時間見当識の症状が出てきた方を対象として
います。必要とされる方に、適切なタイミングで使っていただくことで価値が出ると考
えてますので、交流会では、広くこの電子カレンダーの存在を知っていただくことがで
きればと考えています。

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:広報職能部門総括
担当者氏名:内山　量史
TEL:090-3913-7319　FAX:03-6280-7629
E-Mail:uchiyama@kasugai-reha.com

希望する交流の内容

自立支援機器を使用される方々と開発される企業との橋渡しを担いま
す。コミュニケーション障害による生活のしづらさの解消についての相談
や具体的なアドバイスを行います。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:松本　真紀
TEL:047-342-0575　FAX:047-3425-560
E-Mail:matsumoto.mikata@outlook.jp

希望する交流の内容
失語症など言語の障害や、高次脳機能障害によるコミュニケーションに困難を持つ
方、言語のリハビリを楽しく継続したい方、お仲間と交流したい方、知的障害や自閉
症スプクトラム症のある方や関係者の方に実際に使っていただき、リハビリやレクリ
エーション企画・運営・実施する際への課題や要望について意見交換したいと考えて
います。

開発促進 開発促進

東京D-02

大阪D-01

東京D-03

大阪D-02

東京D-01

大阪D-04

東京D-04

大阪D-03

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

株式会社フィート
東京都新宿区大久保１-１-７ 高木ビル４F

機器紹介「きこえない・きこえにくい人」の「きこえる人」とのコ
ミュニケーションを音声技術で支援するアプリです。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:有光　哲彦
TEL:03-5287-7391　FAX:03-3204-5984
E-Mail:akihiko.arimitsu@feat-ltd.jp

希望する交流の内容
「きこえない・きこえにくい人」の生活範囲を広げるためには、アプリにおけるコミュニ
ケーションを支援する役割のほか、近年の生活に密接した社会課題に対して補間する機
能が必要だと考えます。家庭、学校、および仕事などの日常生活でのコミュニケーション
のほか、旅行、文化芸術、スポーツ分野などの新しい実証先の探索と、他社サービス・機
器との連携により新しい可能性が広がります。

Webプラットフォーム詳細ページ

「こえとら」アプリ

東京C-06

ユニバーサル・サウンドデザイン株式会社
東京都港区海岸1-9-11 マリンクス・タワー2F

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:マーケティング本部　東日本エリア　インサイドセールスグループ
担当者氏名:平島　柚衣
TEL:03-6435-9336　FAX:03-6745-3329
E-Mail:y-hirashima@u-s-d.co.jp

希望する交流の内容
ご高齢者とコミュニケーションをとる機会が多い方や、ご自身やご家族の聞こえが不安な方など、聞こえ
に悩むすべての方々とお話ができればと思います。
昨今「ヒアリングフレイル（聴覚機能の衰え）」という新たなフレイルに注目が集まっています。コミュニ
ケーションにとって大切な聴覚の機能の低下により、コミュニケーションがうまく行かず、それがきっかけ
で「作業記憶の低下」「言語疎通性の低下」「聴力低下の自身の無自覚」といったことが顕在化しています。
私たちユニバーサル・サウンドデザインは「音声によるコミュニケーション」を諦めません。
ヒアリングフレイルの早期発見と対策、予防に関してご興味ある方はぜひお越しください！

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介comuoon（コミューン）は、話す側から聴こえの支
援ができる全く新しいカタチの対話支援機器です。

comuoon mobile type WSG

東京C-04

大阪C-05

株式会社東京信友
東京都新宿区富久町１６-１５ 新宿MYビル

当該屋内信号装置「シルウォッチシステム」は聴覚障がい者に日
常生活で重要な情報を無線で文字と振動で通知。

Webプラットフォーム詳細ページ

特定小電力無線通信機器
シルウォッチシステム

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:営業部
担当者氏名:二木　貴聿
TEL:03-3358-8000　FAX:03-3358-6330
E-Mail:futatsuki@shinyu.co.jp

希望する交流の内容

聴覚障碍者の方々に「シルウォッチシステム」による情報通知を体感して
いただき、商品を知っていただくことの他、様々な意見をお聞きして今後
の製品改良に役立てます。

東京C-05

大阪C-04
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器

出展機器

※変更する場合があります。

C 聴覚障害

シスネット株式会社
大阪府大阪市北区太融寺町2-18 9F

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介
口型動画・音声並びに絵カードを掲示し、斉唱、復唱、独
唱を行い、訓練としての利用の他に、「ことばづくり機能」
を搭載、搭載言語数は約2000語となります。

D 高次脳機能障害（失語症等）

株式会社ソフトディバイス
京都府京都市北区上賀茂岩ヶ垣内町４１ B-LOCK KITAYAMA

認知症者の時間見当識を支援する電子カレンダー（iOS/andloid
対応アプリケーション）

Webプラットフォーム詳細ページ

時間見当識を支援する電子カレンダー聴覚視覚発話刺激システム  SAT(仮称)

一般社団法人日本言語聴覚士協会
東京都新宿区新小川町6-29 アクロポリス東京9階

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介

有限会社ミカタ
千葉県松戸市小金原3-4-15

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介スクリーンに映した言語リハビリ教材（脳楽習）で
ロボットの司会により楽しく学べます。

障害者自立支援機器の開発側と使用する方々の情報交換
の橋渡し。支援機器開発に向けた企業側との情報交換。

ロボットと言葉のリハビリ職能団体のブース出展
（2017年、2018年、2019年、2021年に出展）

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:ヘルスケア事業部
担当者氏名:諸藤　久和
TEL:080-2534-6090　FAX:06-6364-2759
E-Mail:morofuji.hisakazu@sysnet.co.jp

希望する交流の内容

失語症当事者との交流や意見交換並びに、言語聴覚士等の医療従事者
との意見交換などの実施を行いたいです。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:佐々木　麻美
TEL:050-1700-0101
E-Mail:sasaki@softdevice.co.jp

希望する交流の内容
MCI、または認知症の初期の方など、時間見当識の症状が出てきた方を対象として
います。必要とされる方に、適切なタイミングで使っていただくことで価値が出ると考
えてますので、交流会では、広くこの電子カレンダーの存在を知っていただくことがで
きればと考えています。

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:広報職能部門総括
担当者氏名:内山　量史
TEL:090-3913-7319　FAX:03-6280-7629
E-Mail:uchiyama@kasugai-reha.com

希望する交流の内容

自立支援機器を使用される方々と開発される企業との橋渡しを担いま
す。コミュニケーション障害による生活のしづらさの解消についての相談
や具体的なアドバイスを行います。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:松本　真紀
TEL:047-342-0575　FAX:047-3425-560
E-Mail:matsumoto.mikata@outlook.jp

希望する交流の内容
失語症など言語の障害や、高次脳機能障害によるコミュニケーションに困難を持つ
方、言語のリハビリを楽しく継続したい方、お仲間と交流したい方、知的障害や自閉
症スプクトラム症のある方や関係者の方に実際に使っていただき、リハビリやレクリ
エーション企画・運営・実施する際への課題や要望について意見交換したいと考えて
います。

開発促進 開発促進

東京D-02

大阪D-01

東京D-03

大阪D-02

東京D-01

大阪D-04

東京D-04

大阪D-03

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

株式会社フィート
東京都新宿区大久保１-１-７ 高木ビル４F

機器紹介「きこえない・きこえにくい人」の「きこえる人」とのコ
ミュニケーションを音声技術で支援するアプリです。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:有光　哲彦
TEL:03-5287-7391　FAX:03-3204-5984
E-Mail:akihiko.arimitsu@feat-ltd.jp

希望する交流の内容
「きこえない・きこえにくい人」の生活範囲を広げるためには、アプリにおけるコミュニ
ケーションを支援する役割のほか、近年の生活に密接した社会課題に対して補間する機
能が必要だと考えます。家庭、学校、および仕事などの日常生活でのコミュニケーション
のほか、旅行、文化芸術、スポーツ分野などの新しい実証先の探索と、他社サービス・機
器との連携により新しい可能性が広がります。

Webプラットフォーム詳細ページ

「こえとら」アプリ

東京C-06

ユニバーサル・サウンドデザイン株式会社
東京都港区海岸1-9-11 マリンクス・タワー2F

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:マーケティング本部　東日本エリア　インサイドセールスグループ
担当者氏名:平島　柚衣
TEL:03-6435-9336　FAX:03-6745-3329
E-Mail:y-hirashima@u-s-d.co.jp

希望する交流の内容
ご高齢者とコミュニケーションをとる機会が多い方や、ご自身やご家族の聞こえが不安な方など、聞こえ
に悩むすべての方々とお話ができればと思います。
昨今「ヒアリングフレイル（聴覚機能の衰え）」という新たなフレイルに注目が集まっています。コミュニ
ケーションにとって大切な聴覚の機能の低下により、コミュニケーションがうまく行かず、それがきっかけ
で「作業記憶の低下」「言語疎通性の低下」「聴力低下の自身の無自覚」といったことが顕在化しています。
私たちユニバーサル・サウンドデザインは「音声によるコミュニケーション」を諦めません。
ヒアリングフレイルの早期発見と対策、予防に関してご興味ある方はぜひお越しください！

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介comuoon（コミューン）は、話す側から聴こえの支
援ができる全く新しいカタチの対話支援機器です。

comuoon mobile type WSG

東京C-04

大阪C-05

株式会社東京信友
東京都新宿区富久町１６-１５ 新宿MYビル

当該屋内信号装置「シルウォッチシステム」は聴覚障がい者に日
常生活で重要な情報を無線で文字と振動で通知。

Webプラットフォーム詳細ページ

特定小電力無線通信機器
シルウォッチシステム

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:営業部
担当者氏名:二木　貴聿
TEL:03-3358-8000　FAX:03-3358-6330
E-Mail:futatsuki@shinyu.co.jp

希望する交流の内容

聴覚障碍者の方々に「シルウォッチシステム」による情報通知を体感して
いただき、商品を知っていただくことの他、様々な意見をお聞きして今後
の製品改良に役立てます。

東京C-05

大阪C-04
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器

出展機器

※変更する場合があります。

ネクストシステムラボラトリーズ有限会社
大阪府大阪市中央区徳井町1-2-9 ZERO ONE谷町302

置くだけ簡単！ すぐに利用できる安心センサー
『i-coco home（アイココ ホーム）』

株式会社ラムロック
福岡県飯塚市勢田1950-1

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介独自の映像解析ソフトウェアにて、ドアの出入りやベッドか
らの離床をお知らせ（画像付きメール）する事が出来ます。

みまもりCUBE

Webプラットフォーム詳細ページ

実際に｢みまもりCUBE｣（在宅向け商材）を飛び出し通知用途及びみまもり用途（ス
ピーカー・マイク機能を用いたコミュニケーション用途含む）でご利用いただいている
が、その他どのようなシチュエーションでの利用用途が考えられるか。
また施設向け｢みまもりCUBE-システムLight-｣（見守り支援機器）も施設からの飛び
出し及び離床通知用途以外での活用方法を模索している為、在宅と同じく利用用途
や開発の必要性を意見交換で聞き取りをおこないたい。
必要に応じて実機をご利用いただいてからの聞き取りも検討しております。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:IoTみまもり支援事業部
担当者氏名:本永　尚美
TEL:06-4791-2002　FAX:06-4791-2012
E-Mail:i-coco@nsl-net.co.jp

希望する交流の内容
障がい者施設の方に困っている事や解決したい問題などを重点的にお聞きし
たいです。
弊社商品の改善点などもお聞きし、今後の開発に活かしていきたいと考えてお
ります。

i-coco home（アイココ ホーム）

E 知的障害

希望する交流の内容

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:サービス事業本部
担当者氏名:獅子堂　正哉
TEL:090-5884-5251　FAX:0948-92-3157
E-Mail:shishidou@ramrock.co.jp

株式会社マイクロブレイン
埼玉県さいたま市見沼区大和田町1-958-1 KCC3ビル3階

イラストや動画を用いて視覚的な支援により心理的負担を減らす
ことを目的とした口腔ケア支援ソフト

国立研究開発法人産業技術総合研究所
茨城県つくば市梅園1-1-1

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介人の心を豊かにするアザラシ型ロボット・パロ

アザラシ型ロボット・パロ

Webプラットフォーム詳細ページ

口腔ケア支援ソフト
「はっするでんたー PRO」

F 精神障害（発達障害を含む）

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:人間情報インタラクション研究部門
担当者氏名:柴田　崇徳
TEL:029-862-6586
E-Mail:shibata-takanori@aist.go.jp

希望する交流の内容

様々な障害者の方々や、その関係者の方々に、パロとふれあって頂き、
目的に合わせてパロの効果を最大にするためのパロの機能や性格等に
ついて意見交換を行う。

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:金子　訓隆
TEL:048-687-9841　FAX:048-687-9716
E-Mail:noritaka@microbrain.jp

希望する交流の内容

生活支援の中で口腔ケアやスケジュールによる資格支援を行っている
ような施設や、歯科病院、支援学校等の利用者と関わりたいです。

大阪E-04

アーバン警備保障株式会社
奈良県橿原市四条町277-1-101

GPSで居場所がわかります。

Webプラットフォーム詳細ページ

iTSUMO2

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:アーバンテック
担当者氏名:辻　和宏
TEL:0744-23-1260　FAX:0744-23-1270
E-Mail:tsuji@itsumo-w.jp

希望する交流の内容

GPS端末を所持してもらう工夫について、意見交換ができればありがた
いです。

大阪E-02 大阪E-03

アドプラス
大阪府東大阪市花園西町2-6-14

時間が読めない知的障害の方でも、時間の分量が感覚的にわか
るカードで一日の予定を表示するスケジュール。

Webプラットフォーム詳細ページ

タイムスケジュールボード（仮称）

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:中井　美恵
TEL:080-3834-0011　FAX:072-965-4608
E-Mail:addplus@me.com

希望する交流の内容
時間の管理についてどのような困りごとがあるのか。
どのような行動に時間がかかり、時間に追われるのはどんな時かなどの他、困り感の
ある方がどのくらいおられるのかも聞き取りをしたい。
また、発達障害の方の日常の行動とそれに係る時間などもなるべく多くの方に聞き取
りしたい。

大阪F-01

大阪F-04

Zero To Infinity株式会社
東京都新宿区新宿2丁目12番13号 新宿アントレサロンビル2階

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介HaChaは体調悪化兆候をセンサーとAIを使って
検出し、休まず働ける日々実現をサポートします。

障害者の体調悪化兆候検知
Hacha

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:佐川　亜希
TEL:090-9112-3419
E-Mail:sagawa@zti.co.jp

希望する交流の内容

障害者就労移行支援様、精神科様、障害者就労継続支援様、定着支援
様と交流し、現場に即した使い方、ユーザーニーズをお聞きし、より使い
やすい製品にしあげたい。

東京F-02

大阪F-03

東京F-01

大阪F-02

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器

出展機器

※変更する場合があります。

ネクストシステムラボラトリーズ有限会社
大阪府大阪市中央区徳井町1-2-9 ZERO ONE谷町302

置くだけ簡単！すぐに利用できる安心センサー
『i-coco home（アイココ ホーム）』

株式会社ラムロック
福岡県飯塚市勢田1950-1

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介独自の映像解析ソフトウェアにて、ドアの出入りやベッドか
らの離床をお知らせ（画像付きメール）する事が出来ます。

みまもりCUBE

Webプラットフォーム詳細ページ

実際に｢みまもりCUBE｣（在宅向け商材）を飛び出し通知用途及びみまもり用途（ス
ピーカー・マイク機能を用いたコミュニケーション用途含む）でご利用いただいている
が、その他どのようなシチュエーションでの利用用途が考えられるか。
また施設向け｢みまもりCUBE-システムLight-｣（見守り支援機器）も施設からの飛び
出し及び離床通知用途以外での活用方法を模索している為、在宅と同じく利用用途
や開発の必要性を意見交換で聞き取りをおこないたい。
必要に応じて実機をご利用いただいてからの聞き取りも検討しております。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:IoTみまもり支援事業部
担当者氏名:本永　尚美
TEL:06-4791-2002　FAX:06-4791-2012
E-Mail:i-coco@nsl-net.co.jp

希望する交流の内容
障がい者施設の方に困っている事や解決したい問題などを重点的にお聞きし
たいです。
弊社商品の改善点などもお聞きし、今後の開発に活かしていきたいと考えてお
ります。

i-coco home（アイココ ホーム）

E 知的障害

希望する交流の内容

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:サービス事業本部
担当者氏名:獅子堂　正哉
TEL:090-5884-5251　FAX:0948-92-3157
E-Mail:shishidou@ramrock.co.jp

株式会社マイクロブレイン
埼玉県さいたま市見沼区大和田町1-958-1 KCC3ビル3階

イラストや動画を用いて視覚的な支援により心理的負担を減らす
ことを目的とした口腔ケア支援ソフト

国立研究開発法人産業技術総合研究所
茨城県つくば市梅園1-1-1

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介人の心を豊かにするアザラシ型ロボット・パロ

アザラシ型ロボット・パロ

Webプラットフォーム詳細ページ

口腔ケア支援ソフト
「はっするでんたー PRO」

F 精神障害（発達障害を含む）

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:人間情報インタラクション研究部門
担当者氏名:柴田　崇徳
TEL:029-862-6586
E-Mail:shibata-takanori@aist.go.jp

希望する交流の内容

様々な障害者の方々や、その関係者の方々に、パロとふれあって頂き、
目的に合わせてパロの効果を最大にするためのパロの機能や性格等に
ついて意見交換を行う。

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:金子　訓隆
TEL:048-687-9841　FAX:048-687-9716
E-Mail:noritaka@microbrain.jp

希望する交流の内容

生活支援の中で口腔ケアやスケジュールによる資格支援を行っている
ような施設や、歯科病院、支援学校等の利用者と関わりたいです。

大阪E-04

アーバン警備保障株式会社
奈良県橿原市四条町277-1-101

GPSで居場所がわかります。

Webプラットフォーム詳細ページ

iTSUMO2

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:アーバンテック
担当者氏名:辻　和宏
TEL:0744-23-1260　FAX:0744-23-1270
E-Mail:tsuji@itsumo-w.jp

希望する交流の内容

GPS端末を所持してもらう工夫について、意見交換ができればありがた
いです。

大阪E-02 大阪E-03

アドプラス
大阪府東大阪市花園西町2-6-14

時間が読めない知的障害の方でも、時間の分量が感覚的にわか
るカードで一日の予定を表示するスケジュール。

Webプラットフォーム詳細ページ

タイムスケジュールボード（仮称）

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:中井　美恵
TEL:080-3834-0011　FAX:072-965-4608
E-Mail:addplus@me.com

希望する交流の内容
時間の管理についてどのような困りごとがあるのか。
どのような行動に時間がかかり、時間に追われるのはどんな時かなどの他、困り感の
ある方がどのくらいおられるのかも聞き取りをしたい。
また、発達障害の方の日常の行動とそれに係る時間などもなるべく多くの方に聞き取
りしたい。

大阪F-01

大阪F-04

Zero To Infinity株式会社
東京都新宿区新宿2丁目12番13号 新宿アントレサロンビル2階

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介HaChaは体調悪化兆候をセンサーとAIを使って
検出し、休まず働ける日々実現をサポートします。

障害者の体調悪化兆候検知
Hacha

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:佐川　亜希
TEL:090-9112-3419
E-Mail:sagawa@zti.co.jp

希望する交流の内容

障害者就労移行支援様、精神科様、障害者就労継続支援様、定着支援
様と交流し、現場に即した使い方、ユーザーニーズをお聞きし、より使い
やすい製品にしあげたい。

東京F-02

大阪F-03

東京F-01

大阪F-02

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器

出展機器

※変更する場合があります。

株式会社クレバーラクーン
茨城県下妻市長塚264-2

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介

G その他

マゴスピーカー

株式会社ロバの耳
宮城県仙台市青葉区木町通1-2-32 清菱ハイツ303

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介

PHC株式会社
東京都渋谷区渋谷3-9-9 東京建物渋谷ビル7階

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介 ハンマートゥーに代表される足趾屈曲障害の補正具

TeladocHealth To walk

スマホの操作が苦手な方も３つのボタンで簡単にお使
いいただける双方向通信が可能なIP情報端末です。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:増田　和順
TEL:050-5370-2877
E-Mail:ricmania@gmail.com

希望する交流の内容
災害時の情報伝達手段と安否確認、平時の高齢者や障害者の見守り、などのシステ
ムをお求めになられている自治体や団体や医療機関の皆様に、弊社のシステムやデ
バイスの概要を説明させていただくと共に、様々なニーズやシーズやアイデアをお教
えいただき、今後のシステム拡張や新規デバイス開発などの参考にさせていただき
たいと考えております。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:菅原　亮
TEL:022-346-6117　FAX:022-346-6118
E-Mail:ktcqx748@yahoo.co.jp

希望する交流の内容
医療関係者による製品評価（感想やご意見）・麻痺や様々な原因による足趾の変形
の現状に関する意見交換（推定患者数が把握されていない事や、現行の医療保険
制度では、足趾の矯正（補正）器具に対して適応する一般的名称が存在しない事
について、等）、当該製品のモニター評価（生活動作の改善状況、等）のご報告、そ
の他。

TeladocHEALTHは、遠隔地にいる医療従事者をオン
ラインでつなぐ、リモート操作可能なリアルタイム遠隔医
療システムです。

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:吉田　力
TEL:070-1503-6673
E-Mail:chikara.yoshida@phchd.com

希望する交流の内容

障がい者施設の職員や施設看護師や医療従事者との交流を通し、医療
連携というテーマで現場の課題やニーズを知りたいです。

お問い合わせ先

福祉機器コンテスト２０２２
受賞作品展示コーナー

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会

東京G-02

大阪G-01

東京G-05

株式会社バイタルヴォイス
岡山県総社市泉15-44 2F

本製品はバイタルウォッチを通じ、４つのバイタルを24時間自動
計測、第3者通知できるシステムデバイスです。

Webプラットフォーム詳細ページ

vitalvoice　及び　つながるくん

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:安原　大輔
TEL:0866-31-5775　FAX:050-3145-2227
E-Mail:d.yasuhara@vitalvoice.jp

希望する交流の内容

医療・介護現場で弊社製品における現場のニーズリサーチ及び、活用が
予想される現場での有効的な製品活用方法等

大阪G-02 東京G-03

ダブル技研株式会社
神奈川県座間市栗原920-7

自宅にいながら人の役に立つ。生きがいを見つける。障害者の就
労選択肢・可能性を拡げる空間移動ロボット

Webプラットフォーム詳細ページ

障害者向けの空間移動ロボットを用いた
遠隔就労システム

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:経営企画室
担当者氏名:和田　始竜
TEL:046-206-5611　FAX:046-253-7711
E-Mail:ml-communication@j-d.co.jp

希望する交流の内容

障害者の「就労」に対する意欲や要望・生活スタイル・職務に対する期待
や希望・勤務時間等々、就労における全てにおいて、障害者特性に応じ
たニーズを収集したいです。

東京G-01

大阪出展

株式会社ヒューマンテクノシステム
愛知県名古屋市中区錦3-7-9 太陽生命名古屋第2ビル6階 ユニコム人形町ビル2階

ボイスターは、声を失われる人に向けた「自分の声」で語り掛ける
ための音声合成ソフトウェアです。

Webプラットフォーム
詳細ページ

自分の声ソフトウェア 「ボイスター」

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:プロダクツ事業部
担当者氏名:渡辺
TEL:03-5847-1206(代表)  052-684-7451(冨田直通)
FAX:03-5847-1207
E-Mail:voistar@kkhts.com

希望する交流の内容
・ALSや喉頭がんをはじめ、様々な発話障がいを伴う当事者に対して本製品を紹介し、個別のニーズに関
するヒアリング・意見交換を行う。

・医療・リハビリ・介護スタッフの方に対し、現場におけるニーズ等に関するヒアリング・意見交換を行う。
・現状製品について、製作過程やデモンストレーション、利用事例等を交えた紹介を行い、改善要望やそ
の実現性について意見交換を行う。

・障害補正技術について、構音障害をお持ちの方のニーズに沿うものか、デモ音声の聴取を通してヒアリ
ングを行う。

・収録システムで声を収録するにあたって、収録するスタッフの立場や、収録される障害者の立場での要
望について意見交換を行う。

大阪G-03

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

PLIMES株式会社
茨城県つくば市天王台1-1-1 ILC 201

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介誤嚥性肺炎のリスクを管理し、共に見守る、ウェアラ
ブル嚥下計／摂食嚥下モニタリング解析サービス

ウェアラブル嚥下計 /
摂食嚥下モニタリング解析サービス「GOKURI」

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:広報
担当者氏名:松田　佐保
TEL:029-853-5818
E-Mail:pr@plimes.com

希望する交流の内容

デバイスの装着感・形状、アプリの操作性
自宅、デイサービス等施設で誤嚥リスクの経験とその対応
食事に関わる内容について医療連携、見守りの状況

東京G-04

開発促進
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開発促進 令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器

出展機器

※変更する場合があります。

株式会社クレバーラクーン
茨城県下妻市長塚264-2

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介

G その他

マゴスピーカー

株式会社ロバの耳
宮城県仙台市青葉区木町通1-2-32 清菱ハイツ303

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介

PHC株式会社
東京都渋谷区渋谷3-9-9 東京建物渋谷ビル7階

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介 ハンマートゥーに代表される足趾屈曲障害の補正具

TeladocHealth To walk

スマホの操作が苦手な方も３つのボタンで簡単にお使
いいただける双方向通信が可能なIP情報端末です。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:増田　和順
TEL:050-5370-2877
E-Mail:ricmania@gmail.com

希望する交流の内容
災害時の情報伝達手段と安否確認、平時の高齢者や障害者の見守り、などのシステ
ムをお求めになられている自治体や団体や医療機関の皆様に、弊社のシステムやデ
バイスの概要を説明させていただくと共に、様々なニーズやシーズやアイデアをお教
えいただき、今後のシステム拡張や新規デバイス開発などの参考にさせていただき
たいと考えております。

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当者氏名:菅原　亮
TEL:022-346-6117　FAX:022-346-6118
E-Mail:ktcqx748@yahoo.co.jp

希望する交流の内容
医療関係者による製品評価（感想やご意見）・麻痺や様々な原因による足趾の変形
の現状に関する意見交換（推定患者数が把握されていない事や、現行の医療保険
制度では、足趾の矯正（補正）器具に対して適応する一般的名称が存在しない事
について、等）、当該製品のモニター評価（生活動作の改善状況、等）のご報告、そ
の他。

TeladocHEALTHは、遠隔地にいる医療従事者をオン
ラインでつなぐ、リモート操作可能なリアルタイム遠隔医
療システムです。

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:吉田　力
TEL:070-1503-6673
E-Mail:chikara.yoshida@phchd.com

希望する交流の内容

障がい者施設の職員や施設看護師や医療従事者との交流を通し、医療
連携というテーマで現場の課題やニーズを知りたいです。

お問い合わせ先

福祉機器コンテスト２０２２
受賞作品展示コーナー

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会

東京G-02

大阪G-01

東京G-05

株式会社バイタルヴォイス
岡山県総社市泉15-44 2F

本製品はバイタルウォッチを通じ、４つのバイタルを24時間自動
計測、第3者通知できるシステムデバイスです。

Webプラットフォーム詳細ページ

vitalvoice　及び　つながるくん

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:安原　大輔
TEL:0866-31-5775　FAX:050-3145-2227
E-Mail:d.yasuhara@vitalvoice.jp

希望する交流の内容

医療・介護現場で弊社製品における現場のニーズリサーチ及び、活用が
予想される現場での有効的な製品活用方法等

大阪G-02 東京G-03

ダブル技研株式会社
神奈川県座間市栗原920-7

自宅にいながら人の役に立つ。生きがいを見つける。障害者の就
労選択肢・可能性を拡げる空間移動ロボット

Webプラットフォーム詳細ページ

障害者向けの空間移動ロボットを用いた
遠隔就労システム

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:経営企画室
担当者氏名:和田　始竜
TEL:046-206-5611　FAX:046-253-7711
E-Mail:ml-communication@j-d.co.jp

希望する交流の内容

障害者の「就労」に対する意欲や要望・生活スタイル・職務に対する期待
や希望・勤務時間等々、就労における全てにおいて、障害者特性に応じ
たニーズを収集したいです。

東京G-01

大阪出展

株式会社ヒューマンテクノシステム
愛知県名古屋市中区錦3-7-9 太陽生命名古屋第2ビル6階 ユニコム人形町ビル2階

ボイスターは、声を失われる人に向けた「自分の声」で語り掛ける
ための音声合成ソフトウェアです。

Webプラットフォーム
詳細ページ

自分の声ソフトウェア 「ボイスター」

Ｗｅｂ交流の連絡先
担当部署:プロダクツ事業部
担当者氏名:渡辺
TEL:03-5847-1206(代表)  052-684-7451(冨田直通)
FAX:03-5847-1207
E-Mail:voistar@kkhts.com

希望する交流の内容
・ALSや喉頭がんをはじめ、様々な発話障がいを伴う当事者に対して本製品を紹介し、個別のニーズに関
するヒアリング・意見交換を行う。

・医療・リハビリ・介護スタッフの方に対し、現場におけるニーズ等に関するヒアリング・意見交換を行う。
・現状製品について、製作過程やデモンストレーション、利用事例等を交えた紹介を行い、改善要望やそ
の実現性について意見交換を行う。

・障害補正技術について、構音障害をお持ちの方のニーズに沿うものか、デモ音声の聴取を通してヒアリ
ングを行う。

・収録システムで声を収録するにあたって、収録するスタッフの立場や、収録される障害者の立場での要
望について意見交換を行う。

大阪G-03

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

PLIMES株式会社
茨城県つくば市天王台1-1-1 ILC 201

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介誤嚥性肺炎のリスクを管理し、共に見守る、ウェアラ
ブル嚥下計／摂食嚥下モニタリング解析サービス

ウェアラブル嚥下計 /
摂食嚥下モニタリング解析サービス「GOKURI」

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:広報
担当者氏名:松田　佐保
TEL:029-853-5818
E-Mail:pr@plimes.com

希望する交流の内容

デバイスの装着感・形状、アプリの操作性
自宅、デイサービス等施設で誤嚥リスクの経験とその対応
食事に関わる内容について医療連携、見守りの状況

東京G-04

開発促進
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障害当事者団体・開発支援団体・行政等 ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

MEMO一般社団法人 日本ALS協会

東京都千代田区九段北1丁目1番7号 カーサ九段405
担当部署:本部事務局
担当者氏名:岸川　忠彦
TEL:03-3234-9155　FAX:03-3234-9156
E-Mail:jalsa@alsjapan.org 東京X-02

大阪X-01

一般社団法人 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会

東京都新宿区市谷台町１４-５ MSビル１階
担当部署:情報文化部
担当者氏名:小川　光彦
TEL:03-3225-5600（※極力メールまたはFAXにてお願いします）
FAX:03-3354-0046
E-Mail:zennancho@zennancho.or.jp

ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会

大阪府和泉市箕形町6丁目7-40（増澤気付）
担当部署:事務局
担当者氏名:増澤　髙志
TEL:072-444-8814　FAX:0725-54-1283
E-Mail:JZA00265@nifty.ne.jp 東京X-09

大阪X-06

公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会

東京都目黒区緑が丘2-15-14 村上ビル102
担当部署:事務局
担当者氏名:吉谷　香織
TEL:03-6421-4588　FAX:03-6421-4665
E-Mail:yoshitani@zensekiren.jp 東京X-01

東京X-07

大阪X-04

社会福祉法人 全国盲ろう者協会

東京都新宿区早稲田町67番地 早稲田クローバービル3階
担当部署:事務局
担当者氏名:橋間　信市
TEL:03-5287-1140　FAX:03-5287-1141
E-Mail:info@jdba.or.jp 東京X-06

大阪X-03

社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合

東京都新宿区西早稲田２-１８-２ 
担当部署:事業部
担当者氏名:逢坂　忠
TEL:03-3200-0011（ガイダンス１）　FAX:03-3200-7755（代表）
E-Mail:aisaka-t@jfb.jp 東京X-05

社会福祉法人 日本身体障害者団体連合会

東京都豊島区目白３-４-３
担当者氏名:佐藤　加奈
TEL:03-3565-3399　FAX:03-3565-3349
E-Mail:kana.sato@nissinren.or.jp 東京X-04

特定非営利活動法人 日本失語症協議会

東京都杉並区久我山２-１０-２３ 
担当部署:事務局
担当者氏名:園田　尚美
TEL:03-5335-9756　FAX:03-5335-9757
E-Mail:sonoda@japc.info 東京X-08

大阪X-05

ポリオの会

東京都台東区三ノ輪1-6-5-602 小山方 
担当部署:世話役
担当者氏名:小山　万里子、丸橋　達也
TEL:03-3872-7359　FAX:03-3872-7359
E-Mail:koyama@mrg.biglobe.ne.jp 東京X-03

大阪X-02

国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）

東京都千代田区五番町7 K’s五番町 JST東京本部別館
担当部署:起業支援室
担当者氏名:下田　修
TEL:03-6380-9014　FAX:03-5214-0017
E-Mail:entre@jst.go.jp

国立研究開発法人 情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）

東京都小金井市貫井北町4-2-1
担当部署:デプロイメント推進部門　情報バリアフリー推進室
担当者氏名:武井　康人
TEL:042-327-6022　FAX:042-327-5706
E-Mail:kakusa@ml.nict.go.jp 東京会場

大阪会場

東京会場

大阪会場

厚生労働省 社会・援護局障害保険福祉部
企画課自立支援振興室

東京都千代田区霞が関1-2-2
TEL:03-5253-1111

公益財団法人 テクノエイド協会

東京都新宿区神楽河岸1-1 セントラルプラザ４F
担当部署:企画部
担当者氏名:宇田川、根石、五島
TEL:03-3266-6883　FAX:03-3266-6885
E-Mail:shogai-kiki2@techno-aids.or.jp

東京会場

大阪会場
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障害当事者団体・開発支援団体・行政等 ニーズ・シーズマッチング交流会 2022
使う人と作る人の交流会

MEMO一般社団法人 日本ALS協会

東京都千代田区九段北1丁目1番7号 カーサ九段405
担当部署:本部事務局
担当者氏名:岸川　忠彦
TEL:03-3234-9155　FAX:03-3234-9156
E-Mail:jalsa@alsjapan.org 東京X-02

大阪X-01

一般社団法人 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会

東京都新宿区市谷台町１４-５ MSビル１階
担当部署:情報文化部
担当者氏名:小川　光彦
TEL:03-3225-5600（※極力メールまたはFAXにてお願いします）
FAX:03-3354-0046
E-Mail:zennancho@zennancho.or.jp

ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会

大阪府和泉市箕形町6丁目7-40（増澤気付）
担当部署:事務局
担当者氏名:増澤　髙志
TEL:072-444-8814　FAX:0725-54-1283
E-Mail:JZA00265@nifty.ne.jp 東京X-09

大阪X-06

公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会

東京都目黒区緑が丘2-15-14 村上ビル102
担当部署:事務局
担当者氏名:吉谷　香織
TEL:03-6421-4588　FAX:03-6421-4665
E-Mail:yoshitani@zensekiren.jp 東京X-01

東京X-07

大阪X-04

社会福祉法人 全国盲ろう者協会

東京都新宿区早稲田町67番地 早稲田クローバービル3階
担当部署:事務局
担当者氏名:橋間　信市
TEL:03-5287-1140　FAX:03-5287-1141
E-Mail:info@jdba.or.jp 東京X-06

大阪X-03

社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合

東京都新宿区西早稲田２-１８-２ 
担当部署:事業部
担当者氏名:逢坂　忠
TEL:03-3200-0011（ガイダンス１）　FAX:03-3200-7755（代表）
E-Mail:aisaka-t@jfb.jp 東京X-05

社会福祉法人 日本身体障害者団体連合会

東京都豊島区目白３-４-３
担当者氏名:佐藤　加奈
TEL:03-3565-3399　FAX:03-3565-3349
E-Mail:kana.sato@nissinren.or.jp 東京X-04

特定非営利活動法人 日本失語症協議会

東京都杉並区久我山２-１０-２３ 
担当部署:事務局
担当者氏名:園田　尚美
TEL:03-5335-9756　FAX:03-5335-9757
E-Mail:sonoda@japc.info 東京X-08

大阪X-05

ポリオの会

東京都台東区三ノ輪1-6-5-602 小山方 
担当部署:世話役
担当者氏名:小山　万里子、丸橋　達也
TEL:03-3872-7359　FAX:03-3872-7359
E-Mail:koyama@mrg.biglobe.ne.jp 東京X-03

大阪X-02

国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）

東京都千代田区五番町7 K’s五番町 JST東京本部別館
担当部署:起業支援室
担当者氏名:下田　修
TEL:03-6380-9014　FAX:03-5214-0017
E-Mail:entre@jst.go.jp

国立研究開発法人 情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）

東京都小金井市貫井北町4-2-1
担当部署:デプロイメント推進部門　情報バリアフリー推進室
担当者氏名:武井　康人
TEL:042-327-6022　FAX:042-327-5706
E-Mail:kakusa@ml.nict.go.jp 東京会場

大阪会場

東京会場

大阪会場

厚生労働省 社会・援護局障害保険福祉部
企画課自立支援振興室

東京都千代田区霞が関1-2-2
TEL:03-5253-1111

公益財団法人 テクノエイド協会

東京都新宿区神楽河岸1-1 セントラルプラザ４F
担当部署:企画部
担当者氏名:宇田川、根石、五島
TEL:03-3266-6883　FAX:03-3266-6885
E-Mail:shogai-kiki2@techno-aids.or.jp

東京会場

大阪会場
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ニーズ・シーズマッチング
交流会2022
みんなで考えよう！

使う人と作る人の交流会

入退場自由
入場無料

令和4年10月１日土～令和5年１月31日火
テクノエイド協会Web交流プラットフォーム内

本事業は「令和4年度 ニーズ・シーズマッチング強化事業」の一環で行うものです。

詳しくはテクノエイド協会Ｗｅｂ交流プラットフォームまで

Web開催

令和4年11月28日月・29日火・30日水
開催時刻：初日13：00-17：00／9：00-17：00（最終日のみ16：00）
ＯＭＭ

大阪会場

令和4年12月14日水・15日木・16日金
開催時刻：初日13：00-17：00／9：00-17：00（最終日のみ16：00）
東京都立産業貿易センター浜松町館

東京会場

対
象
者

ニーズ側

シーズ側

障害者、家族、在宅・施設等の介護職員、医療・福祉従事者 等

開発メーカー、産業振興団体、行政、新規参入を検討する企業・研究者、大学関係者、研究機関 等

Web開催イベント内容 大阪・東京会場イベント内容
オンラインで出展者や障害当事者の全国組織、開発支援
機関等と交流が行えます。
また、最新の調査研究報告等の視聴ができます。
（無料・事前登録不要）

会場では開発改良中の機器展示、機器を体験しながら
出展者と意見交換が行えます。また、会場から基調講演、
特別講演、基調報告等の講演を見ることができます。
（無料・入退出自由）

過去の
交流会の様子
過去の

交流会の様子

Ｗｅｂ交流
プラットフォーム

出展者
8３社

出展者
６２社

出展者
５０社

障害当事者の思いや要望をより的確にとらえた支援機器の開発に繋げるため、支援機器の
障害当事者（ニーズ側）と支援機器の開発者（シーズ側）が自由に意見交換を行う場です。

ニーズ・シーズマッチング交流会とは？

ニーズ・シーズマッチング交流会２０２2事務局
公益財団法人テクノエイド協会　企画部　宇田川・根石・五島
受付時間：平日9時～１２時、１３時～１7時
ＴＥＬ:０３（３２６６）６８８３　 メールアドレス:shogai-kiki2@techno-aids.or.jp

※最新版は、
協会ホームページを
ご確認ください。

Ｗｅｂ交流やセミナー視聴に関する問い合わせ

本誌P.5～P.6をご参照ください。
※オンラインによる交流は令和5年1月31日（火）までとさせていただきます。

本誌P.2～P.4をご参照ください。 本誌P.11～P.32をご参照ください。
併催セミナープログラム 出展機器

障害
者自立支援機器

ニーズ・シーズマッチング
交流会2022

障害
者自立支援機器

ニーズ・シーズマッチング
交流会2022

202211-ver.05

使う人と作る人の交流会

みんなで考えよう！

令和4年11月28日月～３０日水 ３日間
●会場で聴講→OMM（2階展示Aホール）
●オンラインによる視聴→https://us06web.zoom.us/j/83295180896?pwd=dyttMmRoQWhoY0l0cXVuMnlndHRIUT09

大阪会場

■ 出展機器を調べたり、交流したい企業等を探すことができます。

令和4年10月1日土～令和5年1月３1日火 ４ヵ月間

http://www.techno-aids.or.jp/2022koryukai/web/hall/cms/#part20

令和4年12月14日水～16日金 ３日間
●会場で聴講→東京都立産業貿易センター浜松町館（２階展示室）
●オンラインによる視聴→https://us06web.zoom.us/j/81419433146?pwd=clF2eXM0NXpndVYzekE0KzNIcUk1dz09

東京会場

令和4年10月1日土～令和5年1月３1日火 ４ヵ月間
●オンラインによる視聴→http://www.techno-aids.or.jp/2022koryukai/web/hall/cms/#webseminar

Web開催
セミナー配信

Webコンテンツの紹介と交流方法

Web 交流プラットフォーム
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出展企業等  
 

みんなで考えよう！ 障害者自立支援機器 

「ニーズ・シーズマッチング交流会 ２０２２」 

〜 使う人と作る人の交流会 〜 
 

｢出展企業等｣募集要項 
 

障害者及び障害児（以下「障害者」。）の自立を支援する｢障害者自立支援機器（以下「支援機器」。）｣は、

障害者の活動や参加を促すものとして、極めて重要な役割を果たすものです。 

一方、障害者福祉の現場において、真に必要とされる支援機器を開発するためには、開発の早い段階か

らユーザや支援者の「ニーズ」と、開発や研究者等の「シーズ」をマッチングすることが大切であり、開

発者はシーズ志向型にならないよう、障害者の置かれている状態は勿論のこと、障害福祉現場の課題や

ニーズを的確に捉えて、支援機器を開発することが重要となります。 

この交流会では、ユーザ側が持つ「ニーズ」と開発側が持つ「シーズ」のマッチングを目的とした支援

機器に関する交流会を企画・開催し、実用的な支援機器が開発されるよう、試作器等（既に実用化した機

器も可。）を用いて想定するユーザと開発側が膝を交えて意見交換できる場を設けるとともに、効果的な

モニター評価等を行う機会を創出することといたします。 

交流会へ出展（無料）を希望する方は、本募集要項をご留意いただき、所定の期日までに｢出展申込｣を

行ってください。 

なお、出展希望が多数の場合には、申請内容及び、障害の種別や機器の分野等、全体のバランスを勘案

することとし、出展をお断りする場合があり得ることを予めご了承ください。 
 

※ニーズ側：障害者、家族、在宅・施設等の介護職員、医療・福祉の業務に従事し障害者

の福祉や訓練に係わる者 等 

※シーズ側：開発メーカー、地域の産業振興団体、新規参入を検討する企業・研究者、大

学・研究機関 等 
 

＜ Ｗｅｂ開催（４カ月） ＞ 

■ 開催日 令和４年１０月１日（土）〜令和５年１月３１日（火） 

■ サイト テクノエイド協会ＨＰ内「Ｗｅｂ交流プラットフォーム」 

※動画等の発信とオンライン上の交流 

＜ 大阪会場（３日間） ＞ 

■ 開催日 令和４年１１月２８日（月）〜３０日（水） 

■ 時 間 初日１３：００－１７：００ / ９：００－１７：００（最終日のみ１６：００） 

■ 会 場 ＯММ（２階展示Ａホール） 
 

＜ 東京会場（３日間） ＞ 

■ 開催日 令和４年１２月１４日（水）〜１６日（金） 

■ 時 間 初日１３：００－１７：００ / ９：００－１７：００（最終日のみ１６：００） 

■ 会 場 東京都立産業貿易センター浜松町館（２階展示室） 

 
※ 新型コロナウイルス感染症の今後の動向により、イベント開催の自粛が予測される場合には、無来場者開催（Ｗｅｂ）に切り替

えることといたします。 

  

出展企業等 
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Ⅰ．交流会の目的と概要 

１．交流会の目的 
 本交流会は、自立支援機器の開発を促進することを目的に、障害当事者をはじめ、ご家族や

福祉・医療従事者などの「機器を使う側（ニーズ）」の方々と、開発企業や大学、研究機関、産学

官交流振興組織などの「機器を作る側（シーズ）」の方々が、じっくり膝を交えて交流すること

を目的とするものです。 
 

※ニーズ側：障害者、家族、在宅・施設等の介護職員、医療・福祉の業務に従事し障害

者の福祉や訓練に係わる者 等 

※シーズ側：開発メーカー、地域の産業振興団体、新規参入を検討する企業・研究者、

大学・研究機関 等 

 

２．開催概要 
①イベント名称：障害者自立支援機器「ニーズ・シーズマッチング交流会 ２０２２」 

 

②開催日程･場所：  

＜Ｗｅｂ開催＞ 

■ 開催日 / 令和４年１０月１日（土）〜令和５年１月３１日（火） 

■ サイト / テクノエイド協会ＨＰ内「Ｗｅｂ交流プラットフォーム」 

＜大阪会場＞ 

■ 開催日 / 令和４年１１月２８日（月）〜３０日（水） 

■ 会 場 / ＯММ（２階展示 Aホール） 

＜東京会場＞ 

■ 開催日 / 令和４年１２月１４日（水）〜１６日（金） 

■ 会 場 / 東京都立産業貿易センター浜松町館（２階展示室） 

※新型コロナウイルス感染症の今後の動向により、イベント開催の自粛が予測される場合には、無来場者開催（Ｗeｂ）に切り替えること

とします。 

③期間中：支援機器の展示・相談、デモンストレーション、意見交換等の実施 
Ｗｅｂ開催では、動画やテキスト情報を掲載し、掲示板や個別の問い合わせフォームを利用して交流を深めることと

します。 

 

④併催イベントの概要（予定）: ※プログラムは変更する場合があります。 

 （Ｗｅｂ開催）※期間中の視聴が可能 

１．交流会の実施について（Ｗｅｂを活用した交流の進め方） 

２．厚生労働省 調査研究事業報告 

３．その他 

 

 

 （大阪・東京会場）※オンラインにて配信予定 

１．基調講演 

２．特別講演 

３．特別イベント 

４．支援機器開発企業の発表 

５．出展企業等の発表 ６．開発促進事業の成果報告 他 
 
 

⑤出展料：「無料」(但し、動画等の作成や搬出入に係る費用は自己負担となります。)  
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Ⅱ．出展申込の方法及び募集する数、申込期限 

１．申込方法 
出展を希望する方は、下記の「出展申込専用ページ（Google forms）」より、必ず所定の

期日までにお申し込みください。なお、申請にあたっては Google のアカウントが必要とな

ります。 

この原稿はパンレット等にも活用します。入力内容に漏れや誤植が無いようお願いしま

す。 

 

〇公益財団法人テクノエイド協会 → http://www.techno-aids.or.jp/ 

〇出展申込専用ページ      → https://forms.gle/VbCPSupfhQ9z5DzJ7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．出展募集する数 
大阪会場、東京会場共に６０社を募集します。 

下記のいずれから選択してください。 

◆大阪会場と東京会場、Ｗｅｂ開催  

◆大阪会場とＷｅｂ開催     

◆東京会場とＷｅｂ開催    
※ 会場開催のみ又は、Ｗｅｂ開催のみの出展は認められません。 

 

３．申込期限 
令和４年６月３０日（木）１６：００必着 
※ 締切りを過ぎた後の申込みは受付いたしません。 

４．出展者の決定 

申請された内容に不備がないか、過去の出展状況等を勘案し、当協会にて決定します。 

出展希望が多数の場合には、申請内容及び、障害の種別や機器の分野等、全体のバラン

スを勘案することとし、出展をお断りする場合があり得ることを予めご了承ください。 

出展の可否につきましては、協会より通知します。 
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５．出展料金 
 

無料（但し、動画等の作成及び出展に伴う駐車料金や搬出入等に伴う費用は自己負担。） 

 

６．出展申込に関する問い合わせ 
公益財団法人テクノエイド協会 企画部 担当者 宇田川、根石（ねいし）、五島 

電話番号 ０３－３２６６－６８８３ 

電子メールアドレス shogai-kiki2@techno-aids.or.jp 
※ 現在、新型コロナウイルスを予防するため、就業時間を８時～１６時としております。 

 

 

本交流会の業務の一部を委託する予定です。本年度の委託先が決定しだい委託先から直接

ご連絡がありますので、ご対応ください。 
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Ⅲ．出展対象者と機器の条件等 

１．出展対象者 
以下のすべての事項を満たす方とします。 

 

⚫ 障害者向けの支援機器を開発中の企業等で、かつ試作器を出展できる企業・個人等 
※但し、既に商品化した支援機器であっても、ニーズを踏まえた改良の意向がある場合は参加を認めることといたします。 

⚫ 障害当事者等と交流を深めてニーズをくみ取り、良質な支援機器の開発や改良を目指

している企業・個人等 

 

開発企業以外で出展ご希望の際は、協会までお問い合わせください。  

 

２．出展機器の条件 
 

⚫ 開発や改良を目的とした機器であること。 

⚫ 障害当事者等のニーズを聞き取り、開発や改良、改善を目的とする機器であること。 

⚫ 障害者の活動や参加を支援する要素技術等であること。 

⚫ 高齢者向けの機器は除きます。 

⚫ 営業や販売を目的とする機器の出展は除きます。 

⚫ １企業、原則１機器とします。 

 

３．出展にあっての留意事項 
（１）Ｗｅｂ開催 

 交流を深める方策として、１０分以内の動画又は、音声や動画が入った PowerPoint

（以下「動画等」）を出展者自身で作成いただきます。（作成は任意とします） 

 動画等には、開発中の製品紹介をはじめ、対象者、機器の使用方法、活用方法等の内

容を盛り込んでいただきます。 

 障害者に対する情報保障は、各社にてお願いいたします。 

 作成した動画等は、当協会の Youtube アカウントで公開することといたします。 

◆参考 昨年度の動画 
https://www.youtube.com/channel/UCIFv-6yXArnXyAwQM8rg17A/videos 

 

 本交流会は、ニーズとシーズのマッチングを目的としているため、販売を促進する内

容の動画等は認められません。 
 

 出展者を対象に、令和４年７月１１日（月）１３時３０分より、オンライン説明会を

開催します。必ず参加してください。 

 

 

（２）大阪及び東京会場 

 出展申込をしないで、会場へ支援機器を持ち込むことはできません。 

 交流会では販売活動は禁止です。 

 会場にて来場者や他の出展者等に迷惑行為を行った場合には即時退場を命じます。協

会の指示に従ってください。 
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Ⅳ．出展小間の仕様、備品等 

１．出展小間イメージ 
 

下図の備品は、基本設備となります。 

背面に壁やバックパネルの用意はありませんので、各自で準備をお願いします。 

但し、新型コロナ対策の一環として、感染防止パネルは事務局で用意いたします。 

 

東京会場のブースのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．仕様･備品等 
 

（１）小間の仕様 

 展示スペース：３，０００mm×２，０００mm 

※昨年度の展示スペースであり、変更となる場合があります 
 

 

（２）基本の設備 

 テーブル 1台（Ｗ１，５００ｍｍ×Ｄ６００ｍｍ×Ｈ７００ｍｍ） 

 椅子２脚 
 

（３）追加備品の取り扱い 

 パネルを貼るスタンドやカタログスタンド、電源の延長ケーブル等は、必要に応じて自

社で用意してください。 

 電源（１００Ｖ）が必要な場合には、出展申込時に必ず記載してください。 

 

（留意事項） 

各会場では、会場設営において施工及び電気工事業者が入る予定ですが、基本的に

自社にてご準備いただきますようお願いいたします。 

ご不明な点は、事務局までお問い合わせください。 
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Ⅴ．新型コロナ対策等について 

１．会場開催の留意事項 

新型コロナウイルス感染症の今後の動向により、イベント開催の自粛が予測される場合に

は、無来場者開催（Ｗｅｂ）に切り替えることといたします。 

会場では、以下の事項を徹底することとし、協会及び委託事業者にて以下の感染予防対策

を徹底いたします。 

①三密を避けること。 

⚫ 会場内の換気を定期的に行うこと。 

⚫ 出展者の間隔を十分にあけること。 

⚫ 参加者の座席の間隔を十分にあけること。 

②来場者等へ手指の消毒やマスクの着用を要請すること。 

③参加者を特定できるよう、来場者の連絡先を記載した名簿を作成すること。 

 ④出展者及び来場者の体温検査を行うこと。 

 

 

 

また、出展者の皆様、来場される方々におかれましては、以下の感染予防対策をお願いい

たします。 

①開催日に自宅等での検温 

⚫ 来場いただく前に自宅等で検温をお願いします。 

⚫ ３７．５度以上の発熱、頻回に咳が出る、あるいは少しでも体調に異変を感じる場合

は来場をお控えください。 

②マスクの着用、手指の消毒 

⚫ マスクは自社・自身で用意してください。 

⚫ ブースなどで使用される消毒液は出展者にてご用意ください。 

③飛沫感染予防を前提とした交流 

⚫ マスクを外したまま来場者と会話する等、飛沫感染が発生し得るような交流は控えく

ださい。 

⚫ 出展機器について、随時消毒をするなど、自社・自身で感染症予防を行ってくださ

い。 
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Ⅵ．Ｗｅｂ開催時における出展者の個人ページ 

１．出展者個人ページ（昨年度のメージ） 

出展者ごとの個人ページを設け、来場者は出展者のページに入ることで、製品動画の視聴

や掲示板や個別の問合せフォームを使って意見交換や交流を行うことを想定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記はあくまでイメージであり、実際の画面と異なる場合があります。  
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Ⅶ．会場までのアクセス方法 

１．大阪会場 ＯММ（２階展示Ａホール） 

住所 大阪府大阪市中央区大手前１－７－３１ 

ホームページ https://www.omm.co.jp/access/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 公共交通機関のご案内 ＞ 

  ●Osaka Metro谷町線「天満橋」駅北改札口 

      ●京阪電車「天満橋」駅東改札口 

⇒ ＯＭＭ地下２階に連絡（改札を出るとすぐに案内表示があります） 

＜ 駐車場のご案内 ＞ 

  第一及び第二駐車場があります。なお、割引券の配布は行いませんのでご了承くださ

い。 
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２．東京会場 東京都立産業貿易センター浜松町館（２階展示室） 

住所 東京都港区海岸１－７－１ 

 ホームページ https://www.sanbo.metro.tokyo.lg.jp/hamamatsucho/access/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 公共交通機関のご案内 ＞ 

  ●ＪＲ 浜松町駅（北口）から徒歩５分 

  ●東京モノレール 浜松町駅（北口）から徒歩５分 

  ●ゆりかもめ 竹芝駅から徒歩２分 

  ●都営浅草線 大門駅から徒歩７分 

  ●都営大江戸線 大門駅から徒歩７分 

車いすで来場される方は、ゆりかもめ「竹芝駅」を利用してください。 

 

＜ 車でお越しの場合 ＞ 

  ●都心環状線「芝公園ＩＣ」出口より約１０分、「汐留ＩＣ」出口より約１０分 

   羽田線「芝浦ＩＣ」出口より約１０分 

＜ 駐車場のご案内 ＞ 

  地下１階にビル共有の有料駐車場があります。（産業貿易センター専用の駐車場では

ありません） 

  なお、割引券の配布は行いませんのでご了承ください。 
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Ⅷ．出展にあたっての注意事項 

１．出展申込 
⚫ 本出展要項をご確認いただき、期日までに必ずお申込みください。 

⚫ 期限を過ぎた申込は受付いたしません。 

⚫ 出展内容が交流会の趣旨に合わないと協会が判断した場合、出展をお断りします。これ

により生ずる損害に対し、協会は一切の責任を負いません。 

 

２．出展の取りやめ 
⚫ 出展の取りやめは出展の決定から原則１０日以内とし、協会に申し出てください。 

⚫ 協会の判断により正式な取りやめを決定します。（なお、パンフレット等の作成状況に

よっては、出展取りやめの依頼をいただいても、情報が掲載されたままとなる場合があ

ります） 

⚫ 協会に断りなく無断で出展取りやめをした場合には、今後の交流会の出展を認めない場

合があります。 

 

３. 提出物について 
⚫ パンフレットやＷｅｂ交流プラットフォーム作成のため、出展者情報や出展機器情報の

ご提出をお願いいたします。その他、事務局より資料等の請求があった場合には事務局

の指示に従うようお願いいたします。 

 

４．出展の可否、小間位置の決定 
⚫ 障害の種別や支援機器の分野等、全体のバランスを勘案し、最終的には協会にて出展の

可否を決定することといたします。また、小間位置の割り当ても協会にて行います。 

 

５．会場内の行為の制限 
⚫ 出展者は協会の承諾なしに、通路、休憩所など自らの出展スペース以外での展示・宣伝

を行うことはできません。 

⚫ 来場者や他の展示者に迷惑を与えるような音、光、熱、臭気を伴う行為や危険と認めら

れる実演はできません。 

 

６．駐車場 
⚫ 会場によって車での搬出入の利用方法は異なるため、事務局の指示に従ってください。 

⚫ 期間中の駐車場は出展者で確保してください。なお、割引券は協会では発行しません。 

 

７．管理保全 
⚫ 協会は管理者としての注意をもって会場全般の管理にあたります。 

ただし、各出展物の管理は出展者が自己の責任と費用にて行ってください。協会は出展

物の損害に対しての一切の保証を負いません。 

 

８．損害賠償 
⚫ 出展者及びその代理人が他社の小間、協会の運営設備又は展示会場の設備及び人身等に

損害を与えた場合、また、搬出入時や交流会開催期間中に発生した出展物の損傷・紛失

等について、その補償は出展者の責任において行うものとし、協会は一切の責任を負い

ません。 
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⚫ 出展物の輸送及び展示中の保護については、必要に応じて保険をかけるなど適切な対策

を講じてください。 

 

９．消防･安全 
⚫ 出展者は、会場に適用される消防及び安全に係わる全ての法規、規則を厳守しなければ

なりません。 

 

１０．交流会の中止 
⚫ 協会は天災などの不可抗力により、交流会の開催が困難と判断した場合、延期又は中止

することがあります。また、その際に生じた損害について協会は責任を負わないものと

します。 

⚫ 新型コロナウイルス感染症の今後の動向により、イベント開催の自粛が予測される場合

には、会場開催を中止しＷｅｂ開催に切り替えることとします。 

 

１１．法的保護等 
⚫ 交流会におけるアイディアの模倣及び交流時等に関するトラブルについて、協会は一切

の責任を負いません。特許など特別なノウハウ等についての知的財産権は出展者の責任

において対応してください。 

 

１２．法令、規約の厳守 
⚫ 出展者は、日本国内の各種法令を遵守するとともに、協会が定める一連の規約（募集要

項、出展マニュアル等）を本契約の一部とし、これを遵守することに同意するものとし

ます。 

⚫ 万一、法令、規約に違反した場合、協会は理由の如何にかかわらず出展を拒否もしくは

取り消すことがあります。これによって生ずる損害に対し、協会は一切の責任を負わな

いものとします。 

 

１３．アンケート調査、ご協力のお願い 
⚫ 交流会は国庫補助事業により開催するものです。 

⚫ 交流会参加の目的を明確化するとともに、その成果を評価する必要があります。事務局

から依頼のあったアンケート調査には必ずご回答ください。 

 

１４．写真等の撮影について 
⚫ 報道を含めた関係者を除き、会場開催、Ｗｅｂ開催共に講演中の撮影・録音・録画の行

為は一切禁止とします。 

⚫ 交流会では、開発途中の機器等が出展されています。写真や動画を撮影する場合には、

必ず協会と撮影する企業等の許可を得てください。 

⚫ 協会では交流会の様子を各方面へ広報するため、交流会の期間中、機器やシンポジウム

等の様子を写真や動画で撮影しますので、予めご了承ください。なお、写真や動画の撮

影を拒否する場合には予めお申し出ください。 
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Ⅸ．招待する関係団体等、問い合わせ先 
 

１．関係団体等（予定） 
 

（１）障害当事者団体 

 公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会 

 一般社団法人 日本ＡＬＳ協会 

 社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合 

 一般社団法人 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会 

 ポリオの会 

 ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会 

 特定非営利活動法人 日本失語症協議会 

 社会福祉法人 日本身体障害者団体連合会 

 社会福祉法人 全国盲ろう者協会 

 

（２）開発支援機関等 

 国立研究開発法人 情報通信研究機構（ＮＩＣＴ) 

 国立研究開発法人 科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

 

 

２．交流会に関するお問い合わせ 
 

公益財団法人テクノエイド協会 企画部 担当者 宇田川、根石（ねいし）、五島 

電話番号 ０３－３２６６－６８８３ 

電子メールアドレス shogai-kiki2@techno-aids.or.jp 
※ 現在、新型コロナウイルスを予防するため、就業時間を８時～１６時としております。 

 

本交流会の業務の一部を委託する予定です。本年度の委託先が決定しだい委託先

から直接ご連絡がありますので、ご対応ください。 
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◆昨年度の開催状況について（参考） 
 

令和３年度の交流会の開催状況は、以下のとおりです。 

 

〇専用ホームページ http://www.techno-aids.or.jp/needsmatch/2021index.shtml 

〇開催結果の報告書 http://www.techno-aids.or.jp/needsmatch/202203needs_report.pdf 

 

１．東京会場 事前登録者 ※登録重複者は除く 

  
 

２．東京会場 来場者 

 
※ 山口会場は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、会場開催を中止とさせていただきました。 

※  

 

３．Ｗｅｂ交流プラットフォーム アクセス数 

 
 
 

〈東京会場 交流風景〉 

 
 
 
 
 
 
 

合計

東京会場事前登録（出展者も含める） ４１９名

使う人 作る人

１３４名 １２５名

会場 一般来場者・出展者

東京会場（１２月７日～８日） ２５９名

合計

Ｗｅｂ交流プラットフォームトップ画面　総アクセス数
９,７８１回

（令和３年１０月１日～令和４年１月３１日の期間）
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ニーズ・シーズマッチング交流会
こうりゅうかい

2022 ご来場者
らいじょうしゃ

様
さ ま

アンケート 
 

この度
た び

は交流会
こうりゅうかい

にご来場
らいじょう

いただき、誠
まこと

にありがとうございます。このアンケートは、来場
らいじょう

された

皆様
み な さ ま

からご感想
か ん そ う

・ご意見をうかがい、今後
こ ん ご

のマッチングに役立
や く だ

てるものです。ぜひご 協 力
きょうりょく

ください。 

代筆
だ い ひ つ

などの支援
し え ん

をご希望
き ぼ う

される方
る

は、受付
う け つ け

までお越
こ

しください。 

Ⅰ．あなたご自身
じ し ん

について 

当
あ

て は ま る 項目
こ う も く

に

○をつけてくださ

い。（ひとつに○） 

１．障害者
しょうがいしゃ

   ２．障害者
しょうがいしゃ

家族
か ぞ く

 ３．施設
し せ つ

関係者
か ん け い し ゃ

 ４．医療
い り ょ う

関係者
か ん け い し ゃ

 

５．支援
し え ん

機器
き き

開発
かいはつ

企業
きぎょう

 ６．行 政
ぎょうせい

 ７．研 究
けんきゅう

機関
き か ん

・団体
だんたい

  

８．学校
がっこう

・教 育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

 ９．一般
いっぱん

企業
きぎょう

（今後
こ ん ご

、支援
し え ん

機器
き き

の開発
かいはつ

を目指す
め ざ す

企業
きぎょう

を含む
ふ く む

） 

１０．その他
そ の た

（                           ） 

ご参加
さ ん か

いただいた日数
にっすう

について教
おし

えて

ください（ひとつに○） 

１．１日
いちにち

のみ（１日目
い ち に ち め

・２日目
ふ つ か め

・３日目
み っ か め

のいずれか一つに○） 

２．２日間
ふ つ か か ん

  ３．3 日間
みっかかん

 

Ⅱ．交流会
こうりゅうかい

について 

この交流会
こうりゅうかい

のことを

どのように知
し

りまし

たか 

１．テクノエイド協 会
きょうかい

からの案内
あんない

  ２．テクノエイド協 会
きょうかい

のホームページ 

３．所属
しょぞく

する障 害
しょうがい

団体
だんたい

からの案内
あんない

  ４．経済
けいざい

振興
しんこう

団体
だんたい

からの案内
あんない

 

５．所属
しょぞく

する職 能
しょくのう

団体
だんたい

からの案内
あんない

  ６．自治体
じ ち た い

からの案内
あんない

・広報誌
こ う ほ う し

など 

７．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

からの紹介     ８．新聞
しんぶん

・テレビ・ラジオなど 

９．その他
た

（                           ） 

（上記で３，４，５を 

選んだ方）団体名 
 

どのような目的
もくてき

で 

交流 会
りゅうかい

へご来 場
らいじょう

 

いただきましたか 

１．具体的
ぐ た い て き

に作
つく

って欲
ほ

しい要望
ようぼう

やアイデアがあり、企業
きぎょう

に伝
つた

えたかった 

２．機器
き き

の閲覧
えつらん

や体験
たいけん

をしながら意見
い け ん

交換
こうかん

を 行
おこな

いたかった 

３．特定
とくてい

の企業
きぎょう

または団体
だんたい

に対
たい

して直 接
ちょくせつ

伝
つた

えたいことがあった 

４．普段
ふ だ ん

困
こま

っていることについて相談
そうだん

したかった 

５．その他（                            ） 

どのような交 流
こうりゅう

が 

できましたか 
 

会 場
かいじょう

の立地
り っ ち

や利便性
り べ ん せ い

はいかがでしたか 

１．大変
たいへん

満足
まんぞく

している ２．ある程度
て い ど

満足
まんぞく

している ３．どちらとも言
い

えない 

４．あまり満足
まんぞく

していない  ５． 全
まった

く満足
まんぞく

していない 

会
かい

場 内
じょうない

の配置
は い ち

や展示
て ん じ

はいかがでしたか 

１．大変
たいへん

満足
まんぞく

している ２．ある程度
て い ど

満足
まんぞく

している ３．どちらとも言
い

えない 

４．あまり満足
まんぞく

していない  ５． 全
まった

く満足
まんぞく

していない 

来年
らいねん

も参加
さ ん か

したいと思
おも

いますか 
１．ぜひ参加

さ ん か

したい ２．参加
さ ん か

したい ３．どちらともいえない 

４．参加
さ ん か

したくない ５． 全
まった

く参加
さ ん か

したくない 

Ⅲ．運営
うんえい

・交 流会
こうりゅうかい

全般
ぜんぱん

について 

交 流 会
こうりゅうかい

全般
ぜんぱん

に関
かん

するご意見
い け ん

・感想
かんそう

があれば記載
き さ い

してください 

（自由
じ ゆ う

記述
きじゅつ

） 

 

ご 協 力
きょうりょく

ありがとうございました。お帰
かえ

りの際
さい

、アンケート回収箱
かいしゅうばこ

にご提出
ていしゅつ

ください。 
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意見交換会、アドバイス支援の実施について 

 

 

１．開催のねらい、目的 

交流会の成果を着実に支援機器の開発に繋げるため、開発企業の希望に応じて、相談やア

ドバイス等の開発支援を行うこととする。 

具体的には、企業等から要望を個別にうかがい、関係する障害者等との意見交換会やアド

バイス支援等の機会を設ける。 

また、その成果については、協会のＨＰ等を通じて広く周知し、ニーズとシーズのマッチ

ングを活性化するとともに、来年度以降の開発促進事業の応募を喚起することとする。 

意見交換等の具体的な内容は、開発改良中の支援機器について、コンセプトや利活用の場

面、想定利用者の適用範囲、機能・性能等の在り方について、ニーズ・シーズ対等の立場にた

って自由な意見交換等を行い、もって障害者現場のニーズに即した開発改良を推進すること

とする。 

 

２．期間 

令和４年１０月２４日～ 

 

３．実施方法 

交流会の出展企業等に対して、開発改良中の機器について、意見交換会やアドバイスして

ほしい内容等を個別にうかがい、想定するユーザの団体等へ繋ぐこととする。 

実施は、訪問又は状況に応じてオンライン会議にて行うこととし、意見交換会等への参加

については、地域を限定しないこととする。 

 

（１）実施予定数 

５件程度 

原則、先着順とする。応募内容が本事業の趣旨に合致するものか、当協会にて確認のう

え実施の可否を決定する。 

不明瞭な記載や内容に不備がある場合、本事業の趣旨に反する案件等については、受付

しないこととする。 

 

（２）ニーズとシーズのマッチング 

企業からの個別の要望に対し、ご協力いただく障害者等の団体については、企画委員会

のメンバーが所属する団体又は当該団体が紹介する団体等を基本とすることとし、適切な

団体等が見当たらない場合には、当協会において関係機関・有識者等と協議のうえ、マッ

チング先を探すこととする。（但し、どうしてもマッチング先が見つからない場合もあり

得ることとする。） 

 

198－ －



2 
 

（３）応募手続きの流れについて 

 

 

 

 

199－ －



3 
 

４．応募の書類及び提出方法 

(１)提出書類 

申込に必要な様式は、当協会ホームページよりダウンロードできます。 

当協会ホームページ http://www.techno-aids.or.jp/needsmatch/ 

障害者自立支援機器 ニーズ・シーズマッチング強化事業｜公益財団法人テクノエイド

協会 (techno-aids.or.jp) 

 

【提出書類】 

 様式１ シーズ・ニーズの意見交換会、アドバイス支援 依頼書 

 様式２ シーズとニーズの意見交換会、アドバイス支援 実施報告書 

 

（２）提出方法 
 

 電子メールにて受付することとする。（ＦＡＸによる提出は不可） 

 公益財団法人テクノエイド協会 企画部 宇田川、根石（ねいし）、五島 

 電話番号 03-3266-6883 電子メール shogai-kiki2@techno-aids.or.jp 

 

実施報告のイメージは、以下のとおりである。 

 

<昨年度の例 > 
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<昨年度の意見交換会、アドバイス支援の様子> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京中日新聞 令和４年１月１９日 朝刊一面 

https://www.chunichi.co.jp/article/402661 
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様式１（ニーズとシーズの意見交換会、アドバイス支援 依頼書） 
 

令和  年  月  日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（依頼者） 

                  〒 

住所 

 

事業者名 

担当者所属 

担当者名 

電話番号 

電子メールアドレス 

 

ニーズとシーズの意見交換会、アドバイス支援 依頼書 

 

貴法人がニーズ・シーズマッチング強化事業の一環として行う、障害者自立支援機器に係る意

見交換会、アドバイス支援の実施について、下記の書類を提出して依頼します。 

 

 

記 

 

 

１．別添「ニーズとシーズの意見交換会、アドバイス支援 依頼概要書」 

 

２．会社概要（任意様式） 

※）会社の概要が簡易なもの 

 

３．これまでの福祉機器に関する実績（任意様式） 

※）実績がない場合は、提出不要 

 

（本書類の取扱いと留意事項について） 

 ご提出いただく「ニーズとシーズの意見交換会、アドバイス支援 依頼概要書」は、ニ

ーズ側とマッチングする際に利用します。 
従って、記載内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場

合には、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
 適切にご協力が得られる障害当事者団体等とマッチングするためにも、記載内容は技術

的な事に偏らず理解しやすいものとしてください。 
 協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を受けております。 
 案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 

 

202－ －



別添 
令和  年  月  日 

 

ニーズとシーズの意見交換会、アドバイス支援 依頼概要書 

 

１．依頼者（企業）の概要 

企業名  

担当者名 部署  氏名  

担当者連絡先 

住所 
〒 

 

電話  

電子メールアドレス  

主たる業種  

主要な製品  

希望する団体や障

害等の種別等 

 

希望するものに☑

を入れてください 

複数選択可 

（希望する団体） 

□公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会 

□一般社団法人 日本ＡＬＳ協会 

□社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合 

□一般社団法人 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会 

□ポリオの会 

□ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会 

□特定非営利活動法人 日本失語症協議会 

□社会福祉法人 日本身体障害者団体連合会 

□社会福祉法人 全国盲ろう者協会 

□その他：（              ） 
 

（障害の種別） 

□身体障害（肢体不自由） 

□視覚障害 

□聴覚障害 

□高次脳機能障害（失語症等） 

□知的障害（身体介護が必要ないケースを含む） 

□精神障害（発達障害を含む） 

□その他（                ） 

特記事項  

 

２．当該機器の開発コンセプト又は試作機器等の概要（可能な限り詳しく記入してください。） 

機器名称（仮称可）  

試作機器の有無 

機器のコンセプト

（写真添付） 

試作機器の有無 １．有  ・  ２．無 

機器の目的及び特徴 

 

 

企業等 
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想定する障害者及

び使用方法、使用場

面 

①想定する障害者（又は支援者） 

 

 

②想定する使用場面 

 

 

③想定する使用方法 

 

 

開発状況及び主な

課題 

①開発状況 

 

 

②現在の課題 

 

 

特に意見交換やア

ドバイスを希望す

る内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

特記事項 

 

 

 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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様式２（ニーズとシーズの意見交換会、アドバイス支援 実施報告書） 
 

令和  年  月  日 

 

ニーズとシーズの意見交換会、アドバイス支援 実施報告書 

 

１．実施概要 

障害種別  

機器名称（仮称可）  

型番  

企業名  

連絡先 電話  メールアドレス  

交流先  

意見交換やアドバ

イスに係わった担

当者（全ての方を記

載してください。） 

所 属 氏名 

  

  

  

  

 

２．実施結果 

意見交換会やアドバイ

スの実施 

実 施 日 実 施 方 法 等 

  

  

  

交流のねらい 

 

交流の成果 

（写真添付） 

 

開発等、今後の見通し 

 

その他  

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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様式Ａ（障害者自立支援機器に係る意見交換会、アドバイス支援 実施希望書） 

 
令和  年  月  日 

 

障害者自立支援機器に係る意見交換会、アドバイス支援 実施希望書 

 

 

1．希望する案件・機器の名称  

案件番号 ０４－〇〇 

企業名  

機器名称（仮称）  

 

2．実施体制 

実施機関名等  

実施責任者名  

主担当者名  

主担当者連絡先 

住所 
〒 

 

電話  

電子メールアドレス  

主担当者の職種と

日常業務 

 

アドバイス（意見交

換）に係わる者 

（アドバイス等に係

わる全ての方を記

載してください。） 

氏 名 所 属 資格及び業務経験等、経験年数 

   年 

   年 

   年 

意見交換やアドバス

の実績（あれば記載

してください） 

 

その他 
 

 

３．実施機関等の状況 

現状の課題 

 

当案件を希望する

理由 

 

 

４．意見交換、アドバイス支援の具体的な実施方法等  

具体的な実施方法 訪問可 □ オンライン □ 相談のうえ決定 □ 
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2 
 

 

及び内容等 

◆実施を希望する日時等  

（１）日時 令和〇年〇月〇日（〇） 

 

（２）場所 

 

（３）テクノエイド協会の同席 

 

 

◆実施方法等 

 

 

 

 

◆実施にあっての留意等 

 

 

 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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障
害
者
自
立
支
援
機
器

ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の

意
見
交
換
会
、ア
ド
バ
イ
ス
支
援

実
施
事
例
集

本
事
業
は「
令
和
４
年
度
ニ
ー
ズ
・シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
強
化
事
業
」の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

公
益
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会

ht
tp
:/
/w
w
w
.t
ec
hn
o-
ai
ds
.o
r.
jp

障
害
者
自
立
支
援
機
器
の
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の
意
見
交
換
、ア
ド
バ
イ
ス
支
援

公
益
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
 

〒
16
2-
08
23
　
東
京
都
新
宿
区
神
楽
河
岸
1-
1セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
４
F

H
P ：
 h
tt
p:
//
w
w
w
.t
ec
hn
o-
ai
ds
.o
r.
jp

TE
L 
: 0
3-
32
66
-6
88
3
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は
じ
め
に

　
障
害
者
及
び
障
害
児（
以
下「
障
害
者
」。
）の
自
立
を
支
援
す
る
｢障
害
者
自
立
支

援
機
器（
以
下「
支
援
機
器
」）
｣は
、障
害
者
の
活
動
や
参
加
を
促
す
も
の
と
し
て
、大

変
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　
一
方
、障
害
者
福
祉
の
現
場
に
お
い
て
、真
に
必
要
と
さ
れ
る
支
援
機
器
を
開
発
す

る
た
め
に
は
、機
器
開
発
の
着
想
段
階
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
や
支
援
者
の「
ニ
ー
ズ
」と
、開

発
や
研
究
者
等
の「
シ
ー
ズ
」を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、シ
ー
ズ
志
向

型
の
開
発
と
な
ら
な
い
よ
う
、障
害
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
態
は
勿
論
の
こ
と
、現
場

の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
支
援
機
器
の
開
発
に
繋
げ
る
取
り
組
み
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、当
協
会
で
は
、「
ニ
ー
ズ・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
」

を
開
催
し
、実
用
的
な
支
援
機
器
が
開
発
さ
れ
る
よ
う
、試
作
機
等
を
用
い
て
想
定
す

る
ユ
ー
ザ
ー
と
開
発
側
が
膝
を
交
え
て
意
見
交
換
で
き
る
場
を
設
け
る
と
と
も
に
、当

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に「
Ｗ
ｅｂ
交
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
設
置
し
、オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
交
流
を
推
進
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、本
年
度
は
、さ
ら
に
交
流
の
成
果
を
着

実
に
支
援
機
器
の
開
発
に
繋
げ
る
た
め
、開
発
企
業
か
ら
個
別
に
希
望
を
募
り
、障
害

当
事
者
団
体
等
に
も
ご
協
力
を
頂
き
、障
害
者
自
立
支
援
機
器
に
係
る
意
見
交
換

会
、ア
ド
バ
イ
ス
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
施
報
告
は
、そ
の
成
果
概
要
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

今
後
の
支
援
機
器
の
開
発
に
あ
た
り
、ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
が
互
い
の
立
場
を
理
解
し

あ
い
、真
に
必
要
と
さ
れ
る
支
援
機
器
の
開
発・
普
及
に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
５
年
３
月

公
益
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会

目
次

平
面
画
像
の
立
体
認
識
技
術
・
製
品

株
式
会
社
一
心
助
け

社
会
福
祉
法
人
 日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連
合

視
覚
障
害

障
害
種
別

機
器
名
称

開
発
企
業
等

協
力
機
関

To
 w
al
k

株
式
会
社
ロ
バ
の
耳

川
崎
市
社
会
福
祉
事
業
団
 れ
い
ん
ぼ
う
川
崎

身
体
障
害

障
害
種
別

機
器
名
称

開
発
企
業
等

協
力
機
関

オ
ゾ
ン
＋
電
解
水
生
成
器
－
移
動
式
オ
ゾ
ン
＋

電
解
微
細
気
泡
水
床
上
入
浴
ユ
ニ
ッ
ト

株
式
会
社
ア
ク
ア
エ
コ
テ
ッ
ク

一
般
社
団
法
人
 日
本
ＡＬ
Ｓ
協
会

公
益
社
団
法
人
 全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

身
体
障
害

障
害
種
別

機
器
名
称

開
発
企
業
等

協
力
機
関

1
2
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障
害
者
自
立
支
援
機
器
に
係
る
意
見
交
換
会
、

ア
ド
バ
イ
ス
支
援
の
実
施
に
つ
い
て

　
交
流
会
の
成
果
を
着
実
に
支
援
機
器
の
開
発
に
繋
げ
る
た
め
、開
発
企
業
の
希
望
に
応
じ
て
、相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
等

の
開
発
支
援
を
行
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、企
業
等
か
ら
要
望
を
個
別
に
う
か
が
い
、関
係
す
る
障
害
者
等
と
の
意
見
交
換
会
や
ア
ド
バ
イ
ス
支
援

等
の
機
会
を
設
け
た
。

　
ま
た
、そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、協
会
の
H
P等
を
通
じ
て
広
く
周
知
し
、ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
活
性
化
す

る
と
と
も
に
、来
年
度
以
降
の
開
発
促
進
事
業
の
応
募
を
喚
起
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
意
見
交
換
等
の
具
体
的
な
内
容
は
、開
発
改
良
中
の
支
援
機
器
に
つ
い
て
、コ
ン
セ
プ
ト
や
利
活
用
の
場
面
、想
定
利

用
者
の
適
用
範
囲
、機
能・
性
能
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
、ニ
ー
ズ・
シ
ー
ズ
対
等
の
立
場
に
た
っ
て
自
由
な
意
見
交
換
等

を
行
い
、も
っ
て
障
害
者
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
開
発
改
良
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
令
和
４
年
１０
月
２４
日
～

　
交
流
会
の
出
展
企
業
等
に
対
し
て
、開
発
改
良
中
の
機
器
に
つ
い
て
、意
見
交
換
会
や
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
ほ
し
い
内
容

等
を
個
別
に
う
か
が
い
、想
定
す
る
ユ
ー
ザ
の
団
体
等
へ
繋
ぐ
こ
と
と
し
た
。

　
実
施
は
、訪
問
又
は
状
況
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
て
行
う
こ
と
と
し
、意
見
交
換
会
等
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

地
域
を
限
定
し
な
い
こ
と
と
す
る
。ま
た
、大
阪
会
場
や
東
京
会
場
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
１
）実
施
予
定
数

　
5件
程
度

　
原
則
、先
着
順
と
し
た
。応
募
内
容
が
本
事
業
の
趣
旨
に
合
致
す
る
も
の
か
、当
協
会
に
て
確
認
の
う
え
実
施
の
可
否

を
決
定
し
た
。

　
不
明
瞭
な
記
載
や
内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合
、本
事
業
の
趣
旨
に
反
す
る
案
件
等
に
つ
い
て
は
、受
付
し
な
い
こ
と
と

し
た
。

（
２
）ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　
企
業
か
ら
の
個
別
の
要
望
に
対
し
、ご
協
力
い
た
だ
く
障
害
者
等
の
団
体
に
つ
い
て
は
、企
画
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が

所
属
す
る
団
体
又
は
当
該
団
体
が
紹
介
す
る
団
体
等
を
基
本
と
す
る
こ
と
と
し
、適
切
な
団
体
等
が
見
当
た
ら
な
い
場
合

に
は
、当
協
会
に
お
い
て
関
係
機
関・
有
識
者
等
と
協
議
の
う
え
、マ
ッ
チ
ン
グ
先
を
探
す
こ
と
と
し
た
。（
但
し
、ど
う
し
て

も
マ
ッ
チ
ン
グ
先
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
と
し
た
。）

（
３
）応
募
の
書
類
及
び
方
法
に
つ
い
て

　
　
●
提
出
書
類

　
　
　
様
式
１
　
ニ
ー
ズ・
シ
ー
ズ
の
意
見
交
換
会
、ア
ド
バ
イ
ス
支
援
　
依
頼
書
　

　
　
　
様
式
２
　
ニ
ー
ズ・
シ
ー
ズ
の
意
見
交
換
会
、ア
ド
バ
イ
ス
支
援
　
実
施
報
告
書

　
　
　
　
関
係
書
類：
ht
tp
:/
/w
w
w
.t
ec
hn
o-
ai
ds
.o
r.j
p/
ne
ed
sm
at
ch
/

02
期
間

01
目
的

04
問
い
合
わ
せ
先

05
実
施
結
果

03
実
施
方
法

●
提
出
方
法

　
電
子
メ
ー
ル
に
て
受
け
付
け
る
こ
と
と
す
る
。（
ＦＡ
Ｘ
に
よ
る
提
出
は
不
可
）

　
公
益
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
　
企
画
部
　
担
当
者
　
宇
田
川
、根
石
、五
島

　
電
話
番
号
　
０３
－３
２６
６－
６８
８３

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
sh
og
ai
-k
ik
i2
@
te
ch
no
-a
id
s.
or
.jp

●
提
出
期
限

　
先
着
順
と
す
る
た
め
、応
募
件
数
に
達
し
次
第
、受
付
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
を
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

公
益
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
　
企
画
部

担
当
者
　
宇
田
川
、根
石
、五
島

電
話
番
号
　
０３
-３
２６
６
-６
８８
３

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
sh
og
ai
-k
ik
i2
@
te
ch
no
-a
id
s.
or
.jp

ね
い
し

案
件
番
号

０４
－０
１

視
覚
障
害

平
面
画
像
の
立
体

認
識
技
術・
製
品

株
式
会
社
一
心
助
け

社
会
福
祉
法
人
 

日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連
合

０４
－０
２

身
体
障
害

To
 w
al
k

株
式
会
社
ロ
バ
の
耳

川
崎
市
社
会
福
祉
事
業
団
 

れ
い
ん
ぼ
う
川
崎

０４
－０
3

身
体
障
害

株
式
会
社

ア
ク
ア
エ
コ
テ
ッ
ク

一
般
社
団
法
人
 日
本
ＡＬ
Ｓ
協
会

公
益
社
団
法
人
 

全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

障
害
種
別

機
器
名
称

開
発
企
業
等

協
力
機
関

オ
ゾ
ン
＋
電
解
水
生

成
器
－
移
動
式
オ

ゾ
ン
＋
電
解
微
細
気

泡
水
床
上
入
浴
ユ

ニ
ット

ね
い
し

3
4
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株
式
会
社
　
一
心
助
け

実
施
結
果

社
会
福
祉
法
人
　
日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連
合

社
会
福
祉
法
人
　
全
国
盲
ろ
う
者
協
会

社
会
福
祉
法
人
　
鷹
見
会

徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校
 機
械
電
気
工
学
科

事
業
部
 部
長
 逢
坂
 忠

事
務
局
 村
岡
 美
和

理
事
長
 松
本
 真
紀

博
　
士
 三
浦
 靖
一
郎

視
聴
覚
障
害

平
面
画
像
の
立
体
認
識
技
術
・
製
品

機
器
名
称

企
業
名

連
絡
先

交
流
先

電
話
 0
4-
71
32
-2
41
5

交
流
の
成
果

①
流
山
市
内
で
の
施
工
の
成
果

20
22
年
12
月
15
日

20
22
年
12
月
16
日

20
22
年
12
月
16
日

交
流
会
会
場
に
て
意
見
交
換
を
実
施（
全
国
盲
ろ
う
者
協
会
、鷹
見
会
）

交
流
会
会
場
に
て
意
見
交
換
を
実
施（
日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連
合
）

交
流
会
会
場
に
て
意
見
交
換
を
実
施（
徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校
）

実
施
日

実
施
方
法
等

交
流
の
ね
ら
い

障
害
者
の
要
望
や
改
善
し
て
ほ
し
い
機
器
等
に
つ
い
て
。

歩
道・
商
業
施
設
な
ど
で
走
行
時
の
問
題
点
に
つ
い
て
。

平
面
画
像
の
立
体
認
識
技
術・
製
品
の
張
付
効
果
と
希
望
に
つ
い
て
。

開
発
案
件
機
器
に
つ
い
て
。

　
歩
道・
商
業
施
設
な
ど
で
走
行
時
の
問
題
点
に
つ
い
て
、ま
た
、弊
社
平
面
画
像
の
立
体
認
識
技

術・
製
品
の
貼
付
効
果
と
希
望
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
た
い
。

上
記
意
見
交
換
内
容

　
東
京
都
内
な
ど
の
歩
道
で
障
害
者
に
自
転
車
や
歩
行
者
が
ぶ
つ
か
り
転
倒
な
ど
の
事
故
が
あ
る

の
で
、該
当
歩
道
等
に
施
工
し
て
ほ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
。

皆
様
か
ら
市
役
所
な
ど
に
要
望
を
出
さ
れ
、弊
社
も
折
を
見
て
伺
う
が
先
方
か
ら
打
診
が
あ
り
次
第

先
方
と
協
議
す
る
。

　
１２
月
１５
日
に
交
流
会
会
場
で
日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連
合
と
意
見
交
換
を
実
施
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、柏
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

補
助
金
を
利
用
し
て
下
記
の
場
所
へ
平
面
画
像
の
立
体
視
シ
ー
ト
を
貼
付
し
た
。

　
流
山
市
で
の
実
証
実
験
の
際
に
は
障
害
者
な
ど
へ
の
効
果
検
証
し
て
ほ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

実
証
検
証
施
工
し
、近
隣・
歩
行
者・
障
害
者・
車
椅
子
通
行
者
な
ど
に
効
果
な
ど
を
聞
き
取
り
し
た
結
果
、大
変
喜
ば
れ
た
の
で
機
会
を

見
て
市
役
所
等
に
要
望
し
、意
見
交
換
者
と
も
共
有
す
る
。

【
施
工
年
月
】

　
令
和
4年
12
月
24
日（
土
）.
25
日（
日
）

【
施
工
場
所
】

　
流
山
市
５
丁
目・
流
山
市
向
小
金
福
祉
会
館
入
り
口
信
号
交
差
点
か
ら
向
小
金
ふ
れ
あ
い
公

園
ま
で
約
20
0ｍ
・流
山
市
野
々
毛
3丁
目
バ
ス
停
中
心
と
し
た
約
20
0ｍ
歩
道
　
左
側（
コ
ン

ビ
ニ
側
）・
流
山
市
鰭
ヶ
崎
歩
道
方
側（
右
側
）

交
流
の
成
果

開
発
等
、今
後
の
見
通
し

【
千
葉
県
流
山
市
土
木
部
道
路
管
理
課
か
ら
の
ご
要
望
】

　
狭
い
道（
流
山
５
丁
目
）か
ら
道
路
の
出
入
り
口
は
ポ
ー
ル
の
設
置
が
困
難
で
あ
り
、施
工
し
て
安
全
対
策
を
し
た
い
。ま
た
、近
く
に
も

小
学
校
が
あ
り
、白
泉
上
に
三
角
コ
ー
ン
を
臨
時
設
置
し
て
い
る
が
、そ
れ
に
代
わ
っ
て
平
面
画
像
の
立
体
視
シ
ー
ト（
ポ
ー
ル
）を
貼
付

し
て
安
全
強
化
を
図
り
た
い
。ま
た
、急
坂
で
自
転
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
歩
道
を
走
行
す
る
の
を
徐
行
注
意
喚
起
し
、歩
行
者
な
ど
の

安
全
を
図
り
た
い
。（
野
々
毛・
鰭
ヶ
崎
共
に
）

【
施
工
状
況
】

　
流
山
市
５
丁
目：
対
向
車
相
互
＆
大
型
車
＆
オ
ー
ト
バ
イ
も
施
工
画
像
シ
ー
ト
を
避
け
て
走
行
。（
図
１
、２
）

　
小
学
生
通
学
道
路：
通
学
安
全
確
保
＆
自
動
車
走
行
＆
安
全
性
問
題
な
し（
整
理
員：
非
常
に
良
い
と
の
こ
と
）お
年
寄
り・
車
椅
子
走

行・
ベ
ビ
ー
カ
ー・
障
害
者
に
も
喜
ば
れ
る
。（
図
３
、４
）

　
歩
行
者
安
全
確
保
＆
自
動
車
走
行
＆
安
全
性
問
題
な
し（
通
行
人（
主
婦
）。
施
工
し
て
か
ら
自
転
車
の
激
走
が
な
く
な
り
安
心
し
て
歩

道
通
行
で
き
る
）。
こ
の
歩
道
か
ら
側
道（
自
動
車
道
路
白
線
歩
道
寄
り
）を
自
転
車
が
走
行
変
更
す
る
。お
年
寄
り・
車
椅
子
走
行
・
ベ

ビ
ー
カ
ー・
障
害
者
に
も
喜
ば
れ
る
。（
野
々
毛
地
区
）（
図
５
、６
）

　
走
行
す
る
自
転
車
は
み
な
こ
が
ず
に
、徐
行
に
よ
り
坂
を
走
行
し
て
、歩
行
者
と
の
安
全
は
保
た
れ
て
い
た
。画
像
上
を
歩
行
し
た
り
、

自
転
車
で
走
行
し
て
も
問
題
な
し
。お
年
寄
り・
車
椅
子
走
行・
ベ
ビ
ー
カ
ー・
障
害
者
に
も
喜
ば
れ
る
。（
鰭
ヶ
崎
地
区
）

②
社
会
福
祉
法
人
 鷹
見
会
で
の
施
工
の
成
果

　
社
会
福
祉
法
人
　
鷹
見
会
要
望
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
該
者
の
無
断
外
出・
送
迎
車
駐
車
場
外
部
無
断
駐
停
車
の
減
少
の
為
の
施
工
は
当

初
施
工
日
雪
の
為
2月
2日
に
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
1月
初
旬
に
現
場
に
て
適
合・
要
望
平
面
画
像
を
聞
き
、業
者
に
発
注
し
準
備
が
出
来
上
が
っ
た
。

【
施
工
予
定
日
】

　
令
和
5年
2月
2日
（
木
）天
候
不
順
に
よ
り
1月
施
工
予
定
延
び
る
。

【
施
工
場
所
】 
 社
会
福
祉
法
人
　
鷹
見
会

【
施
工
目
的
】

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
該
者
の
無
断
外
出・
送
迎
車
駐
車
場
外
部
無
断
駐
停
車
の
減
少

※
今
回
は
場
所
決
め
の
た
め
、貼
り
付
け
せ
ず
に
シ
ー
ト
を
置
く
だ
け
と
し
た
。（
図
７
、８
）

③
徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校
と
の
助
成
金
活
用
に
よ
る
機
器
開
発
に
つ
い
て

　
徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校
 機
械
電
気
工
学
科
 博
士
 三
浦
 靖
一
郎
氏
よ
り
弊
社
の
知
財
を
IC
T活
用
に
よ
り
社
会
実
装
へ
と
つ
な

げ
る
た
め
の
情
報
交
換
を
し
た
。中
で
も
、助
成
金
を
活
用
し
た
機
器
開
発
や
共
同
事
業
化
に
向
け
て
今
後
も
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
上
記
は
流
山
市
と
こ
の
意
見
交
換
内
容
を
反
映
し
た
も
の
で
の
施
工
を
し
た
。

１２
月
１５
日
実
施

日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連
合
と
の
意
見
交
換

施
工
予
定
の
平
面
画
像
の
立
体
視
シ
ート

　
意
見
交
換
等
を
踏
ま
え
、障
害
者
な
ど
の
歩
行
や
移
動
の
為
に
貴
機
関
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
よ
る
都
道
府
県・
各
市
町
村
な
ど

の
自
治
体・
商
業
施
設
な
ど
へ（
弊
社
で
も
積
極
的
に
開
発
し
ま
す
）安
心
安
全
な
こ
の
技
術
製
品
の
活
用
及
び
採
用
を
是
非
と
も

お
願
い
し
て
い
た
だ
き
た
い
。白
杖
に
よ
る
安
全
安
心
走
行
機
器
開
発
を
進
め
ま
す
。A
nd
ro
id
等
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
研
究

開
発
中
で
あ
る
。

そ
の
他

　
会
場
で
の
日
本
視
覚
障
害
者
団
体
連
合
様
と
の
意
見
交
換
で
千
葉
県
の
支
部
の
方
々
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、現
在
ま
で
進
展
が
見
ら
れ
て
い
な
い
。

【
図
１
】

【
図
2】

【
図
3】

【
図
4】

【
図
5】

【
図
6】

【
図
7】

【
図
8】

5
6
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川
崎
市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

オ
ゾ
ン
＋
電
解
水
生
成
器
－
移
動
式
オ
ゾ
ン
＋

電
解
微
細
気
泡
水
床
上
入
浴
ユ
ニ
ット

株
式
会
社
ロ
バ
の
耳

実
施
結
果

川
崎
市
社
会
福
祉
事
業
団

れ
い
ん
ぼ
う
川
崎

身
体
障
害

T
o 
w
al
k

機
器
名
称

企
業
名

定
形
型
・カ
ス
タ
ム
型

型
番

連
絡
先

交
流
先

電
話
  0
22
-3
46
-6
11
7

交
流
の
成
果

１２
月
１２
日

１
月
１０
日

１
月
３１
日

訪
問
対
面
及
び
、W
eb
参
加

訪
問
対
面

訪
問
対
面：
予
定

実
施
日

実
施
方
法
等

交
流
の
ね
ら
い

　
当
社
の
足
底
支
持
具
“T
o 
w
al
k”
は
、麻
痺
等
に
よ
り
足
の
指
が
変
形
し
た
方
の
動
作
改
善
を
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
た
自
助
具
で
す
。

２
次
的
な
障
害
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
機
関
に
於
い
て
、製
品
評
価
を
実
施
し
て
頂
く
事
が
非
常
に
困

難
な
状
況
で
し
た
。

　
今
回
、多
く
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
専
門
の
職
員
の
皆
様
、実
際
に
足
の
指
が
変
形
し
て
い
る
皆
様
の
ご
意
見
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
く
機
会
を
得
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

被
検
者
の
方
、３
名
の
内
、２
名
の
方
が
“T
o 
w
al
k“
を
装
用
し
た
状
態
で
、従
前
よ
り
も
立
位
や
歩
行
時
の
安
定
感
を
得
る
と
い
う
ご
評

価
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、１
名
の
方
は
、カ
ス
タ
ム
型
の
モ
ニ
タ
ー
希
望
を
頂
き
、現
在
、フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
調
整
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
カ
ス
タ
ム
型
の
モ
ニ
タ
ー
希
望
を
申
し
出
て
頂
い
た
方
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
調
整

を
通
じ
て
、足
の
指
を
同
一
の
高
さ
で
支
持
す
る
の
で
は
な
く
、高
さ
を
調
整
す
る

必
要
が
存
在
す
る
事
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
足
の
指
の
親
指
～
薬
指（
第
一
指
～
第
四
指
）は
、高
さ
１０
ｍ
ｍ
、小
指（
第
五

指
）は
７
ｍ
ｍ
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
製
品
を
ご
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　
技
術
的
に
可
能
な
デ
ザ
イ
ン
変
更
で
、よ
り
皆
様
に
効
果
の
高
い
製
品
を
お
届

け
す
る
事
が
可
能
と
な
る
事
に
気
づ
か
さ
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

関
係
各
所
の
皆
様
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
様
々
な
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
事
に
よ
り
、T
o 
w
al
kを
必
要
と
さ
れ
る
皆
様
の

生
活
動
作
の
改
善
に
寄
与
す
る
製
品
と
し
て
開
発
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
当
日
は
、テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
企
画
部
　
宇
田
川
 
竜
吾
様
に
ご
同
席
頂
き
ま

し
た
。

麻
痺・
等
に
起
因
す
る

足
の
指
の
変
形
障
害

（
足
趾
の
屈
曲
障
害
）

理
学
療
法
士
 小
磯
 さ
お
り
様

理
学
療
法
士
 安
本
 弥
生
様

理
学
療
法
士
 吉
本
 麻
美
様

理
学
療
法
士
 山
岸
 保
則
様

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
師
 齋
藤
 薫
様

被
検
者
の
方
 ３
名

南
部
・
中
部
・
北
部
セ
ン
タ
ー
の
皆
様

実
施
結
果

一
般
社
団
法
人
　
日
本
ＡＬ
Ｓ
協
会

　
協
会
本
部
 常
務
理
事

　
A
LS
の
患
者
様

身
体
障
害

オ
ゾ
ン
＋
電
解
水
生
成
器
－
移
動
式
オ
ゾ
ン
＋

電
解
微
細
気
泡
水
床
上
入
浴
ユ
ニ
ッ
ト

機
器
名
称

株
式
会
社
ア
ク
ア
エ
コ
テ
ッ
ク

企
業
名

連
絡
先

交
流
先

電
話
  0
45
-3
34
-8
98
4

交
流
の
成
果

令
和
4年
12
月
12
日

令
和
4年
12
月
15
日

日
本
A
LS
協
会
事
務
局
を
ご
訪
問
し
て
対
面
交
流

ニ
ー
ズ・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
に
て
足
浴
を
体
験
実
施

実
施
日

実
施
方
法
等

交
流
の
ね
ら
い

　
A
LS
と
い
う
疾
患
の
特
性
や
日
常
生
活
の
状
況
の
理
解
も
含
め
て
支
援
機
器
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
や
意
見
を
頂
き
た
い
。ま
た
、

A
LS
患
者
や
介
助
者
の
お
か
れ
た
現
状
な
ど
を
理
解
し
た
上
で
、ど
の
よ
う
な
製
品
を
開
発
す
れ
ば
お
役
に
立
つ
の
か
を
確
認
し
た
い
。

●
A
LS
は
中
途
障
害
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、長
い
期
間
を
経
て
手
足
や
口
の
不
自
由
か
ら
全
身
へ
病

気
が
進
行
し
て
い
く
。

●
寝
た
き
り
の
患
者
さ
ん
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
と
い
う
こ
と
だ
。

●
ベ
ッ
ド
浴
よ
り
か
は
浴
室
に
て
湯
船
に
浸
か
り
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
高
い
。

●
現
状
は
、週
２
回
ほ
ど
保
険
制
度
で
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

●
ベ
ッ
ド
入
浴
は
、寝
た
き
り
に
な
る
と
全
身
を
動
か
す
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、気
管
切
開
口
に
菌
が

入
ら
な
い
よ
う
に
浴
槽
内
の
頭
の
高
さ
も
重
要
で
あ
る
。

●
訪
問
入
浴
回
数
を
増
や
し
た
い
が
、訪
問
入
浴
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
会
社
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ

り
、気
軽
に
入
浴
を
利
用
で
き
る
と
よ
い
。

　
会
場
で
は
移
動
式
電
解
オ
ゾ
ン
微
細
気
泡
水
床
上
入
浴
ユ
ニ
ッ

ト
か
ら
生
成
し
た
電
解
水
湯
を
容
器
に
移
し
て
A
LS
患
者
様
に
足
浴

を
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
患
者
様
か
ら
は「
昨
年
か
ら
車
い
す
生
活
に
な
っ
て
足
が
冷
た
く

て
む
く
ん
で
と
て
も
辛
か
っ
た
。足
浴
後
、ポ
カ
ポ
カ
に
な
っ
て
と
て

も
気
持
ち
が
よ
い
で
す
」と
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。ま
た
、右
図

の
通
り
、電
解
水
湯
の
効
果
に
よ
り
汚
れ
が
浮
き
上
が
る
の
を
見
て

ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。足
浴
後
、展
示
中
の
エ
ア
浴
槽
(全
身

入
浴
用
)を
見
て「
で
き
れ
ば
こ
の
お
風
呂
に
入
っ
て
み
た
い
」と
い

う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ニ
ー
ズ・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
で
の
体
験
実
施
を
通
し
て
、車
い
す
生
活
ま
で
病
状
が
進
行
さ
れ
て
し
ま
っ
た
患
者
様
に
足
浴
腿

浴
が
で
き
る
小
型
機
が
非
常
に
役
に
立
つ
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。今
後
協
会
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
て
よ
り
多
く
の
方
に
体
験
し
て
頂
き
、よ
り

具
体
的
な
ご
意
見
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岸
川
　
忠
彦

非
会
員
の
方

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ－
ＢＢ
Ｕ５
０

型
番

開
発
等
、今
後
の
見
通
し

そ
の
他

交
流
会
で
の
実
施
体
験

開
発
等
、今
後
の
見
通
し

ご
意
見

7
8
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実
施
結
果

身
体
障
害

交
流
先

交
流
の
成
果

令
和
4年
12
月
 9
日

令
和
4年
12
月
14
日

令
和
4年
12
月
16
日

Z
O
O
M
に
て
交
流
と
意
見
交
換

ニ
ー
ズ・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
に
て
足
浴
を
体
験
実
施

ニ
ー
ズ・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
に
て
足
浴
を
体
験
実
施

実
施
日

実
施
方
法
等

交
流
の
ね
ら
い

交
流
を
通
し
て
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ご
提
案
し
た
オ
ゾ
ン
＋
電
解
水
生
成
器
―
移
動
式
オ
ゾ
ン
＋
電
解
気
泡
水
床
上
入
浴
ユ
ニ
ット
の
狙
い
と

機
能
に
つ
い
て
ニ
ー
ズ
側
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
。

主
に
以
下
の
２
点
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

①
デ
モ
機
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

②
メ
ー
カ
ー
へ
の
ご
希
望

●
出
展
の
試
作
機
に
つ
い
て
、個
人
で
の
在
宅
利
用
は
価
格
的
に
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

●
訪
問
入
浴
や
災
害
時
で
は
非
常
に
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

●
体
験
し
て
足
浴
で
の
効
果
を
知
り
、オ
ゾ
ン
＋
電
解
水
生
成
の
小
型
機
で
も
試
し
て
み
た
く
な
っ
た
。

●
ま
た
、足
浴
と
陰
部・
褥
瘡
の
部
位
の
除
菌
洗
浄
は
重
要
と
思
う
。

●
機
器
の
可
能
性
を
感
じ
る
。用
途
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
て
み
て
は
い
か
が
か
。

①
１２
月
１４
日
　

　
脳
損
傷
に
よ
る
全
身
不
随
の
方
に
試
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
足
の
む
く
み
が
酷
く
皮
膚
の
表
面
が
硬
く
、ガ
ザ
ガ
ザ
し
た
状
態
の
箇
所
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、足
指
近
く
に
淤
血
が
見
受
け
ら
れ
た
。

※
淤
血
と
は
、血
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
滞
っ
て
い
る
状
態
を
指
す

　
移
動
式
電
解
オ
ゾ
ン
微
細
気
泡
水
床
上
入
浴
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
生
成
し
た
電
解
水
湯
を
容
器
に
移
し
、計
２７
分
間
ほ
ど
足
浴
を
し
て
い

た
だ
き
、２
回
水
を
取
り
替
え
た
。

　
体
験
者
か
ら
は「
車
イ
ス
に
ず
っ
と
乗
っ
て
い
る
と
ど
う
し
て
も
足
の
む
く
み
が
と
れ
ず
辛
い
。い
つ
も
皮
膚
が
乾
燥
し
て
お
り
、く
る
ぶ

し
の
と
こ
ろ
は
ガ
サ
ガ
サ
状
態
で
硬
く
な
っ
た
ま
ま
で
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。足
浴
さ
せ
て
い
た
だ
き
こ
の
ガ
サ
ガ
サ
が
す
っ
か
り
と
れ

て
つ
る
つ
る
に
な
っ
た
の
に
は
驚
い
た
。ま
た
足
指
部
分
の
黒
ず
ん
だ
(淤
血
)皮
膚
が
だ
ん
だ
ん
色
も
薄
く
な
っ
て
む
く
み
の
解
消
と
と

も
に
健
康
な
皮
膚
の
色
に
な
っ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
」と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

②
１２
月
１６
日

　
車
い
す
を
ご
使
用
さ
れ
て
い
る
脊
髄
損
傷
に
よ
り
半
身
不
随
の
方
に
試
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
ご
本
人
は
足
の
感
覚
が
な
く
、足
湯
を
す
る
前
は
足
が
凍
っ
て
い
る
よ
う
に
冷
た
か
っ
た
。

　
足
浴
の
経
過
や
結
果
の
実
感
を
う
か
が
え
な
か
っ
た
が
、水
面
に
浮
き
上
が
っ
て
く
る
汚
れ
に
ご
本
人
は
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
て
い
た
。オ
ゾ
ン
＋

の
除
菌
消
臭
効
果
の
仕
組
み
を
ご
説
明
し
て
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
い
た
。薬
剤
な
ど
一
切
使
わ
ず
水
道
水
を
電
気
分
解
す
る
だ
け
で

生
成
す
る
電
解
オ
ゾ
ン
微
細
気
泡
水
に
よ
る
入
浴
、足
浴
、清
拭
の
効
果
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

交
流
の
成
果

開
発
等
、今
後
の
見
通
し

①
デ
モ
機
に
対
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
設
計
修
正
に
反
映
し
て
よ
り
障
害
者
方
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
ご
希
望
の
小
型
機
に
つ
い
て
、近
々
デ
モ
機
を
作
り
、足
浴
な
ど
で
効
果
を
確
か
め
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他

交
流
会
で
の
実
施
体
験

ご
意
見

　
ニ
ー
ズ・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
小
型
機
の
試
用
を
ご
希
望
さ
れ
ま
し
た
の
で
、令
和
5年
2月
ご
ろ
、小
型
機
を

数
機
連
合
会
側
に
提
出
し
、更
に
体
験
し
て
頂
い
て
よ
り
具
体
的
に
ご
意
見
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
伺
い
す
る
予
定
で
す
。

オ
ゾ
ン
＋
電
解
水
生
成
器
－
移
動
式
オ
ゾ
ン
＋

電
解
微
細
気
泡
水
床
上
入
浴
ユ
ニ
ッ
ト

機
器
名
称

株
式
会
社
ア
ク
ア
エ
コ
テ
ッ
ク

企
業
名

連
絡
先

電
話
  0
45
-3
34
-8
98
4

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ－
ＢＢ
Ｕ５
０

型
番

公
益
社
団
法
人
 全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

　
常
務
理
事
 事
務
局
長
 

　
事
務
局
 

　
交
流
会
に
来
場
さ
れ
た
脊
髄
損
傷
者
の
皆
様

安
藤
 信
哉

吉
谷
 香
織

お
け
つ

9
1
0
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